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海 人 草 の 純 粋 有効 成分 ミ と サ ント 

ニン を 最 も 効果 的 に 

最高 度 の 駆虫 揮 る ……… 
多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 応 虫 薬 マ ク 
ニン S は 、 そ の 高い 駆虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 
マク ニン は 、 ね る まる か 、 また は 朝 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 虫 全 で 、 高い を も ち 、 配 布 に 
便利 な の で 集団 昧 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低 秦 な の で 、 学校 、 工場 
会 計 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 氏 大 人 一 人 分 〉 80 円 ・6 半 150 円 
団体 100 (大 人 100 人 


大 市 東 区 道修 町 藤沢 薬品 東京 ・ 福 岡 ・ 札 
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言 

温度 が 遇 虫 卵 発育 に 多大 の 影響 を 及ぼ すこ と は 既に 周 
知 の こと で ある が , その 好適 温度 は , 吉田 (1928) は 25°C 
へ ~34°C, 大 場 (1928)〉 は 28°C~30°C と し て 居り , Brown 
(1928) は 30°C で 10~11 日 , 21C で ご 28~26 日 で 仔 虫 を 完 
成す る と 述べ て 居る . 要する に 28°C~32°C の 間 が 其 だ 好 
適 で ある と 考え られ て いる . 又 高温 の 発育 可能 の 限界 は 
84C で , 85°C~86C で は 結局 仔 虫 が 出来 る けれ ど ぁ を も 月 余 
も 放置 する と 往々 死 減 す る も の が 生ずる . 87°C で は 最早 
発育 困難 で ある らし く 初 期 の 発育 を 遂げ る の み で いづ れ 
も 死滅 する < 吉田, 1928 う . 低温 と 対し て は 極め て 抵抗 
力 が 強く 零下 拾 炒 度 で ぁ 卵 は 何ら の 変化 を 示さ な い が , 
15°C 以 下 に な る と 発育 を 停止 する と 云わ れ て いる . 
著者 は 第 1 報 及び 第 2 報 に お いて 殺 卵 効果 の 著しい 薬 
と し て Chlorthion, Isochlorthion, D. D. T., Pentachloro- 
phenol, Sappiran, Koromites クレ ゾー 石鹸 液 等 を 報告 
し て 居る が (藤田 , 1959, 1960), 今回 は 等 の 薬剤 が 
温度 を 変化 させ た 場合 銅 虫 卵 発 育 に どの 様 な 影響 を 及ぼ 
すか を 試験 管内 に お いて 実験 し た . 

即ち , 好適 温度 の 28°C の 実験 成績 は 既に 第 1 報 に 報告 
し て ある の で , 今回 は 之 を 省略 し 高温 実験 を 最初 85 で 次 
いで 384C と し て 行っ つた が , 対照 の 卵 が 何れ も 死 減 し て い 
る の で , 388'C と し て 実験 を 行 つ た. 前 述 の 如く 卵 は 低温 
に 対し て は 極 ふ て 抵抗 が 強い の で ある が , 自然 界 に お け 
る 卵 の 陣 境 を 考慮 し 低温 を 5 て , 中 等 温度 を 17°C と し 


材料 及び 方 法 

1.。 試験 薬剤 及び その 濃度 実験 に 紅 し た 薬剤 は 下記 

の 7 種 で ご ある. 


Isochlorthion 830% 乳剤 


農薬 の 卵 発 育 に 及ば す 影 
(3) 温度 と 効果 


藤田 
慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 


(昭和 34 年 9 月 4 日 受領 ) 


松林 久吉 教授 ) 


D.D.T. 20% 乳 剤 | 系 
Pentachlorophenol 粉末 (Na 塩 ) a 


Koromite 12.52 剤 剤 系 


クレ ゾー ムル 石鹸 液 市 販 の も の , クレ ゾー た 50 含 
有 , 消 系 


以上 の 薬剤 の 化学 名 , 構造 び に 販売 会 社 は 第 1 報 に 
詳 述 し た . 

薬剤 は 何れ も 水道 水 を 以 て 笑 林 し , 原液 に 換算 し て 
1,000 倍 の も の を 用 いた . 

2。 被 検 卵 実験 に と 用 いた は 新鮮 な 雌 
の 子宮 末端 部 約 2cm 内 の 成 京 し た 受精 卵 に 5 2% ア ンチ 
ホル ミン を 約 50 分 作用 を せしめ, 蛋白 膜 を 除去 し た 後 , 之 
を 沈 管 に と り 水 道 水 で , 4 回 以上 充分 に 洗 浴 し た も の 
を 用 いた . 

3. 薬剤 の 接触 上 記 薬 剤 の 笑 液 8 cc を 試験 管 に と 
り に 濃厚 虫 液 を 3 滴 宛 滴下 し , 5 °C (冷蔵 庫 ), 17°C, 
の 器 内 に 夫々 7 日 ,12 日 , 17 日 間 培 養 し た . 最 
高 最低 温度 計 を 以 て 測定 し た 処 , 毎日 大 凡 , 5 て の 冷 蔵 
庫 は 4.5C~ 6.0°C, の は 16.8°C~18.2°C, 
の は 82.0C~84.2°C の 間 を 上 下 し た . 

4. 浸漬 卵 の 洗 及び 培養 は 夫々 の 温度 
に お いて 所 定 日 数 薬剤 を 作用 せしめ た 後 取 り 出 し , 多量 
の 水道 水 を 以 て 回 以上 遠心 沈 繰り 返し 充分 に 洗 
し た . と この 際 , 薬剤 は Pentachlorophenol を 除い て 総 べ て 
ソル ベン ト に 油 を 用 いた 乳化 剤 で ある 謝 , 水道 氷 だ け で 
洗 江 し た の で は 貝 卵 の 周 暑 に 油 滴 が 附 着 し 虫 卵 相 互 の 分 
離 を 阻害 し , 鏡 検 を 著しく 困難 な らし め る の で , Penta- 
chlorophenol の 場合 も 含め て 0.5 2 の 中 性 石鹸 液 内 に 
て 振 旨 洗 浴 し , 然 る 後 上 記 の 如く 操作 し た . か くし て 薬 
剤 を 洗い 落 し た 虫 卵 を 約 8 cc の 水 を 含む 試験 管内 に 移し 
の 器 内 に 7 ~50 日 培養 し た . 
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126 
第 1 表 各 温 ける 率 

日 数 TR 7 日 12 日 17 日 7 日 12 17 日 7 日 12 日 17 
ク ー ん チオ ォ ン %0 60 83 76 100 100 100 
イン マク ロー チオ ォ オン 55. 86 81 100 100 100 
DDIT. 6 16 7 3 4 100 100 100 
ペン タク ロー ルフ フェノール 8 4 - 92 99 100 92 100 100 
サ 0 ン 5 8 0 7 MG A 4 42 84 100 100 100 
クレ 石 4 5 5 18 98 99 100 100 100 
対 民 0 0 0 0 1 7 3 2 1 42 85 100 


表 中 の 数 字 は , 各 薬 剤 の 1,000 倍 稀釈 液 中 漫 漬 後 , 培養 50 日 目 に 数 えた 虫 卵 100 個 中 の 変性 卵 の 数 を 表わす 


5。 効果 判定 の 方 法 培養 虫 卵 を 7 日 。 14 日 21 日 , 
50 日 目 に 取り 出し 虫 卵 100 個 と に っ いて 発育 の 状態 を 調 
べ , 単細胞 期 , 初期 分 列 期 , 実 期 , , 仔 虫 期 並 
びに 変性 卵 に 分 類 し 各々 の 百分率 を 出し た 。 し か し 第 1 
報 で 述べ た 様 に 50 日 間 培 養 し た 時 の 成績 が 最も 信頼 され 
る も の で ある の で , 成績 の 判定 は 総 て 50 日 間 培 養 に と よ つ 
た . 又 変 性 卵 の 判定 は 第 1 報 に 報告 し た 試験 管内 実験 の 
基準 に 従 つ た . 

6.。 対 と し て は , 試験 管内 に 水道 を 約 8 cc 
入れ , それ に 約 8 滴 の 濃厚 虫 卵 浮 洲 液 を 滴下 し , 所 定 温 
度 に 所 定期 間 放 置 し た 後 , . 薬剤 使用 例 と 同様 に 中 性 洗剤 
溶液 中 に て 振 衝 し , 同じ 方 法 で 洗 浴 し , 培養 を 続け た . 

実験 成績 

一 括 し て 第 1 表 に 示 し た . 浸漬 虫 卵 は 夫々 培養 後日 , 
14 日 21 日 。50 日 目 に 観察 し た の で ある が , 上 記 の 理由 
と ょ り 他 を 省略 し 50 日 目 に 観察 し た 成績 の み を 表示 し 
た . 表 に は , 今回 実験 を 行っ た 温 度 5 C, 
38°C の 他 に 第 1 報 に 報告 し た 28°C の 場合 も 合せ て 示し 

1. 浸 漬 温度 と 殺 卵 効果 表 に ょ っ て 判る 様 に , 一 般 
に 浸漬 温度 が 低けれ ば 薬剤 の 効果 は 低減 し , 浸漬 温度 が 
高けれ ば その 効果 は 増強 する . 然し 個々 < につい て 観察 す 
る と , 温度 の 影響 が 著しい も の と , そう で な いも の と , 
中 間 の も の と が ある . 即ち , 温度 の 影響 が 閉 し いも の と 
し て は , D.D.T., Sappiran, クレ ゾー ル 石鹸 液 が あり , 
うろ で な いも の と し て は , Isochlorthion が あぁ あり, 中間 の 


と し て は , Chlorthion, Pentachlorphenol, Koromite 


日 数 と 殺 卵 効果 浸漬 温度 が 17°C と の 場 
合 は 温 漬 日 数 が 多く な る に 従い 各 薬 剤 と も 殺 卵 効果 が 増 
強 す る . 5 て の 場合 は Isochlorthion を 除い た 総 べ て の 


薬剤 に お いて , 況 漬 日 数 の 長短 が 殺 卵 効果 に 影響 を 及ぼ 


さ な い . 即ち 5 の 低温 で は 薬剤 が 固有 の 作用 を 発揮 し 
得 な いと いう こと こと に な る . 又 88C の 場合 で は 浸漬 日 数 の 
長短 に 拘ら ず , 各 薬 剤 と も 殆 ん ど 総 べ て の 虫 卵 を 殺 減 レ 
て 居り , 之 は 838°C の 様 な 高温 で は 短期 間 の 接触 に お い 
て ぁ も 薬剤 が 高度 に その 作用 を 発揮 し 得る こと を 示し て い 

8. 殺 卵 効果 の 比較 

a) 5°C の 場合 表 に お いて 対照 の 仔 虫 期 卵 出現 率 は 
100% で ある か ら , 各 薬 剤 の 殺 卵 率 に つい て 有意 無 意 の 
比較 を 行え ば , 位 虫 期 卵 出現 率 を 対照 P,, 比較 薬剤 Pz, 


標準 誤差 を 夫々 mu, ma で 表わす と き , が 
8 より 大 な ら ば , その 薬剤 の 殺 卵 率 は 有意 で あり , 8 よ 
り 小 な ら ば 無 意 で ある .。 と の 規準 に 従っ つて 無 意 の も の を 
無効 群 と し , 有意 の も の を 更に 効果 の 閉 し い 群 ( 100~ 
7026 の 変性 卵 出現 率 ) と 効果 の 少 い 群 に 分 類 す れ ば , 効 
果 の 著しい 和 群 に は Isochlorthion が あり , 効果 の 少 い 和 群 
に は Chlorthion, Pentachlorophenol, Koromite が あり , 
無効 は D. D. T., Sappiran, クレ ゾー 石鹸 液 が あ 

b) 17C の 場合 17 日 浸漬 の 場合 を 以 て 各 薬 剤 の 効果 
を 比較 する と 表 に お いて , 対照 の 仔 虫 期 卵 出現 率 は 9822 
で ある か ら , 上 上記 の 規準 に 従 つて 分 類 す れ ば 効果 の 著 
し い 和 群 に は Chlorthion, Isochlorthion, D. D. T., Penta- 
chlorophenol, Koromite が あり 効果 の 少 い 和 群 に は クタ レゾ 
ー ル 石鹸 液 が あり 無効 群 に は Sappiran が ある .- 

c) 88°C の 場合 この 実験 は 浸漬 温 度 を 最初 35*C 次 い 
で 84C に し て 行っ た の で ある が , 対照 虫 卵 が 100 多 死 減 
し て し まう の で 83°C と し て 行っ つた . と の 場合 対 の 変性 
出現 は 表 の 如く で ある が , Pentachloro- 
phenol が 日 に お いて の 変性 卵 出現 率 を 示し レ 
て いる . 他 は 何れ る 100% の 変性 卵 出現 率 で ある . 


考 

上 述 の 如く , 浸漬 温度 28 で の と き は 著しい 殺 卵 効果 を 
示し た 薬剤 も 温度 を 下げ て 17C に する と , 可 成 り の 効果 
を 減じ , 更に 5 C に 下げ る 時 は 著 明 に 効果 を 低減 し , 最 
早 , 浸漬 日 数 の 長短 に と にょ り 殺 卵 率 に 増減 を 来 さ な いよ ょ よう 
に 迄 な る の が 一 般 で ある . 又 逆 に , 浸漬 温度 を 上げ て 
83C に する と き は , 殺 卵 効果 は 閉 し く 増 強し , こ ゝ に 実 
験 し た 殆 どす べ て の 薬剤 が , 100% を 示す 様 
に な る . 

と の と と に つい て , 柳沢 ら (1954) は 実験 的 に 温度 を 
10C 上 下す る こと こと に より , 有効 限界 濃度 は 倍数 稀釈 の 一 
段階 或 い は それ 以上 ずれ る と 報告 し て 居り , 又 小 宮 ら 
(1955 も 高温 に お ける 有効 濃度 は , 低温 の 場合 
半分 また は , それ 以下 の 笑 薄 濃度 で ある と 述べ て 居る . 

今 迄 発表 さら れ た 有望 な 殺 卵 剤 に つい て , 浸漬 温度 が 
効果 に 影響 を 調べ て みる と , ネオ ヂ ク 
二 硫 化 炭 素 に つい て ( 多 津 見 ら , 1955 ;. 久 津 見 , 1955), 
1,000 倍 尿 尿 中 14 日 浸漬 の 場合 , 浸漬 温 度 一 1.5C~19 
°C (日 中 平均 15C) の と き は , ネオ ヂ ク セロ ン 842, 二 硫化 
炭素 60% で ある が , 温度 が 1~10C に 下る と 夫々 4%, 
2226 の 殺 卵 率 に な る . 又 井 子 油 に つい て は (国井 , 1958), 
5,000 倍 液 中 日 の 場合 , 市 販 Allyl 油 
は , 28°C, 10°C 共 に 殺 卵 率 100% で ある が , Butyl 電子 
油 は 28C の と き 100% で あつ た も の が , 10C と に な る と 40 
926 と な り そ の 効果 を 半減 する . 次 に 国立 予防 衛生 研究 所 
に お いて 行 つ た 成績 (小宮 ら 1955 う を 紹介 する と , 第 2 
表 の 如く , 浸漬 温度 が 28C か ら 10C に な る と , 殺 卵 効果 
は 二 硫 化 炭 素 が 6822 か ら 2 に , 亜 硝酸 ウー ダ が 10022 
か ら 28% に , 油 が か ら 8 2 に, ネオ ヂ ク ロン が 
5026 か ら " 2 に 減弱 する . 之 等 は , 著者 が 行 つ た Iso- 
chlorthion を 除い た 他 の すべ て の 薬剤 の 成績 と よく 一 致 

今回 実験 し た 薬剤 の 中 2,3 の も の は , 同様 の 実験 が 既 
に 発表 さら れ て いる が , その 成績 (大沢 , 1955 う と 比較 
し て 見 る に , ク レゾ ー ル は 浸漬 温度 の 影響 着 し く , 著者 の 
クレ ゾー 石鹸 液 の 成績 と よく 一 致す る が , Pentachlor- 
phenol は 浸漬 温度 の 影響 を 蒙 ら ず , 著者 の 成績 と 一 致 
し て いな い . 之 等 は , 実験 条件 の 相違 , 就 中 , 死 減 卵 の 
判定 方 法 , 並び と 薬剤 浸漬 後 の 培養 期間 の 相違 に ょ る も 
の と 考え られ る . 

8 報 に る 今 の 実験 を 通じ , Isochlorhtion は 中 
且 低 温 と に お いて も , 他 の 薬剤 を 断然 引き 離し て , 著しい 
殺 卵 効果 の ある と と が 判っ た . と の 薬剤 は , 殺虫 剤 と し 
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第 2 表 低温 , 高温 に 於 ける 殺 卵 率 (小宮 らち ら , 1955) 


2 硫化 酸 ネオ デ 
10°€E 2 23 8 7 
28°C 68 100 87 50 


表 中 の 数 字 は , 各 薬 剤 の 1,000 倍 中 14 日 
後 , すべ て の 貝 卵 が 仔 虫 期 卵 と 変性 卵 の 二 っ に 別れ 
る 守 培養 し た 結果 , 虫 卵 100 個 中 の 変性 卵 の 数 を 表 
も す 。 


て 効果 を 期待 され 実験 せら れ た が , 殺虫 効果 が 低かっ つた 

> め 一 般 に 発売 せら れる に 至ら な か つた . 然し 征 ら と の 
実験 で は , 他 の 薬剤 に 比べ に 対し て 著しい 効 
果 が 認め られ , その 上 本 剤 は 下 性 も Parathion の Yj;。 
(ラッ テ で pro krg. 200mg) で , 取り 扱い に 危険 が 少 い 
か ら 和 将来 有望 な 殺 卵 剤 に な り 得 る も の と 信ずる . 

要 約 

1.。 第 1 報 に お いて 著しい 殺 卵 効果 を 示し た Chlo- 
rthion, Isochlorthion, D.D.T., Pentachlorophenol, Suppiran, 
Koromites クレ ゾー 久石 鹸 液 等 の 1,000 倍 稀釈 液 に つい 
て , 温度 を 5C, 17C, 88C に 変化 させ た と き の 
対す る 効果 を 試験 し た . 

2.。 第 1 報 に 報告 し た 浸漬 温度 28C の 成績 る 含め て 比 
較 す る と , 一 般 に , 浸漬 温度 の 低けれ ば 薬剤 の 効果 は 
低減 し 高けれ する . し て , 温度 が 
28C の と き は 浸漬 日 数 が 多 な る に つれ て 殺 卵 効果 が 増強 
する が , 5 C の と き は Isochlorthion を 除い て 他 の 薬剤 で 
は , 浸漬 日 数 の 長短 に 拘ら ず 殺 卵 効果 に 増減 を 見 な い . 
叉 逆 と に , 88C の と き は 浸漬 日 数 の 長短 に 拘ら ちず 各 薬剤 と 
も 殆 ん どす べ て の 貝 卵 を 殺 減 し た . 

8.。 上 記 の 一 般 的 傾向 に 拘ら ず , Isochlorthion は 選 原 
の 存在 , 低温 等 に よる 影響 が 少く , 常に 80% 以 上 の 殺 卵 
率 を 有 し , 且 毒 性 も 弱い の で 将来 有望 な 殺 卵 剤 の ー っ つと 
え よう. 


た あたり , 御 指導 並び に 御 校 を 賜っ つた 松林 教授 , 
浅見 助教 授 , 薬品 の 提供 及び 種々 有益 な る 御 助 言 を いた 
ゞ いと た 東京 学 学 教室 上 田 教授 に 心から 感謝 の 
意 を 表し ます . 
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STUDIES ON THE OVICIDAL EFFECTS OF AGRICULTURAL CHEMICALS 
UPON THE ASCARIS EGGS (3) INFLUENCES OF 
TEMPERATURES UPON THE EFFECTIVENESS 


KENZO FUJTA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


It was reported in the two previous papers that among a number of agricultural chemicals, 
chlorthion, isochlorthion, D. D. T., pentachlorophenol, sappiran, koromite and crezol were found 
effective in destroying ascaris eggs. Those experiments were carried out at the temperature of 
28°C. It is, however, generally true that the ovicidal effect of chemicals increases at higher 
temperature and decreases at lower temperature. In this paper, the effects of those chemicals 
mentioned above were compared at lower (5°C), middle (17°C) and higher (33°C) temperatures. 

The methods of experiments were the same as those stated in former reports. Eggs col- 
lected from swine ascaris uteri were immersed in 1l:1000 solutions of those chemicals to be 
tested for 7, 12 and 17 days. 
in 28°C incubator. The effect of the chemicals was evaluated by the percentages of eggs degener- 
ated after 50 days’ incubation. 

As was expected, the lower the temperature, the smaller were percentages of degenerated 


After these periods, eggs were washed off the chemicals and kept 
The living eggs became all embryonated during this period. 


eggs. These influences of temperatures upon the effectiveness, however, were not in the same 
degree in all chemicals tested. D. D. T., sappiran and crezol showed large differences, chlorthion 
and pentachlorophenol showed less differences and isochlorthion showed little differences in the 
effectiveness at the lower and higher temperatures. The effectiveness of the isochlorthion, as 
indicated by the percentage of degenerated eggs was 93% at 5°C, 91% at 17°C, 81% at 28°C 
and 100% at 33°C. This chemical looks like most prospective in destroying helminth eggs in 


nightsoil. 
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マウ ス の ncephalitozoon 自然 感染 に つい て 


小 保 


美 飯野 洗 


慶応 義 聞 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 9 月 12 日 受領 ) 


Encebhalitozoon の 自然 感染 と に っ つい て の 報告 は , 始め 
て Wright Craighead (1922) が 幼 家 自然 


性 疾患 の 病原 体 と し て 発表 し て 以来 , 野兎 に つい て は , 


多く の 同様 の 報告 が ある . 又 Levaditi (1924), Cowdry 
& Nicholson (1924) は マウ ス に お ける Encephalitozoon 
の 自然 感染 を 報告 し て いる し , Perrin (1948) は ,。 マウ 
ス 。 ラッ テ , モル モッ ト で の 感染 態度 に つい て 報告 し 
た . さら に 田崎 (1955) は , スズ メ か ら 貝 体 を 分 離し て い 
る . 以上 の 中 で Perrin ら は , 中 神 経 組織 標本 を 
作製 し , その 中 に 虫 体 を 認め て いる が , Encephalitozoon 
の 自然 感染 を 認め た と 報告 され た も の の 中 , 動物 の 臓器 
を ェ ム ル ジ オ ン と し て 他 の 小動物 特に マッ ウス の 上 腹 腔 内 に 
継 代 を 重ね て , その 継 代 動物 より 分 離し た 報告 が 相当 数 
ある . と の 様 な 場合 継 代 に 用 いた マウ ス に お ける 自然 
感染 の 有無 が 非常 に 重大 な 意義 を も つて 来る と 考え られ 
る . 即ち , 継 代 に 用 いら れ た 小動物 に 元々 感染 し て いた 
Encephalitozoon が 被 検 動 物 中 に 存在 し て いた ぁ あぁ の と 重 
な つて 同時 に 出現 し て 来る と , 最初 の 目的 動物 ご の 感染 
の 有無 は 判定 が 全く 不可 能 と な る と こと も あり うる か ら で 
ある . Perrin (1948) に と よる と , 種々 の 動物 の 中 枢 神経 
系 の 切片 標本 検 査 に お いて ,。 マウ ス で は 502 例 中 5 例 よ 
り 虫 体 を 発見 し て いる . し か し , 六 々 の 実験 に よる と 中 
枢 神 経 系 以外 に も 種々 の 臓器 , 血液 , 腹水 等 に 相当 濃厚 
に 貝 体 の 出現 が 認め ちら れる と と (飯野 , 1959), 及び 組織 
標本 内 の Encebhalitozoon 虫 体 を 発見 する 事 が 非常 に 困 
な か ら ( 京 195 , Perrin の 云う 中枢 神 経 
の 切片 標本 検査 で は , 検出 率 に お いて 必ず し ゃ 正確 で は 
な いと 考え る . 一 方 この 様 に マウ ゥ ウス で の 自然 感染 と いう 
根本 問題 が 明か に され て いな い に も 拘 ら ず ,。 マウ ス は 
Encephalitozoon に 対す る 感受 性 も 強く , 多く の 点 か ら 
実験 に と 用 いる に 便利 で ある の で , 本 原虫 を 取扱 う 実験 に 
は 多く マウ ス が 用 いら れ て いる .。 を そ と で と の マウ ス に お 
ける Encephalitozoon の 自然 感染 率 及 び 自 然 感染 の 共 の 
復 水中 え の 貝 体 出 現 類 度 を ある 程度 正確 に 把握 する 有 目的 


で 下 の 如 き 小 実験 を 試み た . 
材料 及び 方 法 

感染 , 非 感 染 の 不明 な ャ ウゥ ウス の 臓器 を 閑 マ ウッ ス の 腹腔 
に 接種 し , 継 代 に ょ る 腹腔 中 の 虫 体 出現 を 以 っ て その ダグ 
ルー プ で の 自然 感染 を 推定 する 方 法 と , 無 作 意 に 取り 出 
し た マ ャ ウス の と ょ っ て 得 た 腹水 中 か ら 直 接 虫 体 
を 証明 し て 感染 度 を 知る 方 法 に ょ る 二 通 り の 実験 を 行っ つ 
た . 著者 の 前 報 (1959, 日 新 医 学 印 刷 中 ) に ょ っ つて 感染 
マウ ス の 臓器 乳剤 を 腹腔 内 に 接種 すれ ば その マウ ス 腹 水 
中 に 一 定期 間 後 と 相当 数 の 虫 体 が 出現 し て 来る こと 及び 
感染 後 或 る 期間 が 経過 し 腹水 中 か ら 貝 体 の 消失 し た マウ 

に 感染 マウ ス の 肝 肝 乳 剤 を 接種 し て も 腹水 中 に 再び 多 
数 の 虫 体 が 出現 する 事 は な いと いう 事実 が 判 つ て いる の 
で 継 代 に ょ っ つて 多数 の 虫 体 が 現れ ゝ ば 元 の マッ ウス に 自然 
感染 の あつ た 事 が 略 々 確実 に 云い 得る と 思わ れる . 

用 いた マウ ス は 全て 東京 附近 の 動物 商人 より 購入 し た 
も の で ある .。 一 部 に DD 系 マッ ウス を 用 いた 以外 は 特に マ 
ウス 系 統 の 撰 択 は し な か つた . 

腹腔 内 に 接種 継 代 す る 場合 と は , 初代 で は マ ャ ウス を 
し た 人 後 無菌 的 と 肝 , 肝 を 1 群 と し た も の と , 腎 。 脳 と の 
8 材料 を 取り 出し , 夫々 別 ょ * 々 た ホモ ヂ ナ イザ ー に て 10 倍 
の 生理 的 食塩 水 を 加え % て ェ ム ル ヂ オン と し , その 0.5cc 
宛 を 別々 の マ ャ ウス 腹腔 内 に 注入 し た . 貢 後 の 継 代 で ご は, 
マウ ス の 肝 有 の み を 取り 出し て 作っ つた ェ ム ル デ ヂ デオ ン を 同 
様 に 復 腔 内 に 注入 し た . 初代 か ら 第 4 代 ま で の 継 代 を 行 
つた が , 8 代 以前 に お いて 貝 体 の 検出 され た も の は その 
後 の 継 代 は 行 は な か つた . 継 代 お ょ よび 腹水 採取 の 期間 
は , 著者 の 前 報 ( 京 , 1959) と ょ つて 好適 と 判明 し て い 
る 種 接 後 2~ 8 週 を 援 ん だ . 継 代 接種 の 方 法 を 第 1 図 に 
示し た . また , 初代 マッ ウス の 肝 有 の み を 次 代 マ ウス に 接 
種 し , その マウス で の 貝 体 出現 を 栓 べた 実験 も 行 つ て 
いる . 

腹水 中 の 虫 体 の 証明 は , 次 の 如く に し て 行っ つた . 減 菌 
硝子 毛細 管 を 消 し た マウ ス 腹 面 皮 膚 を 通じ て 腹腔 え 刺 
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し 入れ , 管内 と 流入 し て 来 た 液 を スラ イド 上 に 置き , カ 
ペー グラ ス で 攻 つ て 油 浸 装 置 で 鏡 検 し た . と の 生鮮 標本 
で の 検出 が 染色 法 に 勝る こと は , 前 報 ( 京 , 1959) で 判 
明 し て いる . 

成 

先ず 直接 腹水 を 採取 し て そ と か ら 貝 体 を 証明 し 自然 感 
染 率 一 一 正確 に 云う と 自然 感染 の 際 の 虫 体 の 腹水 内 出現 
率 一 一 を 確 め よう と 試み を. 用 いた マウ ス は DD 系 で そ 
の 40 匹 中 の 2 匹 に お いて 腹水 細胞 中 に 躍 体 を 検出 し 得 
た .。 これ に よ ょ つて と の マウ ス 群 で は , 少く と も と の 素 以 


上 に 自然 感染 が あり , また 自然 感染 の 経過 中 に 虫 体 が 腹 


水中 に 出現 する こと も ある こと と が 確実 と な つた . 

次 で 53 匹 の 雑 系 マウス に つき , 腹水 採取 に ょ っ つて 貝 体 
の 出現 し て いな いと と を 確 , その 20 の 肝 1 宛 
別々 に 磨 砕 し て 夫々 次 代 の 20 匹 の ャ ウス に 接種 し , 2 代 
目 に お ける 腹水 中 虫 体 出現 率 を 検 し た . その 結果 20 匹 中 
8 匹 に お いて 貝 体 が 証明 され た . 

第 8 の 実験 と し て ,。 4 代 ま で の 継 代 接 種 に ょ る 腹水 中 
虫 体 出 現 を 観察 し た . すなわち 同一 グル ー プ の マウ ス か 
ら 無 作為 に 取り 出し た 20 匹 を 前 記 の 方 法 で 2 代 か ら 4 代 
まで 接種 し , 夫々 の 代 で 腹水 を 採取 し て 貝 体 の 出現 を 観 
察し た . た だ し , 第 2 代 は 全て 盲目 的 に 第 3 代 に 移し 
た . その 結果 を 第 1 表 に 示す . 


第 1 表 マウ ウス 接種 継 代 に ょ る 
ェ ン セ フ ァ リト デジ デーン 出現 状況 


初代 > 第 2 代 マ ウス 第 3 代 マ ウス 第 4 代 マ ウス 
ウス 
12 ー + 一 一 
17 死 一 一 グ 一 一 一 
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第 1 図 虫 体 検出 の た あの 接種 継 代 様 式 


すなわち , 第 8 代 に お いて 肝 肝 , 腎 , 脳 の 何れ か の 接 
種 で 虫 体 の 現われ た も の は 8 系統 で あり , 第 4 代 に お い 
て 更に 2 系統 が 追加 され た . つま り 20 系 統 中 10 系 統 た に お 
いて 貝 体 が 証明 され た . 

虫 体 の 証明 され た マウ ス 系 統 で 被 接種 臓器 に ょ つて 急 
類 し て みる と , 脳 接種 か ら は 6 系統, 肝 有 接 種 か ら は 5 
系 統 接種 か ら は 4 系統 で あり , 肝 の 何れ か ら 
見 られ た も の は 1 系統, 肝 か ら は 2 系 統 あり , 
脳 の みか ら は 4 系統 肝 の ら は 2 系 統 , の みみ から 
は 1 系 統 も 無 か つ た . し か し こと れ は 継 代 途 中 で 死亡 し て 
継 代 不 能 と な つた 例 も 混 ず る た め 厳 密 に 正確 な 相 を 示す 
も の と は 云え ぬ . 

考 

ェ ン セフン ァ リト ゾー ン が 市 販 の 実験 用 マウ ス に る 自然 
感染 し て いる で あろ うこ と と は , Perrin (1948) の 報告 に 
よ ょ つて も 明か で ある が その 正確 な 感染 率 は 殆 ん ど 分 つて 
いな い 。 その た め に マウ ス を 用 いて 行う 本 原虫 に 関し で 
の 実験 は 全て 基礎 が 不 確 実 と な り , 実験 結果 の 判読 が 不 
可能 と な る とこ と さえ あり うる . 

本 実験 で 相当 程度 の 自然 感染 が 存在 する とこ と は 確実 と 
な つた が , その 感染 率 を 表す こと は 一概 に 容易 で は な 
い . DD 系 マッ ウス で は 40 砲 中 2 匹 に 腹水 か ら 貝 体 が 検出 
され た の で ある か ら , と の 群 で は 5 2 以上 の 感染 が ある 
と と は 確か で ある . 京 (1959〕 の 接種 実験 に と よる と 腹水 

に 虫 体 の 現れ る の は むし ろ 感 染 の 初期 で あり , 一 定時 
期 を 過ぎ る と 腹水 か ら の 貝 体 の 証明 は 困難 と な る と と が 
判っ てい る. それ に 従う と DD 系 の 場合 こ に は , 感染 の 初 
期 の も の が 5 と いう 意味 と な り , 慢性 感染 マウ ス の 迷 
は 更に これ を 高く 上 廻る で あろ 5. 
臓器 接種 に と にょ っ て 腹水 中 か ら 虫 体 が 証明 され , 元 の 腰 
器 中 に 虫 体 が 在 つ た か 和 否 か を 云え < 々 する 場合 こと は, 接種 き 
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れ た 新 マ ウス の 既往 感染 の 有無 お よび 感染 し て いる 場合 
に は その 時 期 が 問題 と な る で あろ う . 接種 され た マ ャ ウス 
に 感染 が な か つた 場合 , 感染 臓器 を 接種 され る と , 腹水 
中 に 数 日 中 に 増 殆 し た 虫 体 が み ら れ る と と は , くり か え 
し て 行わ れ た 飯野 (1959), 京 (1959), 田崎 (1956〕 の 実 
験 か ら 明 か で ある . また 慢性 感染 と な つて 腹水 中 に 虫 体 
の 見 られ 時期 に 接種 され た 感染 器 を 接種 され 
て も , 未 感 染 マ ウス で の 場合 の ょ うに 著 明 に 虫 体 が 増殖 
する こと と は 無い し , また 非 感 染 臓 器 を 接種 され えれ たため に 
刺激 され て 他 部 位 に 潜在 し て いた 貝 体 が 再び 腹水 に 現れ 
て 来る こと も な い ( 京 , 1959). 接種 され た マウ ス が 感 
染 の 初期 で , 腹水 中 に 虫 体 の ある 場合 は 接種 材料 に 拘り 
な く 貝 体 が 見 られ る の は 当然 で ある . 従っ つて 接種 に と にょ っ 
て 虫 体 が 多く 見 られ る 場合 は , 接種 され た 新 マ ウス が 未 
感染 で あつ た か ,。 また は 感染 初期 で あつ た 場合 に 限る と 
思わ れる . と の 様 な こと は 日 常 の 継 代 時 に 感染 の 判っ た 
同一 材料 を 接種 し て も ,。 マウ ス に よっ つて 著しく 増殖 に 差 
が あり , 時 と し て は 殆 ん ど 完 全 に 虫 体 増殖 の 起ち ら ぬ も の 
が ある こと と か ら も 充分 に 考え て よい こと と で ある . 

腹水 採取 に ょ っ つて 予め 腹水 中 に は 虫 体 の 存在 せこ と 
を 確 め た マウ ス の みみ を 用 いて , その 肝 且 を 次 代 の マ ャ ウス 
に 接種 し た 実験 で , 20 匹 中 3 匹 に と 虫 体 が 認め られ た こと と 
は , 初代 の 20 匹 中 に 少く と る も 8 匹 の 慢性 感染 マウ ス が 居 
た と と を 示す も の で ある が , な お この 他 に ぁ を も 何 匹 か の 慢 
性 感染 マウ ス が いた が , 接種 され た 2 代目 も 慢性 感染 を 
し て いた た め に 貝 体 の 腹水 出現 が 無 か つ た 為 に それ は 鶴 
いか くさ れ て し まつ た の で あろ うと いう こと と も 推察 され 
る . すなわち 少く と る も 15 以上 は 感染 し て いる と と に な 
る . 
4 代 継 代 で 感染 状況 を 検 べ た 実験 は , 途中 の 死亡 マウ 
ス が 多い と と 等 実験 上 の 失敗 に ょ つて 正確 な 数 字 を 求め 
る こと と は 出来 な い が , 腹水 中 の 虫 体 出現 を 総 て 接種 に ょ 
つて 生じ た と 考え , 感染 初期 で 元々 腹水 中 に いた も の を 
無視 する と すれ ば , 4 代 ま で の 継 代 で 20 系 統 中 10 系 統 に 
虫 体 が 認め られ た と と は , 4 代 ま で に 検出 され た 10 系 統 
が 総 初 代 の 感染 の み に 基 因 す る も の と 単純 に 見 れ ば 5022 
の 自然 感染 が あつ た と と > ゝ な る . 併 し 征 ら 。 と の 迷 字 が 
正しく な いと と は 当然 で あつ っ て, その 内 の つ か は 2 ~ 
4 代 マ ャ ウス の 感染 の 混入 に よる こと と は 確か で びあ る. また 
各 代 に 用 いた マウ ス 中 の 自然 感染 率 ( で a) を 総 て 同一 と 考 
え , 継 代 に ょ っ て 自然 感染 マウ ス 同 志 が 重 な つ た こと と が 
無い と 仮定 すれ ば , 各 代 で 等 差 級数 的 に 感染 率 が 増し , 4 
代目 の 感染 率 は 4a。 と な る か ら 元 の 自然 感染 率 は 12.5% 
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と いう と と に な る . 併 し 征 ら 実際 に は 感染 マウ ス 同 志 が 
重なっ つて 腹水 中 に 虫 体 の 現れ な いも の が ある で あろ うか 
ら 真 の 自然 感染 は 此 の 数 字 よ ょ り 当 然 高 く な る 箸 で ある . 

以上 の 成績 か ら 大 雑 把 に マウ ス で の Encephalitozoon 
の 自然 感染 を 求め て 見 る と , 少く と も 10 数 多 に は 存在 す 
る 竹 で ある が , 50%% を と える 様 な 高 束 で は な いと 考え て 
良い で あろ う . Perrin (19483) の 云う ャ ウス で 約 1% と 
いう 数 字 は 脳 切片 標本 か ら の 検出 で ある か ら 当 然 閉 し く 
低い で あろ う . 著者 等 の 実験 ( 京 。 1957〕 で 臓器 か ら は 
虫 体 を 顕微 鏡 的 に 証明 する こと と は 極め て 困難 で , を きしろ 
殆 ん ど 不 可能 と さえ 思わ れる か ら で あ る . 所 様 に 実験 用 
マ ャ ウス に 相当 数 の Emcephalitozoon 自然 感染 が あり , そ 
の 大 部 分 が 慢性 経過 で ある こと と は , 臓器 別に 継 代 を 行っ 
た 実験 で 脳 を 接種 し た マ ャ ウス か ら 貝 体 の 検出 が 高い と 
と か ら る も 充分 考え られ る . 飯野 (1959) の 実験 と よれ ば 
Encebhalitozoon の 貝 体 は , 感染 後 時 日 の 経過 と と も に 
臓器 に 固定 し , 7 ヵ月 以後 に な る と それ が 脳 の み に 限 定 
され る か ら で あ る . 

で び 

実験 用 マウ ス に お ける Encephalitozoon の 自然 感染 の 
頻度 を 知る 目的 で 2, 8 の 小 実験 を 試み た . 無 処置 DD 
系 マウ ス で は 腹水 採取 に ょ っ つて 40 匹 中 2 匹 か ら 貝 体 が 
証明 され た . 雑 系 マウ ス で マウ ス 臓 器 乳 剤 の 腹腔 内 接種 
を 続け て 検討 し た 所 で は , 少く と も 10 数 以上 に は 自 
然 感 染 が 慢性 の 形 で 存在 し て いる で あろ うこ と と が 推定 さ 


する に 当り , ど 指導 ど 賜 つ た 松林 久吉 教授 
浅見 敬三 助教 た に 深く 感謝 致し ます . 
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ON THE SPONTANEOUS INFECTIONS OF 
ENCEPHALITOZOON IN MICE 


TAMOTSU KOIKE, YosHimi KYO & Hikoaki IINO 
‘Department of Parasitology, School of Medicine Keio University, Tokyo, Japan) 


Mice are quite susceptible to the Encephalitozoon infection and are used very often for the ex- 


perimental study of this parasite. The spontaneous infections in mice, however, have not been 


investigated in detail in this country. An experimental study was made to elucidate how often 
mice may be spontaneously infected with this parasite. 

The experiments were carried out by direct examination of peritoneal fluid of mice and also 
the inoculation of their organ-emulsion into mice, peritoneal fluid of which were negative for parasites 
by direct smear. By the direct examinations of smears of peritoneal fluid of mice taken at 
random 2 were found infected among 40 mice examined. Organ emulsion of 20 mice were 
inoculated separately into mice and 3 were found infected in the first passage mice : that is to say, 
at least 3 out of 20 mice were spontaneously infected. Another series of experiment was carried 
out by inoculation of organ emulsion of 20 mice through 4 generations. In the third passage, 8 
were found infected and in the fourth passage, 2 more mice were found infected. Thusaltogether 
10 out of 20 mice appeared to be spontaneously infected. Some of the second or third passage 
mice, however, might have been spontaneously infected So the incidences of the spontaneous 
infection of the original 20 mice may not be so high. Acurate figures of spontaneous infection 
‘could not be given from these experiments. What can be said is that mice are very often 


.spontaneously infected with Encephalitozoon. 


8) Wright, J. H. & Craighead, E. M. (1922) : 
7) 田崎 光 (1956) : アカ ネズ ミ 3 所 よび スズ メ よ り の Infectious motor paralysis in young rabbits. J. 
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Oxyquinoline の 誘導 レ 体 は な, 吐 根 の 有効 塩基 Emetine, 
製剤 Carbarsone 及び 抗 ア メー 作 用 を 有する 抗生 
物質 Oxytetracycline, Fumagillin, Anisomycin 等 と 共に 
赤痢 アメ ー バ 症 の 治療 に 極め て 重要 な 薬剤 で ある . 
Halogenated hydroxyquinoline と し て , Yatren が 赤痢 
アァ アメーバ 症 に 有効 で ある 事 を 1921 年 に Miihlen & Menk 
が 紹介 し た の を 初め と し て , 1981 年 に Anderson et al 
及び 1933 年 に David et a& に よっ つて Vioform が , 1936 
年 に は Tenney に よ つ て Diodoquin が 腸管 の 赤痢 アメ 
ー パ 症 に 有効 で ある 事 を 報告 し た . 更に Conan (1948) 
は Chloroquine が アメ ー ペ 性 肝炎 に 有効 で ある 事 を 証明 


者 は 先 に 北里 研究 所 究 の 協力 に ょ より 放線 菌 の 
培養 液 より 抽出 し た Protomycin が 培地 内 に お いて も 
また モル モッ ト 腸 管 感染 と に お いて も 赤痢 アメ ー バ を 死 減 

し め る に 有効 に 作用 する と 云う 成績 を 得 た こと を 報告 
し た . 今度 は 同 研 究 所 松村 研究 室 の 協力 と よっ つて Yat- 
ren, Vioform 及び Diodoquin 等 既に 臨 閑 的 に 使用 され 
て いる 薬剤 を 含め て 64 種 の Oxyquinoline の 誘導 体 と 3 
種 の 類似 化合 物 に つい て vitro に お ける 抗 ア メー ぷ 作 
用 を 検査 し た . 更に それ 等 の 化合 物 の 中 より 多少 と も 有 
効 で ある と 思わ れる 10 種 の 化合 物 と に つい て マウ ス へ の 経 
与 と よる 実験 を 行っ た . 続い て その うち の 4 種 
の 化合 物 を 赤痢 アメ ー バ 感染 モル モッ ト に 経口 投与 し て 
治療 実験 を 行っ た. その 結果 , 新た な 8 種 の 化合 物 は そ 
れ ぞ れ モ ル モ ッ ト の 赤 摘 アメーバ 症 に 対し て 有効 な 治療 
成績 を 示し た . 

赤痢 アメ ー バ の 無菌 培養 が 出来 な い 現 在 , 如 vzgro に 
お ける 純粋 な “direct amebicidal '”” action を 検査 する 
事 は 困難 で ある . 多く の 化合 物 が 水 に 難 深 で ある 為 に 培 
地内 で アァ アメーバ に 充分 に 作用 を あら は す 事 が 出来 ず , 又 
化合 物 の 抗菌 性 が 赤 少 アメ ー バ の 随伴 細菌 に 影響 を 及ぼ 
す 事 を 考え る 時 に “apparent amebicidal” dilution を 
以 て 直ちに m vivo の 成績 を 予測 する 事 は 出来 な い . と 


オキ シキ ノリ ン 誘 導体 の 赤痢 アメ ー バ に 対す る 作用 


平 林 
北里 研究 所 寄生 


(昭和 34 年 9 月 30 日 受領 ) 


明 


れ 等 化合 物 が 盲腸 内 に 直接 濃厚 な 感染 を 起 さ せ た モ ル モ 
ッ ト の 赤痢 アメ ー バ 症 に 対し て 有効 に 作用 し た 事 は , 人 
の 腸管 或 は 肝 に お ける 赤痢 アメ ー バ 感染 に よる 種々 な る 
病 型 の 治療 に 際 し て , 腸 腔 内 の アァ アメーバ の 減 , 組織 内 
の アメ ー ぷ バ 夫 減 及び 組織 の 損傷 の 治療 等 の 目的 に 何等 か 
の 効果 を 期待 出来 る ょ うに 思わ れる . 

実験 

実験 た に 使用 し た 赤痢 アメ ー バ は , Balamuth's egg yolk 
infusion medium に 年 継 代 培 養 し た (アメ ー 赤 
痢 患者 の 血便 中 より 分 離 培養 し た 株 〉 で , 迷 種 類 の 細菌 
を 随伴 し , 比較 的 安定 し た 増殖 を 続け た . 

継 代 培養 及び m vitro に お ける screening test に は 一 
貫 し て Balamuth 培地 を 使用 し た . 卵黄 浸出 液 に 同 量 の 
phosphate buffer solution を 加え , 更に 全量 に 0.5 の 
peptone を 加え て , pH 7.0 乃至 7.2 に な る 様 に 調節 レ 
た . に し て 少量 の 菌 米 粉 を 加え た . 

実験 方 法 と 成績 

1) 試験 管内 に お ける screening test 

被 検 化合 物 は 松村 研究 客 に お いて 合成 され た も の で 。, 
64 種 に 及ぶ Oxyquinoline 誘導 体 と 8 種 の 類似 化合 物 で 
ある . とれ 等 の 中 に は 合成 の 出発 点 と な つた 8-Hydr- 
oxyquinoline を 初め と し , 既に 臨床 的 に と 用い られ て いる 
Yatren, Vioform 及び Diodoquin も 含ま れ て いる . これ 
等 の 化合 物 は 水 に 可 落 な も の は それ に 溶解 し , 多く の 難 
沙 な 化合 物 は 502%%EtOH に 100 倍 , 1,000 倍 , 10,000 
倍 の 濃度 に 溶解 し た . No. 2 (Diodoguin〉 は アル カリ 性 で 
な いと 難 深 の た め 5022 EtOH に 0.5% の 割合 と NaOH 
を 加え て 溶解 し た . 更に と れ 等 被 検 化合 物 の 溶液 を Ba- 
lamuth 培地 に , 10 倍 稀釈 を 第 1 管 と する 10 本 の 試験 管 
に 倍数 稀 釈 し た . 一 方 24 時 間 乃 至 48 時 間 培養 し た 増殖 医 
な 赤 導 ー ペ 栄養 型 を , 拾 数 本 の 試験 管 
か ら 0.5ml 宛 を プー ルレ , 10 万 個 /ml 乃至 50 万 個 /ml 
の 赤痢 ー 浮 液 と し , その 0.1 ml を 各 試験 
管 に 加え た . 87C 角 卵 器 に 入れ 24 時 間 乃 至 48 時 間 培 養 後 
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第 1 表 8-Quinolinol compounls 
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Amino, halcgen- or 
sulfo-amino compounds 
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50%EtOH 
50%EtOH 


0. 
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0. 
0.1 
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Carboxycompounds 
COO・Ethyl and their esters 
COO・Butyl 
COO・Butyl NH, 
COO・Buty! NH-COCH; 50%EIOH 


H;O 
50%EtOH 
50%EtOH 
50%EtOH 
50%EtOH 
50%EtOH 
C=NOH・CH; 50%EtOH 


50%EtOH 


Keto compounds 


50%EtOH 
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有効 濃度 
(x109 媒 備 考 
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128 
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1 
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34 NH-COCH; H 
22 H NH-COCH; 
33 Cl NH-COCH; 
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21 CH (OH) ・CCl:-I H 


50%&EtOH 
50%EtOH 
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50%EtOH 


Alcohol derivatives 


Azo dyes 


50%EtOH 


Organo-mercury 
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の 赤痢 アメ ー バ の 増殖 状態 を 鏡 検 し た . 
被 検 化合 物 の minimum inhabitory concentration は 各 
試験 の 管 0.5ml を 残し て 上 層 を 捨て , し て 
検 し , アメ ー バ が 消失 し て いる か 或 は 僅か に 残存 する ア 
メー バ の 大 部 分 が 変形 し て いる 試験 管 に お ける 化合 物 の 
稀釈 度 に よっ つて 決定 し た . 溶媒 と し て 使用 し た 水 , EtOH 
及び NaOH は 同様 の 方 法 に より 何 倍 和 影 響 が ある か を 
検査 し た . 

amebicidal concentration は 対照 試験 管 の 増殖 が 最も 
盛ん な 48 時 間 培 養 後 の 判定 を 記載 し た が , その 迷 値 は 直 
ち に 被 検 化合 物 の ““ direct amebicidal ”” action と 考え る 
事 は 出来 な い . 何故 な ら ば , 23) 8-Hydroxyquinoline, 
Yatren, Vioform 及び Diodoqguin 等 を 初め これ 等 大 多数 
の 化合 物 は 抗菌 性 を 有 し dilution の 各 段 階 に お いて , 種 
々 の 程度 に 随伴 細菌 は その 増殖 が 阻止 され , 対照 試験 管 
に 比較 し て 培地 の 混濁 や 菌 膜 形成 は 相違 を 認め た . Db 
に 難 深 の 化合 物 は 502%% EtOH に 溶解 し て か ら 10 倍 を 
第 1 管 と する 倍数 稀釈 を 行 つ た . No. 2 (Diodoquin) は 
更に 0.52% NaOH を 含ん で いる . と れ 等 の 落 媒 は 水 で 
は 10 倍 笑 札 ( 水 1 , 培地 9 の 割合 〕 以下 の 濃度 で 全く 7 
メー バ の 増殖 に 影響 な い が , EtOH で は 20 倍 稀 林 CEtOH 
1, 19 の 割合 は アメ ー バ は され 40 倍 稀釈 


は 増殖 影響 が 認め られ た . NaOH を 含む EtOH も 同 
様 で あつ た . <) 502% EtOH に 溶解 使用 し た 化合 物 の 
中 に は Balamuth 培地 に dilution する と 析出 する も の 
が あり , 更に 沈 浜 を 起 し て アメ ー バ の 増殖 する 試験 管 底 
に 重層 し レ し た . d) 培地 成分 と 結合 し て 培地 組 旋 を 変え た 
と 思わ れる 化合 物 が あつ た . 各 被 検 化 合 物 の アメ ー ペ 夫 
減 に 必要 な 最少 濃度 は 第 1 表 よ り 第 4 表 に 頁 つて 示し て 
ある が , 以上 の 理由 に ょ つて 明らか な ょ うに , これ ら の 
表 の 数 値 は な かけ 上 の 殺 ア メー パパ 濃 度 で あつ て , それ ら 
が 必ず し も 直接 に 各 化 合 物 の 優劣 を 示す も の と 考え る と 
と は 出来 な い . 

被 検 化合 物 67 種 は 次 の 様 な group に 分 類する 事 が 出 
来る . 
1) 8-Hydroxyquinoline 
2 ) Halogen, sulfo- or nitro-halogen compounds 10 種 


38) Amino, halogen- or sulfo-amino compounds 10 種 


4) Carboxy compounds and their esters 8 種 
5) Keto compounds 12 種 
6 ) Alcohol derivatives 4 種 
7 ) Azo dyes 2 種 
8) Organo-mercury compounds 1 種 
9)a, 8 unsaturated keto compounds 8 種 
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号 (x10%) 

H 

59 < H 8 

COONa 

COONa 

H > 64 

50 N=Nー< H 1 


«,B unsaturated keto compounds 
of 8-Quinolinol 


=CH-R 


50%EtOH 
50%EtOH 
50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


10) Styryl-type photosensitizing dyes 6 種 
11) Phthalein dyes . 2 種 
12) Allied compounds other than 
8 -Hydroxyquinoline 8 種 

と の よう に 分 類 し て 見 る と 各 group 間 の 抗 メ アー バ 
性 に 著しい 相違 を 認め な か つた が , Halogen compounds, 
Carboxy compounds, Ketocompounds 及び Alcohol de- 
rivatives の 中 に 比較 的 有効 な 化合 物 が 多 か つ た . Halogen 
を 持つ 化合 物 特 に Iodo を 持つ 化合 物 は それ を 持た な い 
類似 化合 物 に 比較 し 効力 が 強 い 様 に 思わ れ た . 水 に 溶解 
し た 17 種 の 化合 物 ご は Keto compound group の No. 
9 及び No. 24 と Carboxy compound group の No. 13 
が 有効 で ざ あ つた が 一 般 に 水 に 難 溶 の 化合 物 に 比較 し て 
が つ た . 

大 多数 の 化合 物 の 出発 点 で ある 8 -Hydroxyquinoline 
に は 強い 抗菌 性 が あつ た . Halogen compound group の 
No. 52, 58, 54, 56, 57, 2, 58 等 は 抗菌 性 が 強く , 又 


第 3 表 Styryl-type photosensitizing dyes 


有効 渡 度 
(x10*) 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


50%EtOH 


0.4 50%EtOH 
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第 4 表 Compounds other than 8-Quinolinol 
compounds and Phthalein dyes 


有効 濃度 
造 式 (x109。 
NNH, 
25 | <0.1 
39 | 16 
NN 
| 
CH, 
| 
OH 
46 <0.1 50%EtOH 
ll 
| —COONa 
40 | | | <0.1 50%EtOH 
| | 
OH 


dilution に ょ つて 析出 , 沈 江 を 起 し amebicidal concen- 
tration を 正確 に 求め る 事 が 出来 な か つた . Amino com- 
pound group は 一 般 に 抗 ア メー バ 作 用 が 弱 か つ た . Car- 
boxy compound の No.18 は 有効 で あつ た の で 後に 治療 
実験 を 行 つ た. 又 そ の ester は 水 に 難 沙 で dilution に 
より 析出 し た . Keto compound group に は 抗菌 性 の 強 
いも の が 多 か つ た が No. 42 は 最も 抗 ア メー パ バ 作 用 が 強 


い 様 に 思わ れ た の で 治療 実験 を 行 つ た . Alcohol deriva- 
tives の No. 19 も 治療 実験 を 行 つ た が 極め て 難 溶 で 沈 濃 
を 生じ た . a, 8 unsaturated keto compound group は 総 
て 抗菌 性 強く 叉 dilution に ょ り 析 出し た . Azo dyes, 


(13 ) 
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Styryl-type photosensitizing dyes 及び Phthalein dyes 等 
は 効力 が 弱 か つ た . 

2) 経口 投与 に と る 試験 

10 種 類 の 化合 物 に つい て マウ ス に 経口 投与 し 歌 性 実験 
を 行 つ た . 動物 は 2 づ っ 階 と 分け, 1 1 回 の 投 
与 量 が 20 g マウ ス に 対し て 0.1ml 乃至 0.4ml に な る 様 
に 被 検 化合 物 の 濃度 を 調整 し て 投与 し た . その 人 後 1 週間 
を 観察 期間 と し 動物 の 体重 を 測定 し 一 般 状 態 を 観察 し 
た . マウス は 小麦 及び 新鮮 な 野菜 を 与え , 入手 後 1 週間 
以上 研究 室 に て 飼育 観察 し て か ら 実 験 を 始め た . 化合 物 
は 水 に 落 解 し た が , 水 に 難 深 の 化合 物 は suspension に 
し 沈 る 化合 物 は 1 液 と suspend し て 出来 る 
だ け 均 等 な 液 と し て 投与 し た . と の 実験 に 用 いた 化合 物 
は 第 5 表 に 示し た 10 種 類 で ある . 

No. 1(Yatren) は 水 に は 200 mg/ml の 濃度 に 難 落 で 


"あり , 80°C15 分 加 温 する と 一 時 溶解 し た . 従っ つて と これ を 


一 部 溶解 一 部 suspend し た ま ゝ よく 振 湯 し た . 毒 性 は 極 
め て 少な く 2,500 mg/kg に 耐え た . No. 2 (Diodoguin》 
は 水 に 難 で ラフ ラマ ィ ン 様 の 疎水 性 で , suspend する 
事 が 出来 ず よ く 振 温 し て 均等 な 液 と に し て 投与 し た が 20: 
mg/ml 以上 の 濃度 に する 時 は stomach tube が 閉 
され て 投与 困難 で あつ た . 従っ つて 500mg/kg 以上 の 投与 
は 出来 な か つた . 然し と の 量 で は マウ ス は 死亡 し な か つ 
た . No. 830 ( 8-Hydroxyquinoline) は 20mg/ml の 濃度 に 
1 液 suspend し た . 比較 的 が 強く 耐 量 150 
mg/kg で あつ っ つた. No. 18 は 水落 性 で 耐 量 875mg/kg で 
あつ た . No. 12 は ester で 芳香 を 有 し 水 に 難 溶 , 1 肖 
粉 液 に suspend し て 投与 , 強く 耐 量 125mg/kg で 


、 あつ た . No. 29 も 1% 没 粉 液 と suspend し た . No. 12 


の Iodo の 位置 を Acetoamide に 代え た 為 か 導 性 は 弱 か 
つた . No. 42 は 1 漫 粉 液 に と suspend し た が 高 濃 度 で 
は 沈 生ずる 為 に よく 振 て 投与 し た . 量 500 
mg/kg で あつ た . No. 24 は Keto acid の Na 塩 で 水 に 
溶解 し , 庫 量 500mg/kg で あつ た . No. 4 は Hg を 持 
っ 化合 物 で 水 に 溶解 し て 使用 , Hg に ょ る 毒性 を 予想 し 
こと が 2,000 mg/kg 投与 で マウ ス は 死亡 し な か つた . No. 
19 は 難 性 で 1 液 に suspend し て よく 振 
投与 し た . 少く 2,000 mg/kg に 耐え た . 

3) 治療 実験 

治療 実験 は 赤 搬 アメーバ 接種 モル モッ ト に 対し て 被 検 
化合 物 を 経口 的 に 投与 し その 効果 を 観察 し た . 180g 乃 
至 250 g の 出来 る だ け 幼 弱 な モル モッ ト を 入手 し , 同時 
に 入手 し た モル モッ ト は 無 選 択 的 に 3 群 に わけ その 1 群 


3 
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第 5 表 マウ ス に 対す る 経口 投与 に よる 毒性 
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は 対照 和 群 と し て 別々 の 知 と 入れ , 1 週間 以上 研究 室 に 飼 
育 観察 し て か ら 実 験 を 始め た . 飼料 と し て “ふすま” 及 
が び 新鮮 な 野菜 を 与え , 夏期 は 通 風 を ょ よく し, 冬期 は 電熱 
に て 保温 と に つとめ 動物 を 飼育 し た . 赤痢 アメ ー バ 感染 モ 
ル モ ッ ト に 対す る 治療 実験 は 1958 年 8 月 より 1959 年 6 月 
の 間 に 行 っ た . 

モル モッ ト に 接種 し た 赤痢 アメ ー バ は Balamuth 培地 
時 間 至 48 時 間 培 養 し た 増殖 分 の 盛ん な の 栄 
養 型 を 用 い , 培養 し た 数 本 妃 至 拾 数 本 の 試験 管 底 0.5ml 
位 を 米粉 と 共に プー ルレ し, 約 10 分 間 静 置 し 粗大 な 米粉 を 
沈下 せしめ 上 を 別 の 管 し て 使用 し , 注射 に 
注射 器 の 針 に 米粉 の つま る の を 避け た . 赤痢 アメ ー ペ バ 浮 
海 液 は その 栄養 型 が 80 万 個 /ml 前 後 含 まれ る 様 に Tho- 
ma-Zeiss の 血球 計算 盤 で 算定 し て 調整 し た . 

赤 導 アメ ー バ の 動物 に 対す る 病原 性 は その 株 に より 相 
違 が ある が , 著者 が 先 に 赤痢 アメ ー バ 感染 モル モッ ト に 
対す る 抗生 物質 (Protomycin) の 治療 実験 に お いて 用 い 
た で は 治療 を 行わ な い 対 照 群 で 50% 至 100% の 
染 を 示し , ? 対照 群 の 平均 感染 率 は 75 で あつ た . 今回 
の 治療 実験 に は 感染 モル モッ ト の 腸 内 容 よ り 再 び Bala- 


muth 培 に 分 し た を 用 いた . 治療 実験 を 重 
ね る 際 は その 前 の 対照 群 中 の 感染 モル モッ ト の 腸 内 容 ょ 
りり 分離 培養 し て 次 回 の 実験 た 使用 し た . 感染 回 数 を 重ね 
て も その 間 に 対 照 群 の 感染 率 が 特に 変化 し た と は 思わ れ 
つっ 

モル モッ ト に 赤 導 アメーバ を 接種 する 方 法 は , 動物 に 
軽い ェ エー テル 麻酔 を ほど と し, 腹壁 を 1.5cm 位 開 腹 し で 
部 を し , 注射 器 で 前 記 ア メー 浮 液 1 ml (30 
万 個 程度 〉 を 直接 盲腸 内 に 注入 し た . 注入 後 腸 内 容 が 有朋 
腔 内 に 流出 し な い 事 を 確 め て , 腹膜 及び 筋 層 と 皮膚 を 
層 に 連続 合 を 行い 腹壁 を 閉鎖 し た . 手術 器具 及び 縫合 
創 に は ョ ー ド チン を し た . 

赤痢 メー 接 種 24 時 間 後 に 麻酔 は 手術 の 為 に 死 
RR と 復 し 得 な か つた 動物 は 実験 か ら 除 外 レ 

. 即ち 接種 34 時間 後 よ り 元 気 な 動物 に 対 し て 治療 の た 
被 検 化合 物 は 総 て 経口 的 に 
し た . 細い 和 務 軟 な ビニ =ー ル 管 を stomach tube と し て 合 
用 し レ し, 動物 は 麻酔 せ ず 左手 に て 傘 位 に し て 開 日 せ じ 
め , 長 さ Ycm, 篤 0.1cm RR を 静か に 食道 


に 挿入 し , 他 端 に 注射 器 を 連結 し て 出来 る だ け 投 与 量 を 


dr 
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正確 に 注入 し た . 投与 量 は 200g モル モッ ト に 対し て 1 
ml 乃至 2ml に な る 様 に 被 検 液 の 濃度 を 調整 し , 早朝 空 


腹 時 に 1 日 1 回 所 定量 を 連続 5 日 間 投与 し た . 投与 後に と 


逆流 中 吐 し た 例 は な く , 又 気 管 に 注入 し た と と も な か つ 

観察 期間 は 赤痢 アメ ー ペ 接種 後 80 日 間 と し , 毎日 動物 
の 体重 を 測定 し , 下痢 , 吸 吐 等 一 般 状態 に 注意 し て 記録 
し た . 観察 期間 の 中 に 死亡 し た 動物 及び その 期間 の 終り 
に 層 殺 し た 動物 は 誠 検 し , 腸 内 容 は Balamuth 培地 に 培 
養 を 試み た . 

治療 実験 た 使用 し た 化合 物 は No. 19CAlcohol deriva- 
tive), No. 18 (Carboxy compound), No. 42(Keto com- 
pound) 及び No. 2 (Diodoquin) の 4 種 で ある . No. 
19 は 毒性 の 弱い も の で ある が , 水 に 難 溶 で 疎水 性 の 極め 
て 強い 物質 で ある の で 混 粉 液 と snspend し て も 均等 な 液 
に な ら な か つた , それ で 電気 キミ ケー に より 20 人 分間, 強 
く 振 温 す る こと に ょ より 比較 的 均等 な 状態 に する こと と が 出 
来 た . No. 18 は 80mg/ml の 濃度 に 落 か すこ と と が 出来 た . 
No. 42 は 試験 管内 で は 最も 抗 ア メー パ バ 作 用 の 強い と 思わ 
れ た も の で ある . と れ は 水 に 難 深 の た め 1 湖 粉 液 に 
suspend し た . No. 2 は 既に 臨床 的 に 使用 され , 効果 の 
認め られ て いる 化合 物 で ご ある.。 之 は 他 の 化合 物 と の 比較 
の 目的 で 用 いた . 水 に 難 溶 , 斑 水性 の 物質 て ある の で 
No. 19 と 同様 に 涯 粉 液 と suspend し , 電気 ミキ サー で 
均等 な 液 と し て 用 いた . 

マウ ス に 対す る 下 性 実験 の 耐 量 を 参考 に し て 5 日 間 投 
与 の 総量 を 決定 し た . 平均 生存 日 数 は , 赤痢 アメ ー バ に 
感染 死亡 し た 動物 は アメ ー ペ 接種 よ り 死 亡 迄 の 日 迷 を , 
又 不 感染 で 生存 し た 動物 は 80 日 間 の 観察 期間 の 終り に 総 
て 必殺 し た の で その 日 数 を 各 群 に つい て 単に 算術 平均 し 
た 数 値 で ある . 体重 の 平均 増減 は 各 動 物 の アメ ー 人 接種 
前 日 と 死亡 或 は 必殺 前 日 の 体重 の 差 を 各 群 に つい て 算術 
平均 し た . 死亡 叉 は 層 殺 し た 動物 は 誠 検 し て 腸 内 容 及 び 
腸 壁 を 精査 し , 腸 内 容 は Balamuth 培地 に 培養 し た . 成 
績 は 第 6 表 よ り 第 9 表 に 示し た . 感染 程度 は 各 動 物 の 誠 
検 結果 を Taylor and Greenberg の 下記 の 様 な 分 類 に ょ よ 
つて (0)〕) か ら て (4) 和 の 5 段階 の 数 値 で あら わし 各 和 群 
で その 平均 値 を 算出 し た . 

Average degree of infection (A.D.L): by Taylor 
and Greenberg 

0. no gross lesions or amebae observed ; 

l. no lesions but amebae found ; 


2. few lesion of the cecum (limited in size and 


( 15 ) 


area) ; 

3. complete involvement of the cecum ; 

4. complete involvement of the cecum, extending in- 

to the colon. 
percent efficiency (Jones) は 次 の 式 に と に ょ つて 求め 各 和 君 
の 成績 を 比較 し た . 

No. 19 
は 8 回 の 実験 を 行っ つた (第 6 表 ). 初回 は 5 匹 づ っ 38 群 に 
分 けた モル モッ ト の 第 1 群 に は 500mg/kg 量 の 薬剤 を 連 
続 5 日 経口 投与 (総量 2500 mg/kg), 第 2 群 に は 250mg 
量 を 同様 連続 5 日 投与 (総量 1250mg/kg), 第 3 群 は 対照 
群 と し て 薬剤 の 投与 を 行わ な か つた . 第 1 群 の 5 匹 の モ 
ル モ ッ ト は 薬剤 の 投与 期間 中 に 療 分 の 体重 減少 を 見 た が 
その 人 後 は 体重 の 増加 も 順調 で 何等 症状 を 認め な か つた . 
30 日間 の 観察 を 終っ て 動物 を 必殺 誠 検 し た 処 , 腸 壁 の 損 
傷 は 認め られ な か つた が 1 匹 の 腸 内 容 の 培養 と たよ つて ア 
メー バ を 発見 し た . A. D. エ 1 エ は 0.2 で 対照 群 と 比較 する 
と 91.72 efficiency と な つた . 第 2 群 の 5 匹 の 動物 は 5 
匹 と も 感染 を 認め 第 8 群 の 対照 以上 の 感染 率 で あつ た . 
然し な が ら 第 2 群 に お ける 5 匹 の 感染 モル モッ ト の 平均 
生存 日 数 は 21.8 日 で 第 8 群 の 感染 モル モッ ト 8 匹 の 平均 
生存 日 数 11.0 日 と 比較 する 時 2 倍 の 延長 が 認め られ た . 
次 に 投与 量 を 半分 に 減じ て 同様 に 治療 実験 を 行 つ た .125 
mg/kg 連続 5 日 投与 群 (総量 625mg/kg) の 6 匹 の 動物 
は その 4 匹 が 感染 死亡 し た . は 対照 よ り 
軽度 で ある が , 生存 日 数 の 延長 は 認め られ な か つた . 更 
に その 半量 63 mg/kg 連続 5 日 投与 群 (総量 315mg/kg) 
に お いて は 5 匹 の 動物 に 8 匹 の 感染 を 認め , 対 群 と 殆 
ど 差異 が な か つた . マウ ス に お ける 毒性 実験 で 耐 量 は 
2,000 mg/kg で あつ た が , 4,000 mg/kg 投与 で は 1 匹 の 
マウ ス は 死亡 し 1 匹 は 生存 し た . そ と で 投与 量 を 増加 し レ 
て 第 1 群 に は 800mg/kg 連続 5 日 (総量 4,000 mg/kg), 
第 2 群 に は 400mg/kg 連続 5 日 (総量 2,000 mg/kg) を 
投与 し た .。 その 結果 第 1 群 6 匹 の 動物 に アメ ー バ の 感染 
は 全く 認め られ な か つた が , 8 匹 は 赤痢 アメ ー ペ 接種 後 
5 日 目 に 死亡 し た . 叉 第 2 群 に お いて る も 6 匹 の 動物 に 感 
染 を 認め な か つた が 観察 期間 中 に 4 匹 は 赤痢 アメ ー バ の 
感 染 な し に 死亡 し た . 対照 群 6 匹 中 2 匹 に 感染 死亡 を 認 
め た が 2 匹 は 原因 不明 の 死亡 で あつ た . と の 治療 実験 に 
お いて は , 対照 群 の 感染 率 が 悪く ,。 各 群 に 原因 不明 の 死 
亡 例 が ぁ あつ た けれ ども 12 匹 の 薬剤 投与 を 受け た 動物 に は 
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第 6 表 No. 19 に ょ る 赤痢 アメ ー グ 感染 モル モッ ト に 対す る 治療 実験 


No. 19 


(OH) ・CCl; 


OH 
投 投 平均 生 腸 内 アメ ー 腸 の 染 程 度 
(mg/kg) 日 数 存 日 数 均 体重 増 存在 損傷 (ADIL) “efficiency 
500 5 30.0() 44.0(g) 0.2 91.7 
250 5 21.8 —ー36.0 5 3.8 0 
対 双 5 20.1 十 3.0 3 3 
125 5 6 18.2 十 3.3 4 4 2.0 16.7 
対 5 十 34.0 3 3 | 
800 5 6 18.8 —ー 0.8 0 0 0 100 
400 i5 6 17.0 7 0 0 0 100 
対 6 3 1.7 2 2 
第 7 表 No. 13 に よる 赤痢 ア メー ペ 感 染 モ を モルモット に 対す る 治療 実験 
COONa 
No. 13 | 
N 
OH 
投与 投与 動物 平均 生 腸 内 アメ ー 腸 壁 の 感染 程度 
(meikg) 数 存 日 数 。 「 均 体重 の 存在 。 (ADL) 4 efficiency 
150 5 1( ) 1 0.8 66.7 
75 5 15.4 9.0 4 4 0 
5 16.8 十 3.0 3 3 
第 8 表 No. 42 に よ ょ る 赤痢 アメ ー ベ 感染 モル モッ ト に 対す る 治療 実験 
No. 42 
投 投 平均 生 ーー 腸 内 アメ ー 腸 の 感染 
(mglkg) 数 存 日 数 均 体重 増減 存在 損傷 (AD.L) efficiency 
100 5 5 24.2( ) 十 20.0 (g) 1.4 
50 5 6 9.2 4 4 0 
対照 5 17.6 2.0 3 


1 例 の 感染 も な か つた . 第 1 群 の 5 日 目 に 死亡 し た 動物 
の 盲腸 内 容 を 検討 する に 投与 され た 灯 瓦 色 の 薬剤 が 便 の 
中 に 第 厚 に 温 在 し て いる の が 見 られ た . 

No. 18 ( 5 -COONa- 7 -ijodo- 8 -hydroxyquinoline) は 
水 に 落 解 する 化合 物 の 中 で vitro に お いて 比較 的 有効 
な 化合 物 で あつ た を た. モルモット は 5 匹 づ っ 38 群 に 分 ち , 


第 1 群 に は 150 mg/kg 連続 5 日 投与 (総量 750 mg/kg) 
し た . 5 の 動物 は 1 匹 が 赤 導 ー 接種 後 18 日 目 
感染 死亡 し た が 他 の 4 匹 は 80 日 間 生 存 し た . A.D.L ば 
0.8 で 対照 群 と 比較 する と percent efficiency は 66.7% 
で 有効 な 成績 で あつ た . 第 2 群 は 第 1 群 の 半量 75mg/kg 
連続 5 日 (総量 875mg/kg) 投与 し た が , 5 匹 の モル モ 
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No. 2 


第 9 表 No. 2 に ょ る 赤痢 アメ ー ペ 感染 モル モッ ト に 対す る 治療 実験 


| 
OH 

量 投与 動物 平均 生 腸 内 アメ ー 腸 の 感染 

mafke) 存 日 数 。 体 重 の 存在 (ADI) efficiency 
150 6 21.5(H) +18.3(g) 4(E) 2.5 0 

75 5 30.0 2 2 1.6 33.3 
対照 20.0 3 3 


ッ ト は 4 匹 に 感染 が 見 られ , A.D.I は 8.2 で 対照 群 以 
上 の 数 値 を 示し , 又 感 染 動 物 の 平均 生存 日 雪 の 延長 も 認 
め ら れず 全く 無効 で あつ た . 
No. 42 (5—CO - で 
oxyquinoline) は 抗菌 性 も 非常 に 強 か つ た が vztro で 
最も 抗 ア メー パ バ 作 用 の 強い 薬剤 で あつ た . 水 に 難 深 で 5 
mgfml の 濃度 に 1% 液 に と suspend し て 出来 る だ け 
均等 な 液 と し て 投与 し た . 第 1 群 5 匹 の モル モッ ト に は 
100 mglkg 連続 5 日 (総量 500mg/kg) 投与 し た . その 
果 8 匹 は 感染 な く 生 存 し た が , 1 は 赤痢 ー 
— 種 後 8 日 目 に , 1 匹 は 28 日 目 と それぞれ 感染 死亡 し た . 
AD.IL は 1.4 で 対照 群 と 比較 する に percent efficiency 
は 41.7 で あつ た . 平均 生存 日 数 の 延長 を 認め た . 第 2 群 
6 匹 の 動物 に は 50mg/kg 連続 5 日 (総量 250mg/kg) 投 
与 し た が , 4 匹 に 感染 が 認め られ 無効 で あつ た . 

No. 2 (Diodoquin,5, 7 -diiodo- 8 -hydroxyquinoline) 
は 既に 臨床 的 に 効果 の 認め られ て いる 薬剤 で 以上 8 種 の 
化合 物 と 比較 する 目的 で 治療 実験 を 行 つ た. 水 に 難 深 , 
極め て 疎水 性 で 20mg/ml 以上 の 濃度 に する 時 は stomach 
tube が 閉 者 され て 投与 困難 で あつ た . 第 1 和 群 6 匹 の モ 
ル モ ッ ト に は 150mg/kg 連続 5 日 (総量 750mg/kg) 投 
し た が 4 匹 赤 アメーバ に 感染 死亡 し た . 対照 に 

比較 し て 有意 な 差 を 認め る 事 は 出来 な か つた . 併 し 感染 
死 記 し た 4 匹 の モル モッ ト の 生存 日 数 は アァ メー 接種 後 
12 日 。 17 日 , 18 日 及び 22 日 で 平均 17.2 日 , 対照 群 の 感染 
™ 死亡 し た 8 匹 の 生存 日 数 は , 12 日 13 日 , 及び 18 日 で 平 
g) 均 12.7 日 に 比較 する と 平均 生存 日 数 は 明か に 延長 され て 
a いる . 第 2 群 5 匹 の モル モッ ト に は "75 mg/kg 連続 5 日 
は 総量 875mg/kg) 投与 し 2 匹 に 感染 死亡 を 認め た . 
'% 考 接 
kg 培養 赤 導 ア メー バ に 対す る 薬剤 の 抗 ア メー パ 作 用 を 検 
, モ 査 す る に は 多 の 困難 な 問題 に 直面 する . 


赤痢 アメ ー バ の 無菌 培養 が 不可 能 で ある た め に , 随伴 
細菌 の 増殖 を 阻止 する 薬剤 は 接 に 赤痢 ー の 増 
殖 を も 阻止 する . 著者 に 被 検 化 合 物 に つい て 正確 な 抗菌 
性 検査 を 行わ な か つた が , 赤痢 アメ ー パ 培養 後 検定 試験 
管内 の 培地 の 混濁 , 菌 膜 形成 状態 及び 鏡 検 時 の 細菌 数 よ 
り し て , 大 多数 の 化合 物 が 種々 の 程度 に 抗菌 性 を 示し て 
いる 事 が 分 つた . 先 に 報告 し た 抗生 物質 (Protomycin) 
の mvitro に お ける 抗 ア メー パ 作 用 検定 に は , Clostrz- 
dium welchii を 24 時 間 増 苗 し た Balamuth 培地 に 被 検 
物質 を dilution し , 同 菌 を 随伴 せしめ た 赤 導 アメ ー バ を 
使っ て 検定 し た . 勿論 , 被 検 物 質 は Clostridium welchiz 
の 増殖 を 阻止 し な か つた . 叉 Hrenoff ら (1951) は 
“direct amebicidal ” action を 出来 る だ け 正確 に 求め る 
に , ー バ に 7 rypanosoma cruzz を 随伴 させ て 
検定 を 行 つ た . Hansen (1948~1949) は petrolatum で 
各 検 定 試験 管 を 封入 し , 綿 栓 だ け に よる 場合 と 比較 検定 
を 行 つ て いる . 

被 検 化合 物 を 培地 に 正確 に dilution する た め に は 赤痢 
アァ アメーバ の 培地 は 液体 で な けれ ば な ら な い , 幸い Bala- 
muth'’s egg yolk infusion medium は その 目的 に 適し, 
赤痢 アメ ー バ 廿 株 は その 培地 に 安 定 し た 増殖 状態 を 続け 
た . 薬剤 検定 用 培地 と し て , 猪木 ちら (1950, 1951, 19538) 
は 全 血 加 液 体 培 地 を 推 賞 し て いる . Lynch ら (1956) は 
Locke’s egg slant Locke’s overlay medium を 使用 し , 
Thompson ら (1956) は Boeck-Drbohlav diphasic me- 
dium の aqueous phase を 色々 に 変え て 検定 を 行 つ て 
いる . Hansen & Anderson (1948) は Liverpro- 
teose-peptone medium を 使用 し て いる . 

水 に 難 深 な 化合 物 は 50 % ェ タ ノ ー ル に 深 解 し これ を 
Balamuth 培地 に , 10 倍 を 第 1 管 と する 倍数 稀 を 行っ つ 
た が , と の 場合 solvent の 赤 導 アメ ー バ 及び 随伴 細菌 に 
対す る 影響 を 老 え な けれ ば ぽ ば ならない. 交 . dilution する と 
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と に ょ つて 析出 する 化合 物 が あり 更に て 赤 
ー バ の 増殖 する 試験 管 底 の 米粉 の 上 に 沈 物 が 重 積 する 
事 も あぁ つた. 

有効 濃度 決定 に お いて , 赤痢 アメ ー バ が 完全 に 殺 減 消 
失 し た 試験 管 は 勿論 の 事 , 僅か に 発見 され る アメ ー バ が 
球状 と な り 原 形質 が 和 題 粒状 と な つて 明 に 変形 し て いる 試 
験 管 の 濃度 も 有効 と し た . と の 様 に 変形 し た 僅か の アメ 
ー バ を subculture する 時 殆ど の 例 に お いて 再び その 増殖 
を 見 な か つた か ら で あ る . 薬剤 投入 か ら 検 定 ま で の 赤痢 
アァ アメーバ の 培養 時 間 は 24 時 間 と 48 時 間 の 2 回 増殖 状態 を 
検査 し た . 対照 試験 管 で は 48 時 培養 後 が 最も 
で あっ た の で その 時 の 判定 を 表示 し た . 各 化合 物 に よ ょ つ 
て 2 回 の 判定 の 間 に 殆 ど 相 違 の な いも の と , 10 倍 乃至 20 
倍 の 差 を 認め る も の も あつ た . Thompson ら (1956) は 
多数 の 抗生 物質 の 抗 ア メー ペ 作 用 の 検定 を 行っ て, 培養 
時 間 24 時 間 後 と 48 時 間 後 の 効力 に 著しい 差異 の ある の 
は , その 物質 に , 培地 を 赤 導 アメ ー バ の 増殖 に 不利 な 状 
態 に 変え る 様 な indirect の 作用 が な く slow direct action 
に よる も の だ と 云 つ て いる . 

と の 様 に 此 多 の 改良 を 要する 点 が あり 表 に 示し た 
amebicidal concentration は 被 検 化 合 物 の direct の 作用 
と する と と は 出来 な い が , . 数 多く の 被 検 化合 物 の 中 より 
動物 治療 実験 の た め の 此 つ か の 化合 物 を 選出 する 目的 で 
一 応 mwztro に お ける apparent amebicidal concentration 
を 定め る 事 こ と ょ っ つ て, 化合物 の 構造 上 の group の 差違 
や 各 化 合 物 の 優劣 を 或 程度 比較 する こと と が 出来 た . 

被 検 化 合 物 を マウ ス に 経口 的 に 投与 し た 下 性 実験 に お 
いて , No. 80 ( 8 -Hydroxyquinoline) は 比較 的 姓 性 が 強 
か つた が その 他 の 化合 物 は 一 般 に 召 性 が 弱く 極め て 吸収 
の 悪い 物質 の 様 に 思わ れ た . 殊 に No. 19 の 如く モル モ 
ッ ト の 盲腸 内 容 を 鏡 検 する と 投与 され た 化合 物 は その ま 
ま 灯 瓦 色 の 粉末 と し て 混在 する の が 見 られ た . と の 事 は 
叉 赤 少 アメ ー バ 感染 モル モッ ト に 対す る 治療 実験 に お い 
て 重要 な 意味 を 持つ の で は な か ろう か . 赤痢 アメ ー バ 症 
が 急性 症状 , 慢性 症状 或 は 肝炎 等 宿主 に 対す る アメ ー バ 
の 寄生 部 位 及 損傷 は 特異 で あぁ っ つて, 腸管 内 の ァ アメ ー バ の 
殺 減 , 組織 内 の ァ メ ー バ の 減 , 組織 損傷 の 治癒 等 の 目 
的 に 対し て , と れ 等 難 吸 収 性 の 物質 は 腸管 内 の アメーバ 
に 対し て 特に 有効 に 作用 する と 考え られ る . Yatren, 
Viofogm が 急性 症状 の も の に 使用 する と 必 々 再発 が あ 
り , 慢性 期 丈 に チ ス テ 排 洪 者 に よく 効果 を 示す こと と が 報 
告 さ れ て いる . 

著者 は 赤痢 ア メー バ を モル モッ ト の 盲腸 内 に 接種 24 時 


間 後 より 1 日 1 回 連続 5 日 治療 の た め の 薬 剤 投与 を 行っ 
た . Taylor ら (1952) は 赤痢 アメ ー バ 接種 2 日 前 より 
薬剤 の 投与 を 開始 し 或 は 2 時 間 乃 至 4 時 間 前 に 第 1 回目 
の 投 与 を 行 つ て protective の 意味 を 検討 し , 叉 投与 日 数 
も 1 日 , 5 日 , て 々 日 及び 14 日 等 色々 に 変え る 事 に と ょ っ で 
therapeutic evaluation を 行 つ て いる . 一 般 に 赤痢 アメ ー 
バ に 感染 し た モル モッ ト を 湖 検 する と 腸 壁 に お ける 損傷 
が 盲腸 の み に 潰 瘍 を 認め る 場合 は その 部 の 潰瘍 が 相当 訟 
範囲 と 及 ん で いて も 比較 的 長命 で ある が 結腸 に 潰瘍 を 生 
じ た 動 物 は 盲腸 の 病変 が 軽 徴 で あつ て も 早期 に 死亡 す 
る . 著者 の 治療 実験 に お いて 治療 群 が 対照 群 に 比較 し 虹 
染 率 を 低下 させ る と と が 出来 な か つた 場合 生存 日 数 の 
延長 を 認め た 例 が ある . こと の 様 に 赤痢 アメ ー バ を モル 
ッ ト の 育 腸 内 に 直接 大 量 に 注入 し て 濃厚 な 感染 を 起 さ を 
た 場合 こと 。 アメ ー バ 赤痢 の 発症 及び 死亡 と 薬剤 投与 に ょ 
る 治療 と の 関係 も 複雑 で ある 様 に 思わ れる . 

赤痢 アメ ー バ を モル モッ ト の 盲腸 内 に 接種 する 時 , 人 稚 
に 100% の 感染 を 起 さ すこ と と は 出来 な い . 治療 実験 に お 
いて 赤痢 アメ ー バ の 株 による 病原 性 が 問題 に と なる. と の 
実験 に 使用 し た 互 株 を 同様 の 法 方 で モル モッ ト に 接種 レ 
た 12 の 対照 群 の 平均 感染 率 は 662%, A. D. エエ は 2.5 で あ 
つた . 治療 実験 成績 の 評価 に Taylor ら (1952) は sur 
vival index を 算出 し て 比較 し , Jones ら (1956) は per- 
cent efficiency を 求め て 効果 を 判定 し て いる . 著者 は 各 
実験 に 同時 に 入手 し た 動物 を 無 差別 に 8 分 し て その 1 君 
を 対照 群 と し 同時 に 同様 の 方 法 で アメ ー バ を 接種 し て 殿 
較 検 討 し た . 

No. 2 (Diodoquin) は 治療 実験 で 150 mg/kg 量 を 圏 
続 5 日 経口 投与 し た が , 有効 な 成績 は 得 ら れ な か つた .。 
Taylor ら (1952 う は 同様 モル モッ ト に 対す る 赤痢 アメ 
ー べ 治療 実験 で 100mg/kg 7 日 間 経 日 投与 し 感染 素 只 


9%, A.D.L は 1.7 の 成績 を 示し , Vioform 及び 


niofon 等 に つい て ぁ る 同様 の 実験 を 行い 或 程度 の 効果 天 
認め て いる . 

No. 19 は 毒 性 の 弱い 化合 物 で 大 量 の 投与 に と よっ つて 効 邊 
を 認め る 事 が 出来 た . No. 18 及び No. 42 も 下 性 を あぁ 
わき さき ない 量 の 投与 と よ つ て それ ぞ れ 有効 で あつ た . 

1) Oxyquinoline の 誘導 体 及び 類似 化合 物 67 種 の 
vitro に お ける 抗 ア メー ペ 作 用 を 検査 し , それ 等 化合 物 
の 構造 上 の 相違 , 各 化 合 物 の 優劣 。 既に 臨床 的 に 使用 さ 
れ て いる 薬剤 と の 比較 等 を 行い , 動物 治療 実験 の た め め 


screening test と し た . 
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92) 10 種 の 化合 物 を 経口 的 に マウ ス に 投与 し その 毒性 
を 検 査 し た . モル モッ ト に 対す る 治療 実験 の 投与 量 決 定 


の 参考 と し た . 

8) No. 2 (Diodoguin) と 新しい 化合 物 No. 19, No. 
183, No. 42 の 38 種 に つい て , 赤 導 アメ ー ペ 感染 モル モッ 
ト の 治療 実験 を 行っ つた. 新しい 化合 物 の 投与 に より それ 
ぞ れ 有効 な 成績 を 得 た . 


御 指導 , 御 校 開 を 賜 つ た 松林 部 長 , 慶 大 医学 部 浅見 助 
教授 に 深く 感謝 する と 共に , 薬剤 を 提供 し て 下さ つた な た 北 
里 研 究 所 松村 部 長 に 謝意 を 表す る . 
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EXPERIMENTAL STUDIES ON THE EFFECT OF NEW OXYQUINOLINE 
DERIVATIVES ON ENTAMOEBA HISTOLYTICA 


AKIRA HIRABAYASHI 
(Laboratory of Parasitology, Kitasato Institute, Tokyo, Japan) 


Altogether 67 oxyquinoline derivatives and allied compounds were tested for their antiamebic 
m vitro. Balamuth’s monophasic medium was used for the cultivation of amoedae throughout this 
study. Yatren, vioform and diodoquin were included. Most of these compounds had bacteriocidal 
activity so that the effects demonstrated m vitro may not always indicate the direct amebicidal 
action of these compounds. 

These compunds could be classified into 12 groups according to their chemical structures and 
generally speaking, highly effective compounds were mostly found in halogen compounds, carboxy 
compounds, keto compounds and alcohol derivatives (Table 1). Ten compounds were selected 
from different groups and were given orally to mice to test their toxicity. Some of the compounds 
were rather toxic and killed mice by the doses of 250-300 mg/kg. Most compounds, however, 
were not much toxic, mice having survived doses of 500-2,000 mg/kg. Thus approximate doses 
for therapeutic experiments were decided. 

For the experimental treatment, guinea pigs were inoculated intracaecally with E. histolytica 
and compounds were given orally for 5 successive days. Animals were autopsied when they died 
of infection. When they survived, they were killed 30 days after inoculation. Animals died or 
killed were examined for ‘the presence of amoebae and lesions in their intestinal tracts. The 
following compounds were found to be more or less effective with the daily doses indicated. 

5-CH(OH)CCI-7-iodo-8-hydroxyqunoline : 500 mg/kg, % efficiency : 91.7%. 5-COONa-7-iodo- 
8-hydroxyquinolinoline : 150 mg/kg, % efficiency : 66.7%. 5-C0-¢ >-7-iodo-8-hydroxyquino- 
line : 100 mg/kg, % efficiency : 41.7%. Diodoquine : 75 mg/kg, % efficiency : 33.3%. 
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赤痢 アメ ァ ー バ の 免疫 学 的 研究 


(2) 赤痢 ペ の 補 体 結合 反応 , 沈降 反応 


赤痢 ー バ の 免疫 反応 は これ 実験 的 感染 い は 
感 作動 物 に つい て は 迷 多 く 行わ れ て 来 て いる が , 何れ も 
だ 臨床 的 アメ ー バ 症 の 診断 に は 応用 価値 が 少く , 時 に 
補助 的 手段 と し て 利用 され て いる に 過ぎ な い . 今回 私 は 
補 体 結合 反応 , immobilization test 及び 沈降 反応 を 家 更 
免疫 血清 と つい て 試み た . 補 体 結合 反応 は 既に 多く の 人 
々 に ょ つて 試み ぁ られ て いる が , 私 は 前 報 で 述べ た 比較 的 
高い 力 価 を 示す 抗原 を 用 いた . immobilization test は 
Cole & Kent (19583) が 赤 導 アメ ー バ に つい て は 初め て 
試み た あの で あり , 其 後 Brown & Whitby (1955), 
Valentino (1956), 佐藤 (1956) 等 が 追試 し て いる . 沈 
降 反 応 に つい て は Wagener (1924), Menendez (1982), 
Spector (1982) 等 の 報告 が ある . 赤 導 アメ ー バ に 関す る 
以上 三 っ の 代表 的 な 免疫 反応 を 同一 血清 と っ いて 比較 検 
対し た 結果 を 九 に 報告 する . 
材料 と 方 法 

CA〕 免疫 血清 の 作製 

(1) 実験 動物 体重 2.0~ 2.5kg の 健康 成熟 完 
を 用 いた . 

(2) 感 作 免 疫 原 過去 数 年 間 吾 が 教室 で 継 代 保存 レ 
て いる 赤 ー バ (以下 kst. と 略す 了 を Bala- 
muth 培地 に 48 時 間 培 養 し た 栄養 型 生 虫 体 を 用 いた . 即 
ち 多 数 の 培養 試験 管 底 か ら ア メー バ を 含む 沈 湾 を 一 個 の 
大 遠 沈 管 に 集め , 87°C に 保温 し た 生食 水 で 回 洗 
沈 (1,000 rpm 5 分 う を 上 清 液 が 透明 に な る 各 繰 返し て 行 
い (4 へ 5 回 ) この 間 に 可 及 的 に 米粉 や 共 棲 細菌 その 他 
の 培地 内 成分 を 除去 する . 最後 に 虫 価 数 を Thoma 計算 
盤 で 算定 し , per cc 20~40 万 虫 体 を 含有 する 生食 水 浮 滋 
液 を 作る . 対照 用 免疫 原 と し て は 共 棲 細菌 だ け を 別に 
Balamuth 培地 に 米粉 と 共に 培養 し 48 時 間 後 に 上 記 と 同 
じ 手 技 で 共 棲 菌 生 食 水 浮遊 液 を 作り , 0.82% の 割 に For- 


福 原 
慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 学 松林 久吉 教授 ) 


(昭和 34 年 10 月 16 日 受領 ) 


及び Immobilization test に て 


文明 


malin 液 を 加え た も の を 用 いた . 

(8) 感 作 方 法 家 束 耳 静 脈 内 に 上 記 免 疫 原 を 5 日 間 
隔 5 回 注射 し た . 一 回 注射 量 は 虫 体 浮遊 液 で は 1.0~ 
2.0 cc, 対照 用 の 共 棲 菌 浮遊 液 で は 0.2cc を 注射 し た . 

(4) 採血 及び 保存 最終 免疫 注射 後 10 日 目 に 無菌 的 
舌 動 脈 切開 と こ ょ り 全 採血 し , 血清 分 離 56C30 分 非 働 化 , 
ゾ = ン 10“* 倍加 , アム プレ に 封入 後 4 氷室 に 保 
存 し た . 

CB〕 免疫 反応 用 抗原 の 作製 

今回 私 の 行っ つた 免疫 反応 は 補 体 結合 反応 (以下 C.F.T. 
と 略す う と immobilization (以下 LIM.T. と 略す ) 及び 
沈降 反応 (以下 P.T. と 略す ) で ある が , 調 う 迄 も な く 
IL.M.T. の 反応 用 抗原 と な る の は st 生 虫 体 そ の も 
の で , C.F.T. 及び P.T. 用 抗原 は 同一 抗原 を 使用 し た が 
それ は 次 の 如く 作っ つた も の で ある . 即ち 抗 血清 作製 時 の 
感 作 原 の 方 と 同じ 手技 に より st. の 洗 虫 体 
浮遊 液 を 作り , これ を 超 音 波 管 に 移し , 1,400 Volt, 180 
mA, 250Watt 960KKC で 5 分 間 超 音波 を あて て , その 
後 12,000 rpm 80 分間 超 達 沈 し , その 上 清 液 を と り , 
と れ に マー ゾ = ン 10* 倍 を 加え % え た も の を 反応 用 抗原 と し 
た . LL.M.T. に 用 いた 碧 st は Balamuth 培地 試験 管 
々 許 よ り そ れ ぞ れ 0.5cc 位 づ っ 取り出し, これ を 別 の 小 
試験 管 に と 集め 2 ~ 3 時 間 器 内 に 置き , hist 
の 活動 性 を 増加 させ る . その 人 後 遠 沈 管 に 移し 37C に 保温 
し た 生食 水 で 洗 , ( 500rpm 5 を 2~38 回 
返し て 上 清 液 を ほ 透明 と する . く し て 得 た E hist 
生 虫 体 の 生食 水 浮遊 液 を 実験 に 用 いた . 

CC〕 各 免 疫 反 応 の 方 法 及 び 判 定 

(1) C.F.T. 米国 陸軍 々 医学 校 法 の 伝 研 改良 法 を 
用 いた . 系 を 用 い , 被 検 血清 は 0.1cc づ ゝ 
段 稀 釈 し , 4 単位 抗原 を 0.1cc, 補 体 (2 full unit) 0.2 


本 研究 は 昭和 34 年 慶 日 本 フッ クス マン 財団 研究 助成 金 の 援助 を 受け た ゃ の で ある . 
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cc を 加え , よく 混合 し 387°C60 分 温 槽 と 入れ , その 後 前 記 
溶血 系 を 各 0.2cc 加 え , 再び 87C30 分 温 槽 に 入れ 反応 を 
読ん だ . 判定 は 完全 溶血 阻 止 を 記号 4 と し , 以下 8 を "75 
2 溶血 阻止 ) 2 を 502, 1 を 25 止 , 0 を 完全 溶 
血 と し た . 対照 と し て は 共 棲 菌 抗 血清 及び 正常 家 吉 血 清 
を 置い た . 

PT 重層 法 を 用 いて , 抗原 減量 法 で た. 


・ 対 は 共 菌 血 及 び 正 常 家 血清 を 置き , 更に 生 


食 水 対照 も 置い た を. 判定 は 抗原 と 血清 を 重層 後 , 室温 放 
置 し 30 分 間隔 で 観察 し た . 沈降 物 の 量 的 差 に より 多い 方 
か ら 記 号 8, 2, 1, ? , 0 の 五 段階 と し た . 尚 記号 2。8 を 陽 
性 と し た . 観察 時 間 は 4 時 間 と し , その 間 反 応 が 最高 に 
達し た 所 で 読ん だ . : 

(3832 1IM.T. 上 記 の LMT. 用 に 処置 を し た 
sist の 生食 水 浮遊 液 を 約 0.05cc と 全量 の 非 働 化 抗 血清 
(予め 87C に 保温 を ホー ル グ ラ ス (予め 87?C に 保温 ) 
の 中 に 入れ カバ ー グ ラス (予め 87C に 保温 ) を の せ て パ 
ラフ マ ィ ン で 周囲 を 封じ る . 観察 は 10 分 間隔 で 強 拡 大 顕微 
鏡 下 に 虫 体 血清 混合 液 中 の 虫 体 の 運動 状況 を みる . 判定 
は Brown & Whitby (1955) ら と 同様 の 規準 で ご な し た . 
即ち 虫 体 が “丸まっ つた ” 動か ぬ も の を 不動 と し , 貝 体 が 
“ 丸 ま つ て いな く て ”" 動か ぬ も の 及び 動い て いる も の を 
運動 し て いる と 判定 し た . 観察 は 始め の 一 時 間 ま で は 10 
分 間隔 で 以後 は 80 分 間隔 で 3 時 間 行 っ た . 上 記 の 各 時 間 
毎 に 虫 体 25 っ = を みて 運動 し て いる 貝 体 数 を A と し , 対照 
液 中 で 同じ く 25 ご 貝 体 を みて 運動 し て いる 貝 体 数 を B と 
し 。 次 の で 不動 を 計算 し た 。(B 一 4) . 
対 に は 正常 家 束 血清 を 虫 体 浮遊 液 と 混ぜ た も の を 用 い 

上 hist. 洗 浴 虫 体 の 五 日 間 隔 五 回 感 作 の 家 束 免疫 血清 
と 同一 の 超 音 波 破 壊 抽出 抗原 (4 単位 倍 
普 ) と の 間 の C.F.T. の 成績 は 第 1 表 と に 示す 如く で ある . 
即ち 抗 血清 82 倍 稀釈 まで は 完全 溶血 阻止 力 価 を 示し , 64 
倍 で 75% 阻 止 を 示し て いる . これ に 対し の 
共 棲 菌 抗 血清 で は 全く 反応 は 現 は れ て いな い . と の 事 は 
明らか に 据 st 免疫 血清 中 に 補 体 結合 性 抗体 を 有 し 


"て いる 事 を 示す も の で ある . 


ら 同じ 抗 血清 間 の 沈降 反応 を みる と 第 2 表 
の 如く , 見 る べき 反応 が 現われ ず 僅 か に 原液 抗原 と 原液 
抗 血清 間 に 疑 陽性 (記号 1) の 沈降 物 を 認め る 程度 で あ 
つた . 尚 対照 の 共 棲 菌 抗 血清 の 反応 は 苑 ん ど 認 むべ きも 
の が 現われ な は か つた . 従っ つて 本 実験 と お ける P.T. は 


第 表 C.F.T. 超 音 出 抗原 4 単位 (16 倍 


血清 


第 2 表 P.T.( 重 層 法 ) 超 音波 抽出 抗原 
抗 原 


原 2< 8X 32X 食 水 


作 
10 倍 
0 


感 
0 


表 中 の 0, ?, 1, 2。 3 は 夫々 下記 の 観察 事項 を 示す . 
0 …… 沈 降 物 な く 対 照 と 違わ ぬる ゃ の . 
? …… 洗 降 物 形 成 極 あ て 少な く 多 少 上 層 液 が 
て いて 対 は 違う . 
1 …… い 円 板 の も の が 境 に ある . 
2…… か な り 厚 い 円 板 を な し た も の が ある . 
3 …… 沈 降 物 の 量 が 共 だ 多く 厚い 円 板 を な し , 
一 部 が 竹 底 に 沈ん だ り 液 中 に 浮い た り 
極め て 弱い 反応 を 原液 で て 示 し た に 過ぎ な い . 
st. 生 体 と 階段 稀 血清 と を 混 じ て 体 の 
動 状態 を 時 間 の 経過 と 共に 観察 し た 所 の LM.T. の 成績 
は 第 8 表 で ある . 
免疫 血清 は 生 虫 体 に 対し て 一 時 的 に その 運動 性 を 抑制 
せしめ る 力 を 持っ てい る. 耐 し て その 力 を 最大 に 発揮 し レ 
た の は 非 稀釈 血清 で あり 血清 虫 体 混合 後 80~40 分 の 間 で 
制動 率 は 96 示し た . 混 合 後 20 分 か ら 90 分 虫 体 
の 約 70% の 制動 作用 が 認め られ た . 2 倍 稀 血 清 で の 制 
動 能力 は 同じ く 380~40 分 後 が 最高 で ある が その 制動 率 は 
72~842 で あつ た . 4 倍 稀釈 に な る と 制動 能力 は 半減 レ 
832~64 倍 稀釈 血清 で は 殆 ん ど 制動 現 祭 が 現 は れ な か つ 
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第 3 表 ILM.T. の 制動 率 * 


時 
N25 128° 
10 分 23/25 43.0 37.2 37.2 18.0 8.6 0 0 0 
20 分 24/25 65.6 49.2 32.8 16.4 8.2 0 0 0 
30 分 22/25 90.0 72.0 40.5 22.5 13.5 0 4.5 0 
40 分 25/25 96.0 84.0 36.0 24.0 12.0 4.0 4.0 0 
50 分 25/25 84.0 72.0 28.0 24.0 4.0 4.0 0 0 
60 分 23/25 73.1 60.2 21.5 12.9 4.3 0 4.3 0 
90 分 23/25 4.8 0 
120 23/25 47.3 25.8.8.6.0 0 0.0  .0 
180 分 22/25 31.5 18:0 0 4.5 0 0 0 0 
* 一 A)x A は 抗 血清 中 の 虫 体 25 個 の 


RE B は 正常 血清 中 の 虫 体 25 
個 の ぅ うち 動い て いる 下 体 の 数 . 


第 4 表 対照 血 消 ( 共 棲 細菌 に ょ る 抗 血清 ) 
に ょ る LM.T. の 制動 率 


原 4* 8* 
人. . 45: -0 0. 
20 分 24/25 8.2 4.1 4.1 0 
30 分 23/25 12.9 8.6 4.3 0 
40 分 24/25 16.4 8.2 4.1 4.1 
60 分 22/25 9.0 4.5 0 0 
120 人 22/25 4.5 4.5 0 0 
180 分 8.6 4:3 0 
100 
0 ; 
原液 抗 ・ 
30 上 
) 
0 10 20 30 Mo 50 60 90 120 180 
時 
第 1 図 st 抗 血清 と 共 抗 の 
制動 率 の 時 間 的 推移 


た . 対照 の 共 棲 菌 抗 血 清 と 虫 体 混合 で は 貝 体制 動 率 は 極 
め て 低い が 多少 の 制動 現象 は 認め られ 制動 率 16.422 を 示 
し , 混合 後 80~40 分 が peak を な し て いる (第 4 表 ). 


以上 の 成績 を 図示 する と 第 1 図 の 如く で ある . 

制動 は 抗 血清 の 原液 で は 混合 後 10 分 と は 
既に 40 以 上 に 見 られ , 80~40 分 が peak で 以後 は 徐々 
に 低下 し て いる . 机 し 38 時間 後 で も 尚 802 以 上 の 制動 状 
態 を 維持 し て いる . 血清 稀釈 が 進 ぶ に 従い その peak 値 
は 低下 する も peak 発現 時 間 は ほ く 30~40 分 の 間 に 一 定 
し て いる . 即ち 瓦 如 st は その 免疫 血清 と 接する 事 に ょ よ 
り 一 時 的 に 運動 が 抑制 され , その 人 後 徐々 に 運動 性 が 伯 復 
する . 

考 接 並 に 総括 

実験 的 に 動物 に 正 st 或いは その 抽出 物 を 感 作 せ を し 
め て , と これ に 対応 する 抗体 を 血清 中 に 求め る 努力 は 古く 
か ら 行 は れ 種 々 報告 され て いる が , その 成績 は 報告 者 に 
ょ より 同じ 免疫 反応 で る 極め て 差 が ある . 私 は 前 報 に お い 
て E hist. の C.F.T. に 関し て 述べ た が , 今回 の 実験 で 
は 前 回 報告 の 実験 結果 の 中 , 最も 特異 性 及び 感受 性 の 高 
か つた 超 音 波 破 壊 抗原 を 使用 し , 実験 的 感 作家 富 血 清 に 
つき 補 体 結合 反応 を 行い , その 血清 が 高い 力 価 を 示し レ , 
可 成 り 多 量 の 補 体 結合 性 抗体 を も つと と を 証明 し た 人 後 , 
と の 血清 が 沈降 反応 で は 如何 な る 反応 を 示す か , 又 選 
ist 生 虫 体 に 対し どの 程度 の 制動 能力 を 示す か を 調べ 
た . 佐藤 (1956) は 腹腔 内 感 作 モル モッ ト 血清 と つき 
C.F.T., P.T., LM.T. 及び 赤血球 疑 集 試 験 を 行い , C.F.T. 
は 全く 陰性 , P.T. は 血清 減量 法 で 原 血 清 で 僅か に 陽性 , 
赤血球 疑 集 試験 は 10 例 中 8 例 陽 性 , LM.T. で は 対照 に 比 
し て 明らか な 差 が あり 最高 制動 率 5222 を 作用 後 80 分 に 認 
め , 本 免疫 反応 が 最も 良い 成績 を 示し た と し て いる .。 又 
文献 と に よれ ば , C.F.T. と P.T. を 同時 に 施行 し た 報告 は 
Menendez (19382), Spector (1982), 川 (1935) 等 
より な され て いる が , 彼ら の 使用 し た 抗原 は 反応 に ょ り 
抽出 法 が 違 つ を た も の で あつ た . Menendez (1932) は 両 
反応 共に 極め て 特異 的 と 且つ 高度 に 反応 し , 併せ 行っ た 
皮 内 反応 と 共に 臨床 的 応用 が 可能 で ある と 述べ て いる . 
Spector (1982) は C.F.T. は 特異 的 で あつ た が P.T. は 
不正 確 で ある と 結論 し , 白 男 有川 (1985) は P.T. に つき 
Menendez の 追試 を し て 僅か に 15 倍 稀 閑 抗 原価 し か 得 ら 
れず , Menendez が 特異 的 500~1,000 倍 抗原 
価 が 出 た と 云う 事 に 疑問 を 持つ て いる . 元 来 選 加 s4 の 
P.T. は Wagener (1924) が 実験 感染 猫 血 清 に つき , 血 
清 法 で 行 つ て , 8 日 以上 体 を 排出 し て いる の 
猫 で は 全部 4 倍 稀釈 血清 まで 陽性 で あり , 吸収 試験 の 結 
果 及 び 対 周 と し て の チマ ス 患 者 血清 と の 成績 か ら み て , 
本 反応 は 特異 性 反応 で ある と 報告 し た も の で ある . と れ 
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に 対し Swartzwelder & Muller (1949) は E mst. 感染 
犬 29 匹 と に P. T. を 行い 全部 陰性 で あり Wagener の 報告 
と 相反 し た と 云 つ て いる . 最近 Moan (1957) は rapid 
且つ simple で 布 も anticomplemental な 血清 で も 使用 出 
来る と 云う 所 調 Moan precipitin test を 発表 し 反応 は 極め 
て specific で 急性 症 以外 の も の や ゃ や, 組織 浸 算 が 認め られ 
る 者 の 血清 で あれ ば 85~ 100%% 陽 性 に 出る と 云 つ て い 
る . し 年 ら McHardy (1956)〉) は Moan test に つき , 
彼女 の 云う 程 の 成績 は 出 な いと 反対 し , 及 Frye も と の 
Test は 信用 し 難い と 述べ て いる . 私 の 行 つ た 本 実験 に お 
ける PP. T. は 第 2 表 の 如く , 原液 抗原 と 抗 血清 間 に 僅 か 
に 沈降 物 を 認め た の みみ で あつ た . 

Cole & Kent (1958) ら は 7 ybanosoma cruzz と 共に 
し た st. で 家 抗 血 清 を 作り , 虫 体制 動 能力 
を 調べ 抗 血清 の 濃度 に 比例 し その 能力 が 増強 する 事 及 び 
作用 時 間 に は 比例 せ ず 最大 効果 は 20~30 分 後に 現 は れ て 
その 人 後 は 虫 体 は 再び 活動 性 を 民 復 し た と し て いる . 更に 
と の 現 祭 18 人 の 者 血清 に つき 調べ 5 例 が 
陽性 で あり , 48 人 の 正常 人 血清 は 総 て 陰性 で あつ た と 報 
告 し て いる . 古 し て 制動 され た 虫 体 の 形態 的 変化 を 簡単 
に 記し 。 と の immobilization は 補 体 を 要 し な い 免疫 現 
祭 そ さあ ろう とみ 云 つて いる . 私 の 行 つ た LM.T. の 成績 は 
第 8 表 の 如く , 高 濃 度 血 清 で は 極め て よく 制動 現象 を 認 
め , その 他 第 1 図 の 如く Cole & Kent の 報告 と よく 一 致 
し た 成績 を 得 た を. Brown & Whitby (1955), Valentino 
(1956) は C.F.T. と LIMT. を 比較 し た 報告 を 出し て 
いる が , 前 者 あ は C.F.T. を Weiss を Arnold の 方 法 で 
作っ た アル ニコ ニーム 抗 原 を 用 い 免 疫 家 加 血 清 に つい て 行 つ 
て 4 へ ~ 8 倍 陽性 で あつ た 血清 で LIM.T. は 最高 制動 率 95 
26 以 上 を 作用 830 分 後に 観察 し て いる が , 人 の アメ ー 人 症 
血清 で は 25 例 中 8 例 C.F.. 陽性 で , LIM.T. は 25 例 中 6 
例 が 702% 以 上 の 制動 率 で 陽性 で あぁ り 8 例 は 70~302 制 動 
率 を 有する 疑 陽性 で あつ た と し , LIM.T. は C.F.T. より 
生 々 優 つ て いる と 結論 し て いる . 又 彼 ら は LIM.T. 陽性 
血清 を 非 働 化し な いで 使用 する と 貝 体 の 落 解 を 来 す 事 か 
ら , と の LM.T. は 補 体 を 要する 反応 と は 無関係 時 っ 多 
分 基本 的 に 相違 する も の と 思 へ る と 云 つ て いる . Vale- 
ntino も 家 清 及 び ア メー バ 患 者 血清 で 80 上 
の 制動 率 を 示す 成績 を 得 て , LM.T. は 同一 血清 で の C. 
F.T. より 一 層 sensitive で ある 様 だ と 云 つ て いる . 私 の 
本 実験 で の 感 作 血 清 で は LM.T. の 成績 は Brown & 
Whitby の 判定 に 従う な ら ば だ, 制動 率 702 以 上 を 陽性 と す 
る 故 , 第 8 表 , 第 1 図 の 如く 4 倍 稀釈 以上 の 稀釈 血清 で は 


疑 陽性 又は 陰性 と な る . 従っ つて 原液 血清 及び 2 倍 稀釈 目 
清 が LM.T. 陽性 と 云う 事 と なり, 為 に C.F.T. で は 64 
倍 稀釈 まで 陽性 に 出る と の 血清 か ら み て , 純然 た る 笑 舟 
倍数 の 観点 か ら 免 疫 反 応 を 比較 する と , C.F.T. の 方 が ょ 

り 鋭 敏 に 現われ る と 云わ ざる を 得 な い . 尚 Brown & 
Whitby ら の C.F.T. は アル コー ルル 抗原 を 使用 し て いる 
が , 私 の 前 回 の 報告 の 如く 彼 等 が 高 力 価 抗原 を 使用 すれ 
ば C.F.T. も 決し て LM.T. に 劣る と の 結論 は 下 し 得 な 
か つた の で は な いか と 思え る . 

1) アメ ー バ の 生 体 を 用 いて 家 静脈 内 感 作 方 
法 で 得 た 免疫 血清 に つき C.F.T., P.T., LM.T. を 行 つ た , 

2) 反応 抗原 と し て 超 音 波 抽 出 抗 原 を 使用 し た C.F.T. 
で 64 倍 で 陽性 を し た 血清 が P.T. で は 僅か に 
液 抗原 と 抗 血清 間 に の み 疑 陽性 反応 を 呈 し た に 過ぎ すず , 
正 ist. 生 虫 体 と 免疫 血清 と の 間 の LM.T. で は 原液 及 
び 2 倍 稀釈 血清 まで は 共に 著 明 な 制動 能 を 示 した. 対 
と し て 行っ た 培地 内 共 棲 細菌 免疫 血清 で は , C.F.T. 及び 
P.T. で は 殆 ん ど 反 応 は な か つた が , LM.T. で は 原液 証 
清 で 僅か の 制動 能 を 認め た . 

8) ILM.T. の 発現 は 血清 虫 体 混合 後 10 分 で み ら れ , 
80~40 分 が 最高 の 制動 率 を 示 し, 以後 は 痢 次 活動 虫 体 数 
が 増え る . し 3 時間 後に も 81.5% の 制動 が 残し 
て いた . 最高 制動 率 は 免疫 血清 原液 で は 962%, 2 倍 稀 
で は 8422 で あり , 対照 共 棲 細菌 杭 血 清 の 原液 で 最高 16.4 
2% の 制動 率 を 認め た . 

4) C.F.T 及び LIM.T は 共に 適切 な 条件 で 行う なら 
ば , 同 程度 の 診断 的 価値 が ある と 思え る が , P.T. は 本 実 
験 の 方 法 で は 無 価値 で ある . 


する に 当り , 終始 御 指導 に 御 校 を 賜 つ た 
松林 教授 , 浅見 助教 授 た に 深く 感謝 致し ます . 

論 要 昭和 34 年 4 月 第 28 回 日 本 寄生 虫 学 
々 会 総会 で 発表 し た . 
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IMMUNOLOGICAL STUDIES ON ENTAMOEBA HISTOLYTICA 
(2) ON COMPLEMENT FIXATION TEST, PRECIPITATION 
TEST AND IMMOBILIZATION TEST 


FUMIAKI FUKUHARA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


Complemtnt fixation test (CFT), immobilization test (IMT) and precipitation test (PT) were 
carried out with a rabbit antiserum. The rabbit was immunized through 5 intravenous injections 
of 200,000-400,000 amoebae with the intervals of 5 days. Whole blood was shed 10 days after 
the last injection and the serum obtained was inactivated, added wiih merthiolate and kept in 
ampules at 4°C. The antigen for CFT and PT was made by destroying amoebae with irradiation 
of sonic vibration. 

CFT proved positive at the dilution of 1: 64 while PT was almost negaive even with the 
undiluted serum. IMT was definitely positive with undiluted and 1:2 diluted sera. The im- 
mobilization attained maximum 30-40 minutes after the amoebae were immersed in the antiserum. 
The control tests carried out with serum immunized with associated bacterial flora gave negative 
results in all tests. CFT and IMT may be prospective for clinical use. 
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銅 虫 Carrier に 関す る 公衆 衛生 学 的 研究 
(3) 浮 法 及 び 法 の 検出 力 と 多 数 の 関係 


矢場 ふ 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 (主任 柳沢 利 喜 雄 教 授 ) 


(昭和 34 年 11 月 11 日 受領) 


言 

我国 に 流行 する 腸管 寄生 虫 の 中 で , 感染 の 広 さ や 病害 
の 強 さ に お いて , 一 般 に 公 衆 衛生 の 重要 課題 と し て 問題 
に な る の は , 釣 虫 及び 回 虫 で あつ て , と これ ら 寄 生 虫 卵 の 
検出 方 法 と し て , 浮 少 集 卵 法 と 直接 塗 抹 法 が 普及 し て い 
る . こと の 両 法 は , 他 の 検 卵 法 に 比べ て , 特殊 の 器具 材料 
を 必要 と せ ず , 手技 も 比較 的 容易 で ある . 特に 少量 の 選 
を , 直接 薄 層 標本 と し て 検査 する 疹 抹 法 は , その 簡易 , 
単純 な る 点 に お いて 実用 性 が 高い . 従っ つっ て, 公衆 衛生 の 
実践 機関 と し て 保健 所 を 始め , 衛生 研究 所 , 或 は 民間 寄 
生 検査 で , 大 量 の 集団 検便 を 行う 上記 両 
法 と り わ け 疹 抹 法 が 好 ん で 用 いら れる . そこ と で 両 法 に ょ よ 
る 釣 虫 及び 回 虫 卵 の 検出 力 が 問題 と な る . 

回 虫 卵 は 一 般 に 鹿内 虫 卵 密度 が 高く , 且つ 胆汁 色素 で 
着色 し て いる の で , 両 法 に よる 検出 に 大 差 が な い . 但し レ 
的 比重 の 重い 不 受精 が 浮 で や 検出 が 落ち る 
と 言わ れ て いる . と ころ が 釣 虫 卵 は , 尿 内 虫 卵 密度 が は 
る か に 小さ く , 上 且つ 虫 卵 が 無色 で ある 為 , 疹 抹 法 に よる 
検出 が 著しく 低下 し , 両 法 間 の 検出 率 の 差 が 大 きい . 

か > ゝ る 差異 v こつ いて は , 従来 多く の 報告 事例 が あ あり , 
我々 が 集団 検便 を 行う に 当っ つて は , 目的 , 精度 , 能率 , 
費用 等 の 観点 か ら , 両 法 を 併用 し , 又 単 一 に 使い 分 け 
て いる 現状 で ある . 然し 上 記 検 査 機関 が , 地区 の 調査 
(field survey) 乃至 地区 へ の サー ビス (field service) を 
行う 場合 。 その 能率 上 疹 抹 法 の み を 用 いる と と が 多く , 
従っ つて 一 般 に は 釣 虫 の 淫 浸 状況 は , 大 分 低く 見 積 ら れ て 
いる と 推定 され る . そ と で 現実 問題 と し て 次 の 様 な 疑問 
が 生じ る . 即ち , 一 体 両 法 の 釣 虫 卵 検出 力 と どの 程度 の 
差異 が ある の か . 両 法 で は , それ ぞ れ どの 程度 の 戻 内 虫 
卵 密度 が あれ ば 検出 出来 る の か . 又 そ の 場合 寄生 釣 虫 数 
は どの 程度 か . 疹 抹 法 の み で 検出 し た 場合 , 検出 洩れ と 
な る 寄生 釣 どの 位 か 双 その 場合 
至 多 虫 Carrier の 要 対 策 者 が , すべ て ふる い 分 けら れる 
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か , 等 «< で ご ある. 著者 は 以上 の 疑問 と 答え る 手がかり と 
し て , 千葉 県 下 純 農村 の 釣 虫 Carrier に 対し て , 両 法 に 
ょ る 人 釣 虫 卵 検出 状況 と , 駆虫 に よる 排 虫 数 の 関係 を 予 
備 的 に 吟味 し , 実験 的 に は 犬 を 用 いて , と の 関係 を 検 対 
し て みた の で , と ゝ だ する 。 

野外 調査 に 於 ける 人 多 虫 排 虫 数 と 検便 成績 

対象 及び 方 法 

昭和 380 年 より 81 年 に わた り , 千葉 県 市 原 郡 下 純 農村 民 
及び 高校 , 中 学生 の 集団 検便 に 際 し て ,・ 浮 海 法 1 本 値 で 
検出 し た . 釣 虫 卵 陽性 者 に 対し て , 疹 抹 法 8 枚 値 を 併用 
し , と の 検 卵 成績 と , 直後 確実 と 駆虫 及び 排 虫 数 調査 を 
実施 し て 得 た 人 釣 虫 排 虫 数 と の 関係 を 吟味 し た . 

浮 集 卵 法 : 屋 の 各所 より 小指 頭 大 量 を 集め て , あら 
か じ め 比 重 1240 に 調整 し た 硫 苦 加 食塩 水 を リ 。 程度 注い 
だ 小 試 験 に 入れ, よく , 上 記 浮 液 を 管 口 
り 上 る が 様 に 追加 し , 40 分 間 静 置 後 , 表面 の 液 を , 18X 
せ , 全 視 野 を 鏡 検 し た . 本 法 1 本 値 を も つて , 虫 卵 の 有 
無 を 判定 し た . 

直接 塗 抹 法 : スラ イド ガラ ス 上 に 水滴 を 載せ , 楊 子 に 
て 尿 少 量 を と つて 之 と よく 混合 し , 下 に 敷い た 新聞 活字 
が 読め る 程度 の 薄 層 と し , 18X18mm の カバ ー ガ ラス で 
被 つ て , 全 視 野 を 鏡 検 し , 本 法 8 枚 値 を も つて, 貝 卵 の 
有無 を 判定 し た 

駆虫 法 : 駆 中 薬 は 四 塩 化 エ ェ チ レン (成人 量 4.5g& う を 
30 分 間隔 に 二分 し て 投与 し , 下剤 と し て 駆虫 前 日 の 夕方 
と 駅 虫薬 服用 2 時 間 後 に 硫 苦 25 g 宛 を , 大 量 の 水 と 共に 
与え た . 年 少 者 , 高 令 者 に は 適宜 減量 し た . 

排 虫 数 調査 : 駆虫 薬 服用 後 234 時 間 内 の 排 洪 忌 を , 80 メ 
ッシュ の し , そ 
数 及び 貝 種 の 鑑別 を 行 つ た . 

別に 0.2 g の 瓦 培養 法 に よっ て , 28°C に 2 週間 
培養 , 発生 釣 仔 虫 を 鑑別 し て , 上 記 寄 生 種 と 照合 し て , 
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° 
。 
混合 
A.d. N.a 寄生 A.d. N.a. 寄生 
単独 寄生 (A.d 


単独 寄生 
第 1 図 両 法 の 検出 と 排 数 @…… 浮 ) 
抹 ) 〇 …… 浮 十 ) 抹 一 ) 
最終 的 に 寄生 釣 虫 種 を 決定 し た . 


生 の 場合 は , 個々 の 例 に お い 


寄生 釣 虫 種別 に , 浮 海 法 1 本 値 陽性 を 更に 内 抹 法 3 枚 x? 三 12.5 と な り , 危険 素 0.5 2 以下 で 仮説 は 否定 され 
値 の 陽性 と 陰性 の 二 群 に 分 け , 之 と 排 虫 と の 関係 を 第 
1 図 に 示し た . その a は 縦 軸 に 排出 雌 数 を と り , 混合 寄 


て , 排出 アメ リカ 虫 CN. 
第 1 表 排 数 別 陽 性 率 
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ュ a) 数 の も つて , ツマ 虫 (A.d. 換算 数 
と し て 表わし た . その b は , 排出 雌雄 数 を 縦 軸 に と り 。, 
混合 寄生 の 場合 は , 個々 の 例 に お いて , 排出 N.a 雌雄 
数 の リリ 』 を も つて , A.d. 換算 雌 雄 数 と し て 表わし た . 

a で は , 疹 抹 陽 性 群 の 排 虫 数 は , 少数 か ら 多 数 の 広範 
囲 下 , 性 群 の それ は , 少数 排出 例 が 多く , 数 30 
隻 以上 排出 例 は 1 例 も な い . 

逆 と 述べ れ ば , 30 隻 以上 排出 例 は , すべ て 疹 抹 法 3 枚 
値 に と ょ つて 陽性 で あつ た . 

b で は , 上 記 の 傾向 と 大 体 同 じ く , 疹 抹 陰 性 で は 380 隻 
以上 排出 例 は 少く , 50 隻 以上 を 越え た 例 は 全く な い . 即 
ち 50 隻 以上 排出 例 は , すべ て 人 疹 抹 法 8 枚 値 に と ょ っ つて 検出 
きれ て いた . 

第 1 表 は と の 成績 を , 単独 , 混合 寄生 の 別 な く ,。 A.d. 
換算 数 と し て 層 化 し , 各 群 の 疹 抹 陽 性 率 を 算出 し た も の 
で ある . 浮 法 1 本 値 陽性 117 名 中 , 疹 抹 法 8 枚 値 陽性 
は 84 名 72% で , 塗 抹 陽 性 率 は 多数 排 虫 例 側 に 高 率 で ある . 
今 浮 注 陽 性 例 が 全く 偶然 に 塗 抹 法 で 検出 され る と すれ ば 
その 検出 確率 は リリ 。 で , 之 を 期待 値 と し て 一 重 分 類 と にょ 
る ※〆 検定 を 行 つ た と と ろ , 排出 雌 数 で は 0~9 隻 , 10 
~19 隻 , 20~29 隻 の 各 群 で は xz の 値 が 小 く 。 0 ~29 隻 
の 指 計 で は =8.92 と な つて , 危険 率 5 以 下 で 上 記 仮 
説 は 向 定 さ れる . 又 80 隻 以上 群 は 塗 抹 陽 性 率 100 で , 


る . 排出 雌雄 数 で は , 0~9 隻 , 10~19 隻 , 20~29 隻 各 
群 で は xz* は 小さ く , 0 >~29 隻 で は x?=8.84 と な り , 80: 
隻 以上 群 で は xz= 10.77 と な り , 前 者 は 5 以下 , 後 半 


排 出 虫 数 0~9 10~19 


30~39 40~49 50~ 計 


* 検 人 上 員 ( 人 58 24 11 な 6 117 
排 疹 抹 陽性 者 数 (人 ) 33 18 11 7 6 84 
出 釣 虫 卵 陽性 率 () 56.8 75.0 100.0 100.0 100.0 71.8 
限 45<m<68 57<m<89 53<m<97 76<m<100 66<m<100 61<zm<100 65<m<79、 
虫 小 計 
数 トキオ 60/93=64.5 51<m<69 24/24=100.0 88<m<100 
別 \ 信 頼 限 

検査 人 員 ( 人 ) 44 28 4 18 117 

陽 才 (人 ) 24 20 6 3 18 84 
54.5 71.4 85.7 75.0 100.0 71.8 

信頼 限 42<m<69 54<m<85 58<m<95 48<m<99 24<m<99 85<m<100 65<m<79 


小 
信頼 限界 ) 


57/88=64.8 55<m<73 


27/29=93.1 80<m<99 


* A.d. : N.a. 三 1 : 0.5 の 産卵 比 よ より, N.a。 雌 数 メリ, と し て , A.d. 換算 を 行 つ た . 
** A.d. : N.a =1 : 0.2 の 比 り , N.a. 雄 数 として, A.d. 換算 を 行 つ ょ . 
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第 2 表 平均 排出 銘 虫 数 
浮 1 本 値 3 枚 値 群 法 1 本 値 抹 3 枚 値 (一 ) 
生 
人 員 平均 排出 雌 数 平均 排出 雌 数 人 員 平均 排出 雌雄 平均 排出 雌 数 
A.d. 単独 寄生 10 19.5 10.1 

単独 寄生 6 28.0 (5.6) (1.2 5.0 (2.5)* 
種 混合 生 68 52'6|81.6(35.5) 22 8.3)* 
合計 84 21. 4(31.5) 8(24.9)* 33 8. 7(10.1) 9.0 (6.8)* 

6.9 


* N.a. 雌 数 に A.d. 換 


は 0.5 52% 以 下 の 危険 率 で 仮説 は され る . 
と し て , 前 後 の 疹 抹 陽 性 率 の 間 に は , 明らか な 有意 
は , 多数 排 に な る に つて 上 昇 し , 数 に と し て 30 
隻 , 雌雄 数 と に し て 50 隻 (両者 共 A.d. 換算 〕 を 限界 と し レ 
て 100% に 達し て いた . 

第 2 表 は 以上 の 疹 抹 陽 性 群 と 陰性 群 の 平均 排 虫 数 で あ 
る . 二 群 の 排 虫 数 分 布 は 第 2 図 の 如く で , 分 布 型 を 規定 
する 機構 に 注意 する と , ポリ ヤ ・ エ ッ ゲ ン ベ ペ ベルガー 型 に 
する と 推定 され る . そ と で , 平均 の 最 と し 
て 算術 平均 を 計算 し た . と の 相 定 は 別に 検討 を 加え る べ 
き で ある が , 今回 は 例 数 が 少 い の で 行わ な か つた . 単独 
寄生 群 は 混合 寄生 群 よ り 平 均 排 虫 数 が 少く , 叉 各 虫 種 群 
抹 陽 性 群 は 陰性 の を それ より 大 きく , 数 倍 の 開き 
が あつ た .。 貝 種 群 を 合計 し た 平均 排 虫 数 は , 疹 抹 陽 性 群 
で 雌雄 数 831.5 隻 , 雌 数 24.9 令 , 陰性 群 で 前 者 10.1 隻 , 後 者 
'6.8 隻 で あつ た . 

岡 法 の 虫 卵 検出 と 排 虫 数 の 範囲 の 関係 を 整理 し て 示す 
と 第 8 表 の 如く で ある . 葵 抹 陽性 群 の 1 回 駆虫 と による 排 
範囲 (range)〉 は , 雌雄 数 は 0~198 隻 , 数 は 
0~174 令 で , 調査 条件 を 考慮 し て も , か な り 少 数 排出 
例 を , 陰 性 群 は 前 者 0.2~46 隻 , 後者 0 ~24 隻 
で 疹 抹 8 枚 値 に よ ょ る 見 の が し の 上 限 寄生 数 の 大 きい と と 
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雌雄 数 X リ ょ り , A.d. 換 
第 3 表 両 法 に ける 卵 検出 と 排 数 の 限 


198 174 
( 十 ) 群 け る 排 0 0 


法 1 本 値 抹 法 3 46 24 


(一 ) に ける 排 虫 数 0:2 
が 示さ れ た . 

密 内 調査 に 於 ける 犬 多 虫 寄生 数 と 検 合成 績 
対象 及び 方 法 


昭和 80 年 1 月 8 月 (調査 1 う ,81 年 2 月 ~C 月 (調査 
2) う の 間 に , 千葉 県 市 原 郡 五井 保健 所 管内 の 野犬 7Y5 頭 を 
捕獲 し , 8 ~" 日 間 特別 に 調理 し た 飼料 (調査 1 は ふか 
し た 諸 , 調査 2 は 煮込み うど ん で 錠 , の 性 状 が 
一 定 し て か ら , 早期 排 洪 直後 , 鹿 を 採取 し , 検便 を 行っ 
た . 採尿 直後 , 犬 の 腸管 を 解剖 し , 寄生 釣 虫 数 を 正確 に 
記録 し , 検 卵 成績 と 寄生 釣 虫 数 の 関係 を 吟味 し た . 浮 海 
法 及 び 疹 抹 法 は 上 記 と 同じ で , 両 法 と も 同一 選 に つい て 
6 回 払 検査 を 行 つ た . 調査 2 で は 之 を 3~ 5 日間 連続 
し , 中 央 の 日 を 抽 き 出し て 成績 と し た . 又 調 査 2 で は 疹 
抹 法 の 戻 量 を 2 mg 正確 に 衝 量 し た . 検 卵 成績 は , 釣 虫 
卵 陽性 と 陰性 に 分 け , 更に 6 回 反 鶴 検査 中 陽性 と な っ つた 
回 数 を 数 え , 陽性 検出 回 数 / 検 査 回 数 の 比 を 検出 確率 と 
し て , 程度 分 け の 数 量化 を 行 つ た. 

寄生 釣 虫 数 調べ 及び 雌 虫 成熟 状態 の 判定 は , 犬 を 電 
殺 直 後 開腹 し , 食道 の 一 部 ょ り 肛 門 に 至る 消化 管 を 取り 
出し , 前 後 端 を それ ぞ れ 結 替 し て 容器 に 入れ 研究 室 に 持 
参 し , 解剖 バッ ト 上 に て , 胃 部 ょ り 大 腸 まで 順次 切開 
し , 正確 に 虫 体 を 採取 し た . 虫 体 は 0.92 食 塩水 に て 洗 
浴 し , 鏡 検 に と よっ つて 種 鑑別 及び 雌性 器 内 虫 卵 の 有無 と 卵 
の 成熟 状態 を 観察 記録 し た . 即ち 分 列 卵 包 蔵 敗 虫 は 産卵 
中 の 成熟 奴 虫 と 判定 し , 叉 卵 の 大 いき , 卵 明 の 厚 さ が 正 
常 で , 之 を 仮に 
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不 受精 卵 と 呼び , 之 の み を 包 蔵 する 雌 虫 は , 不 受精 卵 包 
蔵 と し 記 の 成熟 と 併せ 基本 に な る 産卵 
し て 数 えた . 他 に 卵 非 薄 , 卵細胞 は 充満 像 , 
型 が 小型 また は 不 整 形 で , 不 受精 卵 と 明瞭 に 区 別 出来 る 
卵 を 未熟 卵 と し , 之 を の み 有 する 雌 虫 と , 性 器 内 に 全く 
虫 卵 が な く , 虫 体 が 小さ く 発 育 不 充 分 の 雌 虫 を 併せ て 未 
と し た . 

性 器 内 に 虫 卵 が 全く な く , 虫 体 は 大 きい が 臓器 が 黒色 
で し て いる 虫 を 老 虫 と し た . 

し て 得 た 虫 は , すべ て 犬 で , 調査 1 の 
寄生 は 47 例 中 88 例 80.8% で , うぅ ち 25 例 は 釣 虫 の 雌雄 両性 
寄生 , 11 例 は 雌 釣 虫 単独 寄生 , 2 例 が 雄 釣 虫 単独 寄生 で 
あぁ つた . 両性 寄生 25 例 中 2 例 は 寄生 で も , 検 
法 で 検出 出来 な か つた . その 2 例 の 寄生 釣 虫 数 は 8 隻 
( 2, 雄 1 う , 2 隻 (上 1, 雄 1) で つた. 単独 の 
11 例 中 4 例 に 分 列 卵 包 蔵 雌 虫 が 寄生 し て いた . 恐らく 紅 
虫 の 見 の が し , 又は 雄 が 以前 に 自然 排 し た と 思 
われ る . こと の 4 例 中 3 例 は 検便 陽性 , 1 例 は 1 隻 ( 雌 1 う 
寄生 で 検 卵 陰性 で あつ た . 上 記 2 例 と と の 1 例 が , 検便 
で 検出 され る 可能 性 を 有 し な が ら 検 出 出来 な か つた . 所 
調 「 み の が し 」 で , 29 例 中 10 を 占め た . 雌 虫 単独 の 他 
例 は 虫 寄生 で , と の 例 と 2 例 の 単 独 寄生 
の 9 例 が , 虫 体 寄 生 は あつ て も , 検 九 で は 検出 出来 な 
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い , 所 調 「 み か け の 陰性 」 で ある . 寄生 虫 数 は , 雌 単 独 
で あっ た . 

調査 2 の 庵 検 と よ ょ る 多 虫 寄生 は 28 例 中 96.422 で , その 
うち 25 例 は 両性 寄生 , 他 の 1 例 は 雌 単 独 , 残り 1 例 は 雄 
単独 寄生 で あつ た . 両性 寄生 25 例 中 2 例 は 成熟 駿 虫 が 寄 
生 せ ず ,。 と の 2 例 と 雌 ・ 雄 単独 各 1 例 計 4 例 が , 所 調 
「 み か け の 陰性 」 で , その 寄生 数 は 6 隻 ( 雌 5, 雄 1), 
4 隻 ( 雄 1 う , 5 隻 ( 5 う , 1 隻 ( 1) で あつ 
た . 調査 2 で は 所 調 「 み の が し 」 は な か つた . 

寄生 雌雄 数 と 検 卵 成績 を 第 8 図 に 示し た . 

横 軸 に 検出 確率 を , 縦 軸 に 寄生 雌雄 釣 虫 数 の 対数 を と 
つた . 調査 1, 2 を 通じ て , 寄生 雌雄 数 が 増加 する と , 
検出 確率 が 上 昇 し て いる と と が 認め られ る . 調査 1 で は 
検出 確率 ツ 。 の 最大 寄生 数 は , 両 法 共 4 隻 で , 「 み か け 
の 陰性 」 の 9 例 と 「 み の が し 」 の 38 例 で ある . 釣 虫 寄生 
88 例 中 12 例 382 で ある . 検出 確率 りり 。 の 最少 寄生 数 は , 
浮 は 2 隻 , 抹 法 で 隻 で ある . 
検出 確率 J。~ リ 。 で は 両 法 と も 最少 寄生 数 2 隻 , 最大 寄 
生 数 14 隻 で あつ た . 以上 を 寄生 数 を 基準 と し て みれ ば ぽ , 
雌雄 数 が 5 隻 以上 な ら ば , 如 上 の 検査 で 少く も 1 回 以上 
陽性 に 検出 され , 又 雌 雄 数 が 15 隻 以上 な ら ば , 1 の 確率 
で 検出 され て いる . 又 こ れ が 5 隻 以 下 で は 検出 出来 な い 
例 も ある と 言う こと が 出来 る . 更に 浮 洲 法 は 塗 抹 法 に 比 
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第 3 図 寄生 雌雄 と 検出 (調査 左 図 , 調 査 右 図 ) 
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第 4 図 寄生 雌 数 と 検出 確率 (調査 1 左 図 浮 抹 : 調 査 右 図 浮 


べ て 少数 寄生 例 を 高い 確率 で 検出 し て いる と と が うか 
が える . 調査 2 で は 検出 確率 ソ J。 の 最大 寄生 数 は , 両 法 
共 6 隻 で , 「 み か け の 陰性 」 の 4 例 で ある . 釣 虫 寄生 27 
例 中 4 例 152% で ある . 

検出 確率 。 の 最少 寄生 数 は , 法 8 , 法 6 隻 
で ある . 検出 確率 リー リ 。 で は 浮 導 法 で 最少 28 隻 , 最大 
27 隻 , 塗 抹 法 で 最少 8 隻 , 最大 22 隻 で あつ た . 寄生 数 を 
基準 と すれ ば , 雌雄 数 が 9 隻 以上 な ら ば , 如 上 の 検査 で 
少く も 1 回 以上 陽性 . 雄 数 が 80 令 以上 な ら ば 浮 
で , 25 隻 以上 な ら ば 疹 抹 法 で 1 の 確率 で 検出 され て い 
る . 又 雌 雄 数 が 5 隻 以下 で は 検出 出来 な い 例 も ある . 調 
査 2 で は 1 に 比べ て , 多数 寄生 例 で る 毎回 検出 出来 な い 
例 が あっ つて, 最少 寄生 数 の 限界 が 大 きか つた . 

第 4 図 は 縦 軸 に 成熟 由 数 の 対数 を と つた . 調査 1 で 
は , 検出 確率 ツ 。 の 最大 寄生 数 は , 和 両 法 共 2 隻 で , 「 み 
の が し レ し 」 の 3 例 が それ で ある . 検出 確率 J。 の 最少 寄生 
数 は , 浮 溢 法 で は 1 隻 , 疹 抹 法 で は 5 隻 で ある . 検出 確 
率 りり 。~ リ 。 で は , 両 法 共 最少 1 隻 , 最大 は 浮 少 法 7 隻 , 
塗 抹 法 8 隻 で ある . 以上 を 寄生 数 より みれ ば , 雌 数 が 2 
隻 以上 な ら , 両 法 共 少な くも 1 回 以上 必ず 陽性 , 浮 
法 で は 8 隻 以上 , 疹 抹 法 で は 10 隻 以上 な ら ば , 1 の 確率 
を も つて 検出 され て いる . 叉 雌雄 数 が 2 隻 以下 で は 検出 
さき され, 或 は 検出 され な い . 調査 2 で は , 検出 確率 り 。 の 
例 は な い . 検出 確率 り 。 で は 最少 寄生 数 が , 浮 活 法 で は 
2 隻 , 疹 抹 法 で は 5 隻 で ある . 検出 確率 りー~ リ 。 で は 。, 
浮 で は 9 よ り 20 隻 法 で は 2 隻 よ り 9 隻 の 


囲 ご あぁ つた. 以上 を 寄生 数 より みれ ば , 雌 数 2 隻 以上 で 
あれ だ ば, 如 上 の 両 法 で 少く も 1 回 以上 検出 し , 浮 海 法 で 
は 20 隻 , 疹 抹 法 で は 10 隻 以上 な ら ば , 1 の 確率 で 検出 さ 
れ て いる . 調査 1, 2 を 通じ て , 寄生 雌 数 が 増加 する 
と , 検出 確率 が 上 昇 し , 浮 は 法 よ り 少 寄 生 
を 検出 し て いる と と が 認め られ る . 

第 4 表 は 上 記 の 各 検 査 法 別 の 検出 限界 を 一 覧 表 と し た 
も の で ある . 

寄生 釣 虫 数 別に , 検出 確率 り 。 の 出現 状況 を 第 5 図 に 
示し た . 検 卵 法 で 検出 可能 の 例 数 に 対す る 出現 の 百分比 

し , 902% の 信頼 度 に お ける 信頼 限界 の 巾 を 附 し た . 寄 
生 雌 雄 を みる と , 浮 洲 法 で は 1~5 隻 群 が 20~80 
で , 6 ~10 隻 群 に な る と ,。 之 が 急激 に 上 昇 し , 11~ 群 で 
は ,。 更に 上 昇 し て いる . 内 抹 法 で は , 1~ 5 隻 群 は 0 
6 ~10 隻 群 で は や > ゝ 上昇 , 11~ 群 で は 一 層 増 加 し , 浮 洲 
法 に ょ る 出現 束 と 大 差 が な く な る . 両 法 共 , 1~5 隻 群 
と 11~ 群 の 間 に は 明らか に 有意 差 が 認め らち られる. 1~5 
隻 群 と 6 ~10 令 群 の 間 に は 調査 1 の 浮 法 で 有意 差 が 認 
め ら れる の み で ある . 寄生 雌 迷 で も , 傾向 は 大 体 同 じ 
く , 少数 寄生 群 で 浮 法 は 法 より 検出 高く , 11~ 
で は 両 法 の 差 が な く な つて いる . 全体 を 通じ て 調査 1 と 
2 で は 若干 の 差 が あり , 平均 する と 調査 2 の 方 が 検出 が 
良好 で あつ た . 

次 に 両 検査 法 に お いて , 各 例 毎 に 18 メ X18mm カバ ー が 
ラス 内 虫 卵 数 の 6 枚 値 平均 を 算出 し , 之 の 対数 を 縦 軸 こ 
と り , 検出 確率 を 横 軸 に と る と , 第 6 図 の 如く , 明らか 
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第 4 表 両 法 に 於 ける 貝 卵 検出 確率 と 寄生 数 の 限 算 


法 6 本 値 


抹 法 6 値 


卵 検出 別 排 虫 数 数 数 数 数 

調査 1 調査 2 調査 1 調査 2 調査 1 調査 2 調査 1 調査 2 

検出 確率 り 。 群 に お ける 最小 寄生 数 。 2 3 1 .2 7 6 5 

3 ヶ と や 低い. を 寄生 数 に 整理 する と , 第 5 表 
| | の 如く で ある . 産卵 可能 の 成熟 敗 数 を 5 隻 毎 に 層 化 し , 
i ( | | 各 例 の 平均 虫 卵 数 を 謗 毎 に 平均 し た . 調査 1 で は , 両 法 
共 , 寄生 数 と 関連 し て 順に 平均 虫 卵 数 が 上 昇 し て いる . 

* | ! 調査 2 で は , 塗 抹 法 は 調査 1 と ょ く 類 似 の 成績 を 示し た 
’ | | が , 浮 海 法 で は 多数 寄生 群 に 虫 卵 の 平均 数 も 高い が , 必 
ず し も 階段 に 上 昇 し て いな い . 法 の 虫 と つい て 
| | 1~5 隻 群 を 1 と する と 5 隻 間隔 の 比 は , 調査 1 で は 
4 | 1: 2.8: 4.9, 調査 2 で は 1 : 8.1: 4.6 で 両者 の 比 
が よく 一 致し て いる . は 寄生 上 限 が 異 つ て い 
る の で , 比 算 出 よ り 除 外し て ある . 
調査 資料 と つい て の 検 対 


% 
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第 5 図 寄生 数 別 の 検出 確率 Js の 出現 率 
(信頼 度 90 


に 貝 卵 数 の 多い 群 の 検出 確率 が 高い . 調査 1 の 浮 海 法 で 
は , 平均 虫 卵 数 10= 以 上 の 例 は 6 回 検査 で 6 回 共 検 出さ 
れ , それ 以下 の 卵 は 検出 洩れ が 起 つ て いる . 抹 
法 で は この 限界 虫 卵 数 は 5 = で , 虫 卵 迷 平 均 1 っ 以下 の 
群 は , 検出 確 事 が 低下 し て いる . 調査 2 で も 大 体 同様 の 
と と が 言え る が , その 限界 数 浮 法 で 5 =, 法 で 


野外 調査 で は 各種 の 制約 あぁ つた. 検 は 早期 便 
後 速やか に 選 を 研究 室 に 運び , 検査 を 実施 し , 精度 を 落 
き 刀 様 努 力 し た . と と ころ が 駆虫 後 の 排 虫 調査 は , 現地 の 
事情 より 服薬 後 24 時 間 内 の 排 港 屋 に 限 つ て 行い , 又 完 例 
駆虫 と 至ら 者 も 1 回 調査 に 限定 し た . 従 つ て 排 虫 数 は 
寄生 釣 虫 数 の 推定 値 と し て , 多少 小さ い 方 に 偏 つ て いる 
と 考え られ る . 

然し 山田 1950) は 四 塩 化 チレ ン を 回 反 与 
た 場合 , 1 回 の 投薬 で 寄生 鋼 虫 数 の 約 半 数 の 排 虫 を 記録 
し , 北山 (1950) は 四 塩 化 エ テ チ レン 投薬 1 回 で 総 排 虫 数 
の "826, 2 回 で 9326, 3 回 で 992% が 排出 し た と いう . 小 
宮 ら (1954) は 純 農 村 の 釣 虫 卵 保有 者 に 各種 駆虫 剤 を 投 
与 し て 集団 駆虫 を 行い , 釣 虫 種 , 雌雄 別に 関わ りな く , 
服薬 後 24 時 間 中 に 総 排 虫 90 前 後 が 出 され る と 
と を 確 放 , 中 で る も 四 塩 化 ェ チレ ン 球 で は 略 100 に 達 
し , な お 少数 寄生 例 で は 排 虫 が 2 日 以上 遅 紀 す る 率 が 少 
な か つた と 述べ て いる . 内 田 (1959) は 純 農 村 に お ける 
保有 者 の 集団 駆虫 で , 2 回 反 用 者 の 排 数 は 
1 回 服用 時 の リ り :。 に 減少 , 3 回 反 牧 服用 者 の 夫 は , 2 回 
時 は , 当初 の に , 3 回 時 は 当初 の ss に し , 1 
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第 6 図 平均 虫 卵 数 と 検出 確率 (調査 1, 左 図 浮 抹 : 調 査 右 図 浮 抹 ) 


第 5 表 産卵 雌 数 別 の 18X18mm ヵ カバ パー ダラ ス 内 平均 虫 卵 数 


産 卵 ? 数 1~5 6~10 11~15 16~ 

例 数 17 5 3 4 
調 浮 虫 卵 数 10.2 35.8 44.3 56.0 
査 同上 陽性 率 (%) 14/17 =82.3 5/5=100 3/3=100 4/4=100 
1 法 虫 卵 数 1.5 4.2 2.5 
同上 陽性 率 () 14/17 =82.3 5/5=100 3/3=100 4/4=100 

例 数 4 9 3 
調 浮 法 卵 数 24.4 111.2 71.8 
査 同上 陽性 率 () 4/4=100 9/9=100 3/3=100 7/7=100 
2 法 虫 卵 数 1.8 5.6 8.3 27.7 
同上 陽性 率 ( 必 ) 4/4=100 9/9=100 3/3=100 7/7=100 


回 駆虫 で 寄生 数 の 過半 数 が 排 所 され た と 人 述べ て いる . 集 
団 の 寄生 濃度 に ょ つて , 又 駆 虫薬 と その 投与 方 法 に よ ょ つ 
て も を も , 駆虫 効果 は 恐らく 異な る が , 上 記 諸 氏 の 成績 に 徴 す 
れ ば , 著者 の 四 塩 化 エ チレ ン 1 回 投与 と よ ょ つて , 全 寄 生 
釣 虫 数 の 相当 数 が 駆 出さ れ , 然 も その 大 部 分 は 24 時 間 礎 
に 排出 され た と 考え られ る . 一 般 に 低 濃度 の 集団 で は 駆 
虫 効果 が 良好 で ある と と は , 我々 の 情 々 経験 する と と ろ 
で , 小関 (1959) の 成績 に と ょ つて も 明らか で あつ て , 特 
に 著者 の 成績 と お いて 問題 と な る 検出 限界 の 少数 排出 例 


で は , 之 を 近似 的 に 寄生 釣 虫 数 の 推定 値 と 見 芝 し て も 犬 
過 な いと 思わ れる . 勿論 今後 浮 蓄 法 陰 性 群 も 含め , 完 金 
駆虫 , 完全 虫 の 事例 を 集め た な ら ば , 一 層 浮 , 
法 の 検出 限界 が 正確 に 把握 され る で あろ う . 

叉 著者 は 多 虫 種別 に 検討 を 加え た いと 考え た が , 該 地 
区 で 得 ら れ た 資料 では, 単独 寄生 例 が 少な く , 大 部 分 は 
混合 寄生 例 で あつ た の で , 貝 種 別に 整理 する こと を 了 断念 
し , A.d 換算 を 行う こと に ょ つて 全 資 料 を 用 いた . 即 
ち 苺 数 は Soper (1927), 中 路 (1928) 等 に よる A.d.: 
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N.a =1 : 2 の 産卵 敗 数 比 に 基 い て , 又 駿 雄 数 は Smillie 
1926) 等 に よる A.d. : N.a =1 : 5 の 障害 発現 寄生 数 比 

に 基 い て , A.d. 換算 を 行 つ た . 即ち 前 者 は , 検 卵 の 立 
場 よ りみ る と , 上 記 産 卵 比 が 妥当 な ら ば , N.a 雌 2 令 
寄生 は A.d. 雌 1 生 に 該当 する と 見 , 雄 の 寄生 
数 は 間接 的 な 意義 を 有する と し て も , この 際 一 応 無 視 レ 
た . 後者 は 障害 発現 比 が 妥当 な ら ば , N.a 5 隻 寄 生 は 
A.d. 1 隻 に 略 該当 する と 見 條 し た か ら で , 障害 発現 と 寄 
生 釣 虫 数 を 結び つけ て 考え る 為 に , 敢えて 行 つ た 換算 で 
ある . 勿論 上 記 二 つの 比率 は 全く 概算 的 な も の で , 今後 
検討 を 要する 多く の 問題 を 蔵 し て いる が , 概観 を する 旋 
に は こと の 様 な 機械 的 な 処理 も 必要 で ある と 考え る . 

犬 の 調査 は , 人 の 調査 の 裏付け を 得 た いと 考え て , 既 
報 町 田 (1957), 矢島 ・ 町 田 (1958) の 研究 と 併行 し て 同 
和 習 に 行 つ た . と の 場合 犬 釣 虫 (A.c.) の 1 雌 当 り 産 卵 数 
が 多数 で ある と と と , 食 飼 を 一 定 に し て , 尿 の 性 状 を 均 
ー と し , 且つ 6 回 反 超 検査 を 行 つ た の で , 浮 攻 法 は 勿論 
塗 抹 法 の 検出 が 極め て 良好 で あつ た . 従 つ て 人 の 場合 と 
異 り 6 枚 検査 中 の 検出 確率 を 以 つ っ て 検討 し た . な お , 調 
査 1 は 1~3 月 , 調査 2 は 2~6 月 に 実施 し た 為 , 調査 
2 の 後半 に は 慌 ら く A.c. の 新 感 染 が 始ま つて いる と 考 
えら れ , 1 雌 当 り 産 卵 数 の 非常 に 大 きい 例 が 出現 し た . 
それ ら の 事例 は 多数 寄生 で , 今回 の 著者 の 成績 と は , 大 
きい 影響 を 与え な い が ,。 一 言 附 記 する . 

検 卵 法 の 限界 と 寄生 虫 体 数 こつ いて 
検 卵 法 に よ ょ つて 釣 虫 寄生 を 判定 する 場合 , 検査 枝 術 上 
の 問題 も 多々 ある が , 之 は 暫く 描き , 検 卵 法 の も つ 制 約 
に つい て 考え る と , 元 来 検 卵 法 は , 寄生 虫 体 を 直接 確認 
する 方 法 で は な い . 即ち 検体 中 の 寄生 虫 卵 を 検出 し , 寄 
生 虫 体 を 間接 的 に 証明 する . 従 つ て 産卵 能力 の な い 貝 体 
寄生 に 対し て は 全く 無力 で ある . 不 受 精 卵 が 産出 され て 
いる 場合 は , その 卵 の 抵抗 力 , 産卵 量 の 多 究 等 と 関 し レ 
て , 検出 の 限界 が 存する . 虫 卵 が 証明 され な い 場 合 と 雅 
も 貝 体 陰 性 と 判定 し て は 誤 り で ある . 即ち 検 卵 に よる 知 
識 は , 検体 中 の 虫 卵 の 有無 で あつ て , 寄生 虫 体 の 有無 で 
は な い 。 それ を 貝 体 の 有無 の 確実 な る 判定 に 拡張 する と 
誤認 を 置 す 。 が これ は 検 卵 法 の 欠点 で は な く , その 運用 
の 誤り で , いわ ば , 寄生 虫 体 の 有無 を 判定 せん と する 実 
的 要求 が 上 記 の 誤 さ せる . 
従来 検 卵 法 に よる 釣 虫 卵 陰性 群 の 解明 は 殆 ん ど さ れ な 
か つた . そこ と で て 町田 (1957) は , 数 種 の 検 卵 成績 と 誠 検 
に ょ る 犬 多 寄生 状況 を 精査 し , 検 の 陰性 例 中 誠 
で 陽性 と な る 例 が 少 か ら ざ る 比率 で 存在 する こと を 指摘 
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し , これ を 「 み か け の 陰性 」 と 名 付け , 双 そ の 大 部 分 が 
不 受精 卵 包 蔵 典 虫 寄生 で あつ た と 記録 し た . 更に 受精 旬 
が 内 に 排 れ な が ら , 検 見 の が し た 例 は , 
虫 卵 密度 が 小 な る 程 増大 し , 産卵 可能 雌 数 が 5 隻 以上 寄 
生 す れ ば 起ち ら な いと 述べ て いる 。 著者 叉 検 卵 陰性 群 に つ 
いて , 類 を いと わ ず 寄 生 釣 虫 数 を 記載 し た の は , 浮 導 法 
と 疹 抹 法 に 焦点 を し ぼ ば つて , その 限 累 に つい て 明確 に 上 
記 の 点 を 記録 せん と し た か ら で あ る . 

一 方 検 卵 陽 性 前 の 民 内 虫 卵 量 よ り 寄 生 釣 虫 数 の 推測 を 
行う 試み は , 古く か ら 行 われ , Darling (1922) う は Willis 
法 に ょ り 一 定 戻 量 中 虫 卵 数 と 駆虫 釣 虫 数 と の 間 に 一 定 の 
比率 関係 を 認め た が , 変動 が 大 きく , 変動 因 と し て 宿主 
側 と 虫 体 側 の 各種 要因 を 考察 した. Stoll (1928) は 稀釈 
虫 卵 算定 法 を 案 出 し , 1 日 ~ 数 日 間 に お ける 恒 内 排卵 数 
と 寄生 釣 虫 数 と の 数 量 的 関係 を 調査 し た . その 後 Stoll 
法 を 用 いて , Hill (1928), Davis (1924), Sweet (1925), 
Cort (1926), Soper (1927) 等 が , 我国 で は 平井 (1926), , 
中 路 (1928) 等 が 追試 し , その 有用 性 を 認め た . 又 内 抹 
法 に ょ つて , 鹿内 虫 卵 量 よ り 寄 生 釣 虫 数 の 推定 値 が 得 ら 
れる と し た の は , Smillie (1921), Keller C1984), 等 で あ 
る . Smillie は と 法 に より , 虫 卵 数 と 寄生 
釣 虫 数 と の 間 に 一 般 的 法則 を 確立 し た が , 個々 の 事例 で 
は 信頼 性 の ある 推定 値 に なり 得 な いと 述べ た . Keller は 
Stoll 法 と 法 を 比較 し , 感染 の 程度 と 標 本 中 の 
虫 卵 数 の 関係 を 931 標 本 に つい て 求め , 疹 抹 標 本 中 の 多 
虫 卵 数 ユー 5 っ で は 約 65 成 虫 , 6 ~25 っ は 約 160 隻 , 26 
~40 こ っ で は 約 492 隻 , 41~ で は 約 924 隻 びあ つた と 述べ 
た . 坊 国 で 最近 佐藤 1957) は 定量 疹 抹 法 を 再 検討 し , 
厚生 省 衛 生 検 査 指 針 を 厳密 に 適用 し て 直接 塗 抹 標 本 を 作 
れ ば , Stoll 法 と 同じ く , 集団 の 概括 的 感染 程度 の 表示 
の 目的 に 沿い うる と 述べ , 中 沢 (1958) は Stoll 法 と 定 
量 法 を 同一 便 で 比較 し , 後者 で も 虫 密度 の 指 
標 値 が 得 ら れる と し た . 上 記 の 諸氏 は 寄生 釣 虫 数 を 直接 
確認 し て いな い の で , Stoll 法 を 媒介 と し て , 推定 方 式 
と し て の 疹 抹 法 の 意義 を 見 出し て いる に 過ぎ な い . 著者 
は 直接 又は 間接 に 寄生 釣 虫 数 を 調査 し , 法 と 浮 
の 検出 力 と こと ふれ る と 同時 に , 犬 の 調査 2 に お いて は 選 量 
を 正確 に 衝 量 し , Stoll 法 に ょ る EPG と の 相関 を みた 
と と ろ , 極め て 高い 順 相 関 を 認め た の で , 定量 疹 抹 法 に 
よる 単位 鹿内 虫 卵 数 を も つて も , Stoll 法 と 同 程度 の 有 
用 性 に お いて , 選 内 虫 卵 密度 の 指標 値 と する こと と が 出来 
る と 考え て いる . 。 

寄生 釣 虫 数 と Stoll 法 並 びに 疹 抹 法 の 関係 に つい て は 
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改め て 発表 する 予定 で ある . 

人 釣 虫 に つい て の 成績 の 検 対 

著者 の 成績 より , 浮 法 陽 性 群 を 法 に より 再 
て , 得 た と と ろ の 疹 抹 陽 性 群 と も , 一 回 駆虫 排 虫 数 は 必 
ず し も 多数 例 ば か り で な さく, 少数 排 虫 例 を 含み , 疹 抹 陰 性 
群 の 排 虫 数 分 布 型 と 比べ る と , 陽性 群 の 方 が 右 裾 が 長い 
が , 共に 右 に ひ ず ん だ 型 で , 両者 の 間 に 明 確 な 切断 線 は 
引け な い . 之 を 排 虫 数 を 基準 と し 層 化 する と , 塗 抹 陽 性 
率 は 明らか に 多数 排 虫 群 に 上 昇 し , や が て 雌雄 数 50 令 , 
雌 数 30 令 を 限界 と し て 1002 検 出し て いた . 言い か える 
と , 疹 抹 陽 性 群 は 必ず し レ ゃ 陰性 群 よ り 感 染 濃 度 が 高い 例 
ば か り で は な い . し か し 感染 程度 が 高い 例 は 疹 抹 法 で 必 
ず 発 見 され る と 言え よう . : 

一 般 に 寄生 釣 虫 数 は , 釣 虫 症 発現 と 深い 関係 を 有する 
と 考え られ , 我国 で は 宮川 (1948) は 幼年 及び 中 年 に お 
いて は 30~40 令 (A.d.) で 著 明 な 各 面 を 惹起 する と し , 大 
(1953) は 男子 は 凡そ 20 へ ~380 隻 , 女子 は 凡そ 10~15 
で 軽度 の 各 血 を 起す と し , 石崎 (1955) は 約 80 令 以上 の 
寄生 者 に 各 面 が 明らか と な る と 述べ て いる . 勿論 発症 に 
関す る 宿主 側 の 要因 に ょ つて , と の 発症 限界 数 は 大 きく 
変動 する と 考え られ る が , 今 機械 的 に 排 虫 数 30 令 CA.d. 
換算 〕 を 発症 限界 と する と , 著者 の 成績 で は , 疹 抹 法 に 
ょ つて 830 隻 以 上 排 虫 例 の 9822 ま で 検出 し て いる . 排 虫 数 
を も つて 寄生 数 の 推定 値 と し て いる の で , と の 限界 を 20 
隻 に 引下げ て みる と , その 検出 率 は 90 で ある . 又 10 令 
と し て も "0 以上 検出 し て いる 。 以 上 は 非常 に と 大まか な 
想定 の 上 に 立つ て いる が , 疹 抹 法 に よる スク リー= ニ ング 
の 意義 と し て , 興味 ある 所 見 で , 現行 疹 抹 法 3 回 反故 検 
査 で 症状 発現 限界 数 以上 多数 寄生 例 の 大 半 は 検出 され る 
と と が 明らか と な つた . 

疹 抹 法 の 成績 と 寄生 釣 虫 数 の 関係 を 検討 し た 業 忠 は 少 
く , 僅 か に 小宮 ら (19583 う ・ は 埼玉 県 純 農 村 に お いて , 多 虫 
保有 者 の 駆虫 前 の 法 3 枚 値 を 十 , , と 分 け , 駅 
虫 後 そ の 3 ~10 時 間 選 内 排 虫 数 を 調べ , それぞれ, 18.0 隻 
CA.d. 4.2, N.a 13.8), 89.9 (Ad 6.5, N.a.38.4), 
102.2 (Ad 6.1,N:a.96.1 . で て あつ た と し , 小宮 ら 
(1955) は 八王子 の 三 農村 に つい て , 疹 抹 法 6 枚 陽性 者 
86 名 と 陰性 者 47 名 の 排 虫 を 調査 し , 前 者 は A.d. 7.4 隻 , 
N.a 67.0 隻 , 計 74.4 隻 , 後者 A.d 6.1 隻 , N.a. 2.3 隻 
計 8.4 隻 を 記録 し た . 著者 は , 塗 抹 法 陽性 , 陰 性 両 群 の 排 
虫 数 の 分 布 型 は , ポリ ヤ ・ エ ッ ゲ ン ベ ペ ベルガ ー 型 と 推定 し レ 
算術 平均 を 算出 し た と こと ころ, 疹 抹 陽 性 群 は 陰性 群 の 約 3 
倍 の 平均 排 虫 数 が あつ た . 小宮 ら の 塗 抹 陽 性 例 は 6 枚 検 


査 で か な り 笑 薄 感 染 を 含ん で いる と 思わ れる . 又 排 虫 導 
調査 方 法 , 両 虫 種 混合 比 と も 差 が ある の で , 直ちに 比較 
は 出来 な い が , 以上 の 差異 を 考慮 レ つ つ 比 較 す る と , 次 
抹 陰 性 群 の 平均 排 虫 数 は 8.4 CA.d. 換算 6.6) と 15." 隻 
( 同 10.1) で 大 体 和 相似 た 数 値 で ある . 両者 に よれ ば 平 考 
10 令 程度 の 寄生 例 は 法 の 反 も 見 逃がさ れる 
と と に な る . 疹 抹 陽 性 群 の 平均 排 虫 数 は Y4.4 令 (20.8) 
と "0.4 隻 (81.5) で , 共に A.d. 換算 に よれ ば 陰性 群 と 
の 開き は 約 8 倍 で あつ た . 

多数 排出 例 の 混在 如何 で , とこ の 平均 値 は 大 巾 に 変動 す 
る と 考え られ る . 

そこ と で , 以上 より 色 軍 衛 生活 動 と し て , 釣 虫 の 対策 を 
行う に 当 つ て は , 軽 感 染 を よく ふる い 分 ける 浮 法 を 実 : 
施す る こと と が 望ま し い が , 若 し そ れ が 不可 能 な らち ば , 人 珍 : 
抹 法 3 枚 値 で 厚生 省 検査 指針 を 厳格 に 適用 実施 すれ ば , 
発症 の 恐れ の ある 多数 寄生 者 を 見 の が す 危 険 は 少 い と 思 
われ る . 勿論 地域 釣 虫 感染 率 の 把握 , 又は 地域 の 釣 虫 撲 
減 を 計ら ん と する 時 に は 必ず 浮 施 法 を 実施 すべ き で あぁ . 
る 

又 閉 者 の 成績 より みて , 塗 抹 陽 性 率 は 母 集 団 の 感染 濃 
度 に 強く 影響 され る と 考え られ , 実際 に 我々 は , 疹 抹 陽 
性 率 の 高い 集団 の 排 虫 数 が 多い と と を 経験 し て いる が , 
と の 事 は 一 方 , 浮 蓄 法 に 対す る 疹 抹 法 の 検出 力 を 吟味 す 
る 共に は , 対象 と する 集団 の 感染 濃度 を 重視 し , 若 し 異 
つた 幾つ か の 集団 を 対象 と し て , 両 法 検出 力 を 比較 する 
に は , 先ず 母 集 団 の 感染 濃度 の 均一 性 に 対す る 配慮 が 
要 で ある こと と を 示 唆 し て いる . 均一 性 の 確保 が 不可 能 の : 
場合 は , 比較 する こと が 無 意 味 で ある . 

犬 虫 に つい て の 成績 の 

犬 釣 虫 は 人 釣 虫 より その 1 雌 当 り 産 卵 数 が 多く , 且つ 
犬 は 人 に 比 し 少量 で ある か ら , 検 成績 は 良好 
で あつ た . 第 4 表 よ り , 浮 法 6 本 値 で の 毎回 陽性 群 ( 検 
出 確率 りり 。) の 最少 寄生 数 は , 調 査 1 , 2 で 雌雄 数 は 2 又は 
3 令 , 雌 数 は 1 又は 2 隻 で , 疹 抹 法 6 枚 値 で は , 同じ く 
雌雄 数 は 6 又は , 数 は 5 隻 で , 浮 は 少数 寄生 か 
検出 し て 居り , 法 と 2, 3 倍 の 開き が ある . 1 
以上 陽性 静 検出 確率 J:)) に お ける 最少 寄生 数 は , 調査 
2 の 浮 を 除け ば , 上 記 の 線 よ り 下 廻り , 浮 抹 
の 差 が 消失 し て いる . 調査 2 は 1 より 多数 寄生 例 の 検出 
が 悪く , 特に 浮 注 法 で それ が 認め られ た . 調査 時 期 の 関 
係 で , 調 査 2 で は A.c. の 新 感 染 が 起 つ て , 産卵 開始 後 障 
ない 少 数 産 混在 も 考慮 され る が , それなら ば 
塗 抹 法 の 検出 に も 影響 する 委 で ある . 従 つ て と これ は むき し 
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ろ , 法 は 密度 が ある 程度 あれ ば , 検出 は 安定 確 
実 で あり , 浮 海 法 は よく 少数 寄生 を 検出 する が , 操作 上 
の 誤差 を 伴 つ て 集 卵 採取 が 不安 定 で ある と 推定 され る . 

次 に 6 回 検査 陰性 群 の 最大 寄生 数 は , 方 法 に ょ る 差 が 
な く , 雌雄 数 は 4 又は 6 隻 , 雌 数 は 2 隻 で あぁ つた. と の 
群 の うち , 雌 体 内 に 分 裂 卵 を 包 蔵 し , 従 つて 検出 可能 と 
考え られ る 所 調 「 み の が し 」 の 例 は , 3 隻 ( 雌 2, 雄 1), 
2 ( 1 う , 1 隻 ( 1 う 寄生 の 3 例 で , 又 
卵 包 蔵 典 虫 が 寄生 せ ず , 従 つて 検出 不能 の 所 調 「 み か け 
の 陰性 」 の 最大 寄生 数 は 6 隻 ( 雌 5, 雄 1) で あぁ つた . 
以上 は 釣 虫 の 棲息 密度 の 小 な る 場合 性 比 の 牌 み , 雌 虫 
釣 虫 の 年 葵 組 成 の 不 均等 が 起 つ て , 産卵 数 の 減少 又は 皆 
無 を 来 し た 為 と 考え られ る . 

と の 様 な 例 は 人 体 で も 当然 考え られ る が , 伊佐 (1959) 
は , 浮 蓄 法 4 本 値 及び 瓦 培養 法 2 枚 値 に よる 多 虫 卵 陰 性 
者 41 名 に 四 塩 化 エ チレ ン 4.5g を 投与 し , 4 名 に N.a. 
の 排出 を みみ, その 2 例 は , 1 及び 2 隻 の 雌 単 独 寄生 で , 
体内 に 分 裂 卵 を 認め ず , 他 の 2 例 は 両性 寄生 で 6 令 ( 雌 
1, 5 ,4 ( 1, 雄 3 で 共に 分 列 包 蔵 で 
あつ た と 述べ て いる . , 各 6 枚 値 , 或 は 
4 枚 値 , 瓦 培養 2 枚 値 は , 実際 に 広く 検 鑑 法 を 行う と い 
う 立 場 か ら み れ ば , 相当 の 検出 力 と 精度 を 有する と 考え 
られ る が , それ に も 拘わら ず , 「 み の が し 」 が ある と い 
う 点 は ,。 「 み か け の 陰性 」 の 存在 と 基 に , 更に 今後 検討 
を 加え , 検 卵 法 の 限界 を 正確 に 把握 する 上 に 重要 な 興味 
ある 問題 で ある . 

浮 涯 , 疹 抹 の 検出 率 の 差 は , 寄生 数 を 悦 別 し て みる 
と , 少数 寄生 群 に その 差 が 大 きく , 寄生 数 10 隻 以上 と な 
る と 両 法 の 差 が 殆ど 消失 する . 

産 を 5 間 隔 に 層 化 する と , 全 野平 均 虫 
数 は , 雌 数 の 増加 と 一 定 の 比例 関係 で 増加 し , この 関係 
は 疹 抹 法 で 明瞭 で あぁ つた. 因みに 調査 2 で は , 疹 抹 法 は 
2 mg の 定量 を 実施 , Stoll 法 と の 高い 順 相 関 が 認め ら 
れ て いる . 以上 の 点 よ り , 補 流 集 卵 法 は 少数 寄生 例 の ス 
クリ ー= ニ ング に 優れ , 直接 塗 抹 法 は 一 定 以 上 の 鹿内 虫 卵 
密度 が あれ ば , 確実 な 検出 力 を 発揮 し , その 程度 分 け に 
有用 で ある と いう 事 が 出来 よう . 

Keller は Stoll 法 を 媒介 と し て , 疹 抹 標 本 の 釣 虫 卵 数 1 
へ ~ 5 こ で 約 65 成 虫 , 6 ~25 っ で 約 160,26~40 こ で 約 492 
41~ は 約 924 と 推定 し , 小宮 は 背 抹 標本 の 十 , 弟 , 所 に 
対応 する 排 虫 数 が , そ れ ぞ れ 18 隻 (A.d. 4.2, N.a 13.8) 
39.9 (A.d. 6.5。 N.a. 88.4 , 102.2 (A.d 6.1, 
N.a 96.1) で あつ た と いう . 犬 多 虫 と 人 釣 虫 の 産卵 数 , 
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鹿内 虫 卵 密度 の 相違 , 検査 方 法 の 差異 を 考慮 し て も , 
Keller の 成虫 数 の 推定 は 過大 で は ある まい か , 著者 の 場 
合 , 厚生 省 検査 基準 に よれ ば , 産卵 雌 数 15 隻 以内 が 十 , 
16 令 以上 が 廿 で , A.c. の 性 比 ( 暴 / 雄 ) は 調査 1 で 2.8, 
調査 2 で 1.5 で ある か ら , と れ を 考慮 する と , 十 と 廿 の 
限界 A.c. 寄生 数 は 約 320~25 令 と な る . 

総括 

農村 住民 を 対象 と し た . 浮 洲 法 1 本 値 及び 疹 抹 法 3 枚 
値 に よる 釣 虫 卵 検査 成績 と , 直後 確実 に 実施 し た 駆虫 に 
よる 排出 数 と の に の 如き 関係 を 認め た . 

1) 1 回 駆虫 に よる 排 虫 数 別 秦 抹 陽 性 率 は , 排 虫 数 の 
増加 に 伴 つ て 上 昇 し , 排出 雌 数 に し て 80 令 (以下 人 釣 虫 
数 は A.d. 換算 数 全 雄 に し て 50 令 限界 し て 
100 に 達し た . 排出 雌雄 数 80 令 を 発症 限界 と する と , 
限界 数 以上 の 多数 排 虫 例 の 9822 は 疹 抹 法 3 枚 値 で 検出 さ 
れ た . 又 20 隻 を 限界 と する と 90 検 出さ れ た . 

2) 浮 陽性 群 中 の 陽性 群 平均 排 虫 数 は , 雌雄 数 
31.5 隻 , 雌 数 24.9 隻 で , 同 陰性 群 は 前 者 10.1 令 , 後者 
6.8 隻 で あつ た . 

野犬 を 対象 と し て , 6 本 値 , 法 6 枚 値 に ょ 
る 犬 釣 査 成 績 と , 剖検 に より 精確 に 採取 し た 寄生 
犬 釣 虫 数 の 関係 を 検討 し て 次 の 結果 を 得 た . 

1) 浮 注 法 6 本 値 に ょ る 毎回 陽性 群 の 最少 寄生 数 は , 
雌雄 数 で 2 又は 3 隻 , 雌 数 で 1 又は 2 隻 び あつ た . 疹 抹 
法 6 枚 値 こ に ょ る 毎回 陽性 群 の 最少 寄生 数 は , 前 者 6 又は 
7 隻 , 後者 は 5 隻 で あぁ つた. 浮遊 法 6 本 値 に ょ る 陰性 君 
の 最大 寄生 数 は , 雌雄 数 は 4 又は 6 令 , 雌 数 は 2 隻 で あ 
つた . 抹 法 6 枚 値 それ は 浮 と 全く 同じ で 
あつ た . と の 検 陽性 , 検 陰性 は , 分 包 雌 虫 寄 
生 で 検出 出来 な か つた 例 と , 分 裂 卵 包 蔵 駿 虫 が 寄生 せ 
ず , 従 つ て 検 卵 法 を も つて し て は , 検出 不可 能 の 例 が 含 
まれ た 。 

2) 両 法 の 検出 率 の 比較 を , 寄生 釣 虫 数 別に みる と , 
少数 寄生 群 に 差 が み ら れ る が , 寄 生 数 10 令 以上 と な れ ば , 
$/。 の 検出 確率 の 出現 率 を も つて 比較 し て も , 殆 ん ど 差 
が な か つた . 

83) 疹 抹 法 に よる 18X18mm 標本 中 平均 虫 卵 数 は , 寄 
生 雌 数 ユー5 令 群 を 1 と する と , 5 隻 間隔 群 の 比 が , 
り 安 定 し た 値 を 示し た . 

以上 を 総括 する と , 浮 施 法 は 小数 寄生 例 を も よく ふる 
い 分 け , 法 は 一 定 以上 虫 密度 が あれ ば , 確実 
な 検出 力 を 発揮 し , 虫 卵 密度 の 程度 分 け に 有用 と 考え ら 
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“a れる . な お 久 衆 衛生 活動 と し て , 釣 虫 対策 に 当 つ て は , 


浮 施 法 を 実施 する と こと が 望ま し い が , それ が 不可 能 の 場 


合 は , 厚生 省 衛生 検査 指針 に 従 つ て , 法 3 枚 値 を 
格 に 実施 すれ ば , 釣 虫 症 発 症 の 恐れ の ある 多数 寄生 者 を 
み の が すす 危険 は 少な いと 思わ れる . 
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STUDIES ON HOOKWORM CARRIERS IN VIEW OF PUBLIC HEALTH 
(3) RELATIONSHIP BETWEEN RECOVERING RATE OF HOOKWORM 
OVA BY FLOATATION AND DIRECT SMEAR TECHNICH 
OF FECAL EXAMINATION 


FUKI_ YAJIMA 
(Depariment of Public Health, School of medicine, Chiba University, Japan) 


Although both floatation and direct smear technichs of fecal examination have been commonly 
applied for parasitological surveys in the field, it has been generally accepted that there was a 
great diflerence in their recovering rate of parasite eggs in feces by means of both technichs. 

In the present report the dependency of such a difference in recovering rates of human and 
canine hookworm ova upon the number of worms harboured and minimum number of the worms 
detected by direct smear technich was revealed. Considering these data it is assumed that the 
floatation technich shonld be used in the case of control measure for hookworm disease and of 
knowing a true incidence of hookworm infection in an area. When it is impossible to apply this 
technich, direct smear technich which was recommended by thd Ministery of Public Welfare, could 
be available without the false of heavy-infected cases with hookworms. 
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滋賀 県 周 辺 地方 に お けり る 肝 感染 状況 


小宮 義孝 鈴木 了 司 熊田 三 由 
福 島 健 小 財 動 
国立 予防 研究 所 部 


(昭和 34 年 11 月 25 日 受領 ) 


滋賀 県 周 辺 地 方 に お ける 肝 吸 虫 の 感染 状況 つ 
いて は , 望月 ・ 提 (1899) に よる と , 明治 12 年 (1879) 
に 熊谷 省 三 氏 が 腸 胃 病 選 の 一 老 婦 を 誠 検 し て 肝 吸 虫 を 発 
見 し (本邦 で 第 3 例 ), つい で 村山 重厚 氏 も 誠 検 時 に 発 
見 し , 更に 明治 25 年 (1892) に 香山 ・ 杏 波 ら は 滋賀 県 人 
の 避 中 に 肝 吸 虫 卵 を 認め た と 報告 され て いる . 

また , 武藤 (1917) が 琵琶 湖 産 の 感染 モッ ゴ ご の 存在 か 
ら , 第 一 中 間 宿 主 マ メタ = シ を 発見 し て いる な ど , わが 
肝 吸虫 研究 の 上 で 記憶 すべ き 地 方 で あり , 且 地 
と され て は いる . が , 上 記 望 月 ら (1899) に よ ょ る 大 津 附 
近 の 住民 の 検便 の 成績 , 加藤 ら (195) の 湖 周 辺 の 4 ヵ 
所 で 住民 の 横川 吸虫 と 肝 吸 虫 の 感染 状況 の 報告 が み ら れ 
る の み で , 湖 周 辺 地方 一 帯 に 下 つ て 広く 住民 の 感染 状況 
を 調査 し た も の は 殆 ん ど 無 く , その 実態 は 分 つて いな い 
と いう の が 現状 の よう で ある . 勿論 住民 が 個々 に 検便 を 
受け て 肝 吸 虫 症 と 診断 され た り , 保健 所 で 小 地域 に 実施 
され た 成績 は ある が , それ ら は 全く 未 発 表 の ま ゝ の ょ う 
で ある . 

し か も , 産 淡水 魚 こ は 肝 虫 メス セ ルカ リア を 
最近 で は 認め る こと が 出来 ず , 消 減 し た の で は な いか と 
云わ れ て いる 往 . そこ とこ で , この 地方 に 現在 どの 程度 に 肝 
吸虫 症 が 淫 し て いる か どう か , その 感染 状況 を 正しく 
知る とこ と は 非常 に 興味 の ある ば か り で な く , 本 虫 の 適切 
な 予防 対策 を た て る 上 に る も 極め て 必要 な こと で ある . 

著者 ら は , 数 年 来 わ が 国 の 風土 病 の 一 と し て の 肝 吸 虫 
の 感染 状況 を 本 邦 各 地 て 調査 し て き て いる が , 今回 , 琵 
蒼 湖 周 辺 地 方 に お いて 住民 と 淡水 魚の 感染 状況 を 調査 す 
る 機会 を 得 た の で こと ゝ に その 成績 を 報告 する . 

調査 方 法 

を の 調査 は , 1957 年 秋 よ り 1959 年 春 に 至る 期間 の 内 , 
冬期 に 限 つ て 行 つ た も の で , 滋賀 県 厚生 部 に 協力 を 依頼 
し , 琵 間 湖 周辺 の 保健 所 に 大 体 の 調査 地点 と 調査 人 員 を 


示し , 適 切な 調査 地 を 選択 する よう 手配 し た . 但し , 当 該 
保健 所 の 都合 と より , 調査 地 の 変 更 , 人 員 の 増減 が あつ 
て 必ず し も ゃ も 各 保健 所 に こよ ょ つて 一 様 で は な い . 

とれ ら 住民 の , 各 保健 所 や 町 村 等 に お いて 
れ た 後 , 直ちに 東京 の 著者 ら の 研究 室 に 送 附 され た . 

検査 は 笑 塩 酸 ・ ェ ー テ ル 集 卵 法 に より , 18X18mm の 
cover glass ( 8 枚 値 ) を 使用 し て 行わ れ た . 

調査 地 は 第 1 図 に 示さ れる . これ ら 14 ヵ 地区 で は , そ 
の 住民 の 人 金 員 に 検便 を 受け る よう 指導 し た . 第 1 図 に 未 
され る よう に , 調査 地 は 湖東 , 湖南 に 多く , 湖北 に 少な 
い 結 果 に 終 つ た. これ は , 後に 分 布 状況 を 論ずる 際 に 若 
王 問 題 が 存する か も 知れ な い . し か し , 実際 こ は そ の 住 
民 の 多く は , 湖東 , 湖南 に 住ん で いる の で , 往 査 地 の 選 
定 も 己 む な く と この よう に な つた . 

次 に 淡水 魚の メタ セル カリ ア を 調査 する た め , 1957 年 
秋 , 能登 川町 栗 見 新 田 (調査 地番 号 1 : 湖東 ) で 漁獲 き 
れ た 淡水 魚 を 用 い , 頭 部 ) ウロ =, 尾部 を 除く 全 筋 肉 を 
圧 平 て 鏡 検 し た . 

淡水 だ ける 染 状況 

第 二 中 間 宿 主 の 淡水 魚 に お ける 肝 吸 虫 スタ セル カリ アプ 
の 感染 状況 調査 成績 は 第 1 表 に 示さ れる . 

第 1 表 に 示さ れる よう に の ヒガ イ 10 中 5 
(一 匹 当 り メタ セル カリ ア 平均 0.5 ご ), パラ タナ ゴ 28 
中 4 (平均 0.4 っ , タモ ロコ 10 中 8 (平均 0.8 
コ ), モッ ゴ 10 中 2 (平均 0.2 コ ), ウグイ 8 2 
匹 (平均 1. て =) に 感染 を 認め る こと が 出来 た . と の 
内 , 一 匹 当 り の 感染 迷 で は ウグイ に 4 こっ を 認め た の が 最 
ぁ 多 く , 一 般 に は 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア の 感染 数 は 少な 
いよ ょ よう で ある . 調査 地 が 1 カ所 で あり , 上 且 調 査 魚 数 , 調 
査 も 少な い の で , これ を 以 て の 淡水 魚の 
感染 状況 を 推測 する こと は 不可 能 で ある . が , 第 二 中 間 
宿主 で ある 淡水 魚 に 肝 吸 虫 が 感染 し て いる と いう 事実 


誕 日 本 寄生 虫 学会 第 十 二 回 西日本 支部 大 会 (1956) に 


i ぉ ける 質問 等 . 
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1 表 第 二 中 間 の 肝 虫 感染 


調査 感染 
Gnathopogen elongatus caerulescens 
(ホン a) 10 0 
hb Grnathopogen elongatus elongatus 
Sinogobio biwae (A モ 11 0 
10; Pseudogobio esocinus( カ マツ カ ) 1 0 
Sarcocheilichthys variegatus(¢ ガイ 5 
Pseudorasbora parva( YF) 10 1 
当該 Ishikauia steenackeri(7 4 0 
Cyprinus carpio (24) 1 0 
あつ Misgurnus anguillicaudatus( ドジョウ 0 
Mogurunda obscura( FY 2) 2 0 


集 さ (検査 魚 は 能登 川町 附近 で 採集 ) 
第 2 表 佳 民 の 肝 吸 虫 感染 状況 
で 1 能 栗 新 田 266 54.2 
と 3 枝 町 柳川 136 30.9| 
{ 12 5 近江 人 市 南 津 田町 96 38.57.59.8 ) 
少な 6 土 町 下 豊 94 25;5 
7 近江 和信 市 白玉 町 白 辺 180 33.3 
2 人 市 建部 北町 192 1.0 
の 選 11 9 守山 町 新 田 594- 5:2 
12 草津 市 6. 
第 1 図 調査 地 図 の 番号 は 調査 番号 (第 2 表 参 照 13 市 矢橋 285 2.5| (4@.5%) 
を 示す 14 鹿 町 太字 苗 鹿 
, 第 一 中 間 宿 主 の 存在 と 感染 の 推定 も 可能 ご あろ う . 8 小松 822 
肉 を 即ち , 内 に お いて 肝 虫 の 活 が 完成 し て お 10 ; 
り , 続 し て いる と と を 結果 的 に は 示 る も の と 4,021 
リア とのこ と と は 一 部 た れ て いる ら 肝 が で 湖南 と 湖西 で は 大 差 い が , 湖東 に お いて は 非常 に 
消滅 し た と いう こと と を 全く 否定 する も の で あろ 3 う . い . この 成績 の 内 に は ,No. 4 の 大 玲 村 字 大 浜 (42.9% う と 
5 に お ける 梁 状況 No. 2 の 八 市 建部 北町 (1.0 は は 外し て ある . ど 
ゴ 28 調査 し た <14 地 区 は 第 1 図 の 通り で ある . は 前 者 が 湖東 に は 位置 する が , 地勢 的 に こ は 湖 北 に 属す る 
0.8 図 の 番号 は 調査 順 で ある . これ ら 調 査 地 の 調査 人 員 と と 考え られ る か ら で あ る . 後者 は 湖東 に は 属す る が 他 の 
中 2 その 感染 率 は 第 2 表 に と 示す. 第 2 表 は 調査 地 を その 場 処 183 カ 所 が いずれ も 湖畔 に あつ て , 半 農 半 漁 に より 生計 を 
と の に ょ り , 湖東 , 湖南 , 湖西 等 に 便 宮 的 と 分 け て ある . た て ゝ ^ い る の に 反し , 湖畔 か ら 離 れ た 純 農 村 で ある と い 
が 最 即ち , 能登 川町 栗 見 新 田 で は 54.22 と 住民 の 半数 以上 うこ と と か ら 同 一 視 し て 考え る こと が 困難 な た めで ある . 
ce が 感染 し て いる と いう 驚く べき 数 字 が 得 ら れ , 一 般 に 湖 と この ょ うに 湖 在 の 場 処 に こと ょ っ つて 住民 の 感染 素 に 差異 を 
調 東 で は 25.52~54.2% と 感染 率 は 高い . 一 方 , 湖南 で 最 示す と と に つい て , 前 記 望 月 ら (1899) は 大 津 附近 湖南) 
の 高 か つ た の は , 津 市 中 の 6.826 で あり, 平均 の 健康 者 47 名 中 80%, 八幡 の 82 名 中 722%, 
中 間 2.5 % へ ~ 6.826 で 湖東 平均 に 比較 し て 低い よう で ある . (湖西 ) の 80 名 中 61% に 肝 吸 虫 感染 者 の あつ た こと と を 報 
事実 と れ を , 湖東 , 湖南 , 湖西 の 住民 に 分 け て 各 感 染 素 を 集 = じ , 森下 (1951) の 引用 する と ころ に よれ ば , その 後 


計 平 均 し て みる と , 湖東 39.8, 湖南 4.5%, 湖西 5.9 ろ 久保 井 ・ 大 西 (調査 年 号 不詳 ) は 大 津 市 で 16.89%, 滋 
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賀 郡 で 25.29, 野 州 郡 で 14.7%%, 栗 太 郡 で 26.08 
本 を みた と いう . また 加藤 (195 は 総計 1,335 名 
の 検便 に ょ つて 湖東 の 八幡 で 14%, 湖西 の 堅田 で 8.4 
6, 高島 で 2.5%, 湖西 の 長浜 で 2.0 巡 で あつ た こと と を 
報じ て いる . 

と れ ら の 成績 は , その 検査 対象 の 選定 方 法 が どの ょ よう 
で あつ た か さく 明記 され て お ら ず , 検便 方 法 も 不明 で あ 
り , 且 , 望月 ら の 成績 に は 尋 川 吸虫 感染 者 も 包 合 され て 
いる 可能 性 も ある の で , 著者 ら の 成績 と は 直接 に 比較 し 
得 な い が , 湖 周 辺 の 住民 に お ける 肝 吸 虫 感染 状況 は , とこ 
れ ら の 成績 か ら 推 定 す る に 約 60 年 間 の 間 殆 ん ど 地 区 的 に 
同一 の 傾向 を 示し , 一 般 に 湖南 , 湖東 の 住民 の 感染 率 が 
依然 と し て 高い と いう と と が 出来 る よう で ある . 

地区 に よる 感染 の 差 の 検討 

湖 周 辺 住 民 の 各 感 染 率 の か よう な 較差 は , それ で は 如 
何 な る 条件 に よ ょ つて 招来 され る も の で あろ うか . 

と の 点 に 関し て , 著者 あら は 次 の よう な 検討 を 試み て み 

第 一 に まず 産 の 各種 淡水 魚の 棲息 状況 を , 滋 
賀 県 水産 試験 場 及 びそ の 他 で の 調査 の 結果 か ら み る と , 
どの 魚 種 も 普 辺 的 に は 何処 に も 棲息 する と いう と と が 出 
来る が , 水産 的 に は 魚 種 に と にょ より その 漁獲 場 処 に は 差異 が 
ある ょ う で ある . 

つま り , 湖東 と 湖南 と に は コイ , タナ ゴ , モビ ご , ヒガ 
イ , ウナ ギ の よう な 温水 性 の 魚 が 多 く ( 湖 旗 に は 水 河 が 
人 し て いる )、 一 方 , 湖北 て は ア ハス, ウグイ, 
マス 等 の 冷水 性 の 魚 が 多 く , 水 藻 は み ら れ な いと い ぅ . 
いま , 参考 の た め に 第 二 中 間 宿 主 と な り 得 る と 通常 考え 
られ て いる 淡水 魚 こ について, 個々 に その 漁獲 場 処 を 示し 
て みる と , 第 8 表 の よう で ある . 

表 に 示さ れる よ ょ うに, 多く の 第 二 中 間 宿 主 と な り 得 る 
淡水 魚 は , 湖南 , 湖東 及び 内 湖 に お いて 漁獲 えさ れ て い 
る . と の 内 , 内 湖 と いう の は 調査 番号 1 の 地点 近く の 湖 
内 の 小 湾 を 示す も の で , 主として 湖東 に 存する. し か 
も , と の 内 湖 は 水 藻 が 繁茂 し , 魚類 の 楼 息 も 多く , 上 且 産 
卵 に 好適 な 場 処 が 形成 され て いる . 

一 方 , 湖 の 各地 で 漁獲 され た こと これら の 中 間 宿 主 た り 得 
る 淡水 魚の 肝 吸 虫 メ え タ セル カリ ア の 自然 感 流 状 況 を 調査 
し た 横 矢 ( 未 発 表 ) 幅 の 成績 こと よれ ば , 湖東 方 面 で と れ 
た モッ ゴ 296 匹 中 に 2.049 っ ご の メタ セル カリ ア (1 匹 当 
り 6.9=) を , 湖西 方 面 で は 60 匹 中 に 33= ( 同 0.6 コ ) 
を , 湖南 で は 306 匹 中 に 543 こ ( 同 1.8 コ =) を , 湖北 で 


第 3 表 各種 淡水 魚の 棲息 状況 


モツ ゴ : 内 湖 性 , 外 湖 で は と れ な い . 湖南 と 内 湖 で 
一 般 に 治 性 
タナ ゴ : 何 処 で も と れる が , 
イチ モン ジ は 湖北 に 多い . . 
バラ タナ デ ゴ 内 湖 性 で 川 に も る み ら れ る . 
・ タ ビラ は 湖東 及び 湖北 で と れる . 
ウグイ : 湖南 に はい ない 姉川 , で とれる. 


西 . 
ヒガ イ : 湖南 
ホン モ v ョ コ ュ は 一 般 に 何処 に で も ゃ もみ られ る が , 季 
節 的 に 移動 が み ら れ , 産卵 期 (4 月 ~8 月) に は 
湖南 , 湖東 , 内 湖 に , 冬期 た は 湖 中 央 の 深い と 
と ろ に いる . 
スプ デモ ロコ は , に 近寄ら な い , 砂地 で ょ よく , 
水 薄 が な く て る 棲息 する . 
タモ ロコ ュ は 内 湖 性 . 
ュ ニー イ : 小 さい 時 に は 移動 , 大 きい も ゃ の は 余り し な 
い (清心 ) . 
ゲン ゴロ ョ ロウ フチ : 回 遊 , 産卵 期 に は 湖南 に 集まる . 


は 111 匹 中 7.9 こ = ( 同 0.7 っ =) の メタ セル カリ ア の 自然 
寄生 が 認め られ て いる . つま り , 当時 は 湖南 産 の モッ ゴ 
の 平均 肝 吸 虫 メ え タ セル カリ ア 感 染 数 は , 湖西 及び 湖北 産 
の それ に 比 し て 2 へ ~ 38 倍 量 で あり , 更に 湖東 産 の それ は 
10 倍 量 も の 感染 を 受け て いた と と ゝ な る . 

過去 に お ける 住民 及び 淡水 魚 の か よう な 地区 に よる 
差 , そし て 現在 と お ける 著者 ら の 調査 と に よる 住民 の 地区 
に よる 差 は , 現在 に と お いて も 湖東 及び 湖南 の モツ ッ ゴ に 肝 
吸虫 メタ セル カリ ア の 感染 を 多く 認め 得る で あろ うこ と と 
を 充分 に 予想 せしめ る . 

そし て , この よう な モツ ッ ゴ に お ける 感染 数 の 地区 に よ 
る 差 は , 他 の 第 二 中 間 宿 主 と な り 得 る 淡水 魚 に お いて も 
恐らく 同様 と 考え て 良い か も 知れ な い . 

か くし て , 湖東 方 面 の 住民 の 肝 吸 虫 感染 率 の 高い こと 
の 理由 と し て , 第 二 中 間 宿 主 と な る 温水 性 の 淡水 魚 が 湖 
東方 面 に と 多く 棲息 し , 従 つ て , その 摂 食 の 機会 が 多い で 
あろ うこ と こと, そし て また , 湖東 方 面 で 漁獲 され る 淡水 魚 
に は , 他 の 地方 で 漁獲 えさ れる 淡水 魚 に 較べ て 肝 吸 虫 の 自 
然 感 染 が 多い と いう こと こと な ど が 挙げ 得る で あろ 5 うぅ. 

が , し か し こと の 場合 , 湖 東方 面 の 住民 が 果して 実際 に 淡 
水 魚 を 生食 , 若しくは それ に 近い 状態 で 摂 食 し て いる か 
どう か を 検討 する 必要 が ある . と この 点 に 関し 酒井 (1954》 
は 湖東 地区 の 112 家 に つい て , 産 淡水 魚の 食 
様式 を 調査 し て いる . こと の 内 , 通常 第 二 中 間 宿 主 と な り 
得る と 考え られ て いる 淡水 魚 に つい て の み 第 4 表 に 引用 


許 昭和 16 年 か ら 18 年 (1941~1943) た かけ て 人 工 胃 液 消 化 法 に ょ り , 各種 の 淡水 魚の 肝 吸 虫 メ タ セ ルカ リア を 詩 


査 し た . 
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. 表 各種 淡水 魚の 摂 食 様式 
(酒井 , 1954 に よ ょ る) 


食べ 

魚 名 生食 焼く 煮る な い 

モ 4 1 9 90 20 
ナチ 1 5 18 91 
ウ グ イ 5 15 56 53 
ヒ が イ 1 44 58 29 
ホン モ = 2 93 57 5 
シモ ャ 1 36 54 38 
1 65 54 21 
4 12 74 40 
が ンプ 55 10 87 5 
チ 26 10 77 29 
6 103 4 


(112 家庭 に よる アン ケー ト ) 


する と , 生 で 食べ られ て いる 淡水 魚 は 主として コイ , フナ 
に 限ら れ て いる よう で ある.。 し か し , いわ ゆる 雑魚 ( ウ 
グイ ,。 カマ ツ カ , モロ ご ,。 モン ツン ゴ な ど ) も わずか で は あ 
る が 生食 され て いる 点 は 注目 に 価 す る . 

た ゞ , コイ や フナ の 場合 に は, 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア 
の 感染 は 極め て 少な い (小宮 , 1985) が , 恐らく は か よ 
うぅ な 魚類 の 生食 が 彼 等 の 肝 吸 虫 感染 の 主たる 原因 と な つ 
て いる の で あろ う 。 本 地方 の 住民 の 肝 吸 虫 感染 が 一 般 に 
軽度 で ある と と も 赤 ,。 この 推定 を 支持 し て いる .。 け だ し 
コイ や フナ 等 に 比 し て , 肝 吸 虫 自然 感染 の 著しく 濃厚 な 
雑魚 生食 が 主 で ある と すれ ば , 一 般 に 住民 は 更に 著しい 
濃厚 感染 を 受け て いて し か る べき で ある か ら で あ る . な 
お , 「 焼 いて 食べ る こと 」 が 魚体 内 の 肝 吸 虫 メタ セル カ 
リア の 必ず し ゃ も 完全 な 死 減 を 保証 し な い 以 上 , 雑魚 より 
の 感染 の 可能 性 も 赤 千 定 は 出来 な い . 

次 に 湖畔 か ら 離 れ て いる No. 2 の 調査 地 で は 感染 率 が 
非常 に 低 か つ た が , 前 記 矢 の 私 信 で も 湖 貴 の 葉 枝 見 
村 湖東) と 山 問 の 西大路 村 (湖東 ) の 住民 の 便 を 昭和 
17 年 (1942) と 18 年 に 矢尾 板 氏 法 で 検便 し , 当時 前 者 は 
83.215 名 中 に 12.62%2, 後者 は 2.079 名 中 に 0.04 の 肝 吸 
虫 感染 者 を 見 出し て いる . また , 県 衛生 部 の 資料 (1928 
へ 42) で も 当時 湖畔 の 住民 が 58.626 名 中 32.92 の 感染 率 
を 示し て いる 一 方 , 他 の 地域 の 住民 で は 10.750 名 中 0.09 
% に 計 ぎ な いと と を 示し て お り , か ゝ る 傾向 は 著者 ら の 
調査 の それ と 全く 同様 で ある . か ゝ る 地区 的 較差 も 。 媒 
介 者 た る 淡水 魚の 該 地 区 へ の 移入 に ょ る 握 食 の 機会 の 差 
に 帰せ られ る も の で ある . 

が , いずれ に も せよ ょ , 現在 と に と お ける 住民 の 肝 吸 虫 感染 
状況 と , 過去 及び 現在 の 淡水 魚の メタ セル カリ アア 感染 状 
況 が 殆 ん ど 変り な い 点 ( 横 矢 の 私 信 ; 渡辺 ら , 1950 ; 演 
井 , 1954) か ら 見 て , 周辺 地方 が 肝 虫 の 本 
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邦 で の 有力 な で ある こと は 確実 で ある . 

要 約 
滋賀 県 開 琶 湖 周 辺 地 方 に お いて , 1957 年 か ら 1958 年 に 
か け て 淡水 魚 と 住民 の 肝 吸 虫 感染 状況 を 調査 し , 次 の よ 
うな 結果 を 得 た . 
1) タナ ゴ , モツ ゴ , ヒガ ガイ, ウ ガ イ な どこに 用 
タ セ ルカ リア を 認め る と と が 出来 た .。 た ゞ くし その 各個 体 


に お ける その 感染 数 は 極め て 少な い . 

2) 住民 の 肝 吸 虫 感染 率 は , 湖 中 に お いて 2.5 ~ 
54.2% の 成績 を 得 た . 

3) この 感染 率 は , 湖 地区 に ょ つて 相 し , 湖東 
に お いて 高い . また , 湖畔 か ら 離 れ た 地区 で は 低い こと 
が 分 つた . 

4) 肝 吸 虫 感染 の この よう な 地区 差 を , 住民 の 淡水 灸 
の 援 食 の 差 及 び 淡 水 魚 の メタ セル カリ ア 感 染 状 況 の 差 と 
関連 し て 論 及 し た . 

と の 調査 に 当り , 滋賀 県 厚生 部 及び 各 保 健 所 の 絶大 な 
る 御 援 助 を 賜 わ つ た .。 と ょ に 山本 正弘 衛生 課長 始め , 各 - 
関係 者 に 深く 感謝 の 意 を 表す る . 

また , 貴重 な 成績 を 貸与 し て 頂い た 元 滋 賀 県 技師 横 矢 
重利 氏 及 び 種 々 な 御 便 宜 を 図ら ち つ て 頂い た 伊吹 正 化 学 工 
業 株 式 会 社 た 厚く 御礼 を 申 し 上 げ る . 

本 報告 の 要 引 は 日 本 寄生 虫 学会 策 28 回 総会 (1959) に 
所 いて 発表 し た . 
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ON THE DISTRIBUTION OF CLONORCHIS SINENSIS AROUND 
THE LAKE BIWA AREAS, SHIGA PREFECTURE 


YOsHITAKA KOMIYA, SUZUKI, MirsuyosH! KUMADA 
TAKESHI FUKUSHIMA & lsao KOZAI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


In Winter of 1958 and 1959, the authors made researches on the distribution of Clonorchis 
sinensis around the Lake Biwa areas, Shiga Prefecture. The results obtained were summarized 
as follows : 

l) The metacercaria of Clonorchis RY were found to be habored in fishes 5 species 
were on follows : Rhodeus ocellatus, Gnathopogen elongatus elongatus, Sarcocheilichthys varie- 
gatus, Pseudorasbora parva, Triboldon hakonensis. 

2) Of the 4,021 stocol examinations secured, 535 (13.3% : 2.5-54.2%) were positive for 

clonorchis egg. 

3) The incidence of the infection among the inhabitants on the eastern regions of the lake 
was higher than that among those on the sourthern and western regions of the lake and that 
among those along the lake side was found particullary higher. 

4) Several factors which conditioned the clonorchis infection were also discussed. 
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虫 駆虫 効果 に ける Santonin Choleretica 
と の 関係 に 関す る 研究 


(1) 2-Phenylquinoline-4-carboxylic acid (Chinophenum) に 依る 
Santonin ょ Bile の 関係 に 関す る 研究 


田 


北海 道 大 学 医学 部 薬学 科 
(昭和 34 年 11 月 28 日 受領 ) 


著者 は Santonin の 駆虫 作用 に お ける bile の 作用 機 
転 を Choleretica を 使用 し て 検討 し た の で , こと に 報告 
する . 

従来 Santonin の 作用 機 庁 に 関し て は 直接 作用 , 間接 
作用 の 二 説 あり , 直接 作用 説 と し て は Kuchenmeister 
(1851), Falck (1852), Coppola (1885) 等 は Santonin- 
Oleum Olivae に よる 生態 の 観察 に と より 筋 興 作 
用 及び 生存 期間 の 短縮 を 報告 , Straub (1906) は 腸管 状 
ガラ ス 管 を 使用 し て Santonin が 遇 る こと を 示し 
森田 (1981 う も 又 Santonin の 駆虫 作用 は 虫 筋 興奮 作用 に 
基く も の と 言い , 主として 直接 作用 , 他 の 一 部 は Santo- 
nin の 体内 変化 物 で 再び 腸 内 に 分 泌 さ れ た も の が Santo- 

2 て 完全 に な され る と 言い , 直接 作用 , 間接 作用 の 両 
定 し て いる 

ER は その 貝 筋 興奮 作用 は Santonin 
の Lactone 環 に 起因 する も の と 主張 し た . 

Oettingen (1916) も 種々 の Lactone 体 を 合成 し 一般 
に Lactone 化合 体 は 虫 体 に 抑制 的 に 作用 し , 遂に は 死 減 
する と 述べ た . 

他方 , 間接 作用 説 と し て は Neuman (18883) は 胃 上 幽門 
部 閉鎖 の 犬 に Santonin を 経口 服用 せしめ た 場合 と も 遇 
虫 の 排 虫 作用 が 見 られ る こと を 観察 し , Lewin (1883) 
も 肛門 より の Santonin が よく 吸収 され , 一 部 は 小腸 に 
排 れる と 認め Santonin 変化 物質 の 虫 推定 , 
同様 に 三浦 (1919) も 涼 薬 を 使用 し て 確認 , 尾形 (1919) 
及び 林 (1920) は アル カリ に より 赤色 を す る 
Santonin 服用 後 小腸 肉 に 排 溢 され る 事 を 認め た . 

更に 高 亀 ・ 浅 田 (1928, 1926), 守 中 ・ 石 川 1926) 及 
び 伊 藤 <1982, 1988) は 吸収 され た Santonin が 肝臓 で 


変化 を 受け て アル カリ 旦 色 物質 と な り bile 及 尿 中 に 排 = 
洪 さ れ た 事 を 認め た . 

此 の 肝臓 に お ける 生成 に 就 い て は 千葉 ・ 西 村 (1941) 
が 究明 , 化学 構造 上 に 関し て 白根 (1989) が 犬 の bile 
及び 腸 液 に 就 い て 検討 せる も 其 の 変化 物質 の 押出 は 不可 
能 に 終 つ た. 

近年 に 至り 下 ・ 村 上 ・ 広 瀬 (1949) は の Santo- 
nin 超 性 に 就 い て 小林 ・ 東 (1951) は に 見 
られ る 特異 な 前 進 運 動 と これ に 及ば す Santonin の 影 舞 
に 就 い て 極め て 興味 の ある 報告 を な し , 又 , 文 線 に こよ る こと 
の 分 野 の 研究 Otto Fritz (1922) が の レン ト 
ゲン 撮影 像 を 報告 し て 以来 , 人 体内 筒 虫 の 生態 及び 駆 虫 
適用 後 の の 関す る 線 学 され , 
醒 殿 (1955) は 人 体内 で は 前 述 の 小林 ・ 板 東 等 の 試験 管 
内 の 運動 と 閉 る し く 異 な る 動態 を 示す 正常 前 進 型 を 観 穴 
報告 し , Santonin 服用 後 病 的 運動 か ら 遂 姿態 を 
其 の 後 , 彼 の 言う 第 二 静 止 型 に 移行 し 腸管 の 機能 に 
され つつ 下降 態 型 を 取る と し , Santonin, pores 
と れ ら の 製剤 が 全く 同一 作用 機 序 に よ ょ つて 虫 体 に 作用 す 
る こと を 明らか に し , 文 線 学 的 立場 か ら 駆 虫薬 の 作用 機 
序 を 明らか に し た . 

基 く の 如く Santonin の 作用 機 庁 に 関し て は 直接 作用 
間接 作用 等 と 諸説 ある も bile が Santonin の 作用 機 序 に 
何ら か の 関係 が ある 事実 は 以上 の 諸説 の 殆 ん ど が 認め て 
いる . 

然し , それ ら の 関係 は 未だ 明らか で な い . 著者 は 其 の 
解明 の 一 方 法 と し Adlersberg の 分 類 と に と ょ る 一 種 の Cho- 
leretica で ある 2-Phenylquinolin-4-carboxylic acid(Chino--- 
phenum) を 使用 し て 二 , 三 知 見 を 得 た の で 報告 する . 

vitro で は bile の 存在 下 で に Santonin を 作 
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- せ し め た 場合 , Santonin の 単独 に 比 し 稀釈 倍率 を 増し て 
る 准 作用 が 見 られ る . 

尿 へ の Santonin の 影響 物 代謝 は Mannus (1916), 
Kurauss (1916), Munk (1916) に よ ょ つて 報告 され て 居 
り , と この も の は アル カリ 赤 物質 で に 対し 作用 
を 有 し 。 伊藤 (1982,。19883) は 利 胆 剤 と し て 胆汁 酸 製 剤 
デュラン と Santonin を 複合 投与 し た 場合 に 例外 な く 尿 
中 の アル カリ 旦 赤 物質 量 が 増加 し , bile 内 排 洪 量 も 増加 
する 事 を ーー て 報告 し 卵 陰 転 束 に も 影響 の 及ぶ 
事 を 述べ て し 

然し , こよ る 転 率 の 検討 は 
Santonin の 作用 機 序 に bile が 大 き な 因子 と し て 影響 す 
る と と が 考え られ る の で , 単 一 な る 利 胆 作 用 に よる も の 
と は 考え られ ず , 例え ば Santonin と 分 子 化合 物 の 形成 等 
他 因 を 生ずる 可能 性 も あり Choleretica を 使用 し て bile 
と Santonin の 関係 の 究明 と し て は , bile substance の 含 
まれ な い Choleretica を も つて 検討 する 必要 が あり ,。 そ 
の は 3 2 -Phenylquinolin 4 -carboxylic acid (Chino- 
phenum) を 選択 し Choleretica に よる Santonin と bile 
の 関係 を 検討 し た 

検討 段 び 実 験 方 法 

A) 検討 段階 

実験 段階 と し て 大 別して Santonin と 2 -Phenylquino- 
tine- 4 -carboxylic acid(Chinophenum 以後 便宜 上 P.Q.C. 
と する ) の 複合 投与 と よ ょ つて 生ずる P.Q.C. の 利 胆 作用 
以外 の 他 因 の 検討 。 つ まり P.Q.C. の 顕 比 筋 中 に 存在 す 
る dehydrogenase の 作用 阻止 力 , Santonin と の addition 
compound 形成 の 有無 。P.Q.C. の シマ ャ ミミズ 神経 筋 に 対 
する 影響 に 就 い て 実験 を 行 つ た . 

B) 実験 方 法 

i) 先ず Santonin と Choleretica の 関係 の 検索 の た め 
に 実験 対象 (小学 生 う を 8 group と し ,。 更に 夫々 の group 
を Choleretica を 含ま な い A 和 群 と 其 の 対象 , 即ち Cho- 
Jeretica を 含む を B 群 に 二分 し , その 排 虫 率 及 び 卵 陰 転 率 
を 観察 し た . 

検便 法 は 直接 塗 抹 8 枚 法 を 実施 し た . 一 般 に 虫 卵 は ポ 
アメ ジン 分 布 を な し て いる と 言わ れ , 直接 塗 抹 法 で は 見 か 
' け の 陰性 が 予想 され (小宮 ら , 1954), m を 1 回 の 検便 
量 て 約 10 mg) 中 に ある 貝 卵 数 (平均 値 )) n を 検査 回 

と すれ ば 見 か け の 陰性 者 の 生ずる 確率 は em と な 
る . n=1, n= 3 の 値 は 小宮 の 表 に よれ ば 第 1 表 の 如 
く m= 5 以上 は n= 1 で 99 上 , n=8 で は m= 2 以 
上 で は 殆 ん ど 見 か け の 陰性 者 は 生じ な い 事 が 言え る . 


Table 1 The rate of false negative case for ova 
by direct smear technic of fecal examivation 


m n=3 
0.1 0.9048 0.7408 
0.5 0.6065 0.2208 
1 0.3678 0.0497 
0.1353 0.0024 
3 0.0497 0.0000 
5 0.0067 0.0000 
6 0.0024 0.0000 
(小宮 ら , 1954) 


1) 先 に 後藤 (1950) 等 は 環 虫 が 動物 の 腸 内 に 寄生 し 
た 場合 , 虫 自身 の 組織 中 に 存在 する dehydrogenase の 
作用 に ょ つて 組織 呼 営み な が ら 生 活 し て いて 
dehydrogenase の 作用 を 抑制 さる 事 は 遇 虫 と と つて は , 
その 新陳代謝 に 一 種 の 有吉 作 用 を 加え られ る 事 と な りこ と 
れ が 駆虫 機 庁 の 一 理由 と し て , 諸 駆 虫 剤 に 就 い て 試験 レ 

た 結果 を 報告 し て いる . 

著者 は P.Q.C. の 豚 筋 中 に 存在 する 
の 作用 に 及ぼ ば す 影 響 を Thunberg・ Mies の メチ レン 
ブラ ワウ 法 を 利用 し て 酵素 学 的 究明 を 試み 

頭 部 及び 尾部 の 各 2~ 8cm を 切断 し た 了 央 由 を 乳鉢 
中 で 摩り つぶ ぷ ぶし,。 これ に pH 7.2 の Phosphate buffer を 
加え て 1 cc 中 虫 筋 が 約 2 g 相 当量 を 液 と し , 
過 後 0.5cc を ッ タン ベル グ 管 に 取り 水冷 し 和 古 ら 0.1% の メ ぇ 
チレ ンプ ラウ 液 0.5cc を 加え , 更 に pH 7.2 の Phosphate 
buffer で 作 つ た 試料 の 1 液 1 cc を 添加 混合 し な が ら 在 
補 ボ ンプ に て ツン ベル グ 管 内 の 空気 を 抜い て , TY mmHg 
程度 に し , これ を 388?C の 恒温 槽 中 に 入れ , と この 時 か ら 
メチ レン ブラ ウ が 脱色 する 和 に 要する 時 間 を 測定 し た . 

同時 に 試料 の 代り に Phosphate buffer 1 cc を 入れ た も 
の に 就 い て 対象 実験 を 行 つ た . 

近 ) Santonin と P.Q.C. と の 分 子 化合 物 形 成 の 有無 
に 就 い て の 検討 に は 熱 分 析 法 を 使用 し た . 

分 析 法 と し て は 野上 ・ 関 口 (1955) に ょ つて 発表 され 
た 方 法 に 依 つ た . 

thermal analysis を 行う べき 成分 化合 物 を 衝 量 し 選択 
せる 溶媒 に て 一 度 濃度 と レミ クロ ビュ ー レ ッ ト を 用 い , 
小 ェ ミル レン マイ ヤー コル ベン 中 に 種々 の 割 合 に 配分 レ 

水深 上 で 溶媒 溜 去 後 , 恒温 乾燥 し 溶媒 の 痕跡 を 除き 携 
拝 混和 後 , 常 法 に より 湿潤 点 , 燈 融点 を 測定 し 状態 図 を 
作成 し た . 

1 回 の 検便 量 は 50mg~ 200mg を 限度 と し た . 

iv) 薬理 的 検索 と し て は 常 法 に より マグ マス 法 を も つ 
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bricoides 535 例 , Trichocephalus trichiurus 131 例 
; 恒温 し , 炊 良 そ る ガラ ス 管 Enterobius vermicularis 4 例 認 め ら れ た . 


i pas シマ ミ isseiante ta 更に 性 別に よる 寄生 虫 寄生 に 関し て は Table 8 に 示 め 
き ‘Q.C.-Locke & す 様 に 有意 の 差 は 認め られ ぬ . 


グラ フッ マ の 媒 煙 紙上 の 変化 を 観察 し た . 
2) P.Q.C. 併用 に ょ る 駆虫 効果 の 検討 
実験 結果 ; 
1) 容 生 率 Table 3 Possitive cases for three kinds of porasite eggs 
i 寄生 虫 に と よ る 寄生 は , 東京 都 江戸 川 地区 某 小 学校 を 対 Ascaris lnm.- Trichocephalus Enterobius 
祭 し た 結果 で は 44.52 ( 604/1850), 学年 別に ょ る 寄 bricoides trichiurus , 
し 生 率 は Table 2 の 如き 結果 を 示し た . of 250 */535 /131 /4 
i 叉 虫 卵 陽性 者 に お ける 寄生 虫 別 寄 生 は Ascaris lum- 
* 虫 卵 陽性 者 総数 (大 数 字 ) 中 に 含ま れる 男性 虫 卵 陽 
と の Table 2 Positive cases for parasite eggs 柏 者 数 
a Number of Number of Egg-carrier 一 般 駆 虫 剤 に よる も の と 更に この も の に P.Q.C. を 加 
えた 場合 と の 陰 転 を 比較 し た 
i 0 163 46.7 Group 1 に お いて Macnin (1 g) Santonin (0.05 g) 
服用 の A 群 の 陰 転 は 64.126 (43/67) を 示し , それ に 
renase 4-year 140 54 38.5 
5-year 7 213 106 49.7 比 し B 群 は A 和 群 服用 量 に P.Q.C. て 0.83) を 加え た が そ 
2.1 結果 は 87.0 2 (54/62) と 明らか に 上 
1,350 604 44.5 られ , 同様 に Group II の Santonin (0.05) 単独 投与 は 
[er を ; Table 4 Anthelmintic efficiency of anthelminthic substance and anthelminthic 
Substance plus choleretica for primary school children 
Anthelminthic substance : Doses (g) ren negative 
Kainic acid. Macnin. P.Q.C. Santonin. egg of Alembricoides (6) 
ハ ら 
A., 1.0 0.05 64.1 (43/67) 
A. 0.05 27.0 (10/37) 
Group I 0.3 0.05 34.4 year grade 
a A. 0.005 0.05 60.2 (44/73) 
し た も Gr 0.005 0.3 0:05 80.9 (68/84)} “5-year grade 
> 有無 Table 5 Effects of anthelmintic on the decrease in number of Asearis eggs in feces 
A) 
Groups before treatment Change in number of cases after 
< され with anthelmintic treatment with anthelmintic る the cases showing the 
, Moderately infected ( ) 6 0 2 4 100.0(6/6) 
し Lightly infected () 39 — — 17 22 56.2(22/39) 
B) 
を Moderately infected (本 5 0 1 4 100.0 (5/5) 
Lightly infected (+) 45 — — 8 37 ; 82.2(37/45) 
*( 掛 ), ( 寸 ), and (+) indicate the number of eggs found in a sheet of cover glass (18Xx18 mm), 
も $ つ showing 1-10, 11-100, and more than 100 eggs per coverglass respectively. 
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Fig. 1 Thermal aanalysis to test the formation 
of additional campound between Santonin 説 
and 2-phenylquinolin-4-carboxylic acid 


H 


Fig. 2 New glass tube used for Magnus’ method 


内 経 約 3 cm, 長 さ 25cm の が ガラス 竹 に 4 本 の が ラ 
枝 を 附け , L り Locke を ガラス の 目 
加え A か ら を ガ が ラス フォ ルター を 通し て 
に 吹き 込み , ボン プ M か ら コ コック を 左 に 倒し 
て 薬液 を 必要 量 注 加 し , 後 コ ッ ク を 右 へ 戻し て ポ 
ンプ を 引く と 下 の MK に 空気 が 入り 再び 
ッ ク を 左 へ 倒し て 空気 圧 を 加え つつ 薬液 を ガ が ラス 
フィ ルター 上 に 徐々 に 押 し 出す . 従来 ピ ネ ミッ ト を 
重用 し て 上 部 ょ り 薬 液 を 注 加 し て いた の と 異 り , が 
ラス フィ ルター を 通し て 出 て 来る 空気 に よ つ て が 
ラス 管内 容 液 に 均一 に 分 散 す る . 反応 後 S か ら 吸 
引 し て 内 容 を 除去 , 再び L ょ り 液 を 加え て 洗浄 す 
る . 


27.02%2(10/37 う な る 卵 陰 転 率 を 示し た の に 比 し , Santonin 
(0.05 う に P.Q.C( 0.83) を 加え た 対象 は 34.42% (10/29) 
と , 更 Group III は K-acid ( 0.005), Santonin(0.05) 
が 陰 転 率 60.22% (44/78 これ に P.Q.C. (0.3) を 
えた も の の 転 は 80.92% (68/84) と A と 間 の で 
の Group の 実験 例 に 就 い て 有意 の 差 が 認め られ た . 

Table 5 は 感染 濃度 の 上 か ら 同 様 に A, B 間 に 就 て 検 
討 そ の 貝 卵 減少 率 を 観察 し た . 

A 和 群 の 服用 せる 薬物 は Santonin 0.05 &g Macnin 1.0 
&B 和 群 は A 群 服用 量 に P.Q.C. 0.5g を 加え た も の を 上 服 
用 せしめ た (対象 小学 6 年 生 う . 

実験 結果 は A の 減 少 率 は 62.2% (28/45), B の 
少 率 は 84.0%6 (42/50) と か な り の 差 が 認め られ る . 

8) P.Q.C. の 筋 中 の dehydrogenase 作用 阻害 

力 

前 述 の 方 法 で 1 2% P.Q.C.-Phosphate buffer と 対象 と 
の メチ レン プラ ウ の 脱色 時 間 を 測定 し Table 6 を 得 た 。. 
Table 6 の 結果 か ら P.Q.C. の 艇 中 の Dehydro- 
genase 作用 阻害 力 は 認め られ ず 酵 素 学 的 に は この 物質 は 


Table 6 Effect of P.Q.C. on dehydrogenase acti- 
vity of A. lumbricoides muscle 


Decolorizing time of M. B. 


7.5m 
control 7.5m 
4) 熱 分 本 


Santonin と P.Q.C. の 熱 分 析 に 依る 状態 図 は Fig. 1 
に 示す 様 2 本 の 相 な る , 1 本 の 湿潤 及 1 
個 の 共 融 点 よ り 成 る . 

と の 事 は 二 成 分 間 に 分 子 化合 物 の 形成 が 見 られ 刀 事 を 
意味 し , Santonin と P.Q.C. の 複合 投与 に お ける 環 虫 如 
と し て の 帯 性 の 増強 は と これ ら 二 成分 の 分 子 化合 物 形 成 に 
よる も の で な い 事 を 図示 する . 

5) P.Q.C. の シマ ミミズ 神経 筋 に 対す る 作用 

Fig. 2 に 示す 様 な 改良 ガラ ス 管 を 作成 し , 前 述 の 方 法 
で P.Q.C. を 加え シマ ミミズ 神経 筋 の 運動 を カイ モグ ラ 
フッ の 媒 煙 紙上 に 画 か し め た 所 Fig. 8 の 如く 抑制 作用 , 
部 嫌 作 用 の 何れ も 見 られ な か つた . 

商 , 使用 た P.Q.C. 溶液 は Lock 改変 液 (小林 ・ 板 東 
1951) に 100cc 中 100 mg の 割合 で P.Q.C を 溶解 し , 
その も の を 改良 ガラ ス 管 に 注 加 し て 10!~10-* 倍 間 に 就 | 
いて 検 し た . 
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Fig. 3 Fffect of P.O.C. on the muscle-nerve 
preparation of the earthworm 


Locke 改 座 液 50cc 中 に 懸垂 せる シマ ミミ ズ 神 経 筋 
に 対し て P.Q.C. を 作用 せ し あ た 場合 で , 数 値 は 
0.1% P.Q.C. Locke 性 変 液 の 注 加 量 を 示 し R 点 は 
1,000 倍 溶液 に 置換 し た 点 を 示す が 何れ ゃ 話 化 は 
認め ちら れ な い 30sec を 示す . 温 25°C 


以上 の 実験 結果 か ら P.Q.C. と Santonin の 複合 投与 に 
依る 卵 陰 転 率 の 上 昇 は 明らか に bile substance の Santo- 
nin へ の 影響 に 起因 する も の と 推定 され 得る 、 

従来 , この 種 の 実験 成績 は 一 , 二見 られ た が こと これら 他 
因子 に 関し て の 検討 は 殆 ん ど 見 られ ず , 前 者 の 観察 の み 
に 終り 後者 に 言及 し た も の は 殆 ん ど 無 い . 

し か も 前述 で の 言 の 如 く と の 点 は 極め て 重要 で ある . 

実験 結果 (1 う , (2 う そし て ( 8) を 除く 他 の 実験 
結果 は 他 因 子 が 卵 陰 転 謙 の 上 昇 に 寄与 し て いな い 事 実 の 
究明 で ある . 

一 般 に 分 子 化合 物 を 形成 する 事 こ より, 個々 の 有機 薬 
品 化合 物 が 薬理 的 に 好 結 果 を 得る bint os 
多い . 

熱 分 析 を 使用 し た 本 実験 で は bile substance の み が 
Santonin の 作用 関 係 し て いる 事実 の 証明 と し て 
えた P.Q.C. と Santonin と の 熱 分 析 を 行い , 分 子 化合 
形成 が 見 られ 事 を も つて こと の 分野 で の bile sub- 
stance の Santonin え の 影 響 以 外 の 他 基 子 が 存在 し な い 
事 を 熱 分 析 の 見 地 か ら 検 討 判定 し た . 「 


同様 に 其 の 目的 か ら キ モグ ラフ ン を 使用 し て の P.QC. . 


の シマ ミミ ズ 神 経 科 に 対す る 作用 を 観察 し た が 其 の 結果 
か ら は P.Q.C. は は な り 得 な い 事 が 推定 され た . 

研究 過程 の 推移 と 伴い 駆虫 薬 の 作用 機 庁 に 関し て の 分 
野 に 文 線 学 的 研究 が 登場 し , 各種 駆虫 剤 の 作用 機 庁 は 解 
明 に 近づき つつ ある . 

直接 作用 は その 意味 で も Santonin の 作用 機 記 の 分 野 
で 極め て 大 き な 因 子 で ある . 

以上 の 実験 及び 考察 か ら Choleretica 投与 に お ける 緒 
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陰 転 率 の 増大 は Choleretica に 依る 二 次 性 産物 の bile 
substance の 界面 活性 作用 , 溶解 補助 作用 等 が 大 き な 要 
因 と し 予想 され 得る . 

と れ ら に 関し て は 目下 検討 中 で ある . 

と の 問題 点 が 解明 され る 時 は , 従来 の bile と Santo- 
nin の 関係 に 関し て 最終 的 な 決定 と な る で あろ う 事 は 要 
像 に 難く な い . 

Choleretica 物質 2 -Phenylquinoline- 4 -carboxylic acid 
(Chinophenum) を 使用 し て Santonin と bile と の 関係 
に 就 い て 実験 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 た . 

1. 臨床 実験 は 小学 生 を 対象 と し て 行 つ た . 各 group 
A は 駆虫 剤 単独 服用 , B は 駆虫 剤 に Choleretica を 加え 
て 比較 し た . こと の 実験 か ら 貝 卵 陰 転 素 は Group 1 は A 
は 64.1% (43/60), B 88.42% (54/62) , Group II は 
同様 に 272% (10/37) : 34.42%2 (10/29), Group III は 60.2 
% (44/73) : 80.9 % (68/84) と , 又 虫 卵 減少 率 は A は 
62.22% (28/45), B は 84.0 2 (42/50) と 各 和 群 に お いて 
Choleretica を 含む も の と 含ま な いも の の 間 に 有 意 の 差 が 
認め られ た . 

2.。 Thunberg Anlgren の メチ レン プラ ウ 法 を 利用 し レ 
て 中 に 存在 する dehydrogenase の 作用 に 対す る 
2 -Phenylquinoline-4-carboxylic acid の 抑制 作用 の 有無 
を 検 し た が 其 の 作用 は 無く は 認め られ な か つ 


8.。 thermal analysis に よ つ て Santonin と 2-Phenyl- 
quinoline-4-carboxylic acid と の addition compound 和 形 
成 の 有無 を 検 し た が 状態 図 は addition compound は 出 
来 な い 事 を 示し た . 

4。 マグ ヌス 法 を 利用 し て の シャ マ ャ ミミズ 神経 筋 に 対す 
る 影響 は 抑制 作用 , 興 奪 作用 共に 認め らち られ な か つた . 

5. 2 3, 4 の 結果 か ら 2-Phenylquinoline-4-carbo- 
xylic acid と Santonin の 複合 投与 に お ける 卵 陰 転 率 の 
増大 は Santonin の 環 虫 駆虫 効果 へ の bile の 作用 で あつ 
て Choleretica に 依る も の で な いしい . 


本 研究 の 一 部 は 薬剤 学 (1959. 3) に 実験 ノー ト と し て , 
叉 一 部 は 第 6 回 北日本 寄生 虫 学会 に 於 て 発表 し た . 

稿 を 終る に 臨み 御 校 の 労 を 賜 つ た 当 教 室 , 林 平 三郎 
教授 に 深謝 し , 叉 御 指導 を 賜 つ た 東京 大 学 薬学 部 野上 寿 
教授 , 当 教 室 関 口 慶二 助教 授 及 び 本 研究 に 御 援助 下さ つっ 
た 桜田 ヤ = ェ 氏 井 戸 初美 氏 の 各位 に 対し 感謝 申し 上 げ る . 
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STUDIES ON THE RELATION BETWEEN CHOLERETICA AND 
SANTONIN IN ANTHELMINTIC EFFECT ON ASCARIS 


KAORU SERIDA 
(Faculty of Pharmacy, School of Medicine, Hokkaido University, Sapporo, Japan) 


To shed further light on the mechanism of anthelmintic action of Santonin against Ascaris 
lumbricoicoides, somewhat different type of clinical and laboratory experiments were performed 
using 2-phenylquinoline-4-carboxylic acid (P.Q.C.), as a kind of choleretica. 

1) Two groups of schoolchildren were chosen ramdamizedly, one of which as administered 


with only anthelmintic and other, 


with anthelmintics plus P.Q.C.. 


After administration the 


ratios negative for ascaris ova were recorded respectively. Statistical analysis made on these data 
resulted in the significant difference between these two ratios obtained from both groups. 

2) There was no inhibitory effect of P.Q.C. on dehydrogenase activity of ascaris muscle by 
the use of Thumberg method of methylene blue decolorizatin time. 

3) Thermal analysis was conducted to elucidate the formation of additinal compound between 
Santonin and P.Q.C.. No formation of such a compound was detected. 

4) Neither inhibitory nor stimulative effects of P.Q.C. on the muscle-nerve preparation of 


the earthworm (Eisenia sp.) were observed. 


5) From abovementioned results significant difference observed in clinical experiment is not 
due to cholertica but to correlation between bile and Santonin used. 
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人 体 肺 吸虫 症 の 病理 
肺 に け る 外科 的 切除 16 症例 に つい て の 


横川 


裕之 


千葉 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 (寄生 虫 学 教 鹿 ) 
(昭和 34 年 12 月 1 日 受領 ) 


は 
人 体 肺 吸 虫 症 の 肺 肛 の 病理 に 関し て は 古 く は 大 谷 
(1887, 1888), 山 極 (C1891 う , 桂 田 (1899 う , 瀬川 (1911), 
三角 (1914 , 田 (1914 , 安藤 1915), 横川 1919) 
Musgrave (1907) 等 を 始め 多数 の 研究 者 に より 人 体 誠 
検 所 見 を 中心 と し て 詳細 に 記載 論述 され て いる . 然し 本 
変 の “成り 立ち 方 特に 肺 肛 お る 貝 成 機転 に 
つい て 病理 学 的 解析 を 試み た も の , 或いは 人 体 よ り 摘 出 
し た 肺 吸虫 虫 体 に つい て 寄生 虫 学 的 検索 を 加え た も の は 
必ず し も 多く は な い . 先 き に 著者 ら (1958) は と これ ま 
で に 得 ら れ た 11 症 例 の 人 体 肺 吸虫 症 患者 の 肺 臓 病巣 部 の 
外科 的 切除 材料 に 就 い て 病理 組織 学 的 観察 を 試み , 肺 臓 
に お ける 病変 は 肺 吸虫 寄生 に 基づく 免疫 形態 学 的 理解 が 
可能 で ある 点 を の べた が , 今回 は 更 ら に 5 症例 を 追加 す 
る と 共に , 得 ら れ た 寄生 虫 体 に つい て も 寄生 虫 学 的 な 観 
点 か ら 詳 細 に 観察 し , 2~ 8 の 興味 ある 所 見 を えた の で 
前 回 の 報告 と 合せ て と ゝ > に その 結 的 観察 結果 を まとめ 
て お きた いと 思う . 猫 人 体 肺 職 に お ける 病変 の 考察 に 当 
つて は 人 以外 の 動物 肺 吸虫 症 の 場合 に お ける 病変 と も 比 
載 し レ し 人体 に お ける 病変 の 特徴 の 把握 に 努め た . 
実験 材料 と 方 法 

人 体 肺 吸虫 症 の 病 材 料 は 第 1 表 に 示さ れ た 如く , 各地 
の 肺 吸虫 症 流 行 地 に お ける 病院 若しくは 結 入 療 養 所 に お 
いて 病巣 部 を 切除 され た も の で 既に ホル マリ ン に て 固定 
され て いる 16 症 例 の 材料 で , 特別 の 御 厚意 を 得 て 譲 りう 
けた も の で ある . と の 共同 時 に 虫 体 を も 分 譲 さ れ た も の 
は 5 症例 で あり , 病 材 料 と に つい て は へ マト キシ リン ーー ニニ 
オォ ジン 染色 , ワン ギー ソン 染色 , メス チー ルル 緑 一 ピロ = ン 楽 
色 , 好 銀 線維 染色 (G6mdri 法 ) を 行い , 虫 体 に つい て 
は 貝 卵 , 皮 団 , 染色 標本 と ょ る 卵巣 の 形態 に 主眼 を お いて 


寄生 虫 学 的 観察 を 試み た . 人 以外 の 動物 肺 吸虫 症 で は 第 
2 表 の 如く 実験 感染 並 に 自然 感染 の も の に つい て 人 体 の 
それ に 準じ て 比較 観察 し た (但し 本 息 に お いて は ウェ ス 
テル マン 肺 吸虫 の 実験 感染 と ょ る 犬 肺 吸虫 症 の み を 記述 
し の 自然 感染 つい て は 既に 概略 は 著者 (195 
に ょ つて 報告 され て いる の で 省略 する ). 
実験 成績 

人 体 肺 吸虫 

(A) 臨床 診断 と の 関係 

第 1 表 に も 示さ れ て いる 様 に 16 症 例 中 僅か 1 症例 の み 
が 最初 か ら 肺 吸虫 皮 内 反応 に と ょ つて 肺 吸虫 症 と 診断 され 
て いる が , 他 は 林 く 肺結核 症 の 診断 の も と に 可 成 り 長期 
に 豆 る 対 結核 療法 が 施行 され て いた . 即ち 正確 に 本 症 と 
診断 され る に 至る まで の 内 容 を 見 る と 次 の 如く で ある . 
(1) 終始 肺結核 症 と し て 対 結 核 療法 が 施行 され , 病 

巣 部 切除 手術 と よ つ て 始め て 肺 吸虫 症 の 診断 が 


えら れ た も の ecceeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 6 例 
(2) 肺結核 症 と し て 入院 加療 中 , 検 療 に ょ つて 肺 吸 
虫 卵 を 認め 診断 が 確定 し た も の ーー……… 4 例 
C8) 肺結核 症 診 断 で 外来 加療 経過 中 検 療 に ょ り 肺 吸 
虫 卵 を みとめ 診断 が 確定 し た も の ………… 2 例 
(4) 肺結核 症 で 入院 加療 経過 中 肺 吸虫 症 皮 内 反応 に 
よ つ て 見 出さ れ た も の enneeeeeeeeeeeee 3 例 
(5) 入院 せ ず 始 か ら 皮 内 反応 に ょ り 診 断 さ れ た も の 


表 中 No. 5 及び No. 11 症 例 出 性 肛 の 既往 
が みとめ られ て いる 点 は 注目 すべ き で ある . 

CB) 病 の 位置 と 寄生 数 

外科 的 に 切除 きれ た 病 梨 部 の 位置 は 次 の 加 く で あつ 


本 研究 費 の 一 部 は 交 部 省 科学 研究 費 ( 肺 吸虫 研究 班 ) の 補助 を 受け た . と と に 人 附 記 し て 謝意 を 表す る . . 
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第 1 表 人 体 肺 吸虫 症 の 病巣 部 外科 的 切除 16 症例 の 内 訳 


発病 ょ 手術 対 結核 療 部 ょ り 


ウネ テル マッ 東京 1954 


No. 25 8 同 1.5 年 1 同 国立 沼津 病院 
3 .28 3 1 化学 療法 1 同 上 1987 
国立 高知 療養 所 
No 7 21 同 5 年 人 工 気 胸 術 1 同 
No 8 17 同 4 年 化学 療法 同 国立 療養 所 
No. 12 19 4 同 4 年 化学 療法 ( 下 卵 十 ) 同 国立 高知 療養 所 
No. 14 15 8 同 3 3 年 化学 療法 同 国立 愛媛 療養 所 
第 2 表 実験 材料 の 内 訳 
動物 名 実験 例 数 肺 吸虫 の 種類 感染 様式 備 考 
い ぬ ね 13 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 実験 感染 metacercaria 投与 後 25 日 より 6 年 9 ヵ カ 月 に 至る 
4 1 自然 感染 
ね に 7 2 実験 感染 metacercaria 投与 後 32 日 より 102 日 に 至る 
1 metacercaria 1 = 投与 実験 例 
6 大 平 肺 吸 自然 感染 
で ま 1 何れ ゃ 静岡 県 豆 地 方 に て 捕獲 れ た ゃ の 
し も し 1 
ぶ た 2 ッ ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 Ml 静 岡 県 下田 町 属 殺 場 に て 検出 し た も ゃ の 
0 A 16 ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 4 各地 流行 地 た に て 病巣 部 外科 的 切除 例 
a) 右上 葉 例 体 を 蔵 す る 空洞 は その が 
b) 右 中 ………… 4 例 よ つて 形成 され 何れ の 場合 も 細 血 管 の 新生 る 
c) 右 下 葉 …………… 1 例 細 が 特に 目立つ . 
d) 左下 葉 2 例 その 細 胸 か ら 拡張 の も の が 可 成 多 
e) 明細 を 欠く も の …2 例 く 一 部 は 軟化 性 空 みとめ られ る . 内 及び 
| 寄生 虫 体 数 は 第 1 表 で た 如く 16 症 例 中 8 症例 で 芽 組 織 内 に は 多数 の 虫 卵 が 散見 され る が 一 部 の 症例 に ば 
は 体 を みとめ え ず 病巣 部 に 多数 の 肺 の を と みとめ る も の も あつ た . 殆ど の 
め た が 爾 余 の 18 症 例 で は 全て 1 匹 の 虫 体 が 摘出 され て い で は 空洞 内 に は 虫 体 若しくは 好 酸 球 , 好 中 球 及び 組織 球 
肺 肛 病理 組織 学 的 所 見 の 概要 Charcot-Leyden みとめ た . 
各々 の 症例 に ょ つて 反応 程度 の 差違 が みとめ め ら れる i 類 上 皮 細 胞 結節 て epitheloid cell tubercles) の 形 
が 総括 し て その 特徴 を 述べ れ ぼ 次 の 如く で ある . 成 (Pl. 3 一 7, 一 8, 一 9, 一 12, PL 4 一 13, 一 15》 
i) 貝 概 形 成 と その 肉芽 組織 の 性 状 (PI. 1 一 1, 一 2, 大 多数 の 症例 に お いて 貝 卵 若 く は 卵 毅 を 中 心 と し て 単 
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第 3 表 実験 的 犬 肺 吸虫 症 の 病理 学 的 所 見 の 概要 } 
メタ セ 
実験 大 ルカ リ 経過 類 上 
有無 組織 の 性 状 
(=) 出 性 炎 ヵ タ 性 炎 一 の 素 線 
同 上 
上 同上 
無 。 一 部 支 上 
No 3 50 51 な ら 無 体 附 近 の 気 "線維 性 
軟化 性 ? 虫 炎 及 び 増 
No 4 20 58 有 体 を 中 心 と し て 線 殖 性 炎 , へ モジ 同 上 
維 組織 形成 デリ ン 沈 高 度 
同 上 線維 
? 
似 皮 の 増生 
No 7 90 85 肪 内 大 細胞 出 No 2 に 無 め て 管 
至る No. 4 に 類似 Nolk 
No. 8 85 126 有 No. に 類似 肺 硬 No. 6 に 類似 似 同 
同 上 
の 同 上 
( 小 形成 ) 
6 年 曳 附近 に 限局 て 比較 的 硝子 化 。 
No 13 29 の 同上 し て 慢性 線維 性 皮 増 殖 目 立 心 人 同 上 
る レ 月 間 質 炎 無 気 肺 2 っ 芽 組 織 形 成 
内 
り 多 核 性 大 型 細胞 即ち 類 上 皮 細 胞 群 の 集積 こよ る 結節 形成 が G6mdri に ょ る 鐘 銀 染色 を 施し て 観察 する と , 中 心 部 に 
みとめ られ た . 多数 の は 周辺 部 は 線維 性 に 被 。 お ける 好 銀 性 の 細線 開 し 全く 消失 し て いる も 
に は され た 限局 性 肉芽 笑 で , 結核 症 に 見 られ る 類 上 皮 細 胞 結 。 の も 多く み ら れ た (PI 3 一 12, PL 4 一 13). 猫 之 等 結節 
症 休 節 と 極め て 類似 し て いた . 結節 の 中 心 部 は 一 部 変性 融解 周辺 部 及び 卵 明 に 近接 し て 暴 物 巨 細胞 及び ラン グ ハ ン スズ ス 
織 球 好 中 球 の 出現 を みとめ る も の も ある が , 一 部 に お いて = 氏 型 巨 細胞 の 形成 が 刻々 みとめ られ (PL 3 一 9), 時 々 
且 う 均等 に エ オ ジン に 好 染 し , 明らか に 乾 酷 性 病変 と 思考 さ 中 心 部 に 極め て 多数 の 核 を 有する 多核 巨 細胞 の 出現 を も 
れる も の に 遭遇 し た . 第 8 症例 に お いて は 乾 酷 化石 灰 化 みとめ た . 
の 形 を みとめ た 所 調 Conglomerate tubercle の 形成 像 で あつ 缶 ) 肺炎 像 (PL 2 一 4, 一 5, 一 6, PL 3 一 7, 一 10, 一 11) 
-15) た (PL. 4 一 15). 猫 第 10 症 例 た に お いて 結節 中 心 部 は 明らか 必ず し ゃ 一 議 で は な い が 多 く は 急性 若く は 亜 急 性 出 
て 骨 細 胞 及 び 買 の 新生 を め た . 等 の 結節 部 を 性 は 出血 性 の 気管 炎 の 像 と 陳 旧 な 性 間 性 肺 
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第 4 表 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 感染 動物 群 の 病理 学 的 所 見 の 比較 


病理 学 的 所 見 い ぬ た ぬき 
実 論 例 数 16 13 7 2 1 
虫 形 成 有 有 有 無 
線維 芽 細 胞 の 
好 酸 球 出 現 て 高度 著 な ら ず 明 な ら ず 
細胞 て 著 明 明 明 ゃ 著 明 
明 明 明 明 著 明 な ら ず 
上 皮 細 胞 形成 て 旧 例 
( 卵 ) (6 年 9 月例 ) に 少 
の み に 少 め ら る 
中 心 部 変性 叉 は 消失 み ら る られ ず た 傾く 無 
細胞 各種 巨 其 だ 多 し に , 少数 あて 少し 
急性 ~ 亜 消 出 性 肺炎 , 出血 性 ヵ 略 々 左 と 同じ 比較 的 限局 し 
タル 時 に 的 感 の 場合 と 同 た 性 肺炎 比較 的 限局 し 
急性 肺炎 染 に ょ る 化 様 と 増殖 性 肺炎 た 出 性 
血管 病変 あ て 著 
気管 の 支 炎 , 気 炎 著 明 
気 炎 , 傍 気 管 支 カタ ル 性 左 に 同じ 気 の 病変 
炎 と が 同時 に 混在 し て みとめ られ た . 前 者 は 主として 貝 jv) 気管 記 炎 及び その 拡張 (PL. 4 一 14) 
体 を 中 心 と し た 空洞 周辺 部 の 肺 組織 と みとめ られ る 病変 肺炎 像 と と も な う 小 気管 玉 に お ける 変化 は カタ ルル 性 炎 


で , 肺 胞 腔 内 に は 多数 の 赤血球 , 大 喰 細胞 , 劉 離 し レ た 上 
皮 細 胞 , 好 酸 球 , へ モジ デリ ン 沈 着 の みとめ られ る 組織 
球 , 好 中 球 を 充満 し , 一 部 に 線維 素 の 析出 も みとめ , エ オ 
ジン に 好 染 する 液状 物 を 充満 し て いる も の も 認め られ 
た . 肺 胞 壁 は 高度 に 浮腫 状 を 呈し 細 血 管 充 坦 し 出血 並 に 
好 中 球 , 好 酸 球 , 組織 球 が 高度 で , 線維 胞 の 増 
生 像 を みとめ た . 増殖 性 間 質 性 肺炎 像 で は 肺 胞 に お け 
る 線維 性 肉芽 組織 の 増生 と よる 著 る し い 壁 の 肥厚 像 が 目 
立ち , 一 部 肺 胞 腔 は た め に 全く 消失 し , 所 調 肺 硬 変 を 量 す 
る 場合 も すく な く な か つた (PL 2 一 4, PL 3 一 7, 一 10). 細 
舌 管 を 中 心 と し た 細胞 反応 の 内 特に 形質 細胞 の 出現 が 著 
る し く , 一 部 散布 され た 虫 卵 に よる 線維 性 肉芽 も 辰 々 み 
とめ られ た . 猫 何れ の 症例 を と わ ず 肪 膜 に お いて は 線維 
性 (時 に 線維 素 一 線維 性 ) 肪 膜 肥厚 像 が みとめ られ た . 


で あつ て 腔 内 え の 上 皮 の 鉛 離 , 及び 好 酸 球 , 組 織 球 の 出現 
が 著しく Charcot-Leyden 結 品 を 多数 みとめ る 点 に つい 
て は 上 述 し た . 高度 な も の に お いて は 上 皮 細 胞 は 林 く 夫 


脱し 。, 
れ た が , 


壁 が 深く 潰瘍 性 病変 を 呈 し て いる も の も みとめ ら 
や 性 に 移行 し た 像 で は 却 つ て 気管 衣 は 


高度 の 増生 像 を 示し , あたかも 重層 局 平 上 皮 を みる 如く 
に 数 層 に 増生 し 所 調 “squamous metaplasia を る 
も の も みとめ られ た . 気管 は 何れ も 可 成 り 高 
な 拡張 を 来 し 組織 学 的 に は 明らか に 拡張 症 の 像 で ある . 
気管 囲 も 高度 で 常に 気管 周 の 著 明 な 
肥大 増生 を みとめ た . 

v) 血管 に お ける 変化 (PL. 4 一 17, 一 18) 

肺 臓 中 等 大 血管 に は 辰 々 内 膜 増生 や 硝子 化 を みとめ 小 
血管 で は 浮腫 状 化 , 細胞 に よる 血管 及 び 
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血管 迷 を みとめ た . 血管 周囲 性 細胞 反応 と し て は 特に 形 
質 細 胞 の 浸 集 が 目立ち 時 に 血管 を 中心 と し た 硝子 化 せ る 
限局 性 肉芽 腫 を みとめ る 場合 が あつ た (PL 2 一 4,PL 3 一 
112. 

(D) 貝 体 の 寄生 虫 学 的 所 見 

病巣 部 切除 に 際 し て 得 ら れ た 貝 体 の 内 , 著者 ら に 分 譲 
され た も の は 5 虫 で ある つた . 先 に 述べ た 様 に 何れ も 1 埋 
中 1 虫 寄生 の も の で あり 既に ホル マリ ン 固 定 を され て い 
た ゝ め に 。 虫 体 の 一 部 は 破損 し て いた . 従 つ て 皮下 に つ 
いて は 詳細 に 観察 出来 た が , 内 部 構造 , 殊 に 卵 菓 の 形態 
に つい て は 明らか に な し えた も の は 2 虫 の み で あつ た . 

皮 

皮 隷 の 観察 と こ あ た つて は 染色 前 に 腹 吸 盤 の 周辺 部 及び 
虫 体 の 前 端 部 と 後 端 の 8 カ所 より 鋭利 な カミ ソリ の 刃 で 
表皮 を 別離 し , 無 染色 の ま ゝ 鏡 検 し た . その 結果 は 観察 
例 5 虫 の 内 4 虫 は ウ 型 皮 隷 と 云え る も の で 単 生 の も の が 
凡 ん どす べ て くさく あ つた. 然し , 動物 寄生 の も の に み ら れ 
る ど とく , その が 鋭利 な も の は 極め て 少く , 
概して その 人 失 端 は 鈍 か 或いは PL 1 一 1, 及び PL 1 一 2 の 
加 く その 人 失 端 の み が , 2~ 38 本 に 分 岐 し て いる も の が みみ 
られ た . 第 "症例 の 体 の 皮 は PL. 1 3 に 示し た 如 
く , 8 本 乃至 5 本 の 皮 隷 が 群生 し て いる 如く み ら れ る 
も の が あり , これ は むき し ろ 大 平 肺 吸虫 の 皮 球 に 近い と 考 
えら れる も の で あつ た . 

卵 
卵巣 の 形態 を 明か に な し えた も の は 上 述 の 第 8 症例 及 
び 第 "症例 に つい て ゞ あぁ つた. その 結果 は PL 1 一 4 及び 
PL.1 一 5 に 示し た 如く 明か に 6 本 の 分 岐 が 認め られ た が , 
その 分 岐 は 多少 樹 枝 状 に 分 岐 し て お り 感染 犬 歌 い は 猫 か 
ら 摘 出し た 虫 体 の それ と 比べ る と 生 々 その 分 岐 は 複雑 で 
あつ た (PL 参照 ). 

卵 
検査 材料 と し て は 貝 体 及 び 病 巣 部 より の 貝 卵 (ホル マ 
リン 固定 を 用 いた . 何れ も 型 で 卵 厚 さ は 小 
な い に 肥厚 し 左右 も や ゝ 異な り , 小 着 
部 の 模様 る 明か に , 必 型 虫 卵 の 特徴 を 具 え て いた . 

iv) 貝 体 の 同定 
以上 の 寄生 虫 学 的 所 見 か ら , 皮 球 , 卵 江 の 形態 に お い 
て は , 大 平 肺 吸虫 或 い は ケリ コツ ト 肺 吸虫 の を それ に 近い 
と 思わ れる も の も あつ た が , 貝 卵 の 形態 は 何れ も 明か に 
ワ 肺 吸虫 の 特徴 を 備え て いた こと か ら す べ て ウェ ステ ル 
マン 肺 吸虫 と 同定 し た が と の 点 に つい て は 後に 今 一 度 考 
. 


(TI 犬 肺 吸虫 症 の 肺 臓 病変 に つい て 

ウ 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 25 コ より 125 こ に 至る 種々 
の 量 を 成 犬 に 感染 せしめ , 経口 投与 後 25 日 より 84 日 , 42 
日 等 265 日 に 至る まで に 不定 期 で は ある が 
見 し て その 所 見 を 比較 観察 する と 共に , 更に 1 頭 に お い 
て は 6 年 9 ヵ月 の 長期 間 経 過 例 を 追加 し , 之 等 に つい て 
詳細 に 観察 し た . それ ら の 成績 は 第 8 表 に 示さ れ た 様 に 
感染 後 58 日 以上 を 経過 し た 全て の 実験 例 に 虫 旨 形 成 が 確 
認 さ れ , 略 々 と の 時 期 よ り 出 性 肺炎 を 主体 と し た 病変 
は 亜 急 性 若く は 慢性 の 増殖 性 肺炎 に 移行 し つっ > ゝ ある 模様 
が 確認 され た . その 病変 並 に 細胞 反応 は 人 体 の それ に 可 
成り 類似 し て は いた が , 定型 的 な 類 上 皮 細 胞 結 節 を 多数 
みとめ た 例 は 6 年 9 ヵ月 経過 例 の 一 頭 の み で あり , 何れ 
の 例 も 好 酸 球 浸 集 は 人 体 の それ に 比 し て 極め て 軽微 で あ 
る 点 が 異 つ て いた . 然し 征 ら 形質 細胞 反応 や 血管 病変 は 
人 体 の それ と 何等 異な る 所 が な く , 肺 硬 変 も 高度 に み と 
め ら れ た が , 一 方 , 二 次 的 感染 の みとめ られ た 肺 肛 瘍 或 
は 出血 性 梗塞 の 像 も みとめ られ た . 感染 後 長 時 日 を 経た 
例 で も 病巣 部 の 石灰 化 又は 化 骨 機 転 等 は みとめ られ ず 
Charcot-Leyden 結 品 は 1 例 も みとめ えな か つた . と の 
点 に つい て は 本 結晶 が 好 酸 球 矯 粒 に 由来 する と する 説 に 
有力 な 根拠 を 与え うる の で は な いか と 考え られ る . 貝 概 
性 空洞 の 内 壁 の 細胞 学 的 構築 か ら 寧 ろ と の 由来 は 肺 実質 
の 空洞 と 求め うる 場合 が 多い 様 で 気管 支 拡張 性 
も 人 体 に お ける 程 に は 重要 視 さ れ な い 様 に も 思わ れ た . 
猫 何 れ の 症例 も (線維 素 ) 線維 性 肪 膜 人 炎 の 像 を みとめ た 
点 や , 肺炎 病巣 に お ける へ モジ デリ ン 沈 着 の 著 る し い 大 
喰 細胞 の 出現 に つい て は 人 体 と 殆 ん ど 同 様 で あつ た . 首 
赤 6 年 9 カ ヵ月 経過 の も の (No. 183) で 興味 ある 点 は 投与 
し た メタ セル カリ ア 数 は 65 こ で あつ た に る も 拘ら ちず, 若 検 
に 際 し て 得 ら れ た 貝 結 節 ( 虫 要 ) の 数 は 計 10 っ で あり , 
内 虫 体 を 2 虫 容 する も の は 1 この み で , 他 は 1 虫 の み の 
ぁ の 6 , 体 の みとめ られ ず の み 充満 し て いる も 
の が 8 っ で あつ た . と この 点 に つい て 今 一 度 論議 し た い . 

考 

(1) 診断 に つい て 

肺 吸虫 症 が その 一 般 症 状 と 共に 文 線 所 見 上 か ら ゃ も 極め 
て 結核 症 に 類似 し て お ぉ おり , た め に 流行 地 に お いて 屋 々 本 
症 が 結核 症 と 誤診 され て いる 事 に つい て は , 著者 等 の 一 
人 塔 川 (1959) が 既に し ば し ば 警告 し て いる 所 で , と > 
に 取扱 つた 16 症例 に つい て 観察 し た 成績 で も 唯 1 例 の み 
が 最初 か ら 肺 吸虫 症 と 診断 され て お る に すぎ ず , 爾 余 の 
15 症 例 は 総 て 肺結核 症 の 診断 の も と に 1 年 より 長き さ は て 
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年 に 至る まで の 間 , 種々 の 化学 療法 を 始め 対 結 核 療 法 が 
施行 され て いる . 病 も 終始 肺結核 症 と し て 治療 され た 症 
例 で は 何れ も 病巣 部 を 外科 的 に 切除 し た 後に 始め て 肺 吸 
虫 症 と 診断 され た も の が 大 凡そ を の リ ;』 を 占め て いる 事 が 
注目 され る . 爾 余 の 症例 で は 入院 加療 中 の 検 療 に 際 し て 
肺 吸虫 卵 が 検出 され た か , 或 は 皮 内 反応 に よ ょ つて 初め て 
診断 され た も の で ある . これ は 擬 の 臨 閑 的 な 症候 の みな 
ら ず 病理 組織 学 的 所 見 か ら も その 病変 像 に お いて る ゃ も 極め 
て 肺 結 拉 症 と 類似 し て いる と と を 考え れ ば , か > る 誤診 
も 或いは 止 を 得 な いか も 知れ な い . 従 つ て 本 症 の 流行 
地 に あつ て は 肺結核 と 肺 吸虫 症 と の 鑑別 診断 に は 著者 等 
の 提唱 し て いる 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 を 必ず 実施 する とこ 
が 望ま し い . 若 し 本 皮 内 反応 が 陰性 な ら ば 殆 ん ど 決 定 的 
に 肺 吸虫 症 を 除外 出来 る か ら で あ る . 

(2) 病理 学 的 考察 

肺 吸虫 寄生 に も と ずく 寄生 部 位 に お ける 病変 は 肺 吸 虫 
の 種類 , 寄生 貝 体 数, 寄生 期間 或 は 宿主 特異 性 等 の 多く 
の 因子 に よ つ て 必ず し も 一 様 で は な い . 然し 人 体 肺 吸虫 
症 の 場合 に は その 虫 体 は ウ 肺 吸虫 で あり 一 応 好適 宿主 
と 考え られ る か ら , その 病変 発現 は 主として 人 体内 寄生 
期間 及び その 貝 体 数 と それ に 反応 する 組織 の 感受 性 ( 反 
応 性 ) の 程度 の 差 に 帰結 する も の と 思わ れる . と ゝ に 取 
扱 か つた 16 症 例 の 病変 を 通 覧 し て 最も 重要 上 且 興 味 あ る 点 
届 何 れ の 病変 も 共通 し て 肺結核 症 の 病変 と 極め て 類似 し 
て いる 事 が 注目 され る . 寧ろ 人 体 肺 吸虫 症 の 場合 の 病変 
は 肺結核 症 に 類似 し て いる 事 が 特徴 と さえ 思わ れ た . と 
の 点 に 関し て は 既に 桂 田 博士 (1900) は 本 吸虫 症 患 者 の 誠 
検 例 に つい て 要約 次 の 如く 記載 され て いる 点 を 今 一 度 考 
應 する 必要 が ある . 即 ち 氏 は “ 其 ノ 肥 芽 組織 = オイ テハ , 
彼 フ 結核 組織 = オイ テ 見 ルル モノ ト 同 ジ ク 所 調 ラ ング へ 
ンス 氏 巨 態 細胞 ヲ 形 成 セ ル 者 有 m ル ヲ 見 ル . 殊 = 第 6 例 ノ 
如 キ ハ ソ ノ 最 モ 鱗 多 ナ ル 者 ナリ . 上 記 ノ 貝 卵 ト 巨 態 細 胞 
ト へ 密接 ナル 関係 示 セル モノ 多 ク , 殊 = 同 細胞 
内 = 存在 スル 者 少 ナ カラ ザル へ 注 上 月 スベ キ コ トト ス 。 又 
新生 結 締 組織 ノ 特 = 一 定数 宛 ノ 卵子 ヲ 中 心 ト シテ 数 多 ノ 
結節 様 小結 節 ヲ 形成 シ 愉 モ 石 粉 吸入 病 Chalicosis = 比較 
スベ キ 状 態 ヲ 量 セル 処 少 ナ カラ ザル へ 興味 アル 事項 ノー 
ツ = 属 ス 」 と . 「 其 ノ 他 ノ 方 法 = 依 
テ 組 織 内 = 介在 スル カ , 単 = 機 械 的 刺 戦 ノ 結 果 ト シテ 産 
生 ヲ 続発 シ , シ テ へ 結核 様 結節 ヲ 形 成 シ 或 
ツノ 拡 延性 ノ 結 締 組 織 ノ 増 ヲ 誘 モノ ナリ 」 と 
記載 され て いる . 即ち 桂 田 博士 は その 病変 の 内 , 特に 結 
人 節 形 成 と 巨 細胞 出現 た 注目 され その 成因 に つい て 考察 さ 


れ て いる . Musgrave(1907) も 赤 そ の 病変 を 組織 学 的 に 四 
型 に 分 類 し 同じ く 結 核 様 病 変 を 記載 し て いる . 著者 等 の 
病変 観察 成績 の 要点 は 上 述 し た 5 項目 に つい て 考察 され 
る も の で あつ て , その 何れ を 問 は ず 本 症 病 変 の 成立 に 対 

て 主要 な 考察 の 資 と な りう る も の で あぁ ある. 殊 に 類 上 皮 
細胞 結節 形成 , 各種 巨 細 胞 出 現 , 肉 式 組 織 に こみ られ る 著 る 
し い 形 質 細胞 反応 及び 好 酸 球 浸 集 或 は 高度 な 組織 球 性 大 
単 核 細胞 ( 細 綱 細胞 ?) の 出現 , 血管 に お ける 種々 の 病 
変 等 は Réssle, Letterer 等 の 炎症 性 肉芽 の 概念 や , 天野 , 
武田 等 多く の 炎症 細胞 の 生物 学 的 意義 に 関す る 学説 を 度 
外 視 し て は 理解 し 上 難く, 単 一 的 な 局所 の 反応 機構 で 把 揚 
する こと と は 困難 で ある と 考え られ る .. 要 は 之 等 病変 が 貝 
体 寄 生 の 直接 的 病変 と みる より は 肺 吸 虫 実生 に も と ずく 
全身 的 な 反応 機 序 に 際 し 発現 され た 局所 反応 で あつ て , 
従来 免疫 形態 学 的 表現 と し て 理解 され て いる 所 調 “アレ 
ルル ギー” の 基盤 に 立つ た 反応 で ある と 思わ れる . 人 体 肪 
吸虫 症 に お いて は 犬 猫 そ の 他 小 動物 肺 吸虫 症 の 病変 に 
し て 特に 特徴 的 な 組織 像 を 示す 点 は 甚だ 興味 が ある . 
と > で 我々 の 興味 深く 思わ れ た の は 犬 肺 吸虫 症 の 6 年 
9 ヵ月 経過 例 に み ら れ た 類 上 及 細 胞 結 節 形 成 及び その 他 
の 病変 が 人 体 の それ に 極め て 類似 し て いた 点 で あつ て , 
犬 に お ける 長期 の 寄生 が 免疫 の 増強 若く は 感染 アレ ル ギ 
ー 発 現に 重要 な 関連 性 が あぁ ある の で は な いか と 思わ れ た . 

猫 虫 成 機転 に つい て は 可 成 り 複 ご あり, その 成 
因 を 判然 と 分 類する こと は 難 か し い が , 人 に お いて は 比 
較 的 気管 拡張 性 空 多く みとめ られ , は に 依 
つて は 軟化 性 も 必ず し な い 点 か ら 肺 に お 
る 解剖 学 的 構造 の みな ら ず 貝 体 の 移動 等 の 物理 的 刺 載 る 
大 い に 関 履 し て いる の で は な いか と 思わ れる . 著者 等 の 
検査 で は 人 以外 の 豚 いのしし 等 の 大 動物 で は 比較 的 人 
体 に お ける と 同様 気管 支 拡張 性 空洞 が 多く み ら れ 白 舟 , 
マウ ス , イタ チ 等 で は 軟化 性 空洞 が 多い 点 か ら も その 容 
洞 発 生 に 此 等 の 機構 が 関 己 し て いる も の で あろ うぅ. 

(2) 寄生 虫 学 的 所 見 の 考案 

i) 寄生 虫 体 数 と つい て 

動物 肺 吸虫 症 の 場合 に は 感染 実験 の 場合 で も 自然 感染 
の 場合 で も 共に 1 っ の 貝 結 節 内 に は 2 虫 , 時 に 8 虫 が み 
と め ら れる の が 多い 点 か ら 人 体 の 場合 に つい て 特に 興味 
を いだい た が , 16 症 例 の 中 18 症 例 に お いて 1 枝 中 1 虫 の 
み で あり , の 38 症例 で は 体 は みとめ られ ず 卵 の 
み が 多 数 に と みとめ られ た . 即ち 1 電 中 2 虫 は 1 症例 も 認 
め え な か つた . と この 点 に 関し て は 最初 か ら +1 このみ の メ 
タ セ ルカ リア が 感染 し 虫 概 内 に 寄生 し て いた も の か , 
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が み 


っ 以上 の メタ セル カリ ア 感 染 に ょ つて 貝 朴 内 の 2 虫 の 内 
1 虫 が 死滅 , 消失 し た も の か 明か で は な い . 或 は 赤貝 体 
の 発見 出来 な か つた 症例 で は 病巣 部 以外 の 部 位 と 移動 し 
て , 切除 に 際 し て 発見 され な か つた も の か も し れ な い . 
既に (1916) は 人 体 肺 吸虫 お いて は 1 1 , 
犬 , 猫 に お いて は 1 埋 中 2~ 8 虫 を みる 事 多 し と 述べ て 
いる が , 人 体 の 場合 何故 に 1 冥 中 1 虫 で る る か に つい て 
は 明か に され て いな い . 一 色 (1952 う は ウ 肺 吸虫 メタ セル 
カリ ア 5 こ を 猫 に 経口 的 に 投与 し 60 日 後に 害 検 し 1 電 中 
1 虫 の 幼 若 な 虫 体 を 得 , 虫 体 の 若 か つ た 点 を 重視 し た が 
閉 者 等 の 観察 し た 人 体 症例 の 場合 に お いて は 何れ も 感染 
了 時期 よ り 盟 く と も 1 年 以上 経 四 し て いる と 推定 され る 故 
に こと の 点 に は 疑義 が ある と 思わ れる . 寧ろ 一 色 も 同時 に 
あぁ あげ て いる 宿主 の 感受 性 及び 感染 数 (感染 濃度 )〉 及び 寄 
生 期間 こそ 重視 され る の で は な か ろう か . の みな ら ず 肺 
員 虫 自体 の 迷 入 若く は 著 明 な 移動 性 の た め に 発見 し えな 
い 場 合 も 考 護 され な けれ ば な ら な いと 思わ れる . 犬 ヒ ウ 
肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 与え た 場合 その 投与 数 の 70 
へ 802% が 感染 成立 し , 多く は 1 宴 中 2 虫 時 に 8 虫 寄 生 す 
る 場合 が 多い こと は 著者 等 の 日 常 経験 する 所 で ある が , 
と の 様 な 観点 か ら 先 述 し た 65 コ の メタ セル カリ ア 投 与 後 
6 年 9 ヵ月 経過 例 で は その 貝 井 形成 の 数 の 著 る し く 明 な 
か つた こと と 及び 貝 井 内 虫 体 数 が 大 部 分 1 喪中 1 虫 で ぁ つ 
た 点 を 考察 し て みる と , 上 述 の 諸 因 子 殊 に 終 宿主 と お け 
る 寄生 期間 が 可 成 り 重 要 な 因子 に な りう る の で は な いか 
と 思わ れる . も つと も 朝鮮 等 の 濃厚 な 感染 地域 の 人 体 剖 
検 例 で は 数 も 1 = 以上 , 虫 体 1 2 虫 を みる 
場合 も 螺 く な いと いわ れ て いる か ら 感 染 数 も 勿論 無視 出 
来 な い . 果して 人 体 の 場合 刀 然 と + っ だ け の メタ セル カ 
リア し か 感染 し な い 場 合 も あろ う が , 流行 地 の モ クズ ガ 
= 食用 の 習 横 か ら 考 えて 数 コ の メタ セル カリ ア 感 染 の 可 
能 性 も な し と し な い . 然し と この 点 に 関し , 著 者 ちら (1958) 
は 仔犬 に 1 = っ 宛 の ウ 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 投与 し た 場 
合 , 8 ヵ月 以上 を 経過 する も , 肺 臓 に 虫 杏 の 形成 は な く 
胸腔 内 に 幼 弱 な 虫 体 を 遊離 の 状態 で 見 出し て お り , 又 大 
平 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 白 削 に と 1 っ 宛 投 与 し た 場合 に 
は 体 は 成熟 する も , 形成 は み ら れ と こと を 報 
告 し た が , 人 体 の 場合 始 か ら 1 虫 の & み で も 貝 可 の 形成 が 
ある か どう か は 極め て 興味 ある 問題 で , 虫 相 形 成 と 寄生 
虫 数 と の 関係 に つい て は 更に 検討 中 で ある . 

2) 皮 卵巣 及び に つい て 

人 体 寄生 の 5 虫 の 標本 に つい て 検索 し た 結果 は 1 例 に 
お ぉ いて は むし ろ 大 平 型 皮 坪 と た 近い も の を 見 出し た 。 と の 
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虫 体 の 争 巣 に つい て 興味 を 持つ て 染色 し た 所 , 既 述 の 如 
く 多 少 の 癌 状 は みとめ られ た が 明か に 型 あ 
つた . 更に 他 の 1 虫 も 分 岐 は 多少 複雑 で は あつ た が ウ 肺 
区 と 考え られ る も の で あつ た . の 8 虫 で は 卵 
の 形態 は 明らか に し え な い が , ウ 型 で あつ 
た . 布 も 之 等 5 虫 の 虫 卵 は 何れ の 場合 も 典型 的 な ウ 型 肺 
吸虫 卵 で あつ た . 皮 隷 及び 卵巣 の 種別 分 類 学 上 の 疑義 に 
つい て は 数 の 論 が あり , 宮崎 (19483~4) う は 肺 
虫 の 分 類 上 その 皮 球 及 び 卵 巣 の 形態 学 的 差異 が , 重要 な 
鑑別 点 に な りう る 事 を 指摘 され て いる が , Musgrave 
(190)⑦ その 他 に ょ つて な され て いる 形態 の み に 
よる 分 類 の 可否 に つい て の 論 義 も 無視 出来 な い 様 に 思わ 
れる . 著者 等 の 本 材料 に と よる 皮 隷 , 卵 筑 の 変異 等 か ら 考 
察し て , 人 体 寄 生 の 場合 の 如く 相当 長期 間 の 寄生 例 で は 
か な り 両 者 に 変異 が 現われ る 場合 も 想像 され る . 著者 等 
の 例 で は 虫 卵 の 形態 は 全 例 に お いて 本 種 特 有 の 形態 を 備 
えて いる と と を 考え る と 一 色 (19583) も 辰 々 指摘 し て い 
る 如く 虫 卵 の 形態 も 種別 鑑別 上 重要 な 役割 を な し うる の 
で は な いか と 思わ れる . 要する に 人 体 寄生 の 場合 は 感染 
動物 か ら 摘出 し た 虫 体 に お ける 如く 卵巣 の 形態 
が , 明か な 種別 的 特徴 を 備え て いる と は 限ら な い の で そ 
の 同定 に 当 つ て は , 皮 卵 虫 の 8 者 の 的 
断 が 必要 と 考え られ る . 
結び 

人 体 肺 吸虫 症 の 肺 臓 病巣 部 を 外科 的 に 切除 し た 16 症 例 
に つい て 病理 学 的 並 に 寄生 虫 学 的 観察 を 試み て 大 要 次 の 
加 き 結果 が えら れ た . 猫 病 理学 的 と は 人 以外 の 肺 吸 虫 症 
殊 に 犬 肺 吸虫 症 の それ と 比較 し 考察 の 資 と し た . 

(1) 人 体 肺 吸虫 症 の 肺 臓 に お ける 病変 は 肺結核 症 に 
お ける 病変 と 類似 し て お り 結 節 の 形成 , 浴 出 性 若く は 増 
殆 性 肺炎 を 来 し と これ に 伴う 細胞 反応 に は 殊 に 好 酸 球 , 形 
質 細胞 及び 組織 球 性 大 型 単 核 細胞 が 関 恒 し て 居り 血管 に 
お ける 病変 と 共に 成立 し て いる 事 が 解 つ た . 

(2) 人 体 寄生 の 場合 に お ける 肺 明 虫 虫 体 の 寄生 虫 学 
的 所 見 で は 皮 及び の 三 者 の 形態 学 的 特徴 よ 
り ウ ェ ス テル マン 肺 吸虫 と 同定 され た が , 殊 に 前 二 者 に 
は 相当 の 変異 が みとめ られ た . 

(8) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 感染 に 基 因 する 人 体 の 示 
す 反 応 は その 細胞 病理 学 的 考察 か ら 本 吸虫 寄生 に 基づく 
アレ ルギー 機 序 と いう 観点 に お いて 理解 され うる も の と 
思わ れ た . * 

(4) 人 体 肺 吸 虫 江 に お いて は すべ て 1 雲 虫 1 虫 寄生 
で あつ た が , とこ の 点 に 関し , 長期 観察 し た 本 症 感染 犬 と 
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比較 し 考察 を 加え た . 


に 当り 肺 切除 標本 , 或いは 体 の 分 与 を 受け た , 
東京 清瀬 結核 療養 所 , 村山 白 十 字 会 , 謎 媛 国立 療養 所 , 
高知 国立 療養 所 ,。 沼津 国立 病院 及び 訟 嫌 県 大 洲 保 健 所 の 
方 々 に 厚く 御礼 を 申し上げ る. 
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Figures of cuticular spines 
Plate 1—l1 P. westermani from human lung 


Case No. 3 
ーー2 5 
ー3 7 


Figures of ovaries 
Plate 1—4 P. westermani from human lung 
Case No. 3 
ー5 
—6 P westermani from dog 


Micro-photographs of the lung of human paragonimiasis 


Plate 2—l The worm-cyst 
Fibrous granulation tissues of the cyst 
wall. Many eggs of Paragonimus wes- 
termani and eosinophilic cells in the 
cavity are observed. 

—2 Extreme increase of the fibers of connec- 
tive tissues in the cyst-wall (Van-Gieson 
Stain. ) 
—3 Infiltration of many plasma cells in the 
granulations 
—4 Lung cirrhosis 
Alveolar cavities disappear and proli- 
ferative changes are noted. 
—5 Exsudative pneumonia 
Many macrophages and desquamative 
epithelcells fill in the alveolar cavities 
and infiltration of many cells in the 
alveolar wall. 
Interstitial pneumonia 


EXPLANATION OF PLATES 


Infiltration of the lymphoid cells, plasmas 
cells, histiocytes, eosinophilic cells and 
fibroblastes, and the increase of the. 
thickness of the alveolar wall. 
Plate 3—7 Epitheloid cell tubercles 

Localized granuloma and Langhan’s; 
gigant cells are noted. 

—8 Egg-tubercles 
Epitheloid cells and egg shells are obser- 
ved. 

— 9 Epitheloid cell granuloma and gigant cells. 

—10 Lung cirrhosis and hyalinization of granu- 
lations 

—11 Pericanalicular granuloma 

—12, 13 Reticular fibers in the epitheloid tuber- 
cles. (G6mé$ri’s silver implegnation.) 

Plate 4—14 Bronchial catarrh and bronchiectasia 

Many eosinophilic cells, histiocytes, des- 
quamative epithels and Charcot-Leyden 
crystals in the bronchial cavity 

—15 Tubercle formation and caseation or cal- 
cification 
Complete caseasion and partial calcifica- 
tion, but tubercle bacilli negative: 
bacteriologically and histopathologically. 

—16 Fibrous pleurisy and subpleural haemo- 
rrhage 

—17 Oedematous changes in the blood vessels 
and periangitis 

—18 Intimal hyperplasia in the interlobular 
blood vessels 
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HISTOPATHOLOGICAL AND PARASITOLOGICAL EXAMINATIONS 
OF WORM CYSTS WHICH WERE REMOVED SURGICALLY 
FROM LUNGS OF 16 CASES OF PARAGONIMIASIS 


MUNEO YOKOGAWA & HIROYUKI YOSHIMURA 
(Department of Parasitology, School of Medicine, Chiba University, Chiba, Japan) 


16 cases of the paragonimus worm-cysts of human lungs which were removed surgically at 
sanatorium or hospitals in the various places in japan were examined histopathologically and also 
5 worms of those which were found in the worm cysts were examined parasitologically. 

These patients except one were diagnosed wrongly as lung tuberculosis clinically and treated. 
Finanl diagnosis were changed as paragonimiasis during chemotherapy of lung luberculosis or after 
operation. 

1) Diagnosed correctly as lung paragonimiasis after operation. 
2) Diagnosed correctly as lung parogonimiasis before operation, in sanatorium or hospital. 9 cases 
3) Diagnosed correctly as lung paragonimiasis at the beginning of the disease. 
All these 16 patients had only one cyst in the lungs and the location of the worm cyst in the 


lungs is as follows. 


1) Right upper lobe nnererererrreerineereeeeeeeeeeeee 7 cases 
2) Right middle-- 4 cases 
3) Right lower case 
5) Uncertain 2 cases 


One worm was found in each cyst of 13 cases and no worm was found in 2 cases. The characte- 
ristic findings of the histopathology of the worm cysts are shown in photographs. 

Five worms were given to the writer by kindnes of the several operator. Our conclusion as 
the results of the examination of cuticular spines, ovaries and eggs of these worms, are as follows ; 
All these worms were identified with Paragonimus westermani. The majority of the spines of 
the adults removed from human lungs, agreed fairly well with the characteristics, described by 
Ward and Hirsh (1915), Vevers (1923), and Miyazaki (1944) but groups of two, three or four 
spines as those of P okirai were also seen in the one asshown in Pl. 1—3. Shapes of the ovary 
of these material are very different from each individual as shown in Fig. 4 and 5. Miyazaki 
(1944) reported that P ohirai and P westermani were easily differentiated by the shape of 
ovaries, since the former shows the simple branch and the latter shows collateral branch of the 
ovary. It was seemed to the writers that it was very difficult to differentiate between P wester- 
mani, P. kellicotti and P. ohirat only by the shape of ovaries. In our material only the shape of 


eggs are always characteristic in P westermantz. 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 第 9 巻 第 2 号 187-189 頁 1960] 


2-amino-d-glucose (Glucosamine) に よ ょ る 


日 本 住 血 吸 虫 症 治 療 試験 


小宮 義孝 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
山梨 県 小 等 原 保健 所 
飯島 利 
山梨 県 立 医学 研究 所 


(昭和 34 年 12 月 8 日 受領 ) 


排 開 始 と 同時 に 治療 を 行 つ た . 薬品 投与 と 併行 し , 毎 
日 MIFC 法 に ょ り 区 便 検査 を 行い 排卵 状況 の 消長 を 検 
する と 共に , 併せ て miracidium 角 化 法 に より , と これら 
が 発育 可能 の 正常 刀 で ある か 否 か を た し か め た . 

治療 経過 を 夫々 の 例 に つき 略記 すれ ば 次 の と うり で あ 
り 。 と これ を 表記 すれ ば , 第 1 表 の 如く で ある . 

例 1, 9 歳 , 牝 , 5kg. 1959 年 6 月 10 日 か ら 0.2g/kg 
を 20 日 間 継続 投与 . 更に 第 21 日 か ら 23 日 迄 2 g/kg 投与 
し た が , 著しい 食 思 不振 を 呈し た の で , 第 24 日 か ら 1 
glkg に 減量 し 第 30 日 C7 月 18 日 ) 矢 継 続 . 7 月 15 日 艇 死 
し た . 治療 開始 より に 至る まで 毎日 検査 を 行 つ 
た が , 絡 始 産 継続 され , 且つ と れ ら の は , 


日 本 住 面 吸虫 Schzstosoma japonicum の 治療 に 関し 
Antimonyl natrium tartarate (Stibnal), 
(Neostibosan), 


て は 
Antimony-a, 4-dimercapto-potassium succinate (CTWSb) 
"等 が 現用 され て いる が , 何れ も 3 価 或 は 5 価 の Sb 剤 
で , 副作用 , 投与 期間 等 で 夫々 の 難点 を 有 し て いる . 
然るに 2 -Amino-d-glucose (Glucosamine) は Schistoso- 
miasis mansoni, S. haematobium 等 に 対し 殆ど 一 作 
用 を 示す こと は な く 高 い 治 療 効 果 を 収め , 且つ 日 本 住 血 
吸虫 症 に 対し て も 効果 が 期待 出来 る と 報 ぜ で られ て いる 
(Loughlin ら , 1958~9). 


筆者 あら は これ を た し か め る 目的 で 次 の 如く 実験 を 試み 


- 


治療 試験 
本 試験 に 用 いた 2 -Amino-d-glucose (以下 Glucosamine 
と 云う ) は 武田 薬品 工業 世 の 提供 に ょ つた . 
試験 は 動物 試験 に お いて 3 例 , 人 体 試験 に お いて 1 例 
こと これ を 試み た . 
動 物 試 
8 頭 の 犬 に つき . 予め cercaria を 人 工 感 染 せしめ , 


法 に 依り miracidium が 多数 認め られ た . 

例 2, 3 カ ヵ月, 牝 . 3 kg. 6 月 28 日 か ら 0.3g/kg を 25 
日 間 継 続投 与 し た . 副作用 は 認め られ な か つた . 虫 氏 検 
査 及び miracidium 蜂 化 法 は 例 1 と 同様 何れ も 終始 陽性 
を 示し た 

例 3, 4 カカ 月, 牡 , 5kg. 7 月 20 日 か ら 0.4g/kg を 10 
日 間 継 続投 与 し た . 副作用 は 認め られ な か つた . 貝 婦 検 
査 及び 骨 化 法 検査 は 例 1 , 2 と 同様 両 検査 共 終 始 陽 性 を 


—, 
レ 


第 1 表 Glucosamine の 犬 た 3s ける 日 本 佳 血 吸虫 症 治 療 試 験 成績 


glucosamine 投与 量 終 検 
す 年 上 性 別 治療 投 作 
melkg 数 (g) MIFC 法 化 法 
200 20 第 22 日 か ら 食 思 減 3 
1.000 7 30 85 
330 25 25 25 ちら れず + + 
400 10 10 20 認め られ ず 
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第 2 表 Glucosamine の 人 に 3s け る 日 本 佳 血 


吸虫 症 治 療 試 験 成績 
Glucosamine 投与 量 
体重 最終 
年 齢 性 別 (kg) 1 継続 、 投 王 検査 
量 (g) 日 数 量 (g) 
20 
20 300 + 


り , 患者 は 其他 大 量 内 服 に よる 頭痛 と 食 思 不振 を 訴え た 
が , 果して 副作用 で ある か 否 か は 明確 で ない. 
考 
前 述 を る 如く , 人 体 試験 に お いて は 40 日 間 に 総 量 300 
& の Glucosamine を 服用 せしめ た に も か か わら ず 貝 婦 検 
査 成績 は 終始 陽性 を 示し , 動物 試験 に お いて も , 何れ も 


許 ) 検査 は 塗 抹 法 , MIFC 法 の 併用 た に ょ っ つた. 相当 量 の 薬剤 を 長期 に 豆 り 投与 し , 特に その 1 例 は 0.2 
第 3 表 Glucosamine の 人 に 3 ける 日 本 佳 血 吸虫 症 治 療 試験 経過 
月 日 服用 量 計 (g) 卵 検査 自覚 症 及 び 用 備 考 
5. 20 0 食 思 不振 , 
5. 23 0 検査 そ ず Ml 第 1 クタ クール 開始 , 1 日 5g を 分 3 
S; 3 55 
6. 10 90 — 7 
6. 17 100 検査 そ ず I 第 2 クー ル 開 始 , 1 日 10g を 分 3 
7 170 + 胃 部 圧迫 及び 膨満 感 
240 十 
々 
7. 12 300 は 服薬 開始 前 と 変ら ちず 
_【 人 体 試験 ー1g/kg を 27 日 間 の 長期 間 連 続 服用 を し め 更に 少数 日 


野 〇 て O 〇 子 18 歳 , 女 , 46kg. 山梨 県 中 巨摩 郡 若 草 村 
鏡 中 条 に 居住 し , 同村 の 農業 協同 組合 事務 員 と し て 勤務 
し て いる . 家計 職 は 農業 で あり, 本 人 は 例年 田植 作業 に 
従事 し て いる が , 住 血 吸 虫 症 の 既往 は な いと ぶ う . 

1959 年 5 月 上 旬 か ら 食 思 不 振 及 び 全 身 の 位 感 が 現 わ 

た た め , 同月 20 日 小 彼 原 保健 所 を 訪れ た . 同 所 に お い 
て 義 内 を 実施 し た と とろ, 多数 の 日 本 住 血 吸 
虫 が 認め られ た 。 肝 , 触 知 せ ず 腹部 の 圧痛 も な 

い . 其他 季 覚 的 所 見 を 認め な い . 

5 月 28 日 か ら Glucosamine の 経口 投与 を 開始 し た . 総 
量 100g を 1 日 5 g 宛 3 回 に 分 服 ,20 日 間 連 続投 与 し た . 

服用 開始 後 11 日 目 及 び 18 日 目 は 内 住 血 吸 虫 は 
抹 , MIFC 法 何れ も 陰性 で あつ た が , それ より 2 日後 
の 20 日 目 に は 再び 陽性 と な つた . 即ち 第 1 回 の 治療 で 
は , その 駆虫 効果 を 認め る と こと が で き な か つた の で 第 1 
避 終 了 後 2 日 目 の 6 月 17 日 か ら 更 に 前 回 の 2 倍 量 の 投与 
を 行 つ た . 即ち 総量 200g を 1 日 10g 宛 3 回 に 分 服 , 20 
日 間 服用 せしめ た . 但し 頭痛 の た め 途 中 3 日 間 服 用 を 休 
ん だ . 開 便 検査 は 前 回 同様 服用 開始 より 1 週間 毎 に 塗 抹 
法 及 び MI FC 法 に 依 つ て 実施 し 区 が , その 結果 は 第 3 
表 に 示す 如く 何れ も 住 血 吸 虫 卵 は 陽性 で あつ て 駆虫 効 果 
は 認め られ な い . 

こと の 間 加 作 用 と 思わ れ た の は , 2 クー ルル 目 に お いて 現 
われ た 内 服 後 数 十分 に 下る 胃 部 の 圧迫 感 と 膨満 感 で あ 


(3 日間) ら 2 g/kg の 大 量 投 与 を 行 つ て 尚且 虫 卵 検 
査 成績 は 終始 陽性 を 示し , 且 と これ ら の は 法 に 
9 り 多数 の miracidium の 角 化 が 認め られ た こと と か ら 勘 案 

する に , 虫 体 は 殆ど Glucosamine の 影響 を 受け な か つた 
と と が 類推 され る . 因 に Loughlin ら (1958~ 9 ) に ょ 
れ ば Schistosomiasis mansoni に お ける 上 服用 量 は 成人 に 
お いて 8 ~10g/day, 10~21 日 で その 効 を 収め 得る 

従前 , 日 本 住 血 吸 虫 症 の 治療 に は , 前 述 せ る 如く , 何 
れる も 3 価 乃 至 は 5 価 の Sb 剤 で , 例え ば Nilodin (1- 
Diethylamino-4-methylthioxantone hydrochloride) 等 , 
Schistosomiasis mansoni 或 は , S. haematobium 等 に 効 
果 的 な 薬剤 に し て , 之 が 日 本 住 血 吸 虫 症 に 対し て は 全く 
効果 の 認 め あら れ な い (佐々 木 ら . 1942) も の が ある . 
Glucosamine も この うち の 一 つ で ある と 考え られ , 日 本 
住 血 吸 虫 は 他 の Sckzstosoma 属 の も の に 比 し 薬剤 に 対 
す 抵 抗 性 が 強い 種 で ある と も 思考 され る . 

要 約 

1) Glucosamine の 療 試 験 
を 動物 試験 及び 人 体 試験 に 依 つ て 試み 

2) 動物 試験 は 大 に お いて 3 例 , 投与 総量 及び 継続 期 
間 は 夫々 85 &, 80 日 25 g 25 日 及び 20g, 10 日 を 投与 
た に も か か わら ず , 虫 卵 検査 , 肖 化 法 検査 共 終 始 陽性 を 
示し た . 

3) 人 体 試験 1 例 に お いて は 総量 800 g を 40 日 間 で 投 
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訴え た 


し た が 査 は 終始 陽性 を 示し た 。 

4) Glucosamine は 日 本 住 血 吸虫 に 対し て は 全く 治療 
効果 が 認め られ な い . 

本 研究 の 要 堅 は 昭和 34 年 第 19 回 日 本 寄生 虫 学会 東 日 
本 支部 大 会 に # い て 発表 し た . 
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TREATMENT OF SCHISTOSOMIASIS JAPONICA WITH GLUCOSAMINE 


YOSHITAKA KOMIYA 
(National Institute of Health; Tokyo) 
TAKASHI SASAKI 
(Ogasahara Health Center, Yamanashi, Japan.) 
TOSHIHIKO IIJIMA 
(Yamanashi Medical Laboratory, Kofu, Yamanashi, Japan.) 


1) By using glucosamine (2-amino-d-glucose), treatment test of schistosomiasis was undertaken 


with dogs experimentally infected with Schistosoma japonicum and human body harboring this worm. 


2) Three dogs infected with the worms were administered with the compound, one with 


amounts of dosage was 85 g. for 30 days, the second with 25 g. for 20 days and the remaining 


one with 20 g. for 10 day. The dosis for one human case was 300 g. for 40 days. 


In every example the result of stool-examination after treatment was proved in all cases to 


be possitive for ova, which data was consolidated with the positive results of miracidium hatching 


technique. 
3) Thus, it was proved that glucosamine have no curative effect against schistosomiasis. 
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馬 の 條 虫 と その 中 間 宿 主 に 関す る 研究 


(1) 寄生 する 


Anoplocephalidae 科 の 本 に る 


状況 と その つい て 


東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 教授 ) 


(昭和 34 年 


馬 に 寄生 する Anoplocephala perfoliata, A. magna 


福井 正信 
= 12 月 10 日 受領 ) 
録 ! 青 薬 年 は 乾 燥 を 防ぐ 為 に 目 張 り を し , か つ 便 採 
集 


は 従来 これ に 対す る 適切 な 治療 法 の な い の ei a 
の 害 が や や 等 閑 視 され て 来 た き らい が ある .。 し か し な る ヵ る 
ら こ と これ ら の 条 虫 は 特に 8 歳 以 下 の 幼 駒 に 寄生 し 特に 鹿 厚 
感染 の 場合 は 消化 障害 , 各 血 , 削 の 原因 と な り 時 に は 腸 
に ょ より 死 の 転機 を と る こと さえ も る も あ る. 重大 な 結 
に いた ら な い 場 合 で も と これ ら の 条 虫 の 寄生 は 決し て 好 
まし いこ と で は な い 。 し か も と の の 条 その 中 
主として 地表 に 自由 生活 する Or%atei ササ ラダ = を と 
る 為 に 一 度 び 侵入 を 受け る と 容易 に 駆除 され 難い . 加 之 
人 条 虫 駆虫 剤 は 従来 有効 か つ 副 作用 の 少な いも の が 少な か 
つた 為 成 虫 に 対す る 駆除 も 充分 と され て いな い 現 状 で あ 
る . 筆者 は 1958 年 夏 よ り と の 種 の 条 虫 の 感染 状況 を 調査 
て 来 た . 併せ て か ね て Moniezia expansa 虫 の 為 用 
て 来 た 2,2'-Dihydroxy-3, 3', 5, 5-tetrachloro-diphenyl 
sulphide (=Bithionol) を 採り 上 げ 種々 の 薬 量 段 階 に ょ 
る 駆虫 を 行い - Seiptga 討 し と の 結果 , 大 体 に 
いて 満足 すべ き 結果 を 得 た の eo 結果 を 以下 報告 す 


る 

本 入る に 先立ち 終始 御 指導 を 頂い た 当 生 研究 
部 長 , 佐々 学 教授 に 深 基 の 感謝 の 意 を 表す る と 共に 貴重 
な 御 助 言 を 頂い た 当 研 究 部 林 滋 生 博 士 , 実験 た に 御 協 力 項 
いた 総理 府 技官 高橋 高岡 夫 , 東大 附属 牧場 本 
好 茂 一 氏 及 び 薬 剤 を 提供 項 い た 大 和 和 化学 株 式 会 社 に 感謝 
の 意 を 表す る . 本 研究 の 一 部 は 第 18 回 寄生 虫 学会 東日本 
支部 大 会 (昭和 33 年 10 月 ) 及び 第 4 回 日 本 獣医 学会 ( 昭 
和 84 年 4 月 ) に お いて 報告 し た .. 

材料 及び 方 法 

対象 と し た 牧場 は 東京 近 効 の 千葉 及び 茨城 に ある 軽 種 
生産 する 牧場 を だ 。 と れ ら の で 各個 休 別 に 
便 を 採集 し , これ を 80g 入 り の 金属 製 斉 薬 缶 に 入れ 研究 
室 に も ちか えり 飽和 食 に る 浮 法 に より 
検査 を 行 つ た (Obitz, 1984). 同時 に 性 , 年 齢 , 種 , 体 重 を 記 


後 2 日 以内 に 検査 を 行 つ た . この 検便 の 結果 陽性 成績 
な つた も の を 対象 と し Bithionol に 依る 駆虫 を 行 つ た , 
Bithionol は 白色 ゃ や 芳香 を 有する 粉末 で ある が , 細 
羊 に 対す る 投薬 量 を 考慮 に 入れ , 先ず 馬 に 対す る 毒性 試 
験 を 行 つ た . アン グロ ア ラブ 種 成 馬 2 頭 に 各 80mg/kg 
BW, 50mg/kg BW を 1 回 投与 し 観察 を 行 つ た 投 
与 2 例 何れ も 特に 重臣 な 転機 を と ら な か つた 為 次 に 各 年 
齢 の 馬 に 対し て 30mg/kg, 20mg/kg, 15mg/kg, 10mg/kg 
の 投与 試験 を 行 つ た . 以下 結果 を 述べ る . 

実験 結果 及び 考察 

A. perfoliata, A. magna の 感染 率 に つい て 

千葉 , 茨城 の 4 牧場 計 102 頭 に つき 調査 し た 結果 三 虐 
以下 の 幼 駒 に 特に 感染 例 が 多く 検査 頭数 41 頭 中 19 頭 46.3 
26 の 感染 率 を 得 た (第 1 , 2 表 う . 

と れ に 反し て 4 歳 以 上 の 成 馬 で は 殆ど 感染 例 が み ら れ 
な か つた が 6 歳 1 頭 ,8 歳 2 頭 ,17 歳 1 頭 に 寄生 例 が 認め 
られ て いる . 感染 の み ら れ た も の は 総 て 軽 種 で あり , ' 
半 血 種 , hing , 使役 馬 に は 未だ 感染 例 を 得 て 
な い の 象 と し た 5 の が 
て も あり , 使役 , に は の も の が 皆無 だ 
つた 考え られ る 題 と し て 検 詩 し た い . 
ら の に は 今 条 虫 駆 虫 剤 の 投与 は 全く 
=. 比較 的 早い 時 期 て 8 月 上 和 旬 ) に 調査 を 行 つ た 牧場 
で は 和 休 虫 寄生 例 が 当 歳 馬 に 認め られ な い が , 産出 月 日 が 
より 初夏 かけ て に な る の で 感染 条 虫 が 排 いな 
ら な いと も 考え られ る 

[I Anoplocephalidae に 属す る Moniezia expansa 
が 細山 壮 に お いて は 明瞭 に 年 齢 に 依る 感染 率 の 差 が あり 
し か も 3 歳 以 上 の 成 羊 に 殆 ん ど 感 染 例 が み ら れ な い の に 
比 し て 馬 の 場 合 も 4. 2erfolzata は 年 齢 に 信 i る 感染 率 の 
差 が 比較 的 明暗 で 現在 迄 4 歳 以 上 の 馬 61 頭 中 4 頭 し か 局 
染 例 を みて な い 反 面 , 8 歳 以 下 は 41 頭 中 19 頭 と 高い 感 業 


} 
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第 1 表 S 牧 場 (千葉 県 ) た け る 4. perfoliata 


種馬 及び 育成 馬 (8 9) 使 役 馬 農 馬 計 
23 0/3 0/1 0/1 0/5 
221 0/1 0/1 
0/1 0/1 
207 0/1 0/1 0/1 0/1 
0/1 0/1 
18 0/3 0/3 
0/1 0/2 1/4 0/1 
0/3 0/3 
0/1 0/2 0/2 0/1 
147 0/1 0/1 0/2 
131 0/1 0/1 0/1 0/2 0/1 
0/1 0/1 0/2 
ll 0/2 0/1 0/1 0/4 
107 0/1 0/1 0/2 0/1 0/4 0/1 
97 0/1 0/1 
8 1/2 1/1 0/1 0/2 1/3 1/3 
7n 0/2 0/2 
6 1/1 0/1 0/1 1/1 
0/2 0/2 
4n 0/1 0/1 
3n 0/2 1/2 0/2. 
2n 4/4 3/4 0/1 0/1 0/1 4/6 3/5 
7 0/4 0/3 0/1 0/1 0/6 0/3 
YW 0f2 0/1 0/4 0/1 0/15 0/1 0/14 0/1 0/1 6/53 6/25 
0/5 0/0 0/1 12/78 


検査 法 : 浮 に 依る . 分 母 : 検査 頭数 , 分 子 : 虫 卵 陽性 頭数 , サラ ニー ニ サ ラプ レッド 種 , ア ニア ンダ ア 
ラブ 種 ; ア , ノ ニア ンダ ョ ノル マン 種 ; 中 半 三 中 半 血 種 ; 重 半 三 重 半 血 種 ; 軽 半 三 軽 半 血 種 


第 2 表 東京 附近 の 3 牧場 に 於 ける Anoplocebhala perfoliata 浸 状 況 


牧 ( ) C 牧 場 (千葉 ) X 牧 場 (7) 
ア ア ノ 中 半 中 半 サラ 軽 半 中 半 小計 テラ ラ 小計 ょ ラ 小計 
18 0/2 0/2 0/2 
0/1 0/1 0/1 
0/1 0/1 0/1 
0/1 0/1 0/2 0/2 
97 0/1 0/1 0/1 
2 0/1 0/1 1/1 4/4 5/5 5/6 
当 0/1 1/1 1/2. 02 0/3 3/3 2/3 5/6 6/11 
分 母 : 検査 頭数 分 子 : 卵 陽性 頭数 検査 法 : 濾過 


率 が 得 ら れ た と と は 興味 深い . 調査 の 範囲 内 で は 感染 条 
虫 は 4. perfoliata が 大 部 分 で あり 4. magna は 1 牧 
場 よ り 得 られ た の み で あっ つた. 

Bithionol に 依る 試験 及び 駆虫 試験 

と れ に 対す る 成虫 対策 と し て 箇 者 は か ね て 細山 羊 の 
Moniezia expansa に 使用 し て 副作用 少な く 駆 虫 力 の 大 
き な Bithionol を 取上げ , 先ず 宿主 に 対す る 毒性 試験 を 
行 つ た 結果 , 30mg/kg, 50mg/kg 何れ の 場合 に も 中 等 度 
の 下痢 が 8 ~ 4 日 み ら れ る 以外 食欲 其他 に 異常 を みとめ 


な い 結 果 を 得 た . と の 旋 に これ を 基礎 と し て 30mgl/kg, 
20mg/kg, 15mg/kg の 3 段階 と よる 駆虫 試験 を 行 つ た 結 
果 そ の すべ て に 貝 卵 陰 転 の 結果 を 得 た (第 3 表 ). 又 内 5 
例 に 虫 体 排 洪 を 確認 し た . 第 2 の 実験 と し て 15mgl/kg 1 
回 投与 と より 6 頭 全 部 に 多数 の 排 虫 を みとめ 虫 卵 陰 転 の 
結果 を 得 た (第 4 表 う . 又 , 10~ 9 mg/kg 1 回 投与 の 場合 
15 mg/kg 以上 の 量 の 場合 と 比べ て 便 は 軟便 程度 で 全く 
下痢 が み ら れ な い が 貝 体 の 排出 は 牧場 で は 例 数 少な く 
(4 頭 中 1 頭 ), 虫 卵 陰 転 は 3 頭 中 3 頭 で あ つ ( 第 5 表 ). 
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3 表 Bithionol に 依る Anoplocepbhala perfoliata 駆虫 試験 A 


5 アン ョ アラ プ 8 28.5 へ 
10 9 3 15.5 経口 1 回 投与 十 ー 
4 表 同上 試験 B 
性 齢 投与 量 後 
類 投与 作 
2 14.4 経口 1 回 投与 10 中 等 痢 便 2 日 後 復 一 
3 16.1 6 — 
表 : 試験 C 
後 検 便 
後 後 後 
2 9 経口 1 回 投与 一 
2 (2 24 後 ゃ 軟 便 。 翌日 一 一 


第 6 表 同上 試験 D 


種 類 性 (melkg 投与 法 A. perf. 作 用 

(A. mag) 8H 16H 50 

10 30 (1) ー — 

4 9 10 80 (1) — — 

6 10 5 (0) — — 


お 
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し か し XX 牧場 で は 6 頭 中 6 頭 排 港 ( 虫 体 ) し て いる (第 6 
表 ). 虫 体 の 排出 は 夕刻 投与 の 場合 翌々 日 午前 中 (36 時 
間 後 ) 迄 み ら れ た . 沢田 の 北 に 寄生 する 橿原 条 虫 の 駆虫 
の 了 共 Bithionol で は 虫 体 排 洪 を 認め て 居 ら な い 点 (沢田, 
1957, 1958), 高田 の ナナ 和 休 虫 駆虫 の 際 翌 日 迄 の マウ ス え 
便 中 に すべ て 排出 され る 点 (高田 , 1958), 又 , 筆者 の 
M. exbansa に 投与 し た 場合 翌朝 に 排 終る の に 

較 し て 特徴 ある 点 で ある . 特に 排 虫 調査 の 場合 , 下痢 を 
伴わ な い 場 合 は 陰性 の 結果 と な る 場合 が 多い . 又 投 与 翌 
日 の み で 観察 中 止 の 場合 虫 体 排 洪 陰性 の 結果 が 多く な つ 
て いる の は 以上 の 点 よ り て うな ず け る . 以上 の 全 例 を 
通じ て 宿主 自体 に 対す る 副作用 は 下痢 の 外 伺 等 認 む べき 
点 は な か つた . 投与 前 の 絶食 基 他 , 投与 後 の 下剤 投与 等 
何れ も 処置 は 行 つ て いな い . 有効 薬 量 て 軽度 の 下痢 が みみ 
られ る 為 勿 論 下 剤 投与 の 必要 は な い . 沢田 , 近藤 の 報告 
に ょ る と Bithionol に 対す る 鶏 の 抵抗 力 は 甚だ 高く 同時 
に 橿原 条 虫 等 の 抵抗 力も 比較 的 高い (近藤 , 1958 ; 沢田 , 
1957, 1958). 中 乳 動物 は これ に 比 し て 弱く マウ ス に お 
ける 書 性 は 比較 的 高く (LDs。 175mg/kg)( 高 田 , 1958), 
細 山 半 も 鳥類 より は が 高い が 反面 薬用 量 は 
exhansa の 場合 50mg/kg と 少な く な つて いる (福井 , 

1960). 馬 に お いて も 当然 細山 羊 より 副作用 は 少量 の 投 
与 で み ら れ る が (但し 中 等 度 の 下痢 以外 は みて いな い ), 
薬用 量 も 前 者 に 比 し 造 か に 少量 で あり (10~ 9 mg/kg 
で 充分 に 効果 が 期待 し 得る う , 又 飼 料 に 混 じ て 投与 し て 
何等 支障 な く 馬 が と れ を 避 する こと こと の な い 点 , 前 後 処 
置 の 不要 な 点 よ りみ て 実用 に 供し 得る 条 虫 駆虫 剤 の 一 つ 
と 考え られ る . 又 そ の 投与 量 も 将来 より 少な い 量 で 効果 
を 期待 し 得る 可能 性 を 含ん で 居り 引続き 実験 を 行 つ て い 


る 


要 約 
1) 筆者 は 1958 年 夏 以 来 東京 附近 の 4 牧場 に お いて 
Anoplocephala perfoliata の 侵 淫 状況 を 調査 し , 併せ て 
虫 試験 を 実施 し た . 
2) 調査 の 対象 と し た の は 茨城 , 千葉 の 軽 種 を 生産 す 
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る 4 牧場 計 102 頭 で あり 内 23 頭 に 4. Perfolzata 寄生 を 
又 3 頭 に 4. magna 寄生 を 認め た . と の 内 1 例 は 17 歳 
の 種 牡馬 3 例 は 8 , 6 歳 馬 で あつ た が 他 は 総 て 3 歳 以 
下 の 幼 駒 で あつ た . 

3) 成虫 に 対す る 駆虫 剤 と し て 新しく Bithionol を 応 
り 上 げ , 下 性 試験 と し て 830mg/kg, 50mg/kg を 投与 し 下 
痢 の 外 特 に 認 き べき 症状 を 認め な か つた . 

4) 次 いで Bithionol 30 mg/kg ( 2 回 分 服 ),20mg/kg, 
15mg/kg (1 回 投与 ) を 行い その 総 て に と 4, 9, 11, 26, 
54 日 後 の 検便 で 虫 卵 険 転 を みとめ た . 又 1 部 排 虫 を 記録 

5) 更に 15mg/kg 投与 に より 6 例 全 て に 排 虫 を 確認 
し た . 又 ", 18, 45 日 後 の 検便 で 虫 卵 陰 転 を 認め た . 

9 mg/kg 投与 試験 も 2 回 行い 排 後 検 
便 に よる 貝 卵 陰 転 を 認め 以上 の 結果 より 現在 まで の と こと 
ろ 10mg/kg 投与 が 妥当 で 将来 更に 減量 の 可能 性 が ある 
と み ら れ た . : 

7) 副作用 と し て は 軽度 の 下痢 の 他 認 むべ きも の は な 
く 投 与 法 の 簡便 , 投薬 前 後 の 処理 の 不用 な 点 よ り 見 て 
Bithionol は 馬 の 4. perfolzata に 対し て の 駆虫 剤 と し レ 
て 有望 な も の と 思わ れる . 


福井 正信 (1960) : Moniezia expansa び Mo- 
ezza benedent に 対す る に つい て , 日 
会 誌 ( 印 刷 中 ). 
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試験 , 日 誌 , 11(2), 58-60. 

Obitz, K. (1934) : Recherches sur les oeufs 
de quelques Anoplocephalides. Ann. de Parasit. 
Hum. et Comp., 12, 40-55. 

沢田 勇 (1957) : アク タマ ー に よる 駆虫 試 
験 , 寄生 虫 誌 , 6(1), 8-11. 

沢田 (1958) : 強 カ ルミ ノック に ょ る 輪 
条 駆虫 試験 , 新報 (241), 1148-1150. 

6) 高田 敦 徳 (1958) : 実験 動物 の 寄生 虫 に 関す る 研 
究 , 第 3 報 マウス に 寄生 する チチ ナチ 条 の 
実験 , 実験 動物 , 7(4), 4-7. 
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STUDIES ON EQUINE TAPEWORMS AND THEIR INTERMEDIATE HOSTS 
(1) STUDIES ON THE INCIDENCE OF EQUINE TAPEWORMS, 
ANOPLOCEPHALA PERFOLIATA GOEZE 1782 AND ANOPLOCEPHALA 
MAGNA ABILDGAARD 1789 AND THE EXPERIMENTAL 
STUDIES ON THE REMOVAL OF THESE 


CESTODES WITH BITHIONOL 
MASANOBN FUKUI 
(Department of Parasitology, Institute for Infectious Diseases, University of Tokyo, Tokyo) 


From the summer to autumn of 1958, equine tapeworm diseases due to Anoplocephala 
perfoliata and Anoplocephala magna were surveyed in sevral horse ranchs in the suburbs of 
Tokyo. 

In several thoroughbred ranchs, young horses were observed infected at a high percentage 
of incidence level (46.3%) with A. perfoliata but adult horses were recognized free from the 
tapeworm infections except three cases. 

Anoplocephala magna was recovered from only 3 cases at a horse ranchs. 

Bithionol (2,2’-dihydroxy-3,3”, 5,5’-terachloro-diphenylsulfide) were tested for its taeniacidal 
effect on the anoplocephaline tapeworm infections among young horses. 

The single doses of 50mg, 30mg, 20mg, 15mg, 10mg per kg of body weight were 
administered respectively to each group of horses, and the dose of 10 mg/kg was elucidated to be 


satisfactory for removing all burdens without any serious side reactions. 
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小 義孝 小林 昭夫 久 津 見 晴 
国立 予防 研究 所 部 


多 虫 症 の 予防 な いし 釣 虫 の 撲滅 対策 の も つと も 重要 な 
る 一 垢 と し て の 構想 に , その 定期 的 な 集団 駆虫 の 反復 励 
行 が ある し か 虫 の それ に くら べ て 虫 の 集団 

は , まだ それ ほど 現実 に は 普及 し て いな いう ら み が あ 
る . その 理由 の 1 つ は , 環 虫 の それ に くら べ て 釣 虫 の 墓 
延 の ひど いと と が 未だ 一 般 に 売 分 認識 され て いな いと 
と , 釣 虫 感染 者 の 検出 が 映 虫 の を それに 比 し て 必ず し も ゃ そ 
う 簡 易 に 行わ れ が た いと と が あげ られ る が , また 1 つ に 
は , 虫 の 集団 駆虫 の 手 つ き が 上 の を それ に くら べ て 
まだ 充分 に 簡易 化し て いな い 点 に 存する . 集団 駆虫 の 簡 
易 化 の 問題 は , か か つて 駆虫 剤 の 使用 方 法 の 簡易 化 の 問 
題 に 存する .。 か つて 筆者 らち ら (小宮 ら , 1956, 1959a,1959 
b) も 吉田 ら (1955, 1957〕, 岩田 らち ら (1958, 1954) と と 
も に , 四 塩 化 エチ レン お よび 1- ブ ロー ム ・ ナ フト ー ル 
(323) に つい て 下剤 凡 き 簡易 投与 法 に つき 検討 を 加え , 
その 後 こ の 両者 は 釣 虫 集 団 駆虫 に 適し た 駆虫 剤 と し て 撰 
定 さ れ て いる (厚生省, 1958). 

し か る に さい きん 同じ く 下 剤 由 き で 投薬 で きる 釣 虫 駆 
虫 剤 と し て ,。 4 ヨー ド チ モー ルル 製剤 が 新 に 登場 し , とこ 
の も の る も ゃ も 簡易 集団 駆虫 に 適用 可能 で ある こと と に つい て 
は , すでに 報告 し た (小宮 ら , 1959c). し か し レ 同 剤 と 従 
来 の 集団 駆虫 使用 の 他 の 手 つ ゞ くき 簡易 な それ と の 比較 試 
験 は , 未だ 行 は くも れ て いな い 。 そ と で こと と で は , 従来 釣 虫 
玩 除 剤 の 保健 医薬 品 と し て 標準 的 に 採用 され て いる 1- ブ 
ロー ム ・ ナ フフ トール (2〕 う と の 比較 試験 を 行い , あわ せ 
て 後者 の 各種 製剤 技術 を 異 に する 2 ~ 3 の 製品 に つい て 
相互 比較 検査 を 行 つ て みた . 

また , 釣 虫 集団 駆虫 に さい し て は , 一 時 に 駆虫 を 行い 
うる 集団 構成 員 の 数 と いう こと こと が , その 作業 の 能率 上 問 


下剤 ぬき 多 集団 に つい て 
(4) 4 ョ ー ド チモール と 1- プ ローム * ゃ ナフトール (2 の 
多 虫 効果 の 比較 試験 


(昭和 34 年 12 月 11 日 受領 ) 


題 と な る . 筆者 の 1 人 小宮 で 1955,1958) は か つて 1 回 の 
被 駆虫 者 数 を , 医師 1 名 外 1~ 2 名 の 駆虫 施行 者 と し て 
50~ 150 は 可能 と の 線 を だ し て いる が , 学校 集団 等 で 
は , や ゃ り 方 に ょ つて は 更に と この 人 数 を 増加 する こと と は 可 
能 で ある . そ と で 今回 は 1 日 に 351 名 の 人 員 の 駆虫 を 完 
了 す る 予定 を た て て 之 を 行 つ て みた の で ある が , 以上 の 
結果 を と り ま と め て , 以下 報告 する . 
試験 方 法 

1)・ 被 検 対象 : 埼玉 県 東吉 見 中 学生 1 ~ 3 年 生 ( 男 , 
女 ) で , 飽和 食塩 水 浮 注 法 1 回 検査 で 釣 虫 卵 陽性 の も の 
851 名 . 

2) 供 試 薬品 : 4 ョ ー ド チモール 製剤 と と て は , 中 外 
製薬 提供 の 「 チ モラ ン 」 1- ブ ロー ム ・ ナ フト ー ル (2) 
製剤 と し て は 富山 化学 提供 の 「 オ ー ミ ン 」 を 使用 し た . 
前 者 は 現在 の 市 販 品 は 征 粒 状 を な し 製品 1 g ちゅ うに 4 
ョ ー ド チモール 0.5g を 合 有 する も の , 後者 は 一 般 用 題 
粒 , 微粉 末 題 粒 お よび 微粉 末 糖 衣 頼 粒 の も の の 3 種 あ 
り 。 い ずれ ぁ を も 製品 化 さ れ て いる の で , 右 の 3 種 を 同時 に 
使用 し て みた . 

3) 薬品 の 投与 : 被 検 群 を 各 群 1~3 年 生 を ほ さ 等 し 
く 含 む ょ うに 層 化 し つつ 任意 に 4 群 に 分 つた 。 すなわち 
A, B 群 は 105 名 お よび 113 名 , C, D 和 群 は 各 69 名 お よ 
び 64 名 と 分 つた . 右 の 群 に 対し て A 和 群 に は チ モ ラ ン , B 
群 に は オー ミン 征 粒 状 の も の (現在 市 販 の 一 般 用 の も 


の ), C 和 群 は オー ミン 微粉 末 和 題 粒 ( 新 製品 ), D 群 に は 同 微 


粉末 糖衣 題 粒 ( 新 製 品 ) を 投与 し た 。 投与 は すべ て 1 日 
2 回 等 量 分 服 , 服用 間隔 約 4 時 間 と し , 1 日 の 投与 量 は 
チ モ ラ ン 8 g (4 ヨー ド チ モー ル と し て 4 g, 平均 体 
重 1 kg 当り 100mg), オー ミン 9 g (1- プ ロー ム ・ ナ クア 


本 研究 の 1 部 は 千代 田 生 命 厚生 事業 助成 人 金 の 補助 に ょ っ て 行わ も た . 記し て 謝 す (小宮 義孝 ) 
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ー ト ルル (2) と し て 6 g, 平均 体重 1 kg 当り 150mg) を 
投与 し た . 

4) 投与 の 手 つ く さき : まず A, B 和 群 を 各 2 組 , お よび 
C, D を 各 1 組 と し , 計 6 組 (人 員 1 組 約 40~60 人 ) を 
1 組 づ > 計 6 教室 に 入れ , 4 名 の 人 員 で (1 教室 1 名 当 
り ) 指導 服薬 せしめ た . 服薬 開始 は 午前 10 時 , 約 20 分 以 
内 で 4 教室 全員 に 服薬 を 完了 , つく さい て 残り の 2 教室 例 
員 に 服薬 そし め , 約 4 時 間 後に 同様 に し て 第 2 回 の 投薬 

昼食 は 各 組 と も 2 回 服薬 の 中 間 に と れ を と らし め た . 
前 , 後 下 剤 は 之 を 用 いて いな い . 

5) 駆虫 剤 の 効果 判定 : 駆虫 効果 の 判定 は 陰 転 率 を も 
つて し た . 多 虫 卵 陰 転 素 の 絶対 値 の 判定 に は 種々 問題 が 
ある が , 要 は 見 か け の 陰 転 の 真 の 陰 転 率 の 挫 乱 を 防止 す 
る た め , 前 検便 時 の 虫 卵 陽性 の メス メタ リー ン に お いて , 比 
較 的 濃厚 な 感染 者 で あり か つ 卵 陽性 度 の 安定 し た も の を 
被 検 対象 に 撰 双 必要 が ある と と も に , 後 検便 時 に お ける 
馬 の 検出 精度 を 出 き る だ け 高 め る こと が 要請 され る ( 小 
宮 ら , 1959) う し か し こと で は , か か る 対 値 よ り は , む 

し ろ 両 駆虫 剤 の 比較 値 を 問題 と し て いる の で ある か ら , 
両 駆 虫 剤 の 被 検 対象 等 質 化 が 得 ら れ て いれ ば , 前 後 検便 
の 方 法 の 厳密 性 は , 絶対 値 を 問題 と する 時 より も , や や 
緩和 され て も 良い 

さき て, 以上 の 理由 に より , 前 検便 は と の 場合 に は 錠 和 
食塩 水 浮 海 法 (使用 便 量 大 約 300~500 mg) 1 回 検査 で 
行 つ た . 右 検査 は 埼玉 県 東松山 保健 所 に お いて 昭和 34 年 
7 月 中 に 行 は れ た . 

後 検査 は , 駆虫 投与 同 8 月 19 日 ) 後 ~ 4 週間 
に 之 を 行い , 検査 方 法 は 同一 材料 に つき セロ フ マ ア ン 厚 飛 
兵法 (使用 便 量 約 60~7O0mg), 飽和 食塩 水 浮 法 ( 同 
約 500mg), 濾紙 培養 法 ( 同 約 250mg) の 3 者 を 同時 に 
行い , その a か で の 陽性 者 は , 陰 転 率 計 算 時 に お いて 


は こと これ ら を みな 陽性 者 と し て 取扱 つた . 駆 虫 剤 投与 人 員 
うに 虫 効果 判 定 の た め の 人 


は , いち じ る し くく 少なく な つて いる が , それ は 提出 便 量 

不足 等 の た め 右 の 3 検査 が 同時 に 行え な か つた も の , 一 
作用 等 の た め 駅 虫 剤 の 投与 の ペース の 乱れ た も の 等 を 除 
外し た た めで ある . 

6) 副作用 の 調査 : 副作用 項目 は 厚生 省 の 副作用 調査 
の 規準 を 参考 と し た が , た さそ の 程度 は , 認 床 に いた つ 
た も の と 然 ら ざる も の と の 区 別 の み を 採用 し た . ち 光 
日 の 副作用 は 筆者 ら が 自ら 調査 し た が , 翌日 か ら の それ 
は 学校 保健 担当 者 お よび 埼玉 県 教育 委員 会 保健 課員 に 依 


試験 成績 


1) 転 率 
A 和 群 ( チ モラ ン 8 g 上 服用 群 ) 


前 章 4 ) に お いて の べた 基準 に し た が つて 得 た 駆虫 剤 
投与 前 の 卵 陽性 者 88 名 中 陰 転 者 80 名 , 険 転 事 は 78.9% と 

B 群 (オー ミン , 市 販 一 般 用 品 ) 


同様 に し て 得 た 剤 投与 前 の 性 者 57 名 ちゆ う 
陰 者 47 名 , 陰 転 82.522 と な つた . 

の A, 両 の 陰 転 法 に よ つて 検定 し 
て みる と , 0.188 と な り , 危険 10 し て も そ 
の 間 有 意 差 は 認め られ な い . 


第 1 表 4 ョ ー ド チモール 3 よび 1- ブ ロー ム ・ 
ナフトール (2) 製剤 投与 に よる 多 虫 卵 陰 転 率 


区 分 検 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
A 群 38 30 78.9 
B 37 47 82.5 
C 36 33 91.7 
D 群 32 28 87.5 


A 群 : チ モ ラ ン 投 与 , B~D 群 : オー ミン 投与 


C, D (オー ミン 人 微粉 末 及 び 同 糖衣 粒 ) 

C 和 群 の 被 検 人 員 は 36 名 , 内 録 陰 転 者 88 名 , 陰 転 素 は 
91.722, D 和 群 の 被 検 人 員 は 382 名 , 内 卵 陰 転 者 28 名 , 右 の 
陰 転 率 は 87.5%% で あつ た . 第 一 表 は 上 記 A~D 和 群 の 陰 転 
率 を 表示 し た も の で ある 。 い まき ま オ ー ミン 投 己 の B, C, 
D 和 群 の うち その 陰 転 束 の 標本 差 の も つと も 開い て いる 
B, C 両 群 に つい て 〆* 検定 を 行 つ て みる と , 〆? 三 0.879 

と な り , 危険 率 10 で も その 間 有 意 差 は 認め られ な い . 

2) . 副作用 

A, B, C, D 各 群 の 副作用 発現 者 数 は 第 2 表 に 示し レ 
た と お り で ある . すなわち 大 体 に お いて チ モ ラ ン 投 与 君 
群 (D) と の 間 に は , ほとん ど 差 異 は 認め られ な い . 
れ は 慌 床 に いた つた も の の 発現 数 に つい て も ods- 


第 2 表 4 ョ ー ド チモール よ び 1- プ 
チ ナフトール (2) 製剤 投与 に た る 用 発現 


区 分 彼 副作用 同 発現 者 に 
人 人員 発現 者 百分比 者 数 対す る 百分比 

A 99 7 4 29% 

B 群 109 10 9%. 1 10% 

C 66 2 33% 6 29% 

D 60 8 13% 4 50% 


(72 


+ 


駆虫 
と 


第 3 表 副作用 の 種類 と 頻度 


A B  C D 
・ 頭 011 2 0 2 0 0 0 
酔 い 


た 以 上 に 比 し て , オー ミン 微粉 末 の そ 

れ は , 副作用 の 発現 が や ゃ いち じ る し きか の 観 が ある . 
副作用 の 症状 別 は 各 群 と も に 第 3 表 の と お り で あつ 
た . な お と の 場合 各 例 を 通じ て 路 吐 が 若干 例 づ > ゝ 見 られ 
た が , と の 場合 の 路 吐 は ほとん ど 投 与 直 後に 招来 され て 
お り , この 点 か ら 見 る と 純粋 な 副作用 と 見 る より も , む 
し ろ 反 射 的 な 刺激 症状 と 見 た 方 が 良い か も し れ な い . ま 
た 前 回 の (小宮 ら , 1959) チ モ ラ ン に ょ よる 駆虫 試験 時 よ 
り も , 同 剤 投与 者 群 に お いて 下痢 の 発現 者 が いち じ る し 
く 少 な く な つて いる が , と これ は 薬品 な いし その 製剤 上 の 
問題 に 帰 因 せしめ られ る も の か ,。 それ と る ゃ も 被 検 対象 群 の 
相違 に ょ る も の か は , 必ず し も 明らか で な い . 


総括 
以上 私 た ち は 4 ヨー ド チ モー ルル 製剤 と 1- プ ローム ・ ナ 


フト ー ル (2) 製剤 と の 釣 虫 集団 駆虫 時 に お ける その 
駆虫 効果 と 副作用 の 発現 状態 に つい て の 比較 試験 を 行 つ 
た . その 結果 に ょ れ ば 両 剤 の 間 に そ の 釣 虫 駆虫 効果 に は 
統計 的 有意 差 は 認め られ な か つた .。 まき た その 副作用 に つ 
いて も , 両 群 の 間 に い ち じ る し い 差 異 は 認め られ な か つ 
た . 以上 の 結果 か ら 見 れ ば , 4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 も 簡 
単 な 鋼 虫 集団 駆虫 剤 と し て 使用 レ う る と 考え られ る . 

な お ここ と で 附 記 すべ き は , 今回 の 駆虫 試験 に 当 つ て そ 
の 両者 の 陰 転 束 は いづ れ も か な り 高 率 に 出 て いる .。 が , 
と れ は すでに 前 に の べた よう に , 前 検便 が 飽和 食塩 水 検 
査 法 一 回 で 行わ れ て お り , し た が つて 駆虫 剤 投与 前 の 鋼 
虫 卵 陽性 者 中 に は , その 軽微 感染 者 お よび その 貝 卵 排 出 
状況 の 不安 定 な も の が 混在 し て お り , その 混在 が 見 か け 
の 陰 転 者 の 多少 の 存在 を 容 ら し て いる た めで は な いか と 
考え られ る .。 そこ と で いま , 仮 り に 前 回 と 示し た (小宮 ら , 
1959, 第 7 表 参 照 ) 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 1 回 検査 虫 卵 陽性 
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者 を 同 記 4 方 法 で 再 検査 時 の 陰 転 率 48.8 巡 か ら 前 後 検 便 
と も に 各種 方 法 で 検査 し た 場合 の 陰 転 率 85.62 を 引い た 
26。 すなわち 約 18 巡 を と の 場合 の 見 か け の 陰 転 率 と し レ 
て , 本 論 第 1 表 の 陰 転 素 か ら と れ を 控除 し て みる と , そ 
の 結果 は 78.9~91.722 か ら 65.9~78.722 と な る 。 お そら 
く の こ と 場合 の 真 の 陰 転 束 は , ほくと これ に 近い 数 字 と な る 
も の で は ある まい か . 

また 4・ ョ ヨー ド チ モー ル の 一 作用 は , 既 記 の と お り 前 
回 C 小 宮 ら , 1959 う の 試験 に くち らち べ て いち じ る し く 少 な く 
と り わ け 下 痢 の 発現 状態 に お いて そう で あつ た . そう し 
た 差異 の 原因 は 目下 の と と ろ 不 明 で ある が , いづ れ に も 
せよ ょ 駆虫 効果 の 低下 を 来 す こと な くし て 一作 用 の 少な い 
と と は 実用 的 見 地 か ら は 観 迎 すべ きこ とこ と で ある . 一 方 1- 
ブロ ー ム ・ ナ フン トール (2 ) の 三種 の 製剤 間 に お いて は , 
その 相互 の 駆虫 効果 間 に は 統計 的 に 有意 差 は 認め られ な 
か つた と 云え , 本 試験 に 関す る 限り で は , 駆虫 効果 の 高 
か つた も の が 同時 に 副作用 も や や いち じ る し か つた , と 
いう 駆虫 剤 投与 時 の その 効果 と 副作用 の 発現 状態 の 一 般 
的 な あり 方 に 一 致し た 結果 を 見 せ て いる . 

最後 に この 両 種 の 下剤 過 き 駆虫 剤 を 用 いて の 集団 駆虫 
時 に お ける 1 日 で の 駆虫 可能 人 員 に つい て 一 言 す る . 生 
者 の 1 人 小宮 (1955 は , か つて 医師 1 名 当り の こと この や 
り 方 で の 1 旦 の 被 駆虫 人 員 は 約 150 名 を も つて 限度 と す 
る だ うと いう 意味 の こと を 述べ て いる が , 今回 の 経験 を 
以 て すれ ば , 本 調査 に 便 用 し た 薬剤 を も つて 手際 よく そ 
の 駆虫 手 つ く き を 技 配 すれ ば , 医師 2~ 3 名 , 補助 手 つ 
だ い 員 2 ~ 3 名 の 陣容 で , 適当 な 場所 さえ 得 ら れれ ば 1 
日 に 400 名 内 外 の 人 員 の 一 誰 駆 虫 は 可能 で ある ょ うに 思 
われ る . 

筆者 た ち は 中 学生 釣 虫 卵 陽性 者 を 対象 と し て , 4 
ー ド チモール 製剤 と 1- プ ロー ム ・ ナ フン トー ル (2) 製剤 
と の 駄 虫 効果 お よび その 一 作用 の 発 量 状態 に つい て の 比 
較 試 験 を お とこ な つた.。 その 結果 に ょ れ ば , 両 剤 と も その 
駆虫 効果 お ょ び 一 作用 の 発現 状態 に は 大 差 な くく,。 い づれ 
も 簡易 か つ 効 果 的 な 釣 虫 の 駆除 剤 と し て 使用 可能 な も の 
と 考え られ る . 

な お 附 加 的 に 1- ブ ロー ム ・ ナ マフ マト ー ル (2 ) 製剤 の 
3 種 の 製品 に つい て の 同様 な 比較 試験 を 行 つ た 結果 に ょ 
れ ば , その 駆虫 効果 と 副作用 の 発現 状況 と を 相 双 し て 
みる と , 微粉 末 糖 衣 逢 粒 製品 が 実用 的 に は も つと も 良さ 
そう で ある . また 本 両 剤 を ぁ も つて の 釣 虫 集団 駆虫 を 行え 
ば , その 手 つ さ くさ き を 手 ぎ わ よ さく 行 えば 1 日 応 400 人 内 外 


(2) 
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の 一 氷 駆 虫 は 可能 で ある と 思わ れる . 
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ON THE MASS TREATMENT OF HOOKWORM INFECTION (4) THE 


COMPARATIVE STUDY OF THE ANTHELMINTIC EFFECT 
OF 4-IODO-THYMOL AND 1-BROMO 
NAPHTOL (2) PREPARATION 


YOSHITAKA KOMIYA, AKIO KOBAYASHI, HARUHIKO KUTSUMI, KUNIKO 
KOJIMA, MITSUYOSHI KUMADA & HATSUE OGAWA 


1-Bromo. naphtol (2) has been proved to be markedly effective for hookworm infection. It 
was produced in Japan and now is sold under the trade name ‘“* Wormin ’’ and is widely used as 
an adequate preparation for the purpose of mass treatment. No purgative is necessary for its 
administration because of its rareness of the side effect. Recently a prepapration of 4-iodo-thymiol 
has been produced in Japan under the trade name of ““Tymolan ’”’ as an anthelmintic for hookworm 
also without purge. 

Here the anthelmintic effect of the latter chemical and its side effect was tested along with 
the former application. One half of students of the middle school harboring hookworm ova 
were administered with 4-iodo-thymol and the other half with 1-bromo. naphtol (2), and the 
results proved that both chemicals were almost equally effective for the expelling the hookworm 
and their side effects equally slight. Thus the 4-iodo-thymol preparation can be used for the mass 


treatment of hookworm infection without purge. 
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学 雑誌 第 9 号 199-201 1960] 


ドゥ モイ 酸 に よる 及び の 駆虫 実験 


大 阪 医科 大 学内 科 
(昭和 34 年 12 月 11 日 受領 ) 


さき に 海 人 草 の 有 効 成分 カイ = ン 酸 の 発見 者 で ある 大 
阪 大 学 竹 本 博士 は 1958 年 , 海藻 ハナ ヤナ ギ Chondria 
armata (Kiitzing) Okamura 一 名 ドウ モイ か ら , 山 虫 
虫 作 用 の ある 有効 成分 ドウ モイ 酸 の 抽出 に 成功 され た . 

同 剤 は mp. 217°, 組成 CrsHzO:N・2Hz:O の 無色 
無臭 。 か すか に 酸味 を る 針 状 結 で ある . の 
LD;。 は 静 注 で は ドウ モイ 酸 1.16~2.21 平均 1.6 mg/kg 
で カイ ニン 酸 15.4~24.8 平 均 19.5 mg/kg, 経口 で は ドウ 
モイ 酸 91~ 121 平 均 104 mg/kg。 カ イ = ン 酸 244~ 3881 
平均 805 mg/kg で ドウ モイ 酸 の 生理 作用 は 更 と 強い . 

その 駆虫 効果 に 関し て は 大 体 遇 虫 に 有効 で ある と さき 
れ , 竹本 教授 等 の 成績 で は 艇 剤 服用 者 5 例 中 8 例 , 602% 
に 排 虫 が 確実 に 観察 され , 投薬 8 週間 後 の 再 検討 で 5 例 
中 4 例 , 80% の 卵 陰 転 が 認め られ た . 又 柄 典 博 士 (1958) 
は ハナ ヤナ ギ 艇 剤 , 即ち ハナ ヤナ ギ 20 g を 水 200cc に て 
前 じ , 濃縮 し て 1 人 分 1 回 と し て 投与 し , 叉 精製 エキ ス 分 
0.14g 1 人 1 回 , 又 ド ウ モ イ 酸 20mg を 1 人 1 回 分 と し 
て 投与 し て 舞 虫 の 生態 を 観察 され た 。 そ の 結果 各 和 群 共 投 
与 後 80 分 で 80 以 上 の 第 2 静止 型 が 出現 し , 602 以 上 の 
下降 を 来 し , その 薬効 の 出現 時 間 , その 強度 。 第 2 静止 
型 の 持続 時 間 等 より , サン ト = ン や カイ = ン 酸 に 勝る と 
も 劣ら 優 秀 な 環 虫 駆虫 剤 で ある と 述べ て いる . 本 剤 は 
人 無害 で , 海 人 草 カイ = ン 酸 と 同様 と に 対し 神 
経書 と し て 働く 。 叉 作用 の 強 さ は カイ .= ン 酸 , サン ト = 
ン 単 独 , 或 は 併用 より も 強く 作用 する と 云わ れ て いる . 


HOOC 
HC—-CH・: 
c=C 
CH——COOH 
H;C, N 
H 


Domoic acid : LS-arabo-2-Carboxy-3-carboxymethyl- 
4- (2-carboxy-l1-methyl-1, 3-hexa- 
dienyl) pyrrolidin 
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此 の 度 武田 薬品 工業 株 式 会 社 よ り 。 ドウ モイ 酸 製 剤 で 
ある T-642 の 供与 を 受け 集団 駆虫 に , 1 部 虫 卵 
陽性 者 に も 使用 し た の で , その 結果 を 報告 する . 

実験 方 法 並 びに 実験 対象 

日 時 

昭和 384 年 6 月 2 日 前 検便 , 6 月 29 日 投薬 , 後 検便 は 投 
薬 後 3 週間 , 凌 虫 卵 陽性 者 は 4 週間 後に 第 2 回 目 の 後 検 
便 を 実施 し た . 

方 法 

検便 は 厚生 省 予防 局 の 「 晒 虫 駆除 薬 簡 易 試 験 要項 」 に 
し て 18X18 mm デッキ グラ ス 8 枚 の 標 本 と に つ 
き 検 鏡 し た . 

副作用 は 投薬 の 翌日 , 副作用 綱目 を 示し 養護 教諭 に 調 
査 を 依頼 し た . 

対象 並び に 投薬 

大 阪 市 立 〇 賀 〇 小学 校 学 童 。 検査 人 員 2,257 名 中 
卵 陽性 者 62 名 (2.742%2), 年 令 は 8 ~12 才 の 集団 を 対 象 
と し た . と 同時 に 見 出さ れ た 鞭 虫 卵 陽性 者 18 名 に も 投薬 
を 行 つ た . 

使用 薬剤 は 武田 薬品 より 供与 を 受け た T-642 錠 (1 
錠 中 ドウ モイ 酸 5 mg 含有 ) を 使用 し , 咽 虫 卵 陽性 者 は 
2 錠 (10mg) と , 4 錠 20 mg) の 2 和 群 に 分 け , 別 と 対 
照 と し て 同じ 武田 薬品 の マジ ゲ サン 2 錠 の 1 群 を 取 つ た . 
縮 虫 卵 陽性 者 に は 試験 的 と 4 錠 (20mg) を 投与 し た . 

実験 成績 

各 群 の 実験 成績 は 夫々 表 に 示す よう に 

1) ドウ モイ 酸 10mg で は , 卵 陰 転 者 は 18 名 中 18 名 。, 
陰 転 率 72.2%, 減少 率 77.722 で ある . 

2) ドウ モイ 酸 20mg で は , 卵 陰 転 者 は 16 名 中 12 名 。 
卵 陰 転 75, 卵 減少 率 75 ある . 

8) ジ ゲ サン 32 錠 で は , 卵 陰 転 者 は 17 名 中 14 名 , 卵 陰 
転 率 82.8%, 卵 減少 率 88 .2 ある . 

4) 凌 虫 に 対し て は ドウ モイ 酸 20mg で , 卵 陰 転 者 は 
11 名 中 6 名 , 卵 陰 転 率 54.5 で ある . 
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名 (て 9.1%), 1 名 (4.5%) で ある . 
2%), 腹痛 7 名 (21.9%), 8 名 (9.62%), 下痢 1 

ジ ゲ サン 2 錠 で は 服薬 者 21 名 中 副作用 は 皆無 で あつ 
排 確認 の た め の 実 験 と し て , 釣 虫 
虫 卵 陽性 の 入院 患者 1 名 (49 才 , 男 ) に つい て , 前 夜 前 
下剤 と し て 硫 マ 80 g 服用 させ た 後 , 翌朝 7 時 ドウ モイ 酸 
20mg 1 回 投与 , 2 時間 後 再び 硫 マ 830 g 服 用 さ し , 連続 
検索 し た が , 
患 
び 釣 こつ いて は 認め な か つた . 5 日 , 10 日 , 

陽性 で あぁ つた. 


第 1 表 ドウ 酸 10mg 
駆虫 前 駆虫 後 陽性 
所 0 0 0 0 0 
| 0 0 0 1 
0 0 7 9 
所 0 0 0 0 0 
| 0 0 1 1 2 
0 0 4 6 
所 0 0 0 0 0 
計 | 0 0 1 
十 0 0 4 11 5 
0 0 5 43 18 


の 陰 転 率 , 66.3 の 転 率 , 73.3  ; 
全体 の 陰 転 率 , 72.2  ; 卵 減少 率 , 77.7 


第 2 表 ドゥ ウゥ ウ モ イ 酸 20 mg 
前 駆虫 後 陽 性 庶 
性 別 陽性 4 計 
( 所 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
| + 0 0 2 6 8 
世 0 0 0 0 0 
女 | 0 0 0 1 
+ 0 0 2 5 7 
持 0 0 0 0 0 
+ 0 0 4 
0 0 4 12 16 
の 転 率 , 2 の 転 率 , 73.3  ; 


全体 の 陰 転 率 0%: ; 少 率 , 75.0 


第 3 表 ジ ゲ サン 2 鐘 


前 虫 後 陽性 度 
世 0 0 0 0 0 
0 0 1 0 1 
キ 0 0 0 6 6 
所 0 0 0 0 0 
女 | 0 1 0 2 
+ 0 0 8 
世 0 0 0 0 0 
計 | 0 1 8 
0 0 1 143 14 
0 14 17 


の 陰 転 率 , 33.3 の 陰 転 率 85.1 
全体 の 陰 転 率 ,。82.3  ; 卵 減 少 率 ,。 88.2 


第 4 表 ドウ モイ 酸 20mg( 縮 虫 卵 陽性 者 ) 
駆虫 前 後 陽性 
男 1 2 3 
4 4 8 
5 11 
卵 陰 転 率 , 54.5 巡 
第 5 表 作用 調査 表 
ドウ モイ 酸 10mg ドウ モイ 酸 20mg 
服薬 者 2 32 
2( 6.3%) 0 
腹 痛 2(9.1%) 7(21.9%) 0 
吐 1(5.4%) 3( 9.6%) 0 
及 び 考 接 


以上 の 結果 を 括 する に ドウ モイ 酸 10~20 mg 含有 錠 
剤 を 小学 学童 に 投与 し , 及び の 実験 を 行 
と の 効果 は 

2% 以上 の も の は 推奨 に 妥当 な も の で ある と し た . その 基 
準 を は る か に 上 和 廻る 成績 で て ある. この 点 単 味 で 用 いた * 
の と し て は か な り 良 好 な 駆虫 効果 と 云わ ね ば ぱ ば ならない . 
勿論 駆虫 剤 の 効果 判定 の 場合 に 集団 の 寄生 率 並 に 個人 の 
寄生 数 が , その 効果 判定 を 大いに 左 右 す る も の で ある . 
例え ば 濃厚 感染 集団 で は 薬剤 に よる 虫 卵 陰 転 束 は あぁ まり 
高く な ら な いし , 之 に 反し 少数 感染 の 場合 は 虫 卵 陰 転 率 
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は 高く な り , その 効果 も 大 と な る と 考え られ て いる . 現 
今 は 遇 虫 の 集団 に お ける 寄生 率 も 低く , 個人 の 寄生 数 も 
少 い の で , 有効 な 薬剤 で は その 効果 は 著 明 で ある 竹 で あ 
る それ に し て る も 本 単 味 で 陰 転 を みた 事 
は , 本 剤 は 駆除 じ におい て 有効 な 薬剤 で ある と ね 


唯 前 に も 述べ た よう に カイ = ン 酸 に 比べ 。 静脈 で は 10 
倍 , 経口 で は 8 倍 も LDss は 高く , 下 性 の 強い も の で あ 
る . か ゝ る 点 は 第 5: 表 の 如き 副作用 調査 で も 明らか で , 
サン ト = ン , カ イ = ン 酸 の 複合 剤 で る る ジ ゲ サン に 比 し , 
著しく 副作用 の 多い 事 を 認め た . 

即ち マジ ゲサン は 既に 定評 の ある 良 剤 で , その 効果 と 去 
い , 副作用 の 点 も 皆無 で ある 。 か ゝ る 事 は 私 を し て 云わ 
し め れ ば , 同 剤 が 呼称 の 如き サン トニ = ニン,。 カイ = ン 酸 の 
含量 を る つも の と すれ ば , 世界 最高 の 晒 虫 駆虫 剤 と 考え 
て よい 。 従 つて ドウ モイ 酸 は 之 に 比べ , その 駆虫 率 も 低 
く , 副作用 の 大 きい 事 は , 今後 原料 関係 の 点 る 考 に 入 
れ て , 一 考 を 要する 点 で は な い だ ろ うか . 
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次 は 縮 虫 の 問題 で ある が 臨床 実験 で は 1 例 で ある が 排 
虫 を 証明 する 事 は 出来 な か つた . 確か に 転 は 


ドウ モイ 酸 は 上 遇 虫 並 に 鞭 虫 駆虫 剤 と し て 有効 な る の で 

ある . 
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ANTHELMINTIC STUDIES OF DOMOIC ACID 
ON ASCARIS AND WHIPWORM 


SHIGEO IWATA, KAZUYASU OGATA & IwAo KISHIGAMI 
(Department of Internal Medicine, Osaka Medical College, Takatsuki, Japan) 


We tried desinfestation of round worm and whipworm by domoic acid, which was dis- 


covered by Prof. Takemoto, on elementary school pupils. 


The following results were observed : 


(1) Ascaris: 18 pupils with ascariasis were given 10 mg of D. A. and 16 pupils, 20 mg of 


D. A.. After the administration the discharged percent was 72.2% in the 10 mg group, and in 


the 20 mg group, 75.0%. 


(2) Whipworm : Discharged percent was 54.5% by giving 20 mg at one time. 


From the above results, domoic acid was considered to be an effective drug for the treatment 


of ascariasis and trichiuriasis. 


Side actions of domoic acid are headache (3.7%), abdominal pain (5.5%), vomiting (7.4%) 


and diarrhoea (1.8%), but these complaints were mild. 


| 

ぁ あ り , 或 程 度 効果 は あつ た と 判断 し て よい が , 直接 作 ; 

用 が 軽度 で ある の か , 遅 効 性 で ある の で は な いか と 考え 

今後 は 更に 虫 虫 の に つい て 検討 を 加え る 必 

要 が ある . 
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殺 剤 と し て の 亜 硝酸 の 再 評 価 
(1) メデ 酸性 化 に 用 うる 過 酸 に つい て 


小 


動 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 35 年 2 月 10 日 ) 


上 虫 薬剤 , すなわち いわ ゆる 剤 に 関す る 研 
究 と つい て は , すでに か な り 多 く の 報 告 が み ら れ , いく 
つか の 有効 薬剤 が 見 出さ れ て いる が , それ ら の 薬剤 の う 
ち 現 在 の と と ころ で は , と くに 亜 硝 酸 曹 達 (長野 , 1952), 
二 硫 化 素 (松村 , 1952), 油 (国井 , 19583 う , ネ オデ 
クロ ン (和泉 , 1954) 等 が 比較 的 有効 な 殺 卵 物質 と 見 仙 
され て いる よう で ある .。 し か し と れ ら の 薬剤 に ぁ ゅ つて 
も , これ を その まま 水中 で 使用 し た 時 に は か な り の 殺 卵 
効果 を 発揮 する が , これ を 実際 に 応用 すべ き 場 で ある 恒 
尿 メ ヂ ウ ム 中 で 使用 し た 時 に は 著しく その 効力 を 減じ , 
30°C, 8 日間 作 用 時 の それ は 1,000 倍 以 上 の 高 稀釈 で は 
いずれ の 薬剤 と も 全く 殺 ’ 卵 効果 が 認め られ な い ( 小 宮 ら , 
1956 う . この 選 尿 メ ヂ ウム 中 に お ける 薬剤 の 効力 減損 化 
の 原因 は 貯溜 選 尿 中 の ァ ン モニ = ア の 発生 と , これ に ょ る 
メデ ヂ ウ ム pH の アル カリ 化 に も と ずく も の で ある と 考え 
られ て いる (小宮, 1958 ; 国井 , 1958 ; 小林 ら , 未 発 
表 ). し か し , か か る アル カリ 性 尿 尿 メ ヂ ウム の 場合 に 
あつ て も , あら か じ め と れ を 硫酸 や 塩酸 等 の 強酸 に こ ょ つ 
て メデ ヂ ウ ム を 酸性 城 に 調整 し て お け ば 薬剤 の 効力 は 直接 
作用 時 の それ と ほ く 同 等 に まで 強く な る と いう 3 (国井 , 
1958). し た が つて 上 記 の 殺 卵 剤 応用 に 関し て の 最も 根 
本 的 な 問題 の ー つ は , 選 尿 メ ヂ ウム pH を 確実 に 低下 せ 
し め る と と も に , 尿 尿 が 下 肥 と し て 使用 され る 事 を 了 予想 
し , 同時 に こと の 低下 剤 が 農作物 に 害 を 与え ず む し ろ そ の 
肥 効 に 寄与 する が ど ご とき 低下 剤 を 先ず 探し 出す こと に あ 
る と 考え られ る . 以上 の 観点 か ら 著者 は まず 有効 な る 
pH 低下 剤 の 検索 を 行い その 一 つと し て 過 炎 酸 石灰 を 
と りあ げ と こと れ に ょ る 避 尿 メ ヂ ウム pH の 酸性 化 と , その 
酸性 保持 能力 こと こ に つい て の 検討 を 行い , 同時 に と これら 数 
種 8H 低下 剤 使用 時 に お ける 硝酸 の 虫 効 
果 に つい て も 併せ 試験 し た の で こと と に 報告 する . 

農村 地区 便 池 内 の p の 実 調 査 
殺 九 物 質 に ょ る 殺 卵 実験 に は , その 実際 的 見 地 か ら こ 


れ を 考え た 場合 に は , 当然 薬剤 作用 の 場 は 民 尿 で ある べ 
き で ある が , この 場合 に ちあ つて も , 薬剤 使用 時 の 実際 面 
を 考慮 する と , 人 工 的 に 作 人 製 し た 新鮮 屋 尿 を 試験 に 用 い 
る ょ より を も 実際 の 便 池 内 の 選 尿 を 用 いる の が 妥当 で あろ う 
と 思わ れる . け だ し 後者 は 程度 の 差 は あれ , 通常 貯溜 に 
ょ つて すでに か な り の 程度 まで アル カリ 性 化し て いる の 
が 普通 で あり , 同時 に か か る アル カリ 性 尿 必 は 弱 酸 性 の 
新鮮 屋 尿 メ ヂ ウム より も 殺 卵 物質 の 効果 を 減損 する も の 
で あろ うと と が 考え られ る か ら で あ る . し か し 便 池 内 の 
選 尿 は 実際 に は , 尿 の 混合 比 も 個々 の 便 池 に ょ り 異 な 
り , pH も か な り の 変動 が み ら れ る と と が 予想 され うる 
の で , 中 間 試 験 的 立場 か ら 薬 剤 の 効果 を 検討 する た め に 
は , まず か か る 実際 の 選 尿 pH に 近似 し , か つ そ の メデ 
ウム 条件 も つね に ほ さ 一 定 し た 人 工 訂 尿 メ ヂ ウ ム を 使用 
する 方 が 条件 の 均一 性 を 保つ 点 か ら は 望ま し い . そ と で 
著者 は まず 実際 こ に 農村 に み ら れ る 便 池 内 床 尿 の pH を 実 

に つき 調査 し , さら に 人 工 尿 を 用 いて , か か る 必 尿 
pH に 近似 させ る 条件 を も と め た . 

調査 地区 は 滋賀 県 愛知 川町 地区 (昭和 834 年 8 月 , お ょ よ 
び 同 年 11 月 調査 ), 東京 都 下 忠生 村 地 区 (昭和 834 年 8 月 調 
査 )) お よび 半 玉 県 妻沼 町 地区 (昭和 34 年 8 月 調査 ) で あ 
る . 同 地 区 の 便 池 内 民 尿 を 採取 し , その pH を Toyo 比 
色 測 定 器 (愛知 川町 地区 ) お よび Beckman pH meter 
(忠生 村 ぉ ょ び 妻 沼 町 地区 ) に ょ り 実 測 し た . その 結果 
は 第 1 表 に 示す よう に , 愛知 川町 地区 15 世 帯 の 便 池 に つ 
いて は 。, 原 尿 pH 平均 値 は , 夏期 8.13 (最大 8.8, 最 
小 7.2), 冬 期 7.r6 (最大 8.4, 最小 7.2) で あり , 忠生 
村 地 区 18 世帯) で の 夏期 の 調査 結果 で は , 平均 7.74 
(最大 8.38, 最小 6.97) で あぁ あり, また 同月 の 妻沼 町 地区 
で の 結果 は 平均 7.99 (最大 8.58, 最小 6.91) で あぁ つた . 
な お 愛知 川町 地区 に お いて , 夏期 と 冬期 に お ける pH 実 
測 値 を 比較 する と , 鐘 期 は 夏期 に 比 し て 選 尿 メ ヂ ウム 
pH は 幾 分 低い 傾向 を 示し て いる . 以上 の 3 地区 に つい 
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第 1 表 農村 に is け る 便 池 内 戻 尿 pH の 実測 値 


便 便 東京 都 下 便 埼玉 県 
池 賀 県 愛知 川町 生 村 池 妻沼 町 
号 \8. 13 2 8. 25 
1 8.4 8.4 1 RC 1 7.78 
8.8 2 6.97 8.43 
8.0 7.4 3 8.01 8.17 
4 7:6 4 3.83 4 
5 8.4 8.0 る 7.62 5 8.05 
6 7.6 - 6 8.00 6 8.32 
8 8.2 8.0 8 8.00 8 8.02 
9 9 7.48 9 8.58 
10 8.4 人 10 7.66 10 8.30 
11 8.4 8.0 7.98 11 8.55 
12 8.4 7,6 12 7.59 
13 8.8 8.4 13 7.82 13 7.90 
14 8.4 7.8 
15 

平均 8.13 7.76 平均 7.74 平均 7.99 

最大 ~ 8.8~ 8.4~ 最大 ~ 8.33~ 最大 ~ 8.58~ 

最小 最小 6.97 最小 6. .91- 


pH 法 一 川町 : Toyo pH 比 色 測定 器 を 
使用 , 忠生 村 半 よび 妻沼 町 : Beckman pH meter を 
使用 . 愛知 川町 の み は 同 一 便 池 内 屋 尿 に つき 夏期 
よび 冬期 に い て る 測定 し た . 


て の pH 調査 結果 か ら す る と , pH の 高い 夏期 に お 
る , ある 任意 地区 の 便 池内 民 尿 の pH は お お むね 平均 
最大 pH 値 8.3~8.8 内 外 で あろ うと と が 考え ら 
。 
さて , つぎ に 上 記 実 際 便 池内 選 尿 メ ヂ ウム の pH に ほ 
ゞ 近似 し , か つ 当 該 pH に つい て ほほ ゞ 安定 され た 条件 の 
人 工 尼 尿 を 求め る べく 以下 の 実験 を 試み た . 
試験 に 使用 し た 人 工 選 尿 は 人 の 新鮮 屋 尿 を その 混合 比 
1: 5 と し , これ を ガー ゼ に て 1 回 測 過 し , その 17 を 
37 入り ガラ スシ リン ダー 中 に と り , と これ を ガラ ス 製 の 
蓋 で 被 い 夏期 室温 ( 約 25~81°C) 下 に 放置 し , 放置 時 
間 中 に お ける メデ ヂ ウ ム pH の 変動 を Beckman pH meter 
に て 測定 し た . 
100 ml 入り 三角 コル ベン es て 密栓 ) 中 に と 
28.0C, 内 に 保存 レ 
を も 測定 し た . 
ダー 中 室温 保存 の 場合 に は 作製 直後 の ヂ ウム pH 
は 6.50 で , 保存 1 日 後 8.80, 同 2 日 後 8.66,:: 同 4 日後 
8.68, 同 7 日 後 8.50 で あつ た . また 三角 コル ベン 中 朋 卵 
副 内 保存 の 場合 に は , 選 尿 作製 直後 の メ ヂ ウム pH は , 
6.50 で , 保存 1 日後 8.50, 同 2 日後 8.55, 同 3 日後 8.80, 
同 4 日 後 8.60, 同 7 日 後 8.40 で あぁ つた . 礎 尿 pH は い ず 
れる も 多少 の 差 は ある が , 傾向 と し て は , 当初 の pH 6.50 


é.0 
日 数 
第 1 図 新鮮 の 一 定 条 件 下 溜 に と ゃ な うろ う 同 
ヂ ウ ム pH の 


・ 室温 ( 約 25~31°C) 
内 (27~28°C) 混合 比 =1:5 
グラ フ 上 の 各 点 は ・ に い て 1 標 
本 oco……o 群 に いて 5 標本 の 平均 pH 
を 示す . 


3 日 後に は ほ さ くさ 最大 値 に 性 し , 以後 1 週間 後 き で は ほ と 
ん ど 一 定 の 値 を 保ち つつ 推移 し レ し て いる と と が 判明 し た . 

小 括 

農村 地区 便 池 内 床 尿 の pH の 実測 値 は , 愛知 川町 地区 
に お いて は 平均 pH 値 は , 夏期 8.13 (8.8 ~7.2 ), 同 冬 . 
期 7.76 (8.4 ~7.2 ), 忠生 村 地 区 は 夏期 7.74 (8.833~ 
6.97), 妻沼 町 地区 で は , 夏期 7.99 (8.58~6.91)〉 で あり 
3 地区 の 夏期 平均 pH 値 は , お お むね 8.00, 最大 pH 値 
は ほな ほ く 8.3~8.8 で あつ た . な お 愛知 川町 地区 に お いて 
夏期 と 冬期 に お ける pH 値 を 実測 値 に ょ り 比 較 す る に , 
冬期 は 夏期 より メス ウム pH は 分 低い 傾向 を 示 
し た . 民 尿 混合 比 を 1 : 5 と し た 新鮮 選 尿 を , 夏期 室温 . 
(25~831'C) 下 , また は 器 内 (28.0'C) に 保存 し た 
場合 。 作製 直後 の メス ヂ ウ ム pH は いずれ も 6.50 で ある が 
保存 3~4 日 後に こし て 最高 値 8.80 まで に 上 和 昇 し , 以後 1 
週 後 まで は お お むね 一 定 の 値 を 示し た. 

以上 の 結果 より , 新鮮 屋 尿 の 3 日 間 , 28.0°C 保 存 の も 
の を 薬剤 の 殺 卵 基礎 試験 に 使用 すれ ば , 実際 便 池 内 選 尿 
の 最大 pH 値 に ほな ゞ 近似 の pH の も の が えら れ , し か も 
薬剤 作用 期間 中 ( 約 8 日 間 ) は , 選 尿 条件 に 関す る 限り 
で は お お むね 一 定 の 条件 を 保つ も の と 考え られ る の で , 
以後 の 試験 で ES 3 日 間 保 存 の , 
も の を 用 うる こと と に 
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有 p 了 HI 降下 に 関す る 実験 

実験 材料 お よび 方 法 

1.。 供 試 尿 : 混合 比 1 : 5 の 新鮮 を 3 日間, 27 
~28°C 器 内 に 保存 し た . 前 記 メ ヂ ウ ム pit 8.8 
の も の を , 薬剤 使用 直前 に 各 事 例 に つき それ ぞ れ そ 
50ml を 100ml 入り 三 委 コル ベン 中 に と り , iat 
に 供し た . 

2。 被 検 薬剤 :pH 降下 剤 と し て は , 肥料 過 燃 酸 石灰 
(神島 化学 製 )) の ほか に 対照 的 意味 を も 含ま せ て , 硫酸 
(関東 化学 製 , 試薬 1 級 ) お よび 塩酸 (岩井 化学 製 , 試 
薬 1 級 ) の 3 種 と し , これ の 尿 尿 メ ヂ ウム 中 へ の 混入 は 
すべ て 原 末 また は 原液 の まま で 行 つ た 

8. 実験 方 法 : 上 記 50ml に 対し て 。, 
と これ を 性 ( ほ く pH 6.3 内 外 
要する 肥料 過 燃 酸 石 灰 , 硫酸 お よび 塩酸 の 必要 量 を 
め , それ ぞ れ の 必要 液 量 を 50ml の 入 し 
し た . な お , 同一 pH 低下 薬剤 使用 事例 に つい て は 各 3 
ご と し た . pH 調整 各 は , こ れ を 28.0°C, 上 器 内 
に 放置 し, 放置 後 そ れ ぞ れ の メデ ウム pH 値 を , 各所 定 
旧 数 ご と に Beckman pH meter に より 測定 し た . 

4.。 対照 : の み と し た . 

実験 成績 

各 pH 低下 剤 と にょ る 調整 直前 の 選 尿 pH は すべ て 8.80 
で あつ た が , と の 尿 尿 50ml に 対し て , これ を pH 6.8 
内 外 の 酸性 城 に まで 低下 させ る の に 硫酸 原液 で は 0.24 
ml; 塩酸 原液 で は 0.75ml, 過 炎 酸 石灰 原 末 で は 4.0g を 
て それぞれ 要 し た . 以上 の 各 pH 低下 剤 に より メデ ウム 


pH 調整 直後 30 分 後 ) の 各 3 標本 平均 pH 値 は , 硫酸 使 


用 時 6.88, 塩酸 使用 時 6.30, 過 炎 酸 石灰 使用 時 に は 6.51 で 
あつ た . pH 調整 後 , 28.0°C 解 卵 器 内 に 選 尿 を 保存 し た 
場合 と における 各 メ ヂ ウ ム pH の 変動 を みる に , 硫酸 お よ 
び 塩 酸 使 用 群 に あつ て は , いずれ る も 調 整 直後 より 保存 日 
数 の 経過 に と も な い pH 上 昇 の 傾向 を 示し , 7 日 後に は , 
と も に 約 7.5 に まで 達し て いる . これ に 比 し て 過 炎 酸 石 
原 使 用 群 で は それ ほど 著しい pH 値 の 上 昇 を 示さ ず , 3 
日 保存 後 6.76, 7 日 後に あつ て も な お "7.0 以下 に と ど ま 
つて を り , 上 記 3 種 pH 低下 薬剤 中 , 最も 安定 性 を しめ 
し た . な ほぼ 対照 に お いて は , いずれ も 当初 の pH 

同様 の 高い アル カ (7 日後, 8.57) を 示し た . 


pH 低下 使用 に お ける 硝酸 の 卵 効果 
前 記 各 種 pH 低下 剤 使用 メ ヂ ウム を 用 いた 場合 こ に お け 


- る 同一 濃度 の 硝酸 の 殺 力 を 比較 実験 した. 


第 2 表 数 種 pH 低下 薬剤 に よる アル カ ヵ カリ 性 必 必 
pH の 酸性 化 と 酸性 pH 保持 能力 (28.0°C) 


調整 


し た 
1 日 後 3 日 後 7 日 後 


8.80 6.35 6.77 7.40 7.50 

0.24ml 8.80 6.45 6.78 7.24 7.35 
8.80 6.33 6.90 7.50 7.53 

平均 8.80 6.38 6.82 7.38 7.46 

8.80 6.40 6.77 7.34 7.30 
使用 0・75ml 8.80 6.30 6.68 7.42 7.44 

平均 6330. 685 

石灰 使 4.0g 8.80 6.52 6.41 6.79 6.92 
用 群 8.80 6.50 6.37 6.79 6.98 
平 均 8.80 6.51 6.36 6.76 6.92 

非 使用 — 5.65 
群 ( 対 — 
) 8.80- — 


平 均 8.80 8.80_ 8.67 8.57 


調整 前 の は た つき すべ て 同一 の の と 
し , 混合 。 尿 =1: 5, 28°C, 3 日 間 器 
貯溜 の も の と する . pH 調整 は 硫酸 , 塩酸 と も 各 原 
液 使用 とし, pH の 測定 は Beckman pH meter を 
使用 し た . 


材料 お よび 方 法 

材料 : 豚 子宮 末端 部 内 新鮮 受精 卵 と 
た . と れ を 硝酸 曹達 混入 直前 に 各 尿 メデ ウム 
( 卵 濃厚 液 , 2 ~ 3 滴 混入 し た . 

2. 使用 薬剤 : 殺 卵 物質 と し て は 硝酸 薬 
品 製 , 試薬 一 級 ) を 使用 し た . 亜 硝酸 曹達 の 作用 濃度 は 
各 実 験 衝 に つき , それ ぞ れ 2,000 倍 , お よび 4,000 倍 の 
2 種 と し た . 実験 に と あ た つ て は 中 間 稀 釈 倍 液 の 各 200 
400 倍 各 3 ml を メ ヂ ウム 27cc に 加え て 所 定 
の 作用 濃度 を 調整 し た . 

83. 薬剤 作用 尿 メ ヂ ウム : 前 項 pH 降下 実験 で 
述べ た 各 pH 低下 剤 に よる 調整 選 尿 の 28.0°C, 1 日 保存 
後 の も の を 使用 し た . し た が つて 亜 硝酸 曹達 混入 直前 の 
メ ヂ ウム pH は 第 2 表 の 1 日 保存 の 項 の それ で あり , pH 
値 は 硫酸 使用 群 お よび 塩酸 使用 群 は と も に 約 6.80, 過 
酸 石灰 使用 群 , 約 6.40, 対照 は 8.80 で あつ た . 

4. 作用 条件 : 28.0°C ( 器 3 日 間 作 用 と し た . 

5. 薬剤 作用 期間 中 の ぇ メデ ヂ ウ ム pH の 測定 : 亜 硝 酸 費 
達 温 入 直 前 , 直後 お ょ よび 作用 3 日 後に お ける メ ヂ ウム 


(80 ) 


尿 メデ ヂ ウ ム pH 
! 
i 


pH を Beckman pH meter に より 測定 し た . 

6. 薬剤 の 効果 判定 : 薬液 浸漬 直後 , 各 メ ヂ ウム 
約 10ml を 25ml 遠心 管 こ に とり, とれ を 8 回 遠心 水洗 し レ , 
沈 湾 を 素 焼 瓦 培 養 法 (28 .0C〕) に よ ょ り 培 養 し , 培養 3 週 
末 に お ける 貝 卵 の 発育 状況 を 観察 し た . 

対照 : 各 pH 低下 剤 使用 に る 硝酸 曹達 
用 に 対す る 直接 の 対 婦 と し て 各 和 群 と も 亜 硝酸 曹達 非 混 入 
の も の 各 1 = ずつ を , また pH 低下 剤 使用 に 対す る 対照 
と し て は 非 pH 調整 の 酸 曹 混入 , 非 入 の 別 
を お いた . 

実験 成績 

1. 亜 硝酸 曹達 作用 期間 中 の メ ぇ メ ヂ ウム へ pH 値 

硝酸 曹達 入 直前 に お ける 各 ヂ ウム に つい て 
は 第 3 表 に みる ど と く pH 酸性 調整 いづ れ ぁ も 性 
を し めし , 硫酸 お よび 塩酸 酸性 調整 和 群 の pH は お お むね 
6.7 ~6.8 前 後 , 過 炎 に よる pH 調整 で は 6.38 
へ 6.4 前 後 で あつ た . 亜 硝 酸 曹 域 温 入 以後 の pH 値 の 変 
動 に つい て は , 混入 直後 , 硫酸 お よび 塩酸 調整 智 に お い 
て は と も に 0.5 前 後 の pH 上 昇 を み , 28.0°C, 3 日 間 放 
置 後 に は , と も に て 7." 前 後に まで 上 昇 し た の に 対し て ,。, 

第 3 表 硝酸 混入 前 , 後に け る 各種 pH 既 

調整 恒 尿 メデ ヂ ウ ム の pH 値 (28.0°C, 3 日 間 作 用 ) 


メデ ウ ム の pH 


釈 倍 後 硝酸 曹達 達 混入 直 同 3 日 後 

混入 直前 後 

2000 6.77 7.32 7.58 
硫酸 酸性 , . . 

4000 6.78 7.32 7.70 
調整 7.44 7.62 

2.000 6.77 7.40 7.79 
塩酸 酸性 

4000 6.68 7.30 7.68 
石 2,000 6.30 6.75 7.00 
酸性 調 4.000 6.41 6.84 7.12 
6.80 7.08 
pH 非 調 2,000 8.80 
( 対 4000 8.80 
8.65 


ー* 硝酸 曹達 混入 を : pH の は Beckman pH 
meter を 使用 し た . 

過 石灰 酸性 調整 に あつ て は , 硝酸 曹 直後 
約 6.4。 8 日 後に は 7.0~7.1 で あつ た . 酸 灰 調 
束 群 に あつ て も , 若干 の pH 上 昇 を みた と は いえ ,。 その 
程度 は 前 2 者 に 比 し て ,。 は る か に 小さ か つた . と の ょ よう 
な 傾向 は 亜 硝 酸 曹 達 を 混 入 せ ず に 保存 し た 前 実験 の それ 
と 規 を 一 に し て いる . 
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第 4 表 数 種 pH 低下 剤 に よる 性 メデ ウム 下 に 
ける 硝酸 の 殺 卵 効果 (28.0°C, 3 日 間 作 用 ) 


P 達 の 単 細 
2000 4 3 
硫酸 酸性 4'000 5 
2.000 1 
塩酸 酸性 
4000 2 1 
過 石 2,000 54 0 
酸 性 調 4.000 3 1 
1 
2000 5 1 
pH 非 調整 4'000 5 2 93 0 
表 中 の 各 項 数 値 は 薬剤 作用 後 の 培 養 3 週末 に ける 


観察 各 虫 卵 の 全 卵 た 対す る 百分率 を 示す . 
ー* : 硝酸 の 混入 な し . 


2.。 同上 各種 メ ウム 中 で の 硝酸 の 卵 効果 

第 4 表 に こみ る ょ うに , pH 非 調 整 康 尿 を 用 いた 対照 群 
に あつ て は , 亜 硝酸 曹達 の 2,000 倍 , 4,000 倍 各 作用 時 
と も 全く 殺 卵 効果 な く , 同時 に また 各 pH 酸性 調整 智 に 
あつ て も , 酸 達 入 の な いも の に あつ て は 全く 
卵 効果 が 認め られ な か つた . pH を 酸性 に 調 吉 し , 亜 硝酸 
曹達 を 混入 し た 実験 群 に あつ て も , 硫酸 お よび 塩酸 使用 
の も の で は , いずれ も 亜 硝 酸 費 達 の 2,000 倍 稀釈 液 作 用 
で 全く 果 が 認め られ な か つた . し か し , 酸 石 
灰 を 使用 し た も の で は 硝 酸 同じ 2,000 倍 液 作用 
時 に は 完全 な 殺 卵 効果 が 認め られ , 薬剤 作用 後 の 培 養 3 
週末 の 結果 で は 仔 虫 期 九 は 全く 認め られ な か つた . 

総括 お よび 考察 

上 銅 虫 卵 殺 減 剤 の 実際 応用 の 場 は いう まで も な く 便 池内 
訂 尿 中 で ある が , と の よ ょ うな 野外 試験 を 行う 前 段階 と し 
て の 中 間 モ デル 試験 的 な 意味 で は , 実際 の 訂 尿 pH に j 
似 ) か つ 安 定 な 尿 尿 を 用 いる の が 妥当 で ある と 考え られ 
る . し か し その た め に は , 先ず 実際 に 農村 地区 便 池 内 選 
尿 の 条件 , 就 中 その メデ ヂ ウ ム pH の 実態 を 把握 する と と 
が 必要 と な る . そこ で 3 ヵ所 の 農村 地区 の 便 池 内 貯溜 床 
尿 に つい て の pH 測定 を 行 つ た . その 結果 は 夏期 の 測定 
時 の 平均 pH 値 は 約 8.0 (最高 pH 8.8) で あり , また 
夏期 の pH は 冬期 の それ より も , より つよ い ア ルカ リ 性 
が 示さ れ た . 

つき ぎ に か か る 実際 の 便 池 内 戻 尿 の pH に 近似 し た 選 尿 
メ ヂ ウム を 人 為 に 作製 する た め に , 新鮮 尿 ( 尿 混 


| | 
7.53 
7.46 
.44 
263 
.85 
92 
98 
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3 .54 
3.58 
3.57 
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倍 の 
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合 比 。 1 : 5) を 夏期 室温 , また は 28.0°C, 帳 卵 器 内 で 
保存 し , 保存 時 間 に 伴 つて 生ずる メデ ウム pH の 変動 を 
測定 し , 長 も pH 値 が 高く , か つ 安 定性 を 維持 する に 
いた る 保存 日 数 を も と め て みた . その 結果 は 上 記 の 気 
温 , お ょ び 保 存 条 件 下 に お いて は , 3 日 後に 最高 の pH 
値 8.8 に 達し , 以後 は 比較 的 安定 な 値 を 保ち つつ 推移 す 
る と と が 判明 し た . 即ち こと の 人 工 恒 尿 保存 に 依 つ て 示 
され た 最高 の pH 値 は , 前 項 農 地 便 池内 尿 尿 の 夏期 に お 
ける 最高 pH と 同じ 値 を 示し た と この よう な 新鮮 
尿 貯溜 時 の pH 変動 状況 に 関し て は , 国井 1956), 小林 
(1958) 等 の 報告 も ある が ,。 いずれ も 傾向 と し て は 著者 
の それ と ほ ゞ 同一 で ある . 

さて , 緒言 に お いて も 触れ た よう に 現在 。 い わ ゆ る 殺 
卵 剤 応用 上 の 最大 の 墜 路 は , い ずれ の 殺 卵 剤 に あつ て も , 
その 程度 の 差 は あぁ あれ, 尼 尿 メ ヂ ウム 中 で は その 効力 が 水 
で れ に し で て じ ま う こと こと で ある , 
1954 ; 松村 , 1955 ; 大 沢 , 1955 ; 小宮 , 1955'; 久 津 見 , 
1955 ; 国井 , 1958 a, b 等 に より , 又 釣 虫 卵 に お いて は 
小林 ら , 1958 ; 寺尾 , 1958 等 に より 報告 され て いる ) . 
その 原因 に つい て は 国井 (1958 a,b), 小宮 ら (1958), 小 
ら (1958) に より 貯溜 中 , 伴う アン モニ ニア 
の 発生 に ょ る メデ ヂ ウ ム の アル カリ 化 に 起因 する と 報告 さ 
れ て いる . そ と で 尿 尿 の pH を 酸性 城 に まで 低下 させ て 
か ら 卵 物質 を 投入 すれ 効果 は 殆 ん ど 直 接 水 中 接触 時 
と 同 程度 まで 復元 され る で あら うこ と と が 容易 に 考え られ 
る . か か る 推測 は 長野 (1952), 児玉 1954), 国井 (1956) 
等 に ょ り 実 共に も 確か め あられ て いる . し か し , 上 記 諸 家 
の 場合 に は , その pH の 低下 薬剤 と し と て は , いずれ も 強 
酸 を 使用 し て お り , か か る 強酸 の 使用 は 実際 応用 の 段 と 
な る と , その 価格 の 点 は 度外視 し て も 取扱 者 に 対し て 危 
険 性 が 伴う こと お ょ よび 上 農作物 に 対す る 薬害 等 が 考え られ 
る . し た が つて , 目下 の と と ろ 殺 婦 物 質 の 応用 向上 の 根 
本 的 な 問題 点 の 一 つ は , 人 畜 に 危険 を 与え る と こと な く , 
確実 に 選 尿 の pH を 低下 させ , か つ そ の 効果 が 持続 し 安 
定 で ある 物質 , さら に と れ を 農作物 に 施肥 し た 場合 に 
は 少な く と も 薬害 を 与え る こと な く , か つ 望 らく は 
その 肥 効 に 利 し , そし て 安価 で ある 物質 を 探索 する と い 


うと こと に ある と 考え る . そ と で 著者 は か か る 観点 か ら , 
従来 化学 肥料 と し て 使用 され て お り , か つ 選 尿 へ の その 
混入 が 可能 で ある と され て いる 過 炎 酸 石灰 に 着目 し , そ 
の 使用 時 に お ける 尿 尿 メ ヂ ウム の pH 降下 能力 お よび 酸 
性 保持 能力 を 硫酸 や 塩酸 等 の それ ぞ れ の 能力 と 比較 検 対 
し た . その 結果 は 硫酸 お よび 塩酸 使用 群 の 尿 尿 は いづ れ 
も 調整 後 7 日 で 約 pH 7.5( 調 整 直 後 の pH 6.3 前 後 ) に 
達し た . これ に 比 し 過 炎 酸 石灰 使用 群 の それ は pH ".0 
以下 (調整 直後 の pH 6.5) に と ど ま つ て を り , 上 記 3 
種 の pH 低下 薬剤 中 最も 安定 性 を 示し た . 

また , 殺 卵 物質 と し て 亜 硝酸 旨 達 を と くに 使用 し た 理 
由 は 下記 の 如く で ある . 即ち 今 ま で に 報告 され て いる い 
わ ゆ る 殺 卵 剤 , 二 硫化 炭素 , 電子 油 , ネオ ヂ ク セン の 高 
温 作 用 時 に お ける それ ぞ れ の 殺 卵 力 を , 小宮 ら (1956) 
の 実験 の 結果 より 比較 検討 する に , 二 硫 化 炭 素 (250 
倍 う , 油 (500 倍 ネ ヂ ク ロン (1,000 倍 は , 
鮮 選 尿 メデ ウム 中 で は か な り 高 濃度 に お いて も それ ぞ れ 
不 確 実 な 効力 し か 示し て を ら ず , また 性 , お 
び 価 格 等 の 諸 難 点 に ょ り 実 用 に は 困難 で あら うと され て 
いる . し か る に 利 硝酸 曹達 の 効力 と お いて は , それ が 恒 
水 (酸性 調製 ) メ ヂ ウム 中 に お ける 成績 で ある と い へ , 
4,000 倍 稀釈 で 100% の 殺 滅 を 示し , また ,, すでに 長野 
(1952), 児玉 (1954), 小宮 (1955), に より 他 の 殺 卵 物質 
に 比 し 顕著 な 効力 を 有する 覧 が 認め られ て いる .。 し か も 
他 の 殺 卵 物質 に 比 し , 取り 扱い 上 に お ける 安全 性 や ゃ 施肥 
時 に お ける 薬害 の な きこ と と ( 滝 島 , 1960), お よび 価額 等 
の 面 か ら み て も 好ま し いと 考え られ た か ら で あ る . 

前 記 , 実験 結果 に お いて 示さ れ た 如く , pH 低下 剤 中 
最も 安定 を 示し た 過 焼 酸 石 灰 使 用 に ょ る 選 尿 酸性 化 メ チ 
ウム に お いて 酸 殺 卵 効果 を , 硫酸 お よび 塩酸 
使用 時 の それ と 比較 し た . その 結果 は , 硫酸 お よび 塩酸 
使用 の も の で は , と も に 各 硝 酸 章 達 の 2,0C0 倍 稀 釈 液 で 
全く 効果 は 認め られ な か つた 

し か し 上 記 濃 度 に お いて 過 焼 酸 石 灰 を 使用 し た も の で 
は , 酸 達 の 2,000 倍 稀釈 作用 で も 完全 な 殺 効 
力 が 認め られ た . 今 か か る 石灰 を 深 し た 硝 
に ょ る 中 卵 方 法 の 利点 を 考察 する に , 


許 1 従来 報告 さき れ た 恒 尿 中 殺 卵 試験 に 所 いて は , その 選 尿 メデ ウム は , いずれ る も 新鮮 展 尿 その まく を 試験 に 供し て 

いる し か し , 尿 の pH は の それ に 比 し て いち じ る し く 低 , 尿 中 薬剤 接触 期間 中 , その 
pH の が 充分 され る . そ と で は 尿 中 卵 試験 に 用 いる メデ ウム と し て は , 便 池 内 
の pH に 等 し く , か つっ つ 安定 そる 前 記 貯 溜 恒 尿 を 用 いる と と が 最も 合理 的 で ある と 考え て 使用 し た . 

と の 場合 混和 硫酸 な い し 塩酸 の 増加 する と き は の pH は 低下 し その 効果 も され る と と は は 実 
験 に ょ り ( 表 , 略 ) た し か あめ られ て は いる が , 既 記 の ょ うに 両 剤 と も と れ 以 上 の 混和 濃度 で は 実用 に 耐え な い . 
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従来 の 報告 で は 該 薬 剤 使用 に 際 し て は , 尿 尿 分 離 と いう 
能 雑 な 前 処理 的 方 法 が 必要 で あつ た が , この 方 法 に より, 
か か る 前 処理 的 な 角 雑 な 方 法 は 必要 と し な い 事 が 判明 
し , か つ そ の 殺 卵 効果 も 殆 ん ど 低 下 を 見 る こと が な か つ 
た の で ある . さら に また 過 燃 酸 石灰 を 屋 尿 中 へ 混入 し た 
今回 の 実験 に お いて は , 次 の 如く 多く の 肥料 的 効果 も 併 
せ 期 待 す る こと が 出来 る 。 すなわち , りり) 過 灯 酸 石灰 中 
の 遊離 の 炎 酸 お よび 硫酸 が 下 肥 中 の アァ アン モニ = ア と 結合 
, それ ぞ れ 焼 酸 ア ン モ ン お よび 硫 安 を 形成 する . i 
下 肥 中 の 窒素 の 揮 散 を 抑制 し , 炎 酸 の 量 が 窒素 量 と 同 量 
と な り , 肥料 要素 と し て 窒素 の み に 偏 する こと と を 防止 す 
る .i) 過 炎 酸 石灰 自身 の 酸 も 和らげ られ 土壌 に 吸収 さ 
れ 易 く な る と こと お ょ よび 過 燃 酸 石灰 の 一 部 不溶 の も の は , 
土壌 中 の 炭酸 。 お よび 植物 の 根 か ら 出 す 根 酸 と 結合 し て 
植物 に 吸収 され る 等 諸 種 の 利点 が , その 肥料 的 見 地 か ら 
把 泌 され て いる (浪江 ら , 1956 う . な お 本 肥料 は , そ の 肥 
料 と し て の 応用 上 の 観点 か ら 室 島 (1946) は 栽培 作物 の 
生育 お よび 使用 者 の 経済 の 両面 に お いて 妥当 な 線 と し て 
少な く と も 選 尿 量 に 対す る 3 ~ 5 の 該 肥 料 の 混入 を 推 
畠 し て いる 。 しかも, か か る 場合 こと お ける 肥料 過多 症 お 
ょ び 薬 害 は 認め られ な いと 報告 し て いる 。 また, 現在 一 
し て 使用 し て いる 事情 に あぁ る の で , 栽培 作物 に 施肥 する 
前 に , 適当 量 の 過 謎 酸 石灰 を 民 尿 へ 混入 する と と は 労力 
的 に も 可能 で あろ うと 考え られ る . 
以上 述べ た ご と く 酸 石灰 に ょ る 酸性 化 と 硝 
酸 に よる 寄生 卵 方 法 は , 効果 は も と ょ 
り , その 使用 法 の 単純 化 , 電 用 , 危険 性 , お よび 肥料 効 
ead し 得る 可能 性 が 認め られ 
<. , 同 肥 料 の 各種 濃度 使用 に ょ る の 低下 能 
カ お よび 保持 能力 。 か つ 同 肥料 使用 に よる 酸性 調整 
メ ヂ ウム に お ける 各種 濃度 亜 硝酸 章 達 の 殺 卵 効果 に つい 
て は さら に 検討 中 で ある . 

殺 卵 剤 と し て の 亜 硝 酸 旨 達 使用 法 の 改良 , 特に 従来 す 
に 肥料 と し て 使用 され て いた 過 炎 酸 石灰 利用 に ょ る 選 
尿酸 性 化 の 比較 検討 を 試み , 次 の 結果 を 得 た 。 

1) 農村 地区 便 池 内 民 尿 の pH に 関す る 実態 調査 の 結 
果 , 3 地区 の 夏期 平均 pH 値 は お お むず ね 8.0, 最大 pH 

は ほ く ゞ く 8.3~8.8 で あぁ つた . な お 愛知 川町 地区 に お け 
尿 メ ヂ ウ ム pH 値 は 分 低い 傾向 を 示し た . 

2) 人 工 新鮮 尿 作製 ( 尿 比 1: 5) 直後 の メデ 
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ウム pH は 6.5 で , 28.0C, 8 ~ 4 日 保存 後に 最高 値 
(8.8) まで に 上 昇 し , 以後 1 週間 まで は お お むね 一 定 の 
値 を 示 し た . 最高 pH 値 お よび 安定 期 の pH 値 は , 前 記 
農地 便 池 内 戻 尿 の 最大 pH と お お むね 一 致 せ る 値 を 示し 


8) 新鮮 選 尿 (混合 比 。 1 : 5 う を 3 日 間 , 28.0°C, 
(上 蜂 卵 器 内 ) で 保存 し た も の の pH 8.8 を , 約 pH 6.4 
に 調整 する に 要 し た 硫酸 , 塩酸 お よび 過 炎 酸 石灰 の 量 は 
それ ぞ れ , 選 尿 50 ml に 対し 0.24 ml, 0.75 ml お よび 4.0 

で あつ た . この pH 調整 を 28.0°C, 器 内 に 保 
存 し た 場合 に お ける , 各 メ ヂ ウ ム pH の 変動 は , 硫酸 お 
ょ び 塩 酸 使用 群 に あつ て は , 調整 後 7 日 で , いずれ も 約 
7.5 に まで 達し , 過 炎 酸 石灰 使用 群 の & 7.0 以 下 に と ゞ 
まつ て 。 

4) 曹達 入 前 後に お ける 各種 pH 既 調 整 尿 
メ ヂ ウム を 28.0°C, 1 日 放置 し た 時 の pH 値 は , 硫酸 お 
ょ び 塩 酸 調整 は 約 6.8, 酸 石 灰 調 整 で は 約 
6.4 で ご あつ た . さら に 上 記 各 調整 民 尿 群 に 亜 硝 酸 曹 達 を 
混入 し , 28.0°C, 3 日 放置 後 の pH 値 は , 硫酸 お よび 塩 
酸 各 調整 衝 で は pH 7.7 前 後に 上 昇 し た の に 対し て 過 灯 
酸 石 灰 調 整 は 7.0~7.1 で あつ た . 

5) 前 記 条 件 に お ける それ ぞ れ の 酸 の 
果 は , 硫酸 お ょ び 塩 酸 使用 の も の で は いずれ も 亜 硝酸 費 
達 の 2,000 倍 稀釈 液 作 用 で , それ ぞ れ 約 902 以 上 の 仔 虫 
期 の 発育 を みた の に , 過 石灰 を 使用 し た も の 
で は 亜 硝酸 曹達 の 同じ く 2,000 倍 稀 釈 液 作用 で 仔 虫 期 卵 
は 全く 認め られ な か つた . 

6) 石灰 一 硝酸 曹達 系 の 卵 剤 と し て の 実用 
性 等 に つい て 検討 を 行 つ た . 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 な 御 指導 と 御 校 を 頂き 
まし た 予 研 寄生 虫 部 長 小 宮 義 孝博 中 に 深 基 な る 謝意 を 表 
し , また 種々 御 教 示 を 賜 つ た 同 部 小林 昭夫 境 士 , 柳沢 十 
四 男 博士 及び 同 部 諸 先 生 に 対 し 感謝 の 意 を 表し ます . 
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RE-EVALUATION OF SODIUM NITRITE AS THE 
OVCIDE USED' IN THE NIGHTSOENT) 


IsAO KOZAI 
(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


Despite the large amount of work on the ovicidal substances used in the nightsoil for the 
Jast 10 years, only a few has been proved to be of practical use. Most of substances studied did 
not show so high activity in the nightsoil as they showed in egg suspension in water. It was 
generally accepted that lowering in activity in the nightsoil was presumablly due to alkalinity of 
the liquour part of the nightsoil. In the present report the author attempted to maintain sodium 
nitrite active in the nightsoil by acidifiying nightsoil medium with addition of calcium super 
phosphate (Ca (Hz POA\;) which has been already used as a chemical fertilizer, in comparison with 
other agents for acidification, HCl and HsSO:. 

1) A survey on the pH value of the nightsoil reserved in lavatories of farm-house in rural 
areas was conducted to know the alkalinity of the nightsoil where the ovicides should be used 
and were functioning. Average value of pH in the nightsoil surveyed from three rural areas 
was about 8.0 with 8.8 and 6.9 as both extremes in summer season. It was likely that the average 
value of pH in summer season was somewhat higher than that in winter. 

2) Changes in pH values of artificial nightsoil (feces : urine = 1: 5) during the period of 
incubation at 28°C were recorded. pH of artificial nightsoil increased rapidly and attained to pH 
8.8 after 3- or 4-day incubatlon, followed by constant phase in pH value for 7 days afterwards. 
The pH value shown in constant phase was as similar as the highest value of nightsoil surveyed 
in rural areas. 

3) The amounts of sulphric and hydrochloric acid and calcium super phosphate consumed 
to lower the pH from 8.8 of artificial nightsoil incubated at 28°C for 3 days to 6.4 were 0.24 ml, 
0.75ml and 4.0g/50m of nightsoil respectively. Further change in pH of nightsoil adjusted to 
pH 6.4 by addition of each agent was determined on 7th day after incubation. Both pH of the 
nightsoil added with sulphric and hydrochloric acid attained to 7.5 and to less than 7.0 in the case 
of calcium super phosphate. 

4) pH of the nightsoil adjusted by these agents and added with sodium nitrite to a final 
cocentration, 1 : 2,000 showed 7.7 after 3-day incubation at 28°C in the case of acidified nightsoil 
with sulphric and hydrochloric acid and abuot 7.0 in the case of with calcium super phosphate. 

5) Ovicidal activity of sodium nitrite in the nightsoil acidified with these agents under above 
condition were as follows. In the case of acidified nightsoil with hydrochloric and sulphric acid 
sodium nitrite in concentration of 1 : 2,000 showed no ovicidal activity against ascaris eggs exposed 
for 3 days at 28°C. On the countrary, at the same concentration of Na-nitrite no larval formation 
was observed in the case of acidified nightsoil with calcium super phosphate. 

6) Ovicidal activity of sodium nitrite in the acidified nightsoil with calcium super phosphate 


was discussed from the point of its practical use. 
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Paragonimus ohirai Miyazaki, 1933 (大 平 肺 吸虫 ) の 
新 第 1 中 間 宿 主 Assimznea yoshidayukiot Kuroda, 


1959 (ヨシ ダ カ ワ ザン 


吉田 


ショ ッ ウ ) に 関す る 研究 " 


宮本 正実 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 長 花 操 教 授 ) 
(昭和 1 35 年 2 月 13 日 受領 ) 


特 別 


言 

大 平 吸虫 (Paragonimus ohirai Miyzzaki, 1989) 

の 第 + 中 間 宿 主 の 決定 に 関し て は 先ず 扇田 (1954) が 本 
吸虫 の ミラ シン シン ジウム を カワ ザン ショ ウ ガ イ (Assiminea 
japonica von Martens, 1877) に 感染 せしめ セル カリ ア 
に 発育 する 事 を 認め , 其 後 池田 (1957), 吉田 ら (1959) 
ぁ 実験 感染 の 成立 する 事 を 追認 し た .。 併 し 征 ら 本 吸虫 流 
行 地 の 各地 で 実施 され た 多数 の カワ ザン ショ ウ ガ イ の 検 
査 に よ つ て も 本 吸虫 の 自然 感染 は 未だ 見 出さ れ て いな い 
( ; 横川 ら , 1958 ; 吉田 ちら, 1959). 所 が 其 
の 人 後 の 研 究 と より 黒田 (1958) が 最近 新種 の 記載 を 行 つ 

ムシ ン ヤ ドリ カワ ザン ショ リウ (Assiminea parasitologica 
Kuroda, 1958) か ら 大 平 肺 吸虫 交 虫 の 自然 感染 が 見 付か 
Oh 感染 実験 も 成 切 し て こと に 本 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 と 
し て 先ず ふ ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ が 決定 され た (横川 
ら , 1958 : 吉田 ら , 1959). 併 し 年 ら 著者 の 1 人 吉田 は 
大 平 肺 吸虫 の 分 布 す る 殆ど すべ て の 河川 の 河口 皇 水域 を 
- 所 カワ ザン ショ ウ ガ イ 科 の 上 中 数 種 分 布 

し て を る の を 認め , これ ら の 内 に 更に 第 1 中 間 宿 主 と し 
て の 役割 を 果して いる 上 由 が 存在 する で あろ う と の 推定 の 
下 に 種々 の 検索 を つく さけ て いた 所 , 極 く 最 近 黒 田 (1959) 
に ょ っ つて 新種 の 記載 が 行わ れ た ョ シダ カワ ザン ショ ツウ 
(Assiminea yoshidayukioi Kuroda, eg な る 上 貝 が 本 
明 虫 の 第 1 中 間 宿 ct て いる 事 が 明らか と な つた の 
で と と に その 詳細 を 報告 す 

(IT) ヨン ダ カ ワ ザン ショ リウ (Assiminea yoshida- 
yukioz Kuroda, 1959) に つい て 

著者 の 1 人 吉田 は 1959 年 3 月 26 日 , 兵庫 県 加古 川 の 
小型 大 平 肺 吸虫 (Paragonimus iloktsuenensis Chen, 


1940) の 分 布地 帯 に お いて 第 1 中 間 宿 主 と な る べき 上 貝 の 
採集 を 行 つ て いた 所 , 未だ 曽 て 見 な い 一 種 の 内 を 採集 
し , 京都 大 学 理学 部 , 黒田 徳 米 博士 の 鑑定 を 求め た 所 , 

1 新種 ご で ある と な し , ヨシ ンダ カ ワザ ン シ ョ ウ (Assimz- 
ea yoshidayukioi) と 命名 報告 され た (黒田 , 1959). 
本 員 の 形態 的 特徴 に 関し て は 同氏 の 詳細 な 記載 を 参照 さ 
れ 度 い が 。 一 見 し て ムシ ツヤ ドリ カワ ザン ショ ウツ より 更に 
小型 で 下 白 帯 な く , は 強い 光沢 を 有 し 上 且 
が 開い こい る 点 等 が 特徴 で ある (写真 第 3 ・ 4 図 参 照 ). 


本 中 の 分 布 びに 状 況 に つい て 若干 の 観察 結果 を 
でる と の く で ある ち 基 の 後 第 1 表 に 示す 


! さ れ た が 今後 調査 が 集め ば 更に 多数 


見 出さ 
本 内 の 棲息 状態 は , 加古 川 に お いて は 水辺 より 約 380~ 
800 cm 程度 は な れ た 川 泥 土 上 で 少し く ん だ 気 
見 出さ れる . 上 れ た 暮 や の 重 つ た 中 
ょ 木片 の 庫 等 温 つ た 場所 に 好 ん で 棲み 水中 か ら は 見 出 
ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ツウ と 混 棲 する 事 
ぁゃ ある が 棲 わ け の 見 られ る 事 が 多い .。 即ち この 加古 
川 に お いて は 水辺 より 陸 に 向 つ て ,。 カ ワザ ン シ ョ ウ ガイ 。, 
ウ , ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ウ の 順に 分 布 す る 事 が 多い . 兵 
庫 県 円 山川 に お いて は 水辺 近く か ら 5m く らい 離れ た 所 
上 に 人 し , 本 ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ と が 
混 楼 し て いる a 熊本 県 球磨 川 の 所 見 で は 水辺 泥 
土 の 終 面 上 と に ヘム シヤ ドリ カワ ザン ショ ツウ と 接近 し て も 分 
布 す る が , 水面 か ら 高 さ 約 2 m の 泥 土 の 小山 の 項 上 附近 
に 本 中 の み 多 数 分 布 す る の が 認め られ た . その 他 の 地点 
も 上 記 と ほ さ くさ 同様 の 所 見 で あつ た . 以上 の 如く 本 中 は 
シヤ ドリ カワ ザン ショ ツウ と 楼 息 状 況 が 最も 類似 し て いる 


肺 吸虫 の 研究 , 10. 本 研 は 文部 省 科学 研究 合 研 に っ つて 行っ た, と に 感謝 の 意 を 表す る . 
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Table 1 Results of collection of 


Assiminea yoshidayukio 


Approximate 
Locality of the snail collected & density Remarks 
Type locality of the snail. 
Pref. ) few Endemic area of P slokt- 
Suenensis. 
(Hyogo Pref.) many Endemic area of P okhirai 
Kino River (Wakayama Pref.) April, 1959 a 
紀 フ 川 Kuroda, Ito & Yoshida. 
Hidaka River (Wakayama Pretf. ) April, 1959 
Kuroda, Ito & Yoshida. moderete 
Kumihama Bay (Kyoto Pref.) September, 1959 
久美 浜 moderate 
Shinyodo River (Osaka Pretf.) 1959 i Endemic area of P. 
新 Tomimura, Kajiyama & Yoshida. loktsuenensis. 


Kushikino (Kagoshima Pref.) 

野 Kuroda. 
Lake Hamana (Shizuoka Pref.) 

浜 名 Habe. 


(Private communication) 


(Private communication) 


April | May 


the infection with P okirai larvae to 


が , 更に 之 よ り 陸 側 に 見 出さ れる 事 が 多く , 陸 産 に 近 
い 。 試 みこ 実 験 室内 で 数 種 の 中 を 水道 水 或 は 0.222 食 塩 
水中 に 投入 する と 最も 速やか に 水中 か ら 脱 出す る の が へ 
ンカ ドガ イ 及 びと の ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ウツ で , 次 に ムシ 
ヤ ド リ カワ ザン ショ 及び クロ クリ イロ カワ ザン ショ ウ 
で あり 最も 緩慢 な の が カワ ザン ショ ウ ガ イ で あつ た . 
(CIT) 大 平 肺 吸虫 ミラ ンジ ウム の ヨシ ダ カ ワ ザン ショ 
ウ へ の 感染 実験 成績 
ず 兵庫 県 円 山川 産 ク ッ ャ ベン ケイ の 肝臓 か ら 採 取 し た 
大 平 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 白 削 に 経口 投与 し , 約 2 
カ月 を 経過 し た 頃 こ の 白 層 殺 し , 肺 の に ある 
多数 の 虫 凡 を 28~29°C で 約 80 日 間 培 養 し , 1959 年 4 月 16 
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Fig. 1 Maximum and minimum temperature of the breeding room during the period of 


July | August 


A. yoshidayukio 


3 


日 に ミラ シン ジウ ム を 映 化 せしめ , 13 個 の ョ ンダ カワ ザマ ツ 
ショ ウ に 感染 せしめ た . ミラ シン ジウ ム の 肖 化 法 は 虫 卵 を 
懸 せしめ た 水 を 強く 振 する 方 法 に 依 つ た. 化 し 
泳 を 初め の た ミラ シン ジマ ウム は 15 匹 づつ シヤ ー レー (直径 9 
cm, 深き 6 cm, 水 の 深 約 1 cm) に 投入 し , 5 
宛 の 入れ (上 中 個 に 対し ミラ ジウ ム 3 匹 の 
8 時 間接 触 せ しめ た . シヤ ー レー の 壁 を は い 上 る 上 貝 は 
ち に 水中 に 落す 様 に し た . と の 第 1 回 実験 に と 用 いた ヨ 
ダ カ ワ ザン ショ ウ は 模式 産地 で ある 兵庫 県 加古 川 産 の も 
の で ある . 

次 に 第 2 回 実験 と し て 別 の ら 得 た 大 平 肺 
卵 を 同様 の 方 法 で 培養 し , 1959 年 5 月 13 日 に ジ 芝 
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Table 2 Rcsults of experimental infecticn with Paragcnimus ohirai larvae to Assiminea yoshidayukiot. 


Number of Number Number of 
snails infected er of snails snails in- 
with miracidia examined fected 
The first experi- Kako Rives April, 16 
ment Hyogo Pref. 13 1959 30 13 4 30.8 
The second ex- Maruyama River May, 13 
periment Hyogo Pretf. 1959 87-94 20 15 75.0 


ふろ の 肖 化 を 行い , 今度 は 兵庫 県 円 山川 産 の ョ シダ カワ ザ 


ン シ ョ ウ 20 個 に 感染 せしめ た . 貝 1 個 当 り の ミラ シ ジ ウ 
ふ 数 は 前 回 と 同様 3 匹 で , その 他 の 操作 も 同様 で ある . 
こと の 際 , この 上 貝 は 大 平 肺 吸虫 流行 地 の 由 で ある の で 自然 
感染 に と ょ る 感染 率 へ の 影響 が 一 応 考慮 され る が 当地 域 に 
ぉ ける 本 上 躍 の 自然 感染 率 は 後述 する 如く 0.24% の 低 率 で 
る の で 実験 が 非常 に 高い 際 は 無視 し うる と 考え 
る . 感染 後 員 の 錠 育 法 は 既報 (吉田 らち ら , 1959) し た 通り 
で ある の で 省略 する が , 飼育 は 実験 室内 で 行い , その 間 
の 室内 温度 (最高 ~ 最 低 ) は 第 1 図 に 示す 通り で ある . 
と の 2 回 に 下る 感染 実験 の 成績 は 第 2 表 に 示す 如く , 
第 1 実験 は 4 月 16 日 に 感染 せしめ て か ら 90 日 を 経過 し た 
7 月 15 日 に 13 個 の 貝 を 破壊 検 鏡 し た 所 , その 内 4 個 30.8 
2%6) に 大 平 肺 吸虫 の レ ヂ デア, セル カリ ア を 検出 し た . 第 
2 実験 は や は り 第 2 表 に 示す 如く , 5 月 13 日 に 感染 せ し 
め て か ら 87~94 日 目 に 当る 8 月 8 日 ~ 8 月 15 日 の 間 に 検 
査 し た 所 , 20 個 中 15 個 (75.0226) に レ ヂ デア , セル カリ ア 
を 見 出し た . 即ち 第 1 , 第 2 両 実験 の 成績 を 線 合 する と 
感染 率 は 57.625 と か な り 高 率 で ある . 既に 本 吸虫 の 第 1 
中 間 宿 主として 決定 され て いる ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 
ウッ に つい て 著者 等 が 今回 と 同様 の 方 法 で 行 つ た 感染 実験 
の 結果 は 既報 の 如く 60.922 で , 今回 の ョ シン ダ カ ワ ザン シ 
ョ ウ の 感染 率 は 必 する 数 値 と 云え よう . 今回 の 
観察 で 気付 いた 事 は , ヨシ ンダ カ ワザ ン シ ョ ウ は ムシ ヤ ド 
リカ ワザ ン シ ョ ウ より 更に 実験 室内 の 飼育 に よく 耐え 全 
く 死 亡 す る も の が な か つた 事 で ある . 

(TW) ヨン ダ カ ワ ザン ショ ウ に お ける 大 平 肺 吸虫 幼虫 
自然 感染 例 の 検索 

本 貝 が 第 1 中 間 宿 主 で ある 事 を 決定 する に は 感染 実験 
に 成功 する と 共に 自然 界 に お いて 実際 こ に 中間 宿 主 と な つ 
> 事 を 実証 し な けれ ば な ら な い .。 著者 等 は 上 述 の 如 

感染 実験 に お いて 本 上 貝 が 大 平 肺 吸虫 導 虫 に 対し ムシ ヤ 
邦 大 平 肺 吸虫 流行 地 に か な り 分 布 す る 事 か ら 必 ず や 自然 
感染 が 見 出さ れる も の と 考え , 1959 年 5 月 か ら 12 月 に 互 


( 89 ) 


Table 3 Investigation on the natural infection 
with P okirai larvae in Assiminea yoshi- 
dayukioi collected from the Maruyama River. 


Number Number 
of snails of snails (%) 
examined infected 
May, 1¢59 200 0 (0) 
June, — 
July, 116 1 (0.86) 
August, / 28 0 (0) 
September, 14 0 (0) 
October, 36 0 (0) 
Nobember, / — 
December, 18 0 (0) 
Total 412 1 (0.24) 


る 間 , 本 吸虫 の 流行 地 で ある 円 山川 で 本 中 を 採集 し 検査 
を 行 つ て きた 所 , "月 に 採集 され た 116 個 中 1 個 に 同 吸 
虫 の と レ ヂ ア 及 び セ ルカ リア を 初め て 検出 する 事 が 出来 
た . この 自然 感染 レデ ヂ デア, セル カリ ア は 実験 感染 に より 
上 た それ 並び と こ ム シヤ ドリ カワ ザン ショ ウ か ら 得 た それ 
等 と 形態 上 差異 を 認め な い . 併 し 第 3 表 に 示し た 様 に そ 
の 後 も 検査 を 行 つ て いる が 見 出さ ず 現 在 包 の 成績 で は 総 
計 412 個 中 1 個 (0.24226〉 に すぎ な い 。 こと この 円 山川 に お 
いて は 既報 の 如く 多数 の ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ アウ 用 
び カ ワザ ン シ ョ ウ ガイ が 分 布 棲息 し て を り , と これ ら の 上 貝 
に お ける 大 平 肺 吸虫 効 虫 自然 感染 率 を 参考 の 為 示す と , 
前 者 0.047 (9262 , 後者 0 ( り で ある (と の 
成績 は 1958 年 1 月 か ら 1960 年 1 月 迄 の 成績 で , 既報 告 
(1959) より 若干 検査 数 が 増加 し て いる >. 

と こと に お いて 一 言 し た い の は 1959 年 3 月 以前 は 我々 は 
ョ シダ カワ ザン ショ ウ な る 上 貝 の 存在 を 知ら な か つた 為 , 
或 は 若干 の 由 が ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ と し て 破壊 検 
査 さ れ た か も 知れ ぬ が 38 月 以後 は まぎらわしい 小型 の も 
の は すべ て 双 眼 顕 微 鏡 下 で 一 個 一 個 油 密 に 区 別 し 検査 を 
行 つ た 。 そ の 結果 ヘム シヤ ドリ カワ ザン ショ ウ か ら 更 に 4 
個 , ヨン ダ カ ワ ザン ショ ウ か ら 1 個 の 感染 員 が みつ か つ 
た と 。、 こ の 事 に ょ り 両 者 共に 自然 感染 の 成立 する 事 は 間 違 


いな いと 考え る 。 併 し 征 ら 目下 の 所 ヨシ ダ カ ワ ザン ショ 
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Plate 1. 


oo! 


mm 
3k 
EXPLANATOIN OF PLATE 
Pl. 1—1 Mature cercaria of Paragonimus ohirai Pl. 1—4 Photograph of A. parasitologica and A. 
in Assiminea yoshidayukioi yoshidayukioi 
ePl. 1—2 IInd generation redia of P ohkirai in A. The biggest one is A. parasitolagica, 
yoshidayukioi which has a pale straw coloured zone 
Pl. 1—3 Photograph of A. yoshidayukios below the suture. 
Shell small, very glossy ; umbilicus narrow Other six smalls nails are A. yoshida- 
but deeply perforated. yukioi 
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Table 4 Numbers of rediae and cercariae of P. 
ohirai in Assiminea yoshidayukioi. 


19 5 
Experimental ]2. 2.8Xx2.1 8 0 
infection 30 116 
4. 2.4Xx1.9 35 82 
Natural 
l1. not measured 13 6 


ウツ の 検査 数 が 少 い が 之 は 棲息 数 が ムシ ヤ ド リ カワ ザン シ 
ョ に 比べ て 少く , 上 且 甚だ 微小 な 集 さ れ い 
で , 今後 更に 多数 を 検査 する 必要 が ある と 考え て いる . 

(WV) ヨン ダ カ ワ ザン ショ ウ か ら とら 検出 され た 大 平 肺 吸 
幼 に つい て . 

先ず 本 中 か ら 検 出さ れ た 大 平 肺 吸虫 の レデ アァ 及び セル 
カリ ア の 形態 は , 著者 が ふ シ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ か ら 
証明 し た 多数 の それ と 比較 する 時 , 各部 計 滑 値 も 又 形 態 
的 特徴 も 何等 異 る 点 を 認め な い の で 細部 は 省略 し 写真 の 
・ み を PI. 1 一 1, 一 2 に 示す . 次 に 本 貝 に 大 平 肺 上 虫 幼 
虫 が 感染 発育 し た 際 の レ ヂ ア , セル カリ ア の 概数 を 第 4 
表 に 示す . この 成績 は 第 1 回 実験 感染 の 4 個 と , 自然 感 
染 の 1 個 と に つい て の 成績 で ある . 

1959 年 3 月 26 日 , 兵庫 県 加古 川 に お いて 初め て 採集 さ 
れ , 同年 12 月 黒田 徳 米 博士 に よ ょ つて 新種 の 記載 が 行わ 
れ た ョ シダ カワ ザン ショ リウ ( Assiminea yoshidayukioi 
Kuroda, 1959) な る 上 貝 が 実験 的 に 高 率 に 大 平 肺 吸虫 幼虫 
に 感染 し セル カリ ア に 所 発育 する 事 が 明らか と な り ( 感 
染 率 57.622), 更に 兵庫 県 北部 円 山川 の 大 平 肺 吸虫 流行 地 
に お ける 約 8 カ月 に 豆 る 検索 の 結果 , 本 内 か ら 大 平 肺 吸 
虫 レ デア ,。 セル カリ ア の 自然 感染 (感染 率 0.242%) を 見 
出し た の で と こと に 本 上 貝 を 大 平 肺 吸虫 の 新しい 第 1 中 間 宿 
主として 追加 する . 

拉 筆 た 当り 御 指 導 , 御 校 閣 を 頂い た 小林 晴 治 郎 , 長 花 
操 両 先生 に 深謝 する . 叉 具 類 の 同定 基 の 他 に 関し 種々 御 
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指導 を 頂い た 黒田 徳 米 壇 士 に 深い 感謝 を 捧げ る . 
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ANOTHER NEW FIRST INTERMEDIATE HOST, ASSIMINEA 
YOSHIDAYUKIO! KURODA, 1959, OF PARAGONIMUS 
OHIRAI MIYAZAKI, 1939 


YUKIO YOSHIDA and MASAM! MIYAMOTO 
(Department of Medical Z00logy, Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, Japan) 


Hitherto, Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 was decided as the only first intermediate 
host of Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 (Yokogawa et al., 1958 ; Yoshida et al., 1959). 
Subsequently, it was moreover cleared that this snail plays the part of the first intermediate host 
of Paragonimaus iloktsuenensis Chen, 1940 in Japan (Yoshida 1959 ; Tomimura et al., 1960). 

A new snail of Genus Assiminea was collected by Y. Yoshida, one of the present authors, 
from the Kako River in March, 1959. Dr. T. Kuroda has published this snail named Assiminea 
yoshidayukioi as a new species (Kuroda 1959). Photographs of A. parasitologica and A. 
yoshidayukioi are shown in Pl. 1—2. By the later survey, it was investigated that A. yoshidayukior 
was commonly distributed in the endemic area of the Paragonimus (see Table 1). 

We carried out an experiment whether the larvae of P. ohirai can develop completely in 
this snail. On the other hand, we have searched for the snails infected naturally with the larvae 
of P ohirai at the endemic area (the Maruyama River, Hyogo Prefecture) of the Paragonimus for 
about eight months. The results obtained are as follows : some white-rats were infected with P 
ohirai metacercariae which were collected from the liver of Sesarma dehaani captured at the 
Maruyama River. About two months later eggs in worm cyst of the rat’s lung were collected and 
cultured under the conditions of 28-29°C in temperature and 100% in humidity for a month. The 
hatched miracidia were kept in touch with A. yoshidayukioi for about three hours in petri 
dishes. 

These infected snails were breeded in the laboratory during spring and summer season (the 
room temperature is shown in Fig. 1). All of the infected snails survived and they were ex- 
amined carefully during the period of 87-94 days after the infection. In 19 snails out of 33 
infected with miracidia (57.6%), rediae and mature cercariae were found (see Table 2). The 
experimental infection-rate of the larvae of P. ohirasi in this snail is similar to that in A. parasitologica 
(60.9 %) which was shown previously by the authors. Furthermore, we have found the case of 
natural infection with P ohiratz larvae in one out of 412 A. yoshidayukiot collected from the 
Maruyama River (see Table 3). The numbers of rediae and cercariae in each infected snail are 
shown in Table 4. 

Hereupon, Assiminea yoshidayukioi is added as a new frst intermediate host snail of 
Paragonimus ohirai by these investigations on the both sides of experimental and natural infections. 
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